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岐阜おおがきビエンナーレ2006
　　　　　　　 じゃんけん:運 の力



ごあいさつ

　ここに「岐阜おおがきビエンナーレ2006」 の レポー トをお届 けできるのを大変嬉 しく思います。

「岐 阜おおがきビエンナーレ」を初めて開催 したのは、2004年 の2)Jか ら31Jに か けてでした。

それまで「インタラクション」と題 して世界のインタラクティヴ系最先端のメディアアー ト作品をソフ

トピアやスイトピアセンターで展示 していた「世界メディア文化フォーラム」をまったく新しい形で

街なかに持ち込むという冒険でしたが、幸 いたくさんの方々のご支援をいただいて、それなりの

成果を挙げることが出来ました、、2月 から3月 という寒い時期に開催 したのは、恒例のIAMAS

卒 展 とあわせて見ていただこうという日論 見からでしたが、:つ のイベントの同時開催自体が重

荷のうえ、観 にきてくださる方々に寒 さが厳 しいということもあり、2006年 の第2回 は10)」の初

句に会期を設定 しました。

　第1回 のときも中心市街地の広い地域を舞台に択びましたが、ノ〉回はさらに広汎な地域に展

示やイベントを展開 しました。今回のテーマは「じゃんけん:運 の力」で、私どものメディア文化

センター長の古岡洋教授 と、メディアアートのキュレータまた批評家として活躍されているグナラ

ン・ナダラヤンさんにディレクターをお願いし、とくにアジア各地のアーティストの方々をお招 きす

ることにしました。今後、私たちの地域がそうした国々と密接な関係をもっていくことが大事であ

り、またIAMAS自 体 もアジアにしっかりと根をおろして活動 していかなくてはならないと考えたか

らです。ナダラヤンさんをはじめとする参加 くださったアーティストや研究者の方々に心からお礼

を申しあげたいと思 います、,今回は個々の展示やイベントにふさわしい「場」を択ぶことに力を注

ぎ、その結果として前回を上回るたくさんの拠点で開催することになりました、,そのこと自体は良

かったと思 いますが、熱心にいくつものイベントや展示に参加 してくださった方々には、かなりの

無理をお願いすることになったかと案じています。これは今後の課題 と思っています。

　このビエンナーレは地域との連携や地域の活性化を重要 と考えるものですが、第1回 は開催

それ自体に追われて、地域 との交流が充分とは言えないところもありました。その点、今回のビ

エンナーレは、IAMASの 附 置研究機関であるメディア文化センターを中心とするスタッフの皆

さんの活躍で、各方面で深い交流が出来たように思います。 ビエンナーレの新聞や学生主体

の機関誌「クロッカス」の特別号 団行などの新機軸 もあり、ビエンナーレへの一般 の方々の関心

を深めることも出来たかと思います。もちろんこうしたいっさいはたくさんの方々のご支援、ご協

力があってのことで、今回も、県、市、商店街、企業、NPOと いったさまざまな方面の方々の絶

大なご支援があってはじめて可能 になった催 しと思っています、,皆様のご尽力にあらためてお

礼申しあげますとともに、また2年 後のビエンナーレをさらに充実したものにすべく、いっそうのご

支援とご協力をお願い中しあげる次第です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横山 正

　　　　　　　　　　　　　　　 IAMAS(情h乏不こ1';,.,'f_:rbiノく学院大学+11皮ii喋"・【ll際情縦科学蜘・1;∫アカデミー)学長
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FOREWORD

Iam　 extremely　 pleased　 to　 deliver　 this　report　 of　 Ogaki　 Bicnnalc　 2006.　 Ogaki　 Bicnnale　 was

first　held　 from　 Febrしiary　 to　 March　 in　 2004.　 We　 undertook　 the　 venture　 of　 adapting　 the

previous　 World　 Media　 Culture　 Forum‐which　 originally　 exhibited　 cutting　 edge　 interactive

media　 art　works　 from　 around　 the　 world　 at　Suitopia　 Center　 and　 Softopia　 under　 the　 title

Interaction‐into　 a　completely　 new　 form　 by　 taking　 it　to　 the　 streets.　 Fortunately　 due　 to

supPort　 provided　 by　 1112111y　peoPle　 the　 attempt　 produced　 a　successful　 event.　 The　 first　I3iennale

was　 held　 in　the　cold　 days　 of　February　 and　 IVIarch,　 allowing　 visitors　 to　see　the　 annし1al　 IAMAS

Graduate　 Exhibition.　 However,　 holding　 both　 events　 simultaneously　 proved　 a　heavy　 burden,

additionally　 the　 harsh　 cold　 was　 difficult　 for　 visitors,　 so　 the　 Second　 Biennale　 in　2006　 was

planned　 for　early　 October.

　　The　 First　 I3iennale　 was　 set　in　the　sprawling　 central　 urban　 district,　 and　 this　time　 the　 events

and　 exhibitions　 extended　 to　a　snore　 expansive　 region.　 This　 year's　 theme　 was"The　 Power　 of

Chance."We　 requested　 as　directors　 Gunalan　 Nadarajan,　 who　 is　an　 active　 critic　 and　 curator

of　media　 art,　along　 with　 our　 own　 Professor　 Hiroshi　 Yoshioka,　 the　 head　 of　 the　 Center　 for

Media　 Culture;and　 invited　 artists　 particularly　 from　 various　 Asian　 regions.　 This　 preference

recognizes　 the　 importance　 for　 our　 community　 to　 prize　 future　 relationships　 with　 these

anmtries,　 and　 that　 IAMAS　 also　 must　 establish　 ties　in　Asia.　 I　would　 like　 to　express　 gratitude

from　 my　 heart　 to　 Gunalan　 Nadarajan　 and　 the　 participating　 researchers　 and　 artists.　 Their

cledicatioi7　 committed　 to　individually　 selecting　 ve11し1es　suitable　 for　 each　 event　 and　 exhibition

resulted　 in　 more　 centers　 for　 exhibition　 than　 the　 previous　 Bicnnalc.　 I　think　 this　is　fantastic,

but　 I　worry　 whether　 it　demanded　 too　 much　 from　 those　 who　 enthusiastically　 participated　 in

multiple　 exhibitions　 and　 events.

　　Iconsider　 the　 invigoration　 and　 cooperation　 with　 the　 community　 under　 this　 liiennale

important.　 The　 First　Biennale　 was　 over-preoccLipied　 with　 organization,　 so　exchange　 with　 the

community　 became　 secondary.　 In　this　 regard,　 liiennale　 2006　 was　 able　 to　 conduct　 exchange

in　all　aspects　 owing　 to　performance　 of　the　 staff　lead　 by　 the　IAMAS-affiliated　 research　 body,

the　 Center　 for　Media　 Culture.　 There　 were　 additional　 innovations　 such　 as　 the　 special　 issue

Crocus　 student　 organized　 newsletter　 and　 Biennale　 newspaper　 that　 piqued　 the　 interest　 of　the

general　 public　 towards　 Bicnnalc.　 Beyond　 a　doubt,　 Bicnnalc　 is　entirely　 due　 to　 cooperation

and　 support　 from　 many　 people.　 This　 time　 as　 well　 we　 received　 tremendous　 support　 from

various　 affiliations　 including　 non-profit　 organizations,　 businesses,　 shops,　 the　 city,　and　 the

prefecture　 to　prodしlcc　 an　 unprecedented　 event.　 I　W111T　 to　 express　 my　 deepest　 gratitude　 for

the　 effort　 everyone　 invested,　 and　 say　 that　 we　 continue　 to　be　dependent　 upon　 your　 additional

cooperation　 and　 support　 to　further　 enhance　 the　next　 Biennale　 in　two　 years.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tadashi　 Yokoyama

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　President,

IAMAS(institute　 of　1¥dvanced　Media　Arts.and　Sciences+International　Academy　 of　y…1edia　Arts　and　Sciences
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Kamol　 Phaosavasdi

カモン・パオサワット

10　 wORKS　 1



View　 of　Installation　 at　Takeshima-kaikan　 Site

　　　　　 それ らを結合9る 想 像 の橋

　　　　　　　　　　　制作 年:2006年

　　　　　 ビデ オ・インスタレーシ ョン

The　imaginary　 bridges　that　linkthem

　　　　　　　　　　Video　Installation

　　　　　　　　　　　　　　　　 2006
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それらを結合する想像の橋

　カモン・パオサワットにとって、場所とは作品が
設置されるたんなる空間ではない。それはむしろ、

彼の作品を形づくる思考の、ひとつの還元不可能
なエレメントである。パオサワットは場所のもつ歴

史的・文化的文脈に言及するが、その作品は場所の

もつそれらの特定の背景を直接参照しているわけ
ではなく、したがって単純な意味で「サイトスペシ

フィック」な作品と言うことはできないだろう。

　彼は一方では、部屋の照明の色を変更すること

によって、日本家屋の室内が持つ日常的な雰囲気

を剥奪する。だが他方で、作品と展示会場である

場所との関係について彼が観客に与えるのは、比

較的かすかな示唆にとどまっている。赤、青、緑に
調光された三つの部屋の畳の上に置かれた八つの
モニタには、馬に乗って疾走しながら矢を射るサム

ライ、原爆 ドームを内部から見上げるようなイメー

ジ、CGで 作 られた通路を進む映像、中の液体が不

思議な動きを見せる茶碗のクローズアップ、などで

ある。それらはたしかに「日本」を連想させる断片
ではあるが、エキゾティックな感情へと収束するか

わりに、観る者を反復的で内省的な静けさへと誘

いこんでゆく。またモニタのひとつに自分の身体
が映し出されることにより、観客はこの特別な場所

にいる自分自身をも意識するようになる。

　こうした作品一 というより、ひとつの環境一 の

中に座っていると、近代的・西洋的な「アート」につ
いての常識的理解があやしくなってゆく。まるでこ

こでは、標準化された私たちの芸術理解そのもの

が、仏教的な意味における「執着」にすぎないと語

りかけられているかのようだ。静かで瞑想的な見
かけとはうらはらに、バオサワットの作品には深い

批判精神が感知される。

View　 of　Installation　 at　Takeshima-kaikanSite
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The　 imaginary　 bridges　 that　 link　them

For　 Kamol　 Phaosavasdi,　 the　 venue　 of　 this

exhibition　 doesn't　 mean　 a　mere　 space　 in　which

his　work　 is　installed,　 but　it　rather　 is　an　irreducible

element　 of　his　conception　 of　the　 piece.　 Though

Phaosavasdi　 does　 mention　 the　 place's　 historical

and　 cultural　 context,　 his　work　 doesn't　 directly

refer　 to　a　particular　 background.　 The　 relation

between　 his　 work　 and　 the　 exhibition　 space　 is

complex,　 and　 we　 cannot　 speak　 of　a"site-specific"

work　 in　the　 simple　 sense　 of　the　word.

　　By　 changing　 the　 color　 of　light　 in　the　 rooms,

he　 deprives　 them　 of　 the　 usual　 atmosphere　 of

traditional　 Japanese　 spaces,　 and　 to　the　 audience

he　 makes　 only　 vague　 suggestions　 about　 the

relationship　 between　 the　 place　 and　 his　work.

The　 eight　 monitors　 set　 up　 in　three　 tatami　 rooms

show　 such　 images　 as　 a　samurai　 on　 horseback

shooting　 an　 arrow,　 an　 interior,　 worm's　 eye　 view　 of

Genbaku　 Dome(The　 Hiroshima　 Peace　 MemorialJ,

acomputer　 graphics-based　 run　 through　 a

corridor,　 or　the　 peculiar　 wave　 motion　 of　tea　 in　a

tea　 bowl.　 All　of　these　 motifs　 can　 be　 associated

with　 Japan,　 but　 none　 of　them　 evokes　 an　 exotic

kind　 of　feeling.　 Instead,　 the　 repetitive　 image

sequences　 create　 a　meditative　 and　 quiet　 state　 of

mind.　 One　 of　the　 eight　 monitors　 always　 shows

the　 respective　 visitor　who　 is　at　the　 time　 sitting　 in

the　 room,　 which　 makes　 the　 viewer　 aware　 of　his

or　her　 presence　 in　this　particularplace.

　　Sitting　 inside　 this　work-or　 rather,　 inside　 this

environment-we　 may　 become　 unsure　 of　 our

normal,　 i.e.　Western　 and　 modern　 understanding

of"art".　 It　is　as　if　the　work　 was　 trying　 to　suggest

us　 that　 all　our　 standardized　 views　 of　art　are　 just
"
attachments"in　 the　 Buddhist　 sense,　 which　 we

should　 free　 ourselves　 from.　 Meditative　 as　 it　may

look,　 Phaosavasdi's　 work　 seems　 to　contain　 a

deeply　 critical　 notion.

カモン・パオサワット
1958年 タイ、ピサヌロー ク生ま
れ、,タイで美術教育を受けた後、
アメリカでインターメディアの修
士号取得。急速な経済成長の裏
の環境汚染や自然破壊、テクノロ
ジーの発展と人間の疎外感をテー
マに映像と自然素材によるインス
タレー ションを多 く行 う01999年 横 浜美 術館 で個 展、越 後妻

有 アー トトリエ ンナ ー レ2000、 ヴェネチア ・ビエンナー レ2003
な どで展示。

Kamol　 Phaosavasdi

Born　 1958　 in　 Pitsanulok,　 Thailand.　 After　 receiving

art　 education　 in　Thailand,　 Kamol　 earned　 an　 M.F.A.　 in

Intermedia.　 Hisvideo　 works　 and　 installations　 using　 natural

materials　 often　 dealwith　 environmental　 contamination

and　 the　 destruction　 of　nature　 as　 side　 effects　 of　 rapid

economic　 growth,　 as　 well　 as　 developments　 in　technology,

and　 the　 estrangement　 of　humankind.　 Exhibitions　 include

among　 others　 a　solo　 show　 at　Yokohama　 Museum　 of　Art,

exhibitions　 at　 Echigo-Tsumari　 Art　 Triennale　 2000　 and

Venice　 Biennale　 2003.
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カモン ・パ オサ ワッ ト

インタビュー

　 今回のビエンナーレに展示している作品につい

て簡単に教えてもらえますか。

　場所を楽しむこと、それがすばらしい機会になり
ました。訪れたことのないところで、場所に依存し

た作品を計画したのです。電子メールで受け取っ

た写真を通 して作品を考え、制作しました。受け

取ったメッセージから作品を制作し始め、わずかな

言葉でもってそれらをお互いにつなぎ合わせようと
しました。そうやって楽しみ始めたのです。ここに

くる前にこのイメージだけを持ってきましたが、実

際には思っていたとおりに作品を見せることはで
きなかったですね。映像をDVDで 作 っていたので

すが、データも持ってきたので変更する必要があれ

ば、変更できる状態にしていました。実際に場所に

着いたとき、その場所について多くのことを知り、
それと同時にインスタレーションを適切に変えてい

くよいチャンスになりました。コンセプトは同じな

のですが、私にとってその場所が持つ雰囲気、また
そのスタイルの中に入っていくことがより重要だと

思ったのです。今は作品を仕上げることができて、

とても満足しています。

　作品はrそれらを結合する想像の橋』というタイ

トルですが、歴史的な背景をよく知らない、あるい
は完全に物語を理解していない世界のためのアイ

デアだったので、私は意図して物語を伝えようとは

しませんでした。アートにおいて重要なことは、鑑

賞者がイメージの実態を形づくると同時に、その場

所の特性やタイトルをもって形づくっていくことで
す。それが私の作品についての考え方です。

るのと同時に、とても楽しむことができます。より

深い作品を制作できるので、このような作品制作

を強 く望みますね。場所に依存する作品に関わる
ことは、すでに出来上がっているものを設置するこ

ととは大きく違っていて、ギャラリーで作品を展示

することと同じではありません。場所について学ぶ
こと、そして場所が私に教えてくれること、それが

とても大切なものなのです。

　 作品の背後にある考え、あなた自身の特別な経

験はありますか。

　 日本の建物や建築様式に興味があったこともあ
り、この空間はとても気に入っています。歴史的な

場所というものは瞑想的なものへと私たちを誘い
ます。言うまでもなく、ちょうどアートがそうであ

るように。また、観客が畳に気づいてそれを見るよ

うに作品を仕上げました。普通、ギャラリーでは歩
いて作品の前まで行き、立ち止まってアート作品を

見つめたり、眺めたりします。それに対して日本の

家屋で展示するこのような作品では、まず家に入る
とき、靴を脱がなければなりません。そして次に畳

や床へと座らないとならないのです。アート作品
の前に座するとき、そのイメージは歴史的なもの、

何かより瞑想的なものへと私たちを誘ってくれるの
です。それはまた別の作品であると思っていて、場

所が働きかける心理的なものとともに、もうひとつ
の作品を作り上げていきました。

　 美術館のギャラリーで展示するのと、畳間の和
室である竹島会館で展示をすることはかなり違 っ

ていると思いますが、どうでしたか。

　それはちょっと違いましたね。美術館で見せる
場合、作品を美術館に設置する前に制作はすべて

事前に終えています。このような場所に作品を置

くと、今まで考えてこなかったことを学ぶ機会にな
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Kamol　 Phaosavadi

Interview

　　 Can　 you　 briefly　 tell　us　about　 the　work　 you　 are

exhibiting　 in　this　Biennale?

This　 has　 been　 a　great　 opportunity　 for　me　 to　play

alot　 with　 the　 site.　The　 work　 relies　 on　 the　 venue,

which　 I　hadn't　 actually　 seen　 before.　 I　worked　 off

of　photographs　 l　received　 by　emaiしand　 stuck　 with

that　to　think　 upthe　 work.　 From　 the　message　 I　got

Ibegan　 to　play　 around　 with　 the　 work　 by　 putting

together　 word　 for　 word.　 Before　 I　came　 I　only

prepared　 this　 image,　 it　wasn't　 going　 to　be　exactly

along　 those　 lines.　 I　made　 a　video　 on　 DVD　 and

brought　 the　 data　 with　 me　 so　 if　anything　 needed

to　be　 changed,　 I　could　 change　 it.　This　 gave　 me

the　 opportunity　 to　 finish　 off　the　 installation

while　 learning　 a　lot　about　 the　 site　itself.　I　had　 a

fixed　 basic　 concept,　 but　 the　 atmosphere　 of　the

exhibition　 site　and　 the　ability　to　get　 into　that　 style

was　 even　 more　 important　 for　me　 in　the　 end.　 I　am

quite　 satisfied　 with　 how　 I　finished　 my　 work,"The

Imaginary　 Bridge　 to　LinkThem."

It　is　based　 on　the　 idea　 of　a　world　 with　 a　historical

background　 that　 I　don't　 know,　 and　 the　 story　 of

which　 I　cannot　 fully　comprehend,　 so　 I　don't　 try　to

tell　that　 story.　 I　think　 that,　 what　 is　important　 in

art　is　that　 the　audience　 forms　 the　substance　 of　an

image　 themselves,　 out　 of　elements　 that　 include

the　 characteristics　 of　the　 venue　 as　 well　 as　 the

title.　That　 is　the　 idea　 of　the　 work.

before,　 which　 I　quite　 enjoy.　 I　crave　 this　 kind　 of

work　 because　 to　 work　 at　 the　 site　 allows　 me　 to

create　 a　 more　 complete　 work.　 It's　not　 the　 same

as　 exhibiting　 in　 galleries.　 What's　 important　 to　 me

is　 to　 learn　 about　 the　 exhibition　 site,　 and　 the　 site

teaches　 me　 a　 lot.

　　 What　 are　 the　 ideas　 and　 experiences　 behind

yourwork?

Iam　 interested　 in　 Japanese　 architecture

and　 architectural　 styles,　 and　 I　really　 like　 this

space.　 Historical　 sites　 can　 put　 us　 into　 a　state

of　 meditation,　 and　 without　 doubt,　 art　 can　 do

the　 same.　 I　finished　 my　 work　 so　 that　 visitors

would　 look　 at　and　 become　 aware　 of　the　 tatami

mats.　 At　 a　gallery,　 usually　 visitors　 walk　 up　 to　an

artwork　 to　stand　 there　 and　 look　 at　it.　In　contrast,

visitors　 who　 come　 to　see　 this　work　 exhibited　 in　a

Japanese　 home　 must　 first　remove　 their　 shoes,

and　 then　 sit　on　 the　 tatami　 floor.　 Sitting　 in　front

of　 an　 artwork　 creates　 a　somewhat　 historical

and　 very　 meditative　 atmosphere.　 I　think　 this

is　an　 aspect　 that　 makes　 this　 piece　 work　 more

psychologically　 with　 the　 space　 it　is　displayed　 in,

to　become　 another　 artwork.

　　　Do　 you　 find　 exhibiting　 at　Takeshima-kaikan,

with　 a　tatami　 mat　 background,　 very　 different

from　 showing　 a　work　 at　a　museum　 or　gallery?

Yes,　 it　is　a　bit　different.　 When　 showing　 something

at　a　museum　 I　do　 all　the　 work　 beforehand　 and

simply　 exhibit　 it.　When　 the　venue　 is　a　place　 like

the　 Takeshima-kaikan,　 I　learn　 about　 the　 site

and　 eventually　 come　 up　 with　 ideas　 I　never　 had
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Zulkifle　 Mahmod

ズルキプリ・マハムー ド
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Sound　 Performance　 alE3u!okuden　 Site

偽 りの安 全性(大 垣版)

　　　　制作 年:2006年

サウン ド・パフ ォーマンス

False　Securities,　Ogaki

　　　　　　　 　　2006

　 Sound　 Performance
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偽 りの安全性(大 垣版)

　ズルキプリ・マハムードはビエンナーレの開幕に
数 日先立って到着し、大垣の街の様々な場所で、

古 くからある「バイノーラル録音」という方法を用
いて音を採取した。「バイノ　ラル録音」とは、人

間の両耳間の距離に二つのマイクを設置して録音
する方法であり、それをヘッドフォンで再生する
と、実際の音を聞いているかのような臨場感が得

られるというものである。

　パフォーマンスは、会期中3回 、武徳殿前、四季
の広場、およびIAMASマ ルチメディア工房の屋上
において行われた。それらはすべて野外で、ヘッド

フォンを用いて体験するものである。オーディエン

スが装着するヘッドフォンは周囲の環境の音が聞

こえるオープンタイプのものである。そのために、
ヘッドフォンを通して聞こえてくる音と、実際にそ

の場所において聞こえる音とを、観客は二重に経

験することになる。たとえばオープニング前に行
われた第1回 のパフォーマンス会場は、大垣城公園

内の樹々に囲まれた場所であったが、パフォーマ
ンス中に聞こえる鳥の鳴き声は、ヘッドフォンから

聞こえているのか、実際に外で鳥が鳴いているの

か決定できない。そのようにリアルなものとヴァー

チャルなものとの混合を、野外で、しかも集団で経

験する面白さが、マハムー ドのこのパフォーマンス
の第一の特徴である。

　さらにこれはヘッドフォンを用いて行われるため
に、それを付けていない周りの人々は、観客たちに

よって共有される経験の外部にいる。だが都市に

おけるそうした音響的環境のあり方は実は少しも

異常なものではなく、ウォークマンの登場以来すで

に三十年近 く、私たちが日常的に経験 してきたも
のなのである。

Sound　 Performanceat　 IAMAS　 Multimedia　 Studio
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False　 Securities,　 Ogaki

Zulkifle　 Mahmod　 arrived　 in　Ogaki　 several　 days

before　 the　 opening　 of　the　 Biennale,　 and　 captured

different　 sounds　 in　the　 city　in　binaural　 recordings.

Abinaural　 recording　 is　made　 by　 mounting　 one

microphone　 each　 on　 the　 ears　 of　a(human)

dummy　 head　 so　 that　 the　 sound　 is　recorded　 the

way　 it　is　perceived　 by　 the　 human　 ear,　 which

results　 in　a　feeling　 of"being　 right　 there"when

listening　 to　the　recording　 with　 headphones.

　　Mahmod　 presented　 his　 work　 three　 times

during　 the　 Biennale-in　 front　 of　Butokuden,　 at

Shiki-no-Hiroba,　 and　 finally　 on　 the　 rooftop　 of

the　 Multimedia　 Studio　 at　 IAMAS.　 As　 all　three

performances　 took　 place　 outdoors,　 and　 open-

type　 headphones　 were　 being　 used,　 visitors

could　 enjoy　 the　 double　 experience　 of　hearing

recorded　 sound　 from　 the　 headphones　 and　 real,

environmental　 noises　 of　the　 respective　 location.

The　 first　performance　 took　 place　 surrounded　 by

trees　 in　Ogaki　 Castle　 Park,　 so　 sometimes　 the

audience　 couldn't　 tell　whether　 the　 bird's　 song

came　 out　 of　the　 headphone　 or　from　 real　 birds.

One　 of　the　 most　 significant　 characteristics　 of

Mahmod's　 work　 is　to　let　his　audiences　 experience

at　once　 real　 and　 virtual　 occurrences,　 in　groups,

and　 in　outdoor　 environments.

　　In　these　 events　 it　was　 noticeable　 how　 persons

who　 were　 not　 wearing　 headphones　 were

obviously　 not　sharing　 the　experience　 of　the　 group

of　listeners.　 They　 were　 completely　 excluded　 from

the　shared　 artistic　 experience.　 Inthe　 present　 day,

this　 kind　 of　acoustic　 environment　 is　in　fact　 not

unusual　 at　all,　as　 the　 advent　 of　the　 Walkman　 30

years　 ago　 has　 rendered　 such　 sceneries　 part　 of

common　 social　 life.

ズ ルキブ リ・マハムー ド

1975年 、シンガポール 生 まれ、,同

国 の ラサール ・シア芸 術 大学 で彫

刻 を専攻、,彼 の作品 は音響 、イン
ス タ レー シ ョン、絵 画、彫 刻 な ど

複 数の分野 に またが りそれ を横断

す る、,すべ ての形態 は、空 間内 の

物 体 との関 係 に触発 され、そ こか
ら思い描かれたものである。彫刻家 として正規のヨ1練を受け
た彼はこの三年間、彫刻化されたサウンドとライブサウンドバ
フォーマンスとを結合すべく、その活動を構築 ・拡大してきた、,

Zulkifle　 Mahmod

Born　 1975　 in　Singapore.　 Majored　 in　sculpture　 at　Singapore's

LASALLE-SIA　 College　 of　the　 Arts,　 and　 graduated　 in'97.

His　 multi-disciplinary　 artistic　 activity　 encompasses　 sound,

installation,　 drawing　 and　 sculpture,　 and　 is　always　 inspired

by　 relationships　 of　objects　 in　certain　 spaces.　 Formally

trained　 in　sculpture,　 over　 the　 past　 three　 years　 he　 has

expanded　 his　 range　 of　activity　 to　 sculpted　 sound　 and　 live

sound　 performances.
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ズル キブ リ・マハムー ド

インタビュー

　 ビエンナーレではサウンドパフォーマンスをす

る予定ですね。パフォーマンスのためにどんな用

意をしましたか。

　様々な場所に赴き、バイノーラル・マイクで大垣
の音をレコーディングしてきました。それらの音

源をパフォーマンスのために作ったサウンドと合

わせ、作曲をします。そのとき、パフォーマンスに

来たオーディエンスにはヘッドフォンを使って聴い
てもらいます。バイノーラル・マイクで録音するこ

とで、ヘッドフォンをつけて聴いている人たちは、
360度 全天球方向からの音による環境を体験でき

るようになります。大垣に来てから、旧市街地であ

る十六銀行のあたりや武徳殿の周りを歩きました。

道に迷ったりもしましたね。

　パフォーマンスで使う録音は、私が実際に訪れ、
足を止めた現実の場所なんです。その場所の音を

オーディエンスと共有したいと思ったんですね。

都市の中にはたくさんの音が存在しているのです
が、私たちは単純に無視をすることにしています

ね、そうするとそれらの音はただの雑音になってし

まう。ほんの少しの時間、立ち止まってそれを聴こ

う思えば、その中にはたくさんの特徴的なものがあ
るのです。

ね。 だ か ら、誰 か が後 ろにいな いか どうかを確 か め

た んです 。実 際 に は、すべ て は頭 の中 なの に。 マ イ

クの 内 側 、そ れ は いわ ゆ る ヴ ァーチ ャル ・ス ペ ース

な のです 。

　 このようなパフォーマンスを作る上で、どう
いったものを意識していましたか。

　オーディエンスと共有したいもの、それはオーラ
ル・エクスピエリエンス(聴覚の経験)で すね。映像

を用いることなく、音だけを通した経験です。ラ
イブパフォーマンスでよく見かけるのは、聴衆があ

るヴィジュアルを見ようとしている光景です。彼

らは何かイメージできるものを見ようとヴィジュア
ルを必要とするのです。しかし、このパフォーマン

スでは音を通 してのみイメージが作り上げられ、音

を通 してのみイメージを想像するのです。この作

品に際して考えたこと、それは記録することによっ

て「出来事から抜け落ちるもの」を捉えることなん
ですね。つまり、いま話していたように、ある場所

に行 き、ある瞬間を捉まえる。一分とか五分。そ

して違う場所に移動し、またある瞬間を捉まえる。

それらをパフォーマンスで提示しています。

　 バイノーラルの仕組みについて少し説明しても

らえますか。また、なぜそれに興味をもったので

すか。

　バイノーラル・マイクとは耳に装着するタイプの
マイクで、耳に入ってくる音を集音します。なの

で、360度 全天球方向の音像のようなサラウンド

が得られます。私がこの録音に興味があるのは、

リアルな場所とヴァーチャルな場所の音を聞いて
いるオーディエンスに、一種のイリュージョンをも

たらせるからです。シンガポールで行ったパフォー

マンスでは、多くのオーディエンスが自分のヘッド

フォンを外したり、付けたりしていました。彼らの

後ろを誰かが歩いたような音が聞こえたからです
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Zulkifle　 Mahmod

Interview

　　 You　 plan　 on　 giving　 a　sound　 performance

at　Biennale.　 What　 have　 you　 prepared　 for　 the

performance?

Iwent　 to　 different　 spaces　 using　 binaural

microphones　 to　 record　 sounds　 in　Ogaki.　 I　will

combine　 these　 acoustic　 sources　 with　 sound

Icomposed　 for　 the　 performance,　 for　 which

visitors　 will　come　 in　and　 listen　 with　 headphones.

Binaural　 recordings　 are　 best　 listened　 to　with

headphones　 because　 you　 get　a　360-degree　 sound

environment.　 Since　 coming　 to　Ogaki,　 I　often　 got

lost　 walking　 around　 the　 old　 urban　 area　 near

Juroku　 Bank　 and　 the　 Botokuden.　 The　 recordings

are　 from　 places　 where　 I　actually　 stopped　 to　visit.

Iwant　 to　share　 the　 sounds　 with　 the　 audience

because　 we　 actually　 hearthem　 in　the　city,　but　we

simply　 ignore　 them　 and　 it　becomes　 mere　 noise.

If　you　 stop　 for　a　while　 and　 listen,　there　 is　a　lot　of

character　 in　it.

　　 Would　 you　 say　 a　few　 words　 about　 the　 ideas

and　 experience　 behind　 yourwork?

What　 I　want　 to　share　 with　 the　 audience　 is　an

aural　 experience-just　 sounds　 but　 no　 visual

images.　 At　 live　sound　 performances　 I　normally

find　 people　 looking　 at　certain　 things,　 which　 they

seem　 to　need　 in　order　 to　imagine　 something.　 But

these　 performances　 are　 built　just　 from　 sounds

and　 you　 imagine　 it　only　 through　 sounds.　 The　 idea

behind　 it　is　to　capture　 data　 that　 would　 otherwise

get　 lost.　As　 I　explained　 above,　 I　went　 to　different

places　 and　 captured　 a　particular　 part　 of　 their

sonic　 environment,　 sometimes　 for　 a　minute,

sometimes　 for　 five,　 before　 moving　 to　another

space　 and　 doing　 the　 same　 again.　 The　 results　 are

being　 presented　 in　the　 performance.

　　 Could　 you　 give　 us　 an　 explanation　 of　what　 a

binaural　 system　 is,　and　 why　 you　 are　 interested

in　it?

Abinaural　 microphone　 is　a　device　 that　 you　 put　in

your　 ears　 to　record　 environmentaしsound　 as　 your

ears　 are　 hearing　 it.　Listening　 to　the　 recording

gives　 you　 a　sensation　 of　360-degree　 surround

sound.　 What　 fascinates　 me　 about　 it　is　the　fact　that

it　gives　 the　 audience　 an　 illusion　 between　 real　and

virtual　 space.　 When　 I　was　 doing　 performances　 in

Singapore,　 most　 people　 in　the　 audience　 took　 off

their　 headphones　 to　see　 if　someone　 was　 behind

them　 because　 they　 thought　 they　 heard　 people

walking.　 But　 it's　all　happening　 inside　 the　 head,

inside　 the　 microphone,　 in　the　 so-called　 virtual

space.
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プ リ コテ ィカ ン

制 作 年:2002年

ビ デ オ ・イ ン ス タ レー シ ョン

Hulikotekan　 v2.1

2002

Video　 Installation

(View　 of　Installation)

Tad　 Ermitano

タ ッ ド・エル ミターニ ョ
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　　　　　シフ ト・レジスター

　　　　　　制作年:2001年

メデ ィア ・インス タレーシ ョン

　　　　　　　Shift　Register
　　　　　　　　　　　 2001

　　　　　Media　 Installation

　　　 (View　of　Installation)
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ブ リコテ ィカン/シ フ ト・レジスター

1プ リコテ ィカ ン』は、家 の 中 にあ る 日常 的な 道 具

が 発 す る音 とその 映 像 とを組 み合 わ せ た ビデ オ作

品 で あ る。作 者 自身 は それ を 「音 と映 像 に よる カ ノ

ン」と呼 ん で い る。 それ は、金 属 の ボ ウ ル を打 つ 、

小 箱 を 閉 め る、手 袋 を床 に落 とす 、レ コー ドを転 が

す 、戸 を叩 く、ゴ ムひ もが 落 ち る、テ ー プ を切 る、

箱 をさわ る、壁 を叩 く、とい う9つ の 映 像 と音 声 で

あ り、それ が9分 割 され た ス ク リー ンに、少 しずっ

時 間 差 を もちなが ら右 周 りに進 ん で ゆ く。rプ リコ

テ ィカ ン」と いう奇 妙 な タイ トル は、「プ リ」(追いつ

く)、「ウ リ」(再び)、 「リコ ッ ト」(絶 え間 な い こと)、

「イ コ ッ ト」(巡 る こ と)、「コテ ィカ ン」(重 な り合 う

旋 律)、 「テ カ」(ち ょっと待 って)を それ ぞ れ意 味 す

る、タガログ語およびバリ語から作られている。こ

のように、映像、音声、言語という要素を形式的に

組み合わせた実験的なビデオ作品なのであるが、
そこには多くの「実験映像」につきまとう冷たさや

難解さはなく、何も考えずについ見入ってしまうよ

うな、奇妙な親しみやすさがある。

　もうひとつの作品rシ フ ト・レジスター』は、十六

銀行大垣支店旧店舗の中央に設けられた通路の内
部を使って展示された。暗い通路を抜けてゆくと、

観客はその途中にあるカメラによってとらえられた

自分の顔が前方の壁に映し出され、そして次の瞬

間、それが溶解してゆくのを見るという、シンプル
なメディア・インスタレーションである。

ブ リコ テ ィ カ ン 　 Hulikotekanv2.1

(View　 of　Installation)

シ フ ト・レジ ス タ ー 　 Shift　 Reglster

(View　 of　Installation)
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Hulikotekan　 v2.1/Shift　 Register

"H
ulikotekan"is　 a　 video　 made　 by　 combining

different　 sounds　 and　 images　 of　 everyday　 objects

found　 in　 every　 average　 home.　 The　 artist　 calls

it　an"audiovisual　 canon".　 The　 nine　 different

sounds　 of　 the　 canon　 were　 produced-as　 shown

respectively　 in　 the　 nine　 parts　 into　 which　 the

screen　 is　 subdivided-by　 beating　 a　 metal

bowl,　 shutting　 a　 box,　 dropping　 gloves　 on　 the

floor,　 spinning　 a　 record,　 knocking　 on　 a　 door,

dropping　 rubber　 bands,　 cutting　 a　 tape,　 touching

abox　 and　 knocking　 on　 a　 wall.　 The　 unique　 title,
"H

ulikotekan"is　 composed　 of　 the　 Tagalog　 and

Balinese　 words"Huli"(delayed),"Uli"(again),

"Lik
ot"(restlessness),"lkot"(cycle),"Kotekan"

(interlocking　 melodies)and"Teka"(wait　 a　minute).

An　 experimental　 video　 constructed　 with　 images

and　 sounds　 in　a　more　 or　less　 conceptualway,　 the

work　 reverberates　 with　 a　somehow　 familiar　 feel

that　 makes　 people　 watch　 it　comfortably　 without

bothering　 about　 a　possible　 meaning-something

we　 normally　 don't　 expect　 from　 the　 genre　 of

experimentalvideo.

　　The　 other　 work　 by　 the　 same　 artist,"Shift

Register"is　 exhibited　 in　the　specially-constructed

passageway　 in　Juroku　 Bank.　 When　 a　visitor

passes　 through　 the　 dark　 walkway,　 his/her　 face　 is

photographed　 by　a　camera　 and　 projected　 onto　 the

wall　 at　the　 end　 of　the　corridor,　 where　 the　visitor

can　 see　 how　 the　 image　 gradually　 melts.

タッ ド・エル ミター ニョ
1964年 、マ ニラ 生 ま礼 、広 島大

学 で生 物学 を、フ ィリピン大 学 で

哲 学 を学 ぶ。 音響 デザ イン、アル
ゴ リズム編 集、コン ピュータを 一

体 化 し、それ らが本 来 的に どのよ
うに動 画 と関係 し、変容 するか を

テ ーマ にして いるビデオ ・アーテ ィス ト、,

Entrance　 to"Shift　 Register"

Tad　 Ermitano

Born　 1964　 in　Manila.　 Studied　 biology　 at　the　 Hiroshima

University,　 and　 philosophy　 at　 the　 University　 of　 the

Philippines.　 A　 video　 artist　 who　 incorporates　 in　 his

works　 sound　 design,　 algorithmic　 editing,　 and　 computer

technology,　 focusing　 primarily　 on　 how　 these　 fields　 modify

orrelate　 to　the　 moving　 image.
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タッド・エル ミターニ ョ

インタビュー

　 ビエンナーレではふたつの作品を展示していま
すね。それぞれを説明してもらえますか。

　ひとつはrプ リコティカン』というループのビデオ

作品です。それは簡単に言ってしまえば、オーディ
オ・ヴィジュアル・カノン(視覚と聴覚の追走曲)で

す。たくさんのイメージとサウンドで構成されてい

ます。ボウルを叩いたり、何かを叩くというカット
のあと、9分 割した画面に9チ ャンネル分、それぞ

れ三秒遅れる映像を流しています。とてもシンプ

ルな音の断片と単純な繰 り返しというルールから
　 　 ぎこ　　　ぜげ　　

新鮮な風景が浮かび上がるのです。ふたつ目の作

品は、Pシフト・レジスター』といって、これは古くて
べ一シックなコンピュータ回路の名前から来てい

ます。この作品を簡単に説明すると、体験者が ト
ンネルの中に入っていくと、彼は彼自身の顔を目の

当たりにし、次の瞬間にその顔が解けていってしま
う。そういうものです。それは簡単なセンサーが

人のイメージを捉え、拒否し、溶かしてしまうよう

なものです。それらふたつの作品を展示しました。

　 これらの作品の背後にある考え方や、あなた自

身の経験について教えてください。

Pプ リコティカン』はとても正攻法なもので、サウ
ンドを聞くこととそれがどのような仕組みになって

いるのかを発見するというものでした。特にこの

作品で私が好きなところ、それは論理的な形式を
ともなうビデオという私の求めていたものの格好

の例であったということです。形式が明確で論理

的であることを好んでいたのですが、それはフィリ
ピンでは多くの実験映画がスタン・ブラッケージに

強い影響を受けていて、それらの多くが表現主義
的になっていたためです。「これを感 じたから、こ

のイメージだ、これを感じたから、このイメージだ。
これを感じたから…」だから、そうしたものはとて

も独善的で、表現主義的になり過ぎているのです。

そんな状況の中、何か喪失感のようなものを感じ

ていました。「次にすることは何?」 というかんじで
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す。 そして、なぜこのイメージなのか、なぜこのイ

メージではないのか、どうすれば論理的に明確な

手法をとれるのか、それを追求していたところ、こ

れが一番よい方法ではないかと思ったのです。
rシフト・レジスター』は、もう少し複雑です。何を

考えていたのか今では正確にはわからないのです
が、実際にあるイメージを掴んで、それからそのイ
メージのなかに新しい意味を見つけ出そうとしま

した。まるで誰か別の人の作品を見つけたかのよ

うに、その中から新しい意味を見つけ出すのです。

この作品の場合は、他の人によって作られた作品
ではないのですが、同じように、まるで私の頭の中

から見つけ出してきたかのようなのです。私はちょ

うど、あなたがどこかに行き、自分 自身の顔を見

る、するとそれが溶けていく、そういうアイデアを

持っていました。そういったイメージを持ったあと
に、それを実現するための新しい方法を探し始めま

した。今回使ったプログラムを見つけて、これを実

現するためのプログラムを書き、センサーを動かす

回路を用意しました。

　それらが終わってから、私はこれが何か監視につ
いて示唆しているように思えました。あるいは監視

のもとにあるアイデンティティが溶けていくさま、

不安定になっていくさま、そうしたものについてで
あるようにも思えたのです。その後、これがビデオ

の本質、記憶をともなった鏡についての問題なの

ではないかとも考えました。どこかある場所に入っ
ていくと、自分自身の顔を目の当たりにする。それ

はまるで機械がどこかで見ていて、「おい」とか「あな

た」と呼びかけられているような体験です。私たち

は自分のイメージを見ること、たとえば小さなウェ

ブカムでも何でもよいのですが、そういうことはわ
りと当たり前だと思われています。しかし実はこれ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　し　　ら　　　　　
は驚 くべき経験で、異質な他者があなたと接触し

ているのではないでしょうか。あなたを見つめ、あ

なたのことを考えている、そんなふうにね。



Tad　 Ermitano

Interview

　　 At　 this　 Biennale　 you　 are　 showing　 two

works.　 Could　 you　 give　 us　 a　short　 description　 of

each　 of　them?

The　 first　 one　 is　 a　short　 video　 work　 called
"H
ulikotekan."It's　 basically　 an　audiovisual　 canon.

Ishow　 a　bunch　 of　images　 of　me　 making　 sounds.

Ihit　 bowls　 and　 other　 things,　 and　 then　 I　show

acomposited　 version　 of　this　 in　nine　 channels,

delayed　 by　 three　 seconds　 each.　 The　 result　 is

basically　 a　very　 lush　 landscape　 made　 from　 a

very　 simple　 sound　 fragment　 and　 following　 a　very

simple　 rule　 of　repetition.　 The　 second　 work　 is

called"Shift　 Register",　 which　 is　the　 name　 of　a

primitive,　 basic　 computer　 circuit.　 Visitors　 enter

atunnel　 in　which　 they　 see　 reflected　 images　 of

their　 faces　 that　 gradually　 melt.　 A　simple　 sensor

triggers　 a　camera　 that　 captures　 the　 visitoピs

image,　 projects　 it,　and"melts"it.

　　 Could　 you　 tell　 us　 about　 your　 ideas　 and

experiences　 behind　 these　 two　 works?

Ithink　 Hulikotekan　 is　fairly　 straightforward.　 It

was　 just　 the　 idea　 of　hearing　 sounds　 and　 finding

away　 to　make　 it　that　 way.　 What　 I　like　about　 it　in

particular　 is　that　 it's　actually　 the　 best　 example　 of

my　 pursuit　 of　a　video　 with　 a　logical　 format.　 I　like

the　form　 to　be　very　 clear　 and　 logical,　 because　 in

the　Philippines　 a　lot　of　experimental　 film　 is　under

the　 spell　 of　Stan　 Brakhage,　 and　 that　 kind　 of

Expressionisゼl　 feel　this,　so　 it's　this　 image.　 l　feeし

this,　so　 it's　this　 image.　 I　feel　 this　 so-"...it's　 very

individualistic　 and　 expressive,　 and　 under　 that　 I

feel　kind　 of　lost.　What　 to　do　 next?Why　 this　image,

why　 not　 this　 image?So　 I　was　 looking　 for　a　way

to　make　 the　arrangement　 of　the　images　 logically

clear,　 and　 this　is　the　 best　 I　could　 come　 upwith.
"Shift

　Registeピ'is　 a　bit　more　 complicated,　 and

1'mnot　 sure　 what　 I　was　 thinking.　 Usually　 I　get

an　 image　 and　 then　 I　find　 meanings　 in　that　 image

myself.　 It's　as　if　I　found　 somebody　 else's　 artwork,

and　 then　 discover　 new　 meanings　 in　it.　It's　the

same　 thing,　 just　that　 in　my　 case　 the　 artwork　 was

not　 made　 by　 anyone,　 but　 it's　as　 if　I　just　 found

it　in　my　 head.　 So　 I　had　 this　 idea　 where　 you　 go

somewhere　 and　 see　 your　 face　 as　 it　melts.　 Once　 I

had　 that　 image　 I　just　 started　 finding　 new　 ways　 to

realize　 it-the　 program　 that　 makes　 it　happen,　 the

circuit　 that　activates　 the　 sensor.　 After　 it　was　 done

Ithought　 it　was　 perhaps　 also　 about　 surveillance,

and　 identities　 melting　 or　 becoming　 unstable

under　 surveillance.　 Later　 it　occurred　 to　me　 that

it　also　 seems　 to　be　about　 the　nature　 of　video,　 and

about　 the　 mirror　 with　 a　memory.　 I　was　 thinking

that　 it's　like　 when　 you　 go　 somewhere　 and　 see

your　 face,　 and　 it's　as　 if　the　 machine　 looked　 at

you,　 touched　 you,　 or　said"hey,　 you!"We　 see　 our

images　 all　the　 time　 with　 those　 little　webcams　 or

whatever,　 and　 it　seems　 just　 normal.　 But　 this　one

suggests　 that　 it's　actually　 kind　 of　miraculous,　 and

that　 maybe　 there's　 an　 alien　 intelligence　 touching

you,　 looking　 atyou　 or　thinking　 about　 you.
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Sound　 Performace　 at　Butokuden　 Site

私 の 心 のicu1+手 術 室
　　トータル・ソリューシ ョン

　テクノロジー化された社会の中では、私たちの個
的な身体そのものですら、一連のデータからなるリ
ストへと還元される。そのことはもはや専門家に

とってばかりではなく、日常生活の中で誰もが遭遇

する、ごくふつうの社会環境の一部となっているJ

私たちは自分のアイデンティティを認証してもらう

ために、指紋や虹彩を生体情報として提供しなけ
ればならない。病院に行って診断を受ければ、私

たちの生きた身体の状態が様々な数値的データと

して提示される。すなわち私たちの身体は、今、こ
こにリアルに存在するものとしてだけではなく、電

子的空間の中でデータにもとついて再構成された
ものとしても存在 しているのである。

　ヴェンザー・クライストの作品コ私の心のICUiは 、

病室の集中治療病棟で様々な検査機器を装着した

アーティスト自身の身体が発する生体信号を、サウ
ンドに変換するというパフォーマンスである。それ

は意識的なコントロールの及ばない、身体の深部
から発する信号を、アーティストと観客との間の芸

術的なインタラクションの中へともたらそうとする
ものである。だがここで注目すべきなのは、この種

の作品にしばしばつきまとう、身体に対する暴力性
がまったく感じられず、その背後には近代的・合理

的な心一身関係とは異なった身体観を思わせる点

である。現実の病室を使ったパフォーマンスは、岐

阜おおがきビエンナーレ2006に おいては残念なが
ら実現することができなかったが、そのかわりにそ

のコンセプ トと記録映像を用いたパフォ　マンス

が、10月8日 武徳殿において行われ、その記録ビ

デオが会期中上映された。
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Venzha　 Christ
ヴェンザー ・クライス ト

私 の 心 のicu!+手 術 室 　 トー タル ・ソ リュー シ ョン

制 作 年:2004、2005年

メ デ ィア ・パ フ ォー マ ン ス

協 力:ヴ ィ ン ドリヤ ン ト(ヤ ン ス)+ア ン トン ・ク リス タ ン ト

ICU　 inma　 mind!+OPERATIONROOM　 TOTALSOLUTION

2004,2005

Media　 Performance

Collaboration:Vindriyanto(Yancey+Anton　 Christanto

ヴェンザ ー・クライス ト

1973年 イ ン ドネシアのバ ニュワン

ギ 生 まれ,1999年 以 来、新 しい

メデ ィアを用 い たア ー トに注 目、

ジ ョグジ ャカル タ・ニ ューメデ ィ

ア・ラボ ラ トリー1ハ ウ ス・オブ ・ナ

チ ュラ ル・ファイバ ー」を設 立 し、
ニ ューメデ ィアと教育 プ ロジ ェク

トを作 成 ・組 織 してきた、作 品の い くつか は 日本、シンガ ポー
ル、マ レーシア、フランス、ブ ラジル、オ ランダ、 ドイツ、フ ィ

ンラン ドで紹 介された。

Venzha　 Christ

Born　 1973　 in　Banyuwangi,　 Indonesia.　 He　 has　 been　 focusing

on　 new　 media　 art　 since　 1999.　 Established　 the"House　 of

Natural　 Fiber"(Yogyakarta　 new　 media　 art　 laboratory),　 and

produced　 and　 organized　 projects　 related　 to　 new　 media

and　 education.　 Some　 of　his　 works　 and　 projects　 have　 been

presented　 in　Japan,　 Singapore,　 Malaysia,　 France,　 Brazil,

Netherlands,　 Germany,　 and　 Finland.

ICU　 in　ma　 mind!+OPERATIONROOM

TOTAL　 SOLUTION

In　technology-infiltrated　 contemporary　 society,

even　 our　 individual　 body　 can　 be　 reduced　 to　a

chain　 of　medical　 data.　 This　 applies　 not　 only　 to

medical　 experts,　 but　to　every　 one　 of　us.　We　 show

our　 fingerprints　 or　 iris　patterns　 for　 purposes

of　personal　 identification.　 At　 the　 hospital,　 when

undergoing　 a　medical　 check　 one　 is　presented

with　 lists　of　 numerical　 data　 that　 each　 exactly

indicate　 a　particular　 function　 of　our　 body.　 In　a

way,　 our　 body　 doesn't　 only　 exist　 here　 and　 now

as　 real,　 living　 matter,　 but　 also　 in　the　 electronic

domain　 as　 a　virtual　 being　 reconstructed　 through

numerical　 data.

　　Venzha　 Christ's　 work:"ICU　 in　ma　 mind"is　 a

performance　 using　 medical　 apparatus　 to　 take

signals　 from　 the　 artist's　 body,　 and　 transform

those　 data　 into　 sounds.　 In　other　 words,　 the

performance　 attempts　 to　 receive　 messages

transmitted　 from　 the　 artist's　 own　 living　 body

that　 even　 the　 transmitter　 cannot　 control,　 and

bring　 them　 into　 artistic　 interaction　 between　 the

artist　 and　 the　 audience.　 Most　 remarkable　 here

is　that　 Christ's　 work　 shows　 no　 sign　 of　violence

to　the　 body,　 which　 is　often　 obvious　 with　 this　kind

of　 performance,　 and　 this　 leads　 us　 to　assume

an　 alternative　 understanding　 of　the　 body-one

that　 is　very　 different　 from　 that　 of　the　 modern,

rational　 mind-body　 relationship.　 Unfortunately,　 a

performance　 using　 real　 ICU　 in　a　hospital　 couldn't

be　 realized　 in　Ogaki,　 so　at　the　 Biennale　 the　artist

gave　 a　performance　 using　 this　concept　 and　 video

footage　 on　 October　 8　at　 Butokuden,　 the　 video

recording　 of　which　 was　 shown.
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ヴェンザー・クライス ト

インタビュー

　 今回、大垣で行う作品について教えてもらえま
すか。

　作品についてですが、まず場所、機材、武徳殿で
できることを確かめた上で、デジタルとアナログを

組み合わせたシステムを制作することにしました。

古 く歴史のある大垣や武徳殿、それと芸術の分野
において新 しいパラダイムを持つIAMAS、 この両

者の関係がおもしろいと思いました。パフォーマン
スで使うシステムは、センサーとソフトウェアを組

み合わせたもので、今回はあらかじめ録音したタ
イムスコアのあるシーケンスは使っていません。パ

フォーマンスでは、アナログなシステムを通して武

徳殿の環境音の周波数を利用しつつ、自分の手を

動かすことによってセンサーがXYZ座 標 をセンシン
グし、立体的な画像や音響を生成します。ちょっ

と複雑かもしれないですが、作品を見るとすぐに分

かると思います。

　 今回の作品や以前から行ってきたパフォーマン
ス、それらの背後にある考えについて教えて下さい。

　公共空間について興味を持 っていて、様々な場

所に行ったり、電子機器についていろいろと調べま
した。例えば、『VDS』では市外の携帯電話システ

ムの周波数帯を傍受しました。しかし、これらの周

波数はラジオなど他の周波数とは全く異なりまし
た。このとき私が作ったものは、電話会社が提供

するソフトウェアと組み合わせたものです。他の例

として、病院で制作したことがありますが、このと

きの機器もまた携帯電話のものと全く違うもので
した。

　 インドネシア、ジョグジャカルタから来ていた

だいたのですが、一般的な話として、ジョグジャカ
ルタでは、メディアを使おうとしているアーティス

トたちにとってどんな状況なのでしょうか。たとえ

ば、サポー トを受けることが簡単なのか、それとも

難しいのでしょうか。
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　 イ ン ドネシ アの メデ ィアアー トは まさに胎 児 の段

階 で すね 。 コンテ ンポ ラ リー ・ア ー トのフ ィー ル ド

につ い て知 るよ うにな って、私 た ち はメデ ィア アー

トとは何 な の か、ど の よ う に発 展 させ て い け るの

か、そ うい うこ とに関 して 多様 な 考 え方 を持 ってい

ます。 私 は97年 にハ ウス ・オ ブ ・ナチ ュラル ・フ ァイ

バ ー とい うニ ュー メデ ィア ・アー トの ラボ を ジ ョグ

ジ ャカル タで 始 め たの で すが 、当 時 、メデ ィア アー

トを多 くの アー テ ィス トは 様 々 な メデ ィア を使 用

す る コンテ ンポ ラ リー ・アー トか らの 跳 躍 で あ る と

考 えて い ま した。 しか し、私 た ちの コ ミュニテ ィで

は そ の よ うに 考 え て い ませ ん 。 メデ ィア ア ー トそ

れ 自体 につ い て考 え て い るの で す。 つ ま り、美 的

な領 域 のほ か に、アー トや テ クノロジ ーを使 うこ と

で、人 々 に とって役 に立 つ もの、イ ノベ ー シ ョンや

発 明 を どの よ うに作 り出せ る か。 そうい うふ うに、

メデ ィア アー トの利 用 を考 え、様 々な 方法 を とって

き ました。 た だ、私 た ち のプ ロジ ェク トに関 わ って

い る人 々 に それ を正 確 に理 解 して も らう こ とは と

て も難 しか った です ね 。 これ は とて も重 要 な こ と

で す。 な ぜ な ら コンテ ンポ ラ リー ・アー トが どん な

もの な の か正 確 に知 らな い 人 々 を私 た ちが 気 づ く

か らです ね。 絵 画 でさ え どんな もの か を知 らな い。

た いて い は、そ う した もの は本 当 にゆ っ くりと しか

広 が る ことが あ りませ ん が、私 た ち はイ ン ドネ シア

に様 々 な 分 野 の も のが 入 って くる よ うに努 め て い

ます 。 イ ン ドネシ アで も、い くつ か の コ ミュニ テ ィ

で は成 功 した例 が あ ります。 しか し、確 か にニ ュー

メデ ィアな の です が、それ らはた いて い ビデ オや写

真、あ る い は絵 画 や彫 刻 にい ろ い ろな メデ ィア を

使 った もの です ね。 おそ ら く、私 た ちとは 大 き く異

な ってい るので す が、将 来 にお いて は同 じ夢 を持 っ

て いるの で はな いか と思 います。 す べ ての コ ミュニ

テ ィが 多 様 な 考 え を 持 って い る とい う こ とが興 味

深 いです ね。



Venzha　 Christ

Interview

　　　Could　 you　 give　 us　a　short　 description　 of　your

work　 forthis　 time's　 Biennale?

After　 inspecting　 the　 site　 and　 the　 equipment,

and　 thinking　 about　 what　 I　could　 do　 inside　 the

Butokuden,　 I　decided　 to　 make　 a　work　 that

combines　 digital　and　 analog　 technology.　 I　found　 it

interesting　 to　work　 with　 this　 kind　 of　relationship

because　 the　 Butokuden　 is　an　 old　 building,　 while

in　IAMAS　 you　 have　 a　new　 paradigm　 of　a　possible

future　 in　the　 art　field.　So　 I　combined　 the　software

that　 I　made　 with　 a　sensor,　 but　this　time　 without　 a

time　 score　 sequence.　 For　 the　 performance　 I　use

an　 analog　 system　 to　pick　 up　 frequencies　 from

the　 sonic　 environment　 around　 the　 Butokuden.

Asensor　 detects　 movements　 of　my　 hand　 and

translates　 them　 into　 X,　Y　and　 Z　coordinates,

which　 generates　 spatial　 images　 and　 different

sounds.　 It's　a　bit　complicated,　 but　it　is　very　 simple

to　understand　 if　you　 see　 the　performance.

　　 What　 are　 the　 ideas　 and　 experiences　 that

went　 into　yourwork?

Iam　 interested　 in　public　 spaces.　 I　like　to　explore

all　kinds　 of　places,　 but　 also　 to　experiment　 with

electronic　 equipment.　 For　 example,　 in　VDS　 we

captured　 the　frequency　 of　a　mobile　 phone　 system

outside　 the　 city,　which　 is　completely　 different

from　 radio　 or　 other　 frequencies.　 The　 system

Imade　 can　 be　 combined　 with　 software　 from

telecommunication　 companies.　 For　 example,

when　 I　perform　 in　a　hospital,　 the　 equipment　 is

different　 from　 that　 used　 in　the　 mobile　 phone

system.

　　 You　 are　 from　 Jogjakarta,　 Indonesia.　 What　 do

you　 think　 is　the　situation　 for　artists　 like　you　 who

are　trying　 to　use　 media　 in　Indonesia?Do　 you　 find

it　easy　 to　get　support?

As　 I　said,　 in　 Indonesia　 media　 art　 is　really

embryonic.　 We　 just　 started　 to　 become　 familiar

with　 the　 realm　 of　contemporary　 art,　and　 we　 have

adifferent　 perception　 of　media　 art　 and　 how　 it

can　 be　 developed.　 In'97,　 I　started　 a　new　 media

art　 lab　 called"The　 House　 of　Natural　 Fiber"in

Jogjakarta.　 Many　 artists　 were　 thinking　 at　the

time　 that　 media　 meant　 to　take　 contemporary　 art

to　another　 level　 using　 different　 media,　 but　 in　our

community　 we　 didn't　 see　 it　that　 way.　 We　 are　just

thinking　 about　 media　 art　itself,　and　 how　 to　utilize

art　 and　 technology　 to　invent　 innovative　 things

that　 are　 useful　 for　people　 outside　 the　art　sphere.

We　 have　 different　 ideas　 about　 the　 use　 of　media

art.　It's　very　 difficult　 to　make　 people　 understand

this,　but　 that's　 absolutely　 essential　 because　 we

are　 aware　 that　 people　 in　Indonesia　 don't　 know　 a

thing　 about　 contemporary　 art.　 They　 don't　 even

know　 much　 about　 painting.　 So　 we're　 aiming　 to

develop　 simple　 technologies　 and　 gradually　 work

ourways　 into　 different　 branches　 of　science　 in

my　 country.　 Some　 communities　 in　Indonesia

did　 succeed　 with　 new　 media　 though,　 replacing

painting　 and　 sculpture　 with　 video　 or　photography

as　 alternative　 media.　 We　 might　 be　 different,　 but　 I

think　 we're　 all　dreaming　 about　 the　 same　 kind　 of

future.　 It's　interesting　 because　 the　 communities

are　 all　thinking　 in　different　 directions.
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View　 of　Installation

意識という土地

　連なった三つの縦長のスクリーンに映し出され
るのは、三人の登場人物によって演じれるドラマ、

あるいはドラマらしきものを暗示する断片的な場

面である。広東語で話される台詞は会話というよ
りも、一人の女性と二人の青年のそれぞれの心の

中で進行する独白のように聞こえる。場面はごく
普通の都市生活を思わせるが、テレビや映画の ド

ラマのようにそれらしい服装やリアルな小道具 と
いったものは用いられていない。かれらはまるで

芝居の俳優たちが脚本の読み合わせをしているよ

うでもあり、そのことによって、観る者はそこで進

行しているス トーリーそれ自体からある種の距離

をとるように促される。彼らは自分のことを語り、

何かにとりつかれ、争い、破局がおとずれる。だ
が、そこで語られているのはこれらの男女の間に起
こった特定の出来事ではなく、三人の人間の間に
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展開するより一般的な運命であるかのように感じ
られるのである。

　場所あるいは土地(fleLd)という観念が、この作

品の根底にある。土地とは平面的な広がりばかり
ではなく、深さを持ち、その中から様々な植物が

生長してゆく土壌をも意味する。ジャムセン・ロー

はそれを「意識(consclousness)」 として考えてい

る。この「意識」とは西洋近代的な自己意識や知覚
といった狭い意味ではなく、むしろ仏教的な「識」、

つまり私たちの自己意識を包み込んで広がる、多

層的な心的構造を意味している。ちょうど土壌が

そこから育つ植物の成長を左右するように、この
「識」という「土地」の中に、これら三人の男女の間

に生 じる出来事一業(カ ルマ)一 の種子が潜んでい

るのである。



Jamsen　 Law

ジ ャムセ ン・ロー

意 識 と い う土 地

制 作 年:2006年

ビ デ オ ・イ ンス タ レー シ ョン

Field　 of　Consciousness

2006

Video　 Installation

ジ ャムセ ン・ロー

1973年 、香 港 生 まれ,香 港 を拠

点 とす る実 験 的 作 品 で 知 られ る

ア ーテ ィス ト。 彼の ビデオ作 品 や
パ フォーマンス はアジアや 欧米 で

上 映上演 されて いるJ香 港 のマイ

クロウェーブ国 際メデ ィアアー ト・
フェステ ィバ ルのデ ィレ クター の
一人でもあり、香港藝術学院のメディアアート部門のプログラ
ムリーダーでもある。2006年 情報科学芸術大学院大学メディ
ア表現研究科修了、,

Jamsen　 Law

Born　 1973　 in　Hong　 Kong.　 Law　 is　a　prominent　 experimental

artist　 in　Hong　 Kong　 whose　 videos　 and　 performances　 have

been　 exhibited　 in　Asia,　 Europe,　 North　 and　 South　 America.

At　 present　 one　 of　the　 directors　 of　Microwave　 International

Media　 Art　 Festival,　 and　 the　 programme　 director(media

arts)of　 Hong　 Kong　 Art　 School.　 Completed　 IAMAS　 masters

program　 in　2006.

Field　 of　Consciousness

The　 huge　 triptych　 portrait　 screens　 of　Jamsen

Law　 show　 a　drama　 played　 by　three　 characters,　 or

at　least　 scenes　 of　what　 looks　 like　a　drama.　 The

lines　spoken　 in　Cantonese　 sound　 like　monologues

in　the　 minds　 of　the　 three　 protagonists-one

young　 girl　 and　 two　 boys-rather　 than　 normal

conversations.　 The　 video　 seems　 to　be　showing　 an

average　 urban　 life　scenery,　 but　as　the　 characters

don't　 wear　 costumes　 but　 are　 casually　 dressed,

and　 don't　 use　 any　 items　 that　 would　 suggest

astaged　 drama,　 it　all　looks　 more　 like　 a　read-

through,　 which　 creates　 some　 sort　 of　 distance

between　 the　 viewer　 and　 the　 story　 told　 on　 the

screens.　 The　 three　 talk　 about　 themselves,　 seem

obsessed　 by　 certain　 ideas,　 fight,　 and　 end　 up

in　a　disaster　 scenario.　 But　 the　 viewer　 gets　 the

impression　 that　 it　is　not　something　 that　 happened

between　 these　 particular　 people,　 but　 a　more

general　 event　 that　 could　 take　 place　 between　 any

given　 trio　of　human　 beings　 in　the　world.

　　The　 work　 is　based　 on　 a　conception　 of"field",

which　 refers　 not　only　 to　an　 area　 of　certain　 spatial

extent,　 but　 to　a　terrain　 with　 certain　 depth　 on

which　 some　 plants　 can　 grow　 but　 others　 can't.

Jamsen　 Law　 compares　 the"field"in　 this　 sense

with"consciousness",　 which　 in　turn　 doesn't　 mean

what　 we　 usually　 understand　 under　 this　word,　 i.e.

the　 awareness　 of　something　 or　 of　ourselves　 as

assumed　 in　the　 modern,　 western　 conception　 of

the　 mind.　 On　 the　 contrary,　 it　refers　 to　a　multi-

layered　 mental　 structure　 surrounding　 ourselves,

as　told　 in　Buddhist　 teachings.　 Just　 like　the　growth

of　a　plant　 depends　 on　 the　terrain　 that　 surrounds

the　 seed,　 the　 workings-or　 Karma-among

these　 three　 youths　 are　 determined　 by　 the"field

of　consciousness."
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ジ ャムセン・ロー

インタビュー

　 今回のビエンナーレに展示している作品につい

て簡単な説明をしてもらえますか。

　今回のビエンナーレのために仏教をテーマにし
たP意 識という土地』というビデオ作品を作りまし

た。仏教の教えにおいて、意識というものは今の生
についてだけではなく、前世のことも、来世、また

その次の来世のことにも関係があるのです。今の

世代と次の世代、または前の世代と今の世代を表

すため、ビデオをふたつのパートに分けることにし

ました。このふたつの世代の間に連鎖・連関を見る
ことになると思います。

　 どうしてこのような仏教に言及したアイデア

を思いついたのですか。どんなきっかけで興味を

持ったのですか。

　いままで人間の意識、または人間の感情につい

て興味をもっていて、この主題をもっと深 く理解す

るために、仏教の考えがとてもよい刺激だったので

す。なぜ人間は人生の中で苦から逃れられないの

かということを考えていたところ、仏教には様々な

興味深い概念があるということを知りました。「三

毒」という三つの要素があります。ひとつは貧欲
(む さぼり、執着)、もうひとつは瞑悉(嫌 悪、憎

悪、怒り)で、もうひとつは愚痴(無 明、無知、迷い)
です。この三毒というものがあるために、人間は迷

いの世に追い込まれていて、苦しみから逃れられな

いのです。これは私たちが何かをするときの意思

と関係あるのです。この意思は多かれ少なかれ意

識と関係があります。前作では、意識を人生や経

験、毎日の生活から分離したものとする、客観的あ
るいは西洋的な考え方について語りました。以前

では説明できなかったことを、自分の文化や自分
の人生の経験を通 して説明すること、今回の作品

ではそれがもうひとつのとてもおもしろい側面にな

りました。
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Jamsen　 Law

Interview

　　 Could　 you　 give　 us　a　brief　 description　 of　your

work　 this　time　 for　the　Biennale?

The　 video　 I　made　 for　Ogaki　 Biennale　 this　 time

is　called"field　 of　consciousness"and　 I　made

it　under　 the　 theme　 of　Buddhism.　 According　 to

Buddhist　 teachings,　 consciousness　 is　not　 just

about　 this　life,　but　also　 about　 the　life　before　 or　the

life　after　and　 after　that.　 I　divide　 my　 video　 into　two

parts　 to　signify　 this　 generation　 and　 the　 next,　 or

the　 generation　 before　 and　 this　 one.　 You　 will　 see

some　 linkage　 between　 these　 two　 generations.

　　 How　 did　you　 come　 to　this　 idea　 of　referring　 to

Buddhism?How　 did　you　 get　interested　 in　this?

For　 myself,1'm　 always　 interested　 in　 human

consciousness,　 or　 human　 emotion,　 and　 I　think

Buddhist　 ideas　 are　inspiring　 for　me　 to　understand

this　 subject　 more　 deeply.　 They　 have　 concepts

that　 are　very　 interesting　 when　 talking　 about　 why

we　 are　 trapped　 in　a　kind　 of　suffering　 in　our　 lives.

There　 are　 three　 elements.　 One　 is　greed,　 one　 is

anger,　 and　 one　 is　innocence.　 Because　 of　this

we　 are　 always　 trapped　 in　a　kind　 of　situation　 that

we　 cannot　 break　 through,　 and　 this　 is　suffering.

And　 this　 is　related　 to　 our　 intention　 of　 doing

something.　 And　 this　 intention　 is　more　 or　 less

related　 to　our　 consciousness.　 And　 this　is　inspiring

for　 me　 because　 my　 previous　 work　 talks　 about

consciousness　 in　a　very　 objective　 way　 orWestern

way,　 like　it's　something　 quite　 detached　 from　 our

lives　 or　 experience　 and　 everyday　 life.　So　 I　think

it　is　another　 very　 interesting　 perspective　 to　link

my　 own　 culture　 and　 my　 own　 experience　 of　life　to

explain　 something　 that　 could　 not　 be　 explained

earlier.

View　 o(Installation
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View　 of　Installation

Raqs　 Media　 Collective

ラ ックス ・メディア・コレクテ ィヴ
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BankSa「e　 Enしranceしo　 'Flve　 Pieces　 ol　Evlden(:e¶'

　　　 　　　　　 五つの証 拠物件

制 作年:XOO3年(?006年 に再 構成)
　　　 　ビデ 対・インスタレーシ ョン

　　　 　　Five　Pieces　 of　Evidence

　　 2003(re-configured　 in　20061
　　　 　　　　 Video　Installation
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五つの証拠物件

　十六銀行大垣支店の1日店舗に、銀行の移転後も
残されている金庫室がある。そこが、ラックス・メ

ディア・コレクティヴの二人のアーティストが、かれ
らの作品の展示空間として選んだ場所である。暗

い金庫室の中に入ると、五つの古い書類キャビネッ

トが置かれ、それぞれひとつの引き出しが引き出さ

れており、そこから液晶ディスプレイの光が漏れだ
している。近づいてそこに表示されるそれぞれ五
つの映像をみると、それはデリーで実際に起こった

謎の失踪事件についてのものらしいとわかる。

　それは、デリーの街の家の屋根づたいを渡 り歩
き、多くの人々を震えあがらせた「猿男」と呼ばれ

る事件である。1猿 男」とはいったい誰か?　 それ

はたとえば、身体の一部が機械で出来た一種のサ

イボーグである、といった様々な噂が流れた。アー

テイストたちはみずからの作品を「作者不在の探偵

小説」であると表現する。五つの映像はそれぞれ、

行方不明者の告知、夜ごと街に出没する謎の生き

物、犯行現場の断片的な地図、逃走の跡を示す手
がかり、そして幻の動機として示される。

　現実に起こった刑事事件が、大都市の無意識の

想像世界の中で、奇妙な都市伝説へと発展してゆ
く。それはインドにかぎらず、世界中の都市に共

通する、ひとつの空想のダイナミズムである。この

作品をとおしてラックス・メディア・コレクティヴが

問題にしているのは、「都市とは何か?」という問い
であるように思える。都市とは、メディアによって

事実と空想とが分離不可能となった空間のことで
はないのだろうか?

Detailof"Five　 Pieces　 of　Evidence"
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Five　 Pieces　 of　Evidence

There　 still　is　an　 old　bank　 vault　 left　in　the　 former

building　 of　the　 Juroku　 Bank　 Ogaki　 Branch　 after

the　bank　 itself　moved　 to　a　new　 building　 in　the　city.

This　 vault　 is　the　 site　 the　 two　 artists　 from　 Raqs

Media　 Collective　 chose　 for　the　 exhibition　 of　their

work.　 Upon　 entering　 the　dim"venue",　 the　 visitor

is　greeted　 by　 five　 oしd　file　cabinets.　 One　 drawer

each　 of　these　 cabinets　 is　opened,　 and　 the　 inside

faintly　lighted　 by　an　 LCD　 monitor.　 Stepping　 closer

to　inspect　 the　 drawers'contents,　 the　 viewer

discovers　 that　 five　different　 looped　 sequences　 are

playing　 on　 these　 monitors,　 from　 which　 one　 can

easily　 conclude　 that　 these　 are　 parts　 of　a　story

about　 a　mysterious　 case　 of　missing　 people　 that

actually　 happened　 in　the　city　of　Delhi.

　　The　 enigmatic　 suspect　 in　this　 case　 is"monkey

man,"who　 leaps　 from　 roof　 to　 roof　 at　 night,

terrifying　 people　 indiscriminately.　 Who　 is"monkey

man"?There　 was　 a　rumor　 going　 round　 that
"
monkey　 man"was　 a　kind　 of　cyborg,　 part　 of　his

body　 being　 a　machine.　 The　 artists　 describe　 this

work　 as"a　 detective　 story　 awaiting　 its　author".

In　 the　 fantastic　 realm　 of　 unconsciousness

surrounding　 the　 megalopolis　 of　 Delhi,　 a　true

criminal　 case　 developed　 into　a　mysterious　 urban

legend.　 This　 reflects　 the　 dynamic　 process　 of

imagination　 shared　 by　 many　 big　cities　 around

the　 world.　 The　 question　 Rags　 Media　 Collective

attempt　 to　ask　 through　 this　work　 seems　 to　 be,
"Wh

at　 is　a　city?"Could　 it　be　 a　space　 that　 was

transformed　 by　 media　 into　 an　 environment

in　 which　 reality　 and　 fiction　 have　 become

inseparable?

ラ ックス・メデ ィア・

コレクティヴ

1992年 より現 代美 術 の 分

野 で活 動,彼 らは2000年

に、イン ド、デ リーの 社会

発 展 研 究 セ ン ター にお い
て サ ライ(メ デ ィア文 化 活

動 を 展 開 して いる 非 営 利

団 体)を 設 立。 広州 トリエ ンナー レ、台北、ベ ニス・ビエ ンナー
レ、 ドクメンタ(カ ッセル)、 アル ス・エ レク トロニカ(リ ンツ)な

ど多 くの 国際展 で展示 して いる、,

Raqs　 Media　 Collective

The　 Delhi-based　 groupworking　 in　contemporary　 art(new

and　 old　 media,　 installation,　 video,　 sound,　 photography

and　 text)began　 working　 together　 in　 1992.　 They　 also

founded　 Sarai　 at　the　 Centre　 for　 the　 Study　 of　Developing

Societies,　 Delhi,　 in　2000.　 Participated　 in　many　 international

exhibitions　 including　 Guangzhou　 Triennale,　 the　 Taipei

and　 Venice　 Biennales,　 Documenta　 11(Kassell,　 and　 Ars

Electronica(Linz).
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ラックス ・メディア・コレクテ ィヴ

インタビュー

今回の作品について短く説明してもらえますか。

　この五つのディスプレイを使ったビデオ・インス
タレーションは推理小説として、五つの章の文学作

品として構成しました。失踪者、犯行現場、加害

者、痕跡、動機といった五つの構造、五人の段から

なっています。

　五つの段の文学作品。だからこの作品をr五つ
の証拠物件』としたんですね。この作品では、過密

な都市体験を生きられたものとして理解しようと

しました。人口調査や測量、統計調査など、官僚

的なやり方ではその場所にいる人々を捉えること
が難 しいのです。都市の中には機械、人間、動物

の幻影が姿を現 していて、こうした様々なより糸が

互いに絡み合ってできたもの、それがこの五つのス
トーリーの中にあるのです。

個人の家や通 りとの歴史的な関係を全く持ってい

ません。多くの人々は移民で、彼らはやって来ては

またどこかへ行ってしまいます。しかし、その背後
に何かが残されているはずだと私たちは考えてい

て、それが不在を通 した都市の存在のひとつであ

ると思っています。一方で、どの町や都市において

もどこかへ消えてしまう人々が存在 します。これ

も不在を通した存在ですね。彼らの不在について

考えるとき、この町に住んでいる人々についても考
えることになります。それが推理小説があなたに

働きかけるものなのです。

なぜ推理小説の形式を使ったのですか。

　推理小説は多くの人に読まれていて、一般的に
もなじみのあるものです。実は私自身も推理小説

の大ファンです。こうした小説には、読者にストー

リーを追わせたり、手がかりを捜させるそういう

きっかけが、様々なところにちりばめられてありま
す。かつてウンベルト・エーコが、哲学と推理小説

の両者は多くのものを共有していると言いました。

哲学的思索においては、ある手がかりからまた別の

手がかりを見つけ出す必要があります。その最た
るものはあなた自身が推理的仕事・探求を試みるこ

と、発見することなのです。この考えは作品を見る

人々にも同じことが言えると思います。構造のな
かに手がかりを追いかけ、それぞれの都市につい

て新 しい考え方を持つようになるのです。

　この作品において、重要なことは都市に住む

人々の存在という観点から人口について考えると
いうことです。この都市は何万という数の人々が

住んでいるのですが、この作品で試みていること

は、都市空間における不在の中からこの存在を見

出すことです。例えば、都市の公共空間の多くは、
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Raqs　 Media　 Collective

Interview

　　　Please　 give　 us　 a　brief　 explanation　 about　 the

work　 you　 exhibit　 this　time.

It's　a　video　 installation　 using　 five　 monitors,　 on

each　 of　which　 one　 part　 of　a　detective　 story　 is

being　 shown.　 The　 five　 parts　 are　 the　 standard

five　 elements　 of　 a　crime　 story:the　 missing

person,　 the　 crime　 scene,　 the　 assailant,　 the　 trail,

and　 the　 motive‐five　 chapters　 of　a　novel　 if　you

like.　We　 called　 it"Five　 Pieces　 of　Evidence,"and

the　 idea　 was　 to　explore　 the　 ways　 people　 make

dense　 experiences　 in　 urban　 environments.

Along　 with　 complex　 bureaucratic　 processes　 of

organizing　 people　 by　 citizenship,　 measurements

and　 calculations,　 phantasmagoric　 forms　 of　the

machine/human/animal　 appear　 in　the　 city.　All

these　 different　 strings　 run　 together　 in　the　form　 of

five　separate　 stories.

for　example,　 don't　 develop　 a　deeper　 connection

with　 the　 people　 in　the　 respective　 street　 or　block,

as　 many　 people　 are　 migrants　 that　 come　 and　 go.

But　 they　 all　leave　 behind　 impressions,　 and　 those

too　 we　 consider　 as　 one　 kind　 of　urban　 presence.

One　 knows　 that　 once　 there　 were　 other　 people

living　 in　one's　 house,　 and　 that　 hundreds　 and

thousands　 of　 people　 have　 walked　 down　 this

street　 before　 you.All　 those　 people　 who　 disappear

from　 a　city　leave　 behind　 their　 traces,　 and　 these

are　 all　aspects　 of　what　 we　 think　 of　as　 presence

through　 absence.　 When　 thinking　 about　 the　 people

who　 aren't　 there　 anymore,　 you　 automatically

think　 about　 those　 who　 do　 live　in　the　 city,　and　 to

encourage　 this　 using　 the　 detective　 story　 format

as　a　hook　 is　what　 ourwork　 is　all　about.

　　 Why　 did　 you　 choose　 the　 framework　 of　the

detective　 story?

Everybody　 knows　 detective　 stories,　 so　we　 wanted

to　use　 a　simple,　 basic　 pattern　 that　 people　 are

familiar　 with.1'm　 a　big　 fan　 of　crime　 fiction.

This　 type　 of　 novel　 makes　 the　 reader　 follow　 a

story,　 follow　 clues.　 As　 Umberto　 Eco　 once　 said,

philosophy　 and　 detective　 stories　 have　 much　 in

common.　 In　philosophy　 too　 you　 have　 to　go　 from

one　 clue　 to　another,　 and　 try　to　find　 a　conclusion

for　your　 detective　 work.　 So　 our　 idea　 was　 to　have

people　 look　 at　the　 work　 and　 follow　 the　 structural

clues　 like　in　a　crime　 story,　 and　 ultimately　 develop

some　 new　 ideas　 about　 theirown　 cities.

What　 is　also　 important　 in　this　 work　 is　that　 it　is

based　 on　 the　idea　 of　presence　 through　 absence　 in

urban　 spaces,　 as　opposed　 to　ourunderstanding　 of

citizens　 as　 people　 that　 are　 present　 and　 countable

as　a　city's　 population.　 Most　 public　 urban　 spaces,
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Deta1[oドSn〔 〕wWhlte　 on　 thetable

Seo　 Hyo　 Jung

セ オ ・ヒョジ ョン
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View　 of　Installation

　　　テーブルの上 の白雪姫

　　　　　 制作 年:2006年
メデ ィア・インスタレーシ ョン

　 Snow　 White　 on　thetable

　　　　　　 　　　　　2006

　　　　 Media　 Installation
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テーブルの上の白雪姫

　セオ・ヒョジョンが今回の作品のテーマに選んだ
のは、日本でも韓国でもよく知られているお伽噺の
「白雪姫」である。東アジアに隣りあう二つの国の

子供たちの空想世界が、このヨ　 ロッパ起源の物
語を共有していること、あるいはそれをもとにアメ

リ力人が作ったアニメーションによって結びついて
いることは、考えてみると奇妙なことだ。

「白雪姫」とは何か?　 それは、美と嫉妬と幸福と

いう主題をめぐる一深層においてはおそろしい一

ひとつの物語である。 ヒョジョンの作品はこの周

知の物語を解体し、別な展開を私たちに体験させ
る。観客は壁の上の白雪姫のシルエットに導かれ

て、ひとつのテーブルの前に立つ。テーブルの上に

は、物語のいくつかの場面を示す線画が描かれて

いる。テーブルに触れると、物語の異なった成りゆ

きを示すシルエットが、上方のプロジェクタから投

影される。ある時には、王子は白雪姫にキスをし
て目覚めさせるかわりに、小人の一人を連れ去っ

て行こうとする。また、ウィルヘルム・テルが現れ

て林檎を射落としたりもする。

　ひとつのお伽噺はいろいろなやり方で解釈する
ことができるだろう。けれども、その中で主人公が

たどる「運命」はただひとつに決定されている。お

伽噺から子供たちが最初に学ぶことは、勧善懲悪

のような特定の教訓ではなくで、この世には「運

命」なるものが存在するということかもしれない。
ヒョジョンの作品はいわばこの「運命」を、多数の
「運」へと分解するものであるように思われる。

Detailof"SnowWhite　 on　 the　 table"
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Snow　 White　 on　the　table

The　 theme　 that　 Seo　 Hyo　 Jung　 chose　 for　 her

work　 in　Ogkai　 is　Snow　 White,　 the　 fairy　tale　 that

is　equally　 famous　 in　Korea　 and　 Japan　 alike.　 It

may　 seem　 strange　 that　 children　 in　these　 two

East　 Asian　 countries　 share　 in　their　 fantasy　 a

story　 originated　 from　 Europe,　 and　 an　 American

adaptation　 of　 the　 material　 in　the　 form　 of　an

animation　 film.　 What　 does　 Snow　 White　 refer　 to?

It　is　a　tale　 about　 beauty,　 envy　 and　 happiness,　 and

a　story　 that　 can　 be　 horrifying　 if　you　 dig　into　 its

deeper　 meaning.　 Hyo　 Jung's　 work　 intervenes　 in

this　 famous　 tale　 and　 enables　 us　 to　experience

alternative　 developments.　 Guided　 by　a　silhouette

of　 Snow　 White　 projected　 onto　 the　 wall,　 the

viewer　 approaches　 a　table　 with　 several　 drawings

depicting　 scenes　 of　the　 story.　 Touching　 certain

spots　 on　 the　 table　 triggers　 projections　 that

suggest　 several　 possible　 digressions　 from　 the

original　 plot,　such　 as　 a　scene　 in　which　 the　prince

tries　 to　take　 one　 of　the　 seven　 dwarfs　 and　 leave

instead　 of　waking　 Snow　 White　 up　 with　 a　kiss.

Another　 scene　 shows　 Wilhelm　 Tell　shooting　 down

apoisoned　 apple.

　　Afairy　 tale　can　 be　 interpreted　 in　many　 different

ways,　 but　the　fate　of　the　hero　 or　heroine　 is　always

fixed.　 The　 first　thing　 children　 learn　 from　 a　fairy

tale　 before　 touching　 upon　 the　 moral　 talk　 about

good　 and　 evil　is　the　 fact　 that　 there　 exists　 such　 a

thing　 as　 destiny　 in　the　 world.　 Hyo　 Jung's　 work

seems　 to　deconstruct　 this　 primary　 lesson　 in　the

fairy　 tale　 and　 replace　 it　with　 a　multiplication　 of
"
chances."

セ オ・ヒ ョジョン

1972年 、ソウル生 まれOYMCA青

少 年 カ ウンセ リン グ・セ ンター お

よ び ソウル 青 年 新 文化 工 房 に お

い て作 品が 常設 展示 され て いる,

彼女 は2005年 、日本の アーテ ィス

ト新津 亜 土華 と共 に展 覧 会「ライ

ヴ・エ ンバ イ ロンメ ン ト・歓 喜1を

開 催 し、また2006年 には個 展 「想像 力 を越 えて」を行 う、,1伝

統 と時 代精 神 」展(ミ ュンヘ ン)、 国際 デ ジ タル アー ト・フェス
テ ィバ ル2005、SIGGRAPH　 2006な ど、数 多 くの 展 覧会 に参

力口して いる、,

Seo　 Hyo　 Jung

Born　 1972　 in　Seout.　 Seo　 Hyo　 Jung's　 works　 are　 exhibited

permanently　 in　the　 YMCA　 Counseling　 Center　 for　Youth　 and

Seoul　 Youth　 Factory　 for　 Alternative　 Culture.　 Other　 recent

exhibitions　 include"live　 environment　 no.1-EUPHORIA"

(20051togetherwith　 Japanese　 artist　 Niitsu　 Adoka,　 the　 solo

show"Beyond　 Imagination"(20061,　 and　 participations　 in
"t
radition　 and　 zeitgeist"in　 Munich,　 International　 DigitalArt

Festival2005,　 SIGGRAPH　 2006,　 etc.
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セオ ・ヒョジ ョン

インタビュー

　 今日から始まった「おおがきビエンナーレ」の第
一印象はどうですか。

　私自信もちろんアジア人なのですが、今までそれ
ほどアジアに興味を持っていなかったことに気が
つきました。ビエンナーレと聞いて、最初はギャラ

リーでの展示を想像していたのですが、もともと街
の中にある銀行の建物やお寺、神社などを会場 と

して使い、ビエンナーレを行うことがおもしろいと

思いました。

　 今回セオさんの出品した作品について少し説明
してもらえますか。

　今回のテーマが「じゃんけん:運 の力」ということ
を聞いて、そこから作品について考え始めました。

じゃんけんといえば、ゲームの感覚というのがあり

ます。だから難しいものではなく、楽しいものが作

りたいと思いました。そこで思いついたのが、白雪

姫とかシンデレラのように最後には幸せになる物

語のことです。彼女の人生を見ると、運が良かっ
たから最後に幸せになったんだと思います。もし、

物語の通 りではな く、思った通 りのことが起きな
かったら、どういう結末になるのかを考えてほしい

と思ったのです。そこからは自分で考えてほしい。

みんなの間にコミュニケーションが始まる、生まれ

る、そういう作品を作りたいと思いました。

思っていました。時間と空間を利用して、日常の生

活で私たちがもしこうだったらと想像 して作品を

作っていました。もしこうだったらという仮定して

作品を作ることが、今回のテーマにもつながってい
たと思います。

　　白雪姫というのは韓国でもみんなが知ってい
るのでしょうか。

　そうですね。みんな知っています。日本だけで

なく、韓国、アジア、ヨーロッパでも知っているも
のなので、それをおもしろくしてみたいと思いまし

た。今回は作品に反映することができなかったの

ですが、アジアの地域での白雪姫について調べて
いると、日本のウェブページには、着物を着ている

白雪姫の絵があったり、お米、農業をしている白雪
姫の話もありました。もともとのお話では、小人た

ちは石工をしているのですが、次にこの作品を展

示する機会があれば、東洋的なかたちを取り入れ
たいと思っていますね。

　 今回はテーマにある程度合わせて作ってもらっ
たのですが、これまでの作品の背景にある共通す

る考えやテーマというものはありますか。

　今までは時間と空間、メディアを利用して何がで
きるかを考えていました。普段、私たちの隣にある

けれど気づいていないもの、想像したことがないも
の、そういうものをメディアアートを通して見せた

いという思いがあったのです。心霊写真など、カメ

ラを使うと目に見えなかったものが見えるのがお

もしろいと思っていて、そういう作品を作りたいと
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Seo　 Hyo　 Jung

Interview

　　 What　 is　your　 first　 impression　 of　 Ogaki

Biennale?

Although　 of　course　 I　am　 Asian,　 but　 I　realized　 that

previously　 I　hadn't　 had　 much　 of　an　 interest　 in

Asia.　 When　 you　 hear　 Biennale,　 first　you　 think　 of

exhibitions　 in　galleries,　 but　 I　think　 it's　interesting

to　hold　 a　biennale　 using　 bank　 buildings,　 temples

and　 shrines　 and　 other　 areas　 originally　 part　 of　the

city　forvenues.

shows　 something　 that　 is　invisible　 to　the　 naked

eye,　 so　 I　wanted　 to　make　 works　 along　 that　 vein.　 I

created　 works　 by　imagining　 what　 our　 lives　would

be　 like　if　things　 were　 like　so　in　everyday　 life　using

time　 and　 space.　 I　think　 creating　 works　 pondering

what-if　 scenarios　 relates　 to　the　 theme　 here　 as

well.

　　 Does　 everyone　 know　 the　 story　 of　Snow　 White

in　South　 Korea?

　　　Could　 you　 give　 us　a　brief　 description　 of　your

work　 this　time　 for　the　Biennale?

Ibegan　 thinking　 about　 my　 work　 after　 I　heard

the　 theme　 would　 be　 Janken:The　 Power　 of

Chance.　 Janken　 is　a　kind　 of　game.　 So　 I　thought

Iwanted　 to　create　 something　 fun　 that　 wasn't

difficult.　 What　 I　came　 up　 with　 was　 a　tale　 like

Snow　 White　 or　Cinderella　 that　 ends　 happily　 ever

after.　Looking　 at　her　 life,　I　think　 she　 was　 able　 to

become　 happy　 at　the　end　 because　 she　 was　 happy.

Iwanted　 the　 viewers　 to　think　 about　 what　 would

have　 happened　 if　things　 hadn't　 turned　 out　 as

expected.　 I　wanted　 the　viewers　 to　think　 about　 this

themselves.　 So　 I　thought　 I　would　 create　 a　work

where　 communication　 begins,　 where　 it　is　born.

Sure,　 everybody　 knows.　 What　 I　created　 here　 isn't

familiar　 only　 in　Japan,　 but　 in　South　 Korea,　 Asia,

and　 Europe　 as　well,　 so　 I　thought　 I　would　 make　 it

alittle　 more　 interesting.　 I　couldn't　 reflect　 this　 in

my　 work　 this　 time,　 but　 when　 I　was　 looking　 into

Snow　 White　 in　the　 Asian　 region,　 I　saw　 Japanese

webpages　 where　 Snow　 White　 wears　 a　kimono　 or

works　 in　a　rice　 field.　The　 dwarves　 are　 originally

stonemasons,　 but　if　I　have　 a　chance　 to　exhibit　 this

work　 again,　 I　would　 like　to　incorporate　 an　 oriental

form.

　　 To　 a　certain　 degree,　 your　 work　 was　 made

along　 the　 lines　 of　the　 theme.　 What　 are　 the

common　 thoughts　 and　 themes　 in　the　 background

of　your　 previous　 works?

Previously,　 I　was　 thinking　 about　 time　 and　 space

and　 what　 media　 could　 be　 used　 for.　I　had　 the

desire　 to　show　 unimaginable　 things,　 things　 that

are　 around　 us　 but　 we　 do　 not　 notice,　 through

media　 art.　I　was　 interested　 in　ghost　 photography

and　 other　 phenomena　 where　 using　 a　camera
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アジアのメディアアー ト
グナラン・ナダラヤ ン

その文化的特異性

　美 術 の世 界 に も、巾心 と周辺 とが ある。 そ してふつ

うは、まず 中 心 か ら産 み出 され る言 説 や 実 践 に よっ

て、どんな ことが 口∫能 で あ り、重 要 な もの として 受 け

人れ られ るか が 決 まるの であ る。一 方 、周辺 はという

と、中心 の ことを気 にす るあまり、盲円的 に中 心 を模

倣 した り、逆 にか たくな にそれ を拒 絶 した りす る。 コ

ミュニ ケー シ ョンと情 報 テ クノロジー の 普 及 によって

促 され るグローバ ル化 によって、そ うした 区別 が もは

や必 ず しも成 り立 たない ような、複 雑 な状 況 が 生 まれ

た と言われ ることも多 い。 グローバ ル なメディアアー

トは、越 境 的 な 発達 を遂 げて きたかの ようにみ えるに

もか かわ らず、実 はメディア・テクノロジー が手 に入 る

か どうか という、現 存 す る格 差 の輪 郭 をなぞ って きた

だ けなの で ある,、グローバル 化 したメデ ィア という言
い方 と、メディア・テクノロジー が実 際 に解 釈 され 利用

されて きた様 々な実 態 との 問 には断 絶 が あり、そこに

目を 向 けられ ることは少 ない のだが 、この 断 絶 はアジ

アにお けるメディアアー トの発 達 をみ るとき、い ちば ん

は っきりと現 れている。

　 アジ アの 多 くの 国 にお いて も新 しい メディア アー ト
へ の希 求が 存 在 す るが 、それ は二 つの 要 求 お よびそ

れ に関 わ る趨 勢の 問 に、引き裂 か れてい るように思 え

る,　 ・方 には、情 報 、コミュニケ ーシ ョン、経 験 、生

体 に関 する新 しいテ クノロジー と関 わ り、それ を取 り

人れ るために、文化 的 な特 性 を 考慮 し地 域 に合 った

方 法 を作 り出 して ゆ こうとい う要 求 が あ る,,他 方 に

は、こうしたテ クノロジー とそれ に関 連 した芸 術 的 発

展 の グ ロー バル な要 請 に答 えようとする要 求 が ある。
こうした国 々にお けるメディアお よびテ クノロジー の発

達 をみ ると、こうした地 域 的 要 請 とグローバ ルな要 請

とが 交代 してい るのが みうけられ るが 、その中 で展 開

され るメディアアー ト作 品 には、芸 術、メディア、テ クノ

ロジー にお ける現 代 的 言 説 ・実 践 を再 評価 し、意 味

あ る仕 方 で拡 張 す る、興 味 深 い方 法 が 提 示 され てい

るのである。

　 ヨー ロッパ および アメリカ合 衆 国 にお けるメデ ィア

アー トの 発 達 を支えてきた情 報 、コミュニケー シ ョン、

経 験 、視 覚 表 現 、生 体 に関 わ るテ クノロジ ー の 多 く

は、アジアの 多 くの地 域 にお いて はいまだに使 用 する

ことが 容 易で は ない、,皮 肉 なことに、これ らテ クノロ

ジー を使 ってい る指 導 的 な商 業 プロデューサ ー 、研

究 者 、クリエイター たちの 何 人か はアジア「の中 に」住

んで いるとはい え、欧 米 に比 べ ると、アジアの 中で そ

れ らに触 れ ることの で きる人 々の数 は、比 較 的少 な い

ので ある。 アジアのい くつ か の国 で 経 済 的 格 差 が 極

度 に拡 大 して いる亨 実 も、この隔 絶 をさらに複 雑 な も

の にして いる。 しか しなが ら、こうした隔 絶 や 不 均 衡

な供 給 とい う問 題 に もまして、アジアにおけるメディア

アー トの 発達 に影 響 を与 えてい るの は、新 旧の メディ

アが 受 け入 れ られ使 用 され る際 の 、アジア固 有 の 歴

史 的 、社 会 一文化 的 、そして 美 学 的 な 文脈 で あ るこ

とが 多 い。 そうした文 化 的特 殊 作 が 、これ らテクノロ

ジー に創 造 的 に介 入 しそれ を使 用 することを媒 介 して

お り、それが アジアにおけるメディアアー トの際 立 った

要 素を形 作 っているのである,
「岐 阜お おが きビエ ンナー レ2006」 の ひ とつ の 重 要

な側 面 は、アジア諸 国 において出現 しつ つ あるメディ

ァァー トに、地 理 的 ・文 化 的 な 　 i'i,,,,,,,,を当て るというこ

とで ある。 ア ジア地 域 に おけ るメディアアー トの 著 し

い発 達 は、それ らが どんな美 学 的 、文化 的 、批 判 的 、

技 術 的 特 性 を持 って いるか という議 論 を誘 発 す るよ

うな 系 統 的 な仕 方 で は、これ まで 紹 介 され たことが

なか った。 「岐 阜 おお が きビエ ンナ ー レ2006」 の 作

品 選 定 において、わ れわ れ はアジアにお けるメディア

アー トの特 性 に光 を当てようとしたので ある、,

　 第一 に、アジアにおいて はメディアアーティス トが 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　り　　ぴ
メディアや アー ティス トの 集 団 の 中に見 を投 じ、その

中で 活動 しようとする、強い傾 向が み られる,,集 団 で

仕 事 をす るとい うこの 傾 向 において 重 要 なことは、そ

れ によって参加 するアーティス トが 自分 に合 ったツー

ルや リソースを使 える環 境 を得 るということで あ り、ま

た個 人 だけで は誰 も得 ることの で きない、専 門 的 技

術 を手に しうるという点で あるように思 える。

　 たとえば この ビエ ンナ ー レに招 待 した、イン ドのデ

リー を本 拠 とす る「ラックス ・メデ ィア ・コレクティヴ 」

は、そうした共 有 とコラボレーシ ョンとい う考 え方 を中
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心 に発達 したメデ ィア集 団 を示 す、ひとつの 重 要 な例

だろ う、,また、インドネシアの ヴェンザ ー ・クライス ト

は、ジ ョグジャカルタにおいて 「ハ ウス ・オ ブ・ナ チュラ

ル ・ファイバ ー 」とい うメディア集 団 を設 立 し指 導 して

いる人物 で ある,,か れ は 単独 のパ フォーマ ンス・アー

ティス トとして活 動 し発 表 して はい るが 、自分 の作 品

を制 作す るとき、つ ね に彼 の 集 団の 他の メンバ ー たち

と協 力しなが ら仕 事 をしてい るのであ る。

　 第二 の 特徴 として、アジア におけるメディアアーティ

ス トの 多 くは、都 市 文 化 と新 しい メディア ・テ クノロ

ジー の 発 達 との 融 合 や 複 雑 化 を理 解 す るた めの戦

略 を作 り出す ことに焦 点 を当ててい ることがあげ られ る

(た とえば、ジ ョグ ジャカルタの 「ハ ウス・オブ ・ナ チュ

ラル ・ファイバ ー 」、デリーの 「ラックス・メディア ・コレク

ティヴ」、バ ン ドゥンの「コモン・ル ー ム」な ど)。 かれ ら

の作 品 の多 くは、メディア・テクノロジーが どのように し

て、都 市 環 境 の 中で 私 たちの 口常 生 活 に浸 透 し、そ

れ を複 雑 化 して ゆ くか を探 ると同時 に、都 市の 日常 生

活 に批 判 的 に介 人 し、それ を変 容 す る方 法 を発 達 さ

せようとしている。

　 第 三 の特 微 として は次 の ような ことが ある。通 常 、

新 しい テクノロジー は過 去 のテ クノロジ ー と完 全 に決

別 し、した が ってそ こに は新 しい 美学 的 、社 会 文 化

的 な感 受性 が あ るべ きだ とされているのだが 、それ に

対 してアジアのメディア アー ティス トの 多 くは、か れ ら

の芸 術 的 探 究 にお いて 占い メディアと新 しい メディア
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　き　で　　
(た とえ ば芸 能 とメディアアー ト、 動 く彫 刻 と新 しい

テクノロジー 、儀 礼 とヴ ァー チ ャル ・リア リティ等)の

連続 性 につ いて、い ろいろなことを考 えてい るとい うこ

とである、、

　 この ことに関 連 して、アジアにお けるメデ ィアアー ト

の第 四の 特 性 として いえるの は、彼 らの芸 術 的実 践

を満た してい るのが 、強 い社 会 ・文 化 的 な背 景 を持 っ

た一 連 の 課題 であ るとい う点 であ る。 今 回 の岐 阜 お

おが きビエンナー レで 発 表 され た アジアの招 待 作 家

の作 品の ほ とん どすべて は、彼 らの 文 化 固 有 の地 域

的 感性 を反 映 している。 カモ ン・パオサ ワットとジャム

セン ・ロー の 作 品 は、その 強 い 喚 起 力 をもつ ビデ オ・

インスタレー シ ョンを通 して、仏 教 的 な死 生 観 に関 わ

るもので あるし、またセオ ・ヒョジ ョンの インタラクティ

ブ・インスタレー ションは、西 洋 の 古典 的 なお伽 噺 を

複 雑 に変容 してゆ く、新 しい物語 的 戦 略 を導 人す るも

ので ある。
「岐 阜お おが きビエ ンナ ー レ」は、これ だけの 数 のア

ジ アの メデ ィアアー ティス トの 作 品 を展 示 す るととも

に、それ らが 示 す 観 点 を も例 示 しようとす る催 しとし

て は、はじめての メディアアー ト展 で あることは明 らか

で あ り、その ことを誇 りうると思 う。 そして、ア ジアの

メディアアー トを見 せ ようというこの選 択が 、「じゃん

けん」というテー マに関 係 をもつ ことも、興 味深 い こと

で ある。 現 代の世 界 は、テ クノロジー 的に も文化 的 に

も、厳 密 な 二 値 論 理 を中心 に構 成 されて お り、その

中 に おいて 「運 の力 」、そ して 生 成 、循 環 、差 異の 評

価 における「第 一渚 」の 重 要性 は、西洋 以 外 の さまざ

まな 文化 に おいて(か ならず しも意 識 的 にで は ないに

せ よ)、 はるか に強 く感 じられてい るように思 える。 そ

して、「第 三者 」や 「運 」につ いての 諸 概 念 が 様 々なア

ジアの国 に おいてそれ ぞれ 異 なって いた として も、そ

こでの さまざまな特 殊 性 や 口∫能性 は、新 たな形 で 示

され ることになるのである。
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The　 Cultural　 Specificities　 of　Asian　 Media　 Arts

Gunalan　 Nadarajan

The　 art　world　 has　 its　centers　 and　 peripheries

‐the　 centers　 usually　 generating　 the　 primary

discourses　 and　 practices　 that　 determine　 what

come　 to　 be　 accepted　 as　 the　 possible　 and

significant　 while　 the　 peripheries　 reflect　 their

anxiety　 about　 the　 centres　 by　 blindly　 mimicking

them　 or　vehemently　 rejecting　 them.　 Globalization

abetted　 by　 the　 proliferation　 of　communication

and　 information　 technologies　 is　often　 touted

to　 have　 complicated　 the　 sustainability　 of　such

distinctions.　 The　 global　 media　 arts　 topography

that　 seems　 to　 have　 developed　 however　 has

merely　 followed　 the　 contours　 of　 existing

disparities　 in　access　 to　these　 technologies.　 This

oft-neglected　 disjunction　 between　 the　 rhetoric　 of

globalized　 media　 and　 the　specific　 ways　 in　which

media　 techllologies　 are　actually　 being　 illterpreted

and　 exploited　 is　most　 conspicuous　 in　the　 media

arts　 developments　 of　Asia.

　　The　 thrust　 towards　 new　 media　 arts　 in　many　 of

the　 Asian　 countries　 seem　 to　be　 caught　 between

two　 parallel　 and　 related　 trends‐a)the　 need

to　 develop　 culturally　 specific　 and　 located

ways　 of　 engaging　 with　 and　 incorporating

the　 new　 information,　 communication,

experiential　 and　 biotechnologies;and　 h)the

need　 to　 respond　 to　 the　 global　 imperatives

that　 drive　 these　 technologies　 and　 their　 related

artistic　 developments.　 While　 the　 media　 and

technological　 developments　 in　these　 countries

indicate　 a　constant　 juggling　 between　 these　 local

and　 global　 imperatives,　 many　 of　 the　 media

artistic　 developments　 in　 these　 countries　 pose

interesting　 ways　 of　reevaluating　 and　 significantly

expanding　 the　 current　 discourses　 and　 practices

in　art,　media　 and　 technology.

　　Much　 of　 the　 information,　 communication,

experiential,　 imaging　 and　 bio　 technologies　 that

have　 supported　 the　 media　 arts　 developments

in　 Europe　 and　 the　 US　 are　 still　rarely　 Available

in　many　 parts　 of　Asia.　 ironically,　 even　 though

several　 major　 commercial　 producers,　 researchers

and　 creative　 developers　 of　 these　 technologies

are`in'flsia,　 only　 a　relatively　 small　 number

of　 people　 in　 Asia　 have　 ready　 access　 to　 them

compared　 to　 Europe　 and　 the　 US.　 The　 highly

differentiated　 economic　 disparities　 within

specific　 tlsian　 countries　 further　 complicate　 this

lack　 of　access.　 However,　 more　 than　 by　 issues　 of

inadequate　 access　 and　 unequal　 distribution,　 the

media　 arts　 developments　 in　Asia　 are　 affected

most　 remarkably　 by　 the　 specific　 historical,

socio-cultural　 and　 aesthetic　 contexts　 within

which　 old　 and　 new　 technologies<ire　 conceived

alld　 employed.　 These　 cultural　 specificities　 that

mediate　 the　 creative　 interventions　 into　 and　 uses

of　 these　 technologies　 are　 what　 constitute　 the

distinctive　 elements　 of　Asian　 media　 arts.

　　An　 important　 aspect　 of　 the　 C)gal〈i　 Bielmale

2006is　 the　 geographical　 and　 cultural　 focus　 on

emerging　 media　 arts　 in　Asian　 countries.　 The

tremendous　 developments　 of　media　 arts　 in　the

Asian　 region　 have　 not　 Veen　 shown　 before　 in　a

systematic　 way　 to　generate　 discussioll　 ab()ut　 its

aesthetic,　 cultural,　 critical　 and　 technological

peculiarities.　 We　 have　 tried　 to　 highlight　 some

peculiar　 aspects　 of　media　 arts　 practices　 in　Asia

in　our　 selection　 for　 the　 Ogaki　 Biennale　 2006.

rirstly,　 there　 is　a　strong　 tendency　 in　 Asia　 for

l皿edia　 artists　 to　 orgallize　 themselves　 111TO　 and

function　 as　 media/artists'collectives.　 This

tendency　 to　 work　 in　 collectives　 seems　 to　 be

focused　 on　 enabling　 participating　 artists　 with

access　 to　 appropriate　 tools　 and　 resources　 as

well　 as　 to　 expertise　 that　 might　 not　 be　 found

in　 any　 one　 of　 their　 individually.　 For　 example,

52　 ESSAYS　 ANDTALK　 EVENTS



Rags　 Media　 Collective　 which　 is　also　 included

in　this　 Biennale　 is　a　significant　 example　 of　 a

media　 collective　 that　 has　 devcloped　 around

such　 notions　 of　 sharing　 and　 collaboration.

Venzha　 Christ,　 who　 founded　 and　 leads　 the

media　 collective,`the　 house　 of　 natural　 fiber'in

,Jogjakarta　 despite　 practicing　 and　 showing　 as

an　 individual　 performance　 artist,　 constantly

works　 in　collaboration　 with　 other　 members

of　his　collective　 to　create　 his　 works.　 Secondly,

many　 Asian　 media　 artists　 focus　 on　 developing

strategies　 for　 understanding　 the　 convergence

and　 complications　 of　 urban　 culture　 and

developments　 in　new　 media　 technologies(e.g.

the　 house　 of　 natural　 fiber　 in ,Jogjakarta,　 Raqs

Media　 Collective　 in　llelhi　 and　 Common　 Room

in　 Bandung).　 MLich　 of　 their　 works　 center

on　 both　 exploring　 the　 ways　 in　which　 media

technologies　 infuse　 and　 complicate　 our　 daily

lives　in　urban　 environments　 as　well　 as　in　trying

to　develoP　 lneans　 to　critically　 intervene　 into　 alld

transform　 the　 operations　 of　the　 urban　 everyday.

Third,　 while　 there　 is　a　common　 notion　 that　 new

technologies　 represent　 radical　 discontinuities

with　 those　 of　 the　 past　 and　 thus　 that　 they

demand　 a　very　 different　 aesthetic　 and　 socio-

cultural　 sensibility,　 many　 Asian　 media　 artists

deliberate　 on　 the　 continuities　 between　 old　 and

new　 media　 in　their　 artistic　 explorations(e.g,

performance　 art&media　 arts,　kinetic　 sculptures

&new　 technologies,　 rituals　 and　 virtual　 reality,

etc.)Afourth　 and　 related　 peculiarity　 of　media

arts　 in　 Asia　 is　the　 strong　 socio-culturally

grounded　 agendas　 that　 inform　 their　 artistic

practices.　 Nearly　 all　the　 works　 of　Asian　 media

artists　 presented　 at　 this　 year's　 Ogaki　 Biennalc

reflect　 their　 cultしlrally　 located　 sellsibilities.

While　 the　 works　 of　 Kamol　 Phaosavasdi　 and

,Jamsen　 Law　 relate　 to　 Buddhist　 notions　 of　 life

and　 death　 through　 their　 highly　 evocative　 video

installations,　 the　 interactive　 installation　 of　Seo

Hyo ,Jung　 introduces　 novel　 narrative　 strategies

to　complicate　 classic　 Western　 fairy　 tales.

　　The　 Ogaki　 I3iennale　 2006　 has　 the　 distinct

honor　 of　 being　 the　 first　 media　 art　 exhibition

that　 presents　 the　works　 of　so　many　 Asian　 media

artists　 together　 with　 an　 intent　 to　exemplify　 some

of　these　 aspects.11nd　 this　 choice　 to　 show　 Asian

media　 arts　 has　 soiree　 interesting　 relationships

to　the　 theme　 of ,Janken　 too.　 In　 a　contemporary

world　 that　 is　technologically　 and　 culturally

structured　 around　 the　 rigidities　 of　binaries,　 the

power　 of　 chance,　 and　 the　 importance　 of`the

third'in　 terms　 of　generation,　 circulation　 and

evaluation　 of　differences,　 seems　 to　be　much　 more

strongly(if　 not　 consciously)felt　 in　non-Western

cultures.　 And　 even　 if　these　 notions　 of　the　 third

and　 chance　 operate　 differently　 in　 the　 various

Asian　 cultures,　 its　specificities　 and　 possibilities

are　presented　 in　novel　 configurations.
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セレンディピティの彼方へ
吉岡洋

「じゃんけん 運の力」再考

　人類を他の生き物たちから区別するのは、それが
高度な文明に到達したという,,,'.にある,そ れでは文

明の発達がなぜ口∫能になったのかといえば、それは
人類が他の動物よりも大きな脳を持ち、その分だけ
「頭がいい」からだという答えが返ってくるかもしれな

い。人間が多くの動物よりも大きな脳を持っているこ

とは事実だけれど、大きな脳を持つがゆえに賢いとい

う前提は一 万物の霊長としての人間という占い、単
純な自尊心をいまだに満足させるかもしれないけれど
一 完全に間違っている。脳の大きさは、頭のよさに
は直接関係がないのである、,

　そもそも「頭がいい」とはどういうことだろうか?　 た
とえばそれが「個体の生存や種の繁栄という生物とし

ての基本目標を、できるだけ確実に低コストで実現す
る能力」といったことを意味するのであれば、人間より

もずっと小さな脳をもつ魚や昆虫の方がよほどすぐれ
ているように思える,い やそれどころか、細菌やウィ
ルスのように、そもそも脳なんていう厄介なものは持た

ないという選択をした生き物のほうが、よほど「頭がい
い」とすら言えるのである。

　いや、そこまで話を広げなくても、人間どうしを比較
してみただけでも明らかだ。大人は了供より、男は女
より大きな脳を持っている。けれども大人の男が仕

切ってきたこの世界が、戦争や社会的不平等や環境
破壊にこれほどまで苫しんでいるありさまをみれば、

彼らが女子供より脳が大きい分だけ頭がいいなどと
は、とても思えない、,人種間の比較ではどうか、,体
重に対するIJix　　の'F均 的な比率は、自人や黒人に

比べてモンゴロイドがわずかに高いそうだ,,けれども
この事実も、幼稚な人種主義的優越感を刺激するだ

けであり、脳の大きさの違いが知能や文明度に何の
関係もないことは明らかである。

　最近日本では、身体を鍛えるように脳をトレーニン
グするという奇習が横行している。記憶力や計算能

力のように、比較的数値化しやすい能力をめやすにし
て、それをゲーム機やドリルを使って訓練するという

のである。こうして脳のパワーを高めたり、加齢によ
る自然な変化に逆らって、それを維持する必要があ

るというのだ。現代社会では歳をとることは、肉体の
外観や身体能力においてばかりではなく、知的能力
においても、これほどまでに忌み嫌われているのであ

る。ボケる自由すら許されない社会が到来した、とも

言える。
　生きた身体や知能をいつまでも「性能の高い状態」
に保っておくのは望ましいかもしれないけれど、その
ことにこだわりすぎるのは、生の本質的問題からの逃

避でしかない。いくら能力が高くても対処できない問
題が存在するからである。その一つが老い、つまり能

力それ自体の減衰であり、病気や事故、犬災や人災
といったアクシデントであり、その根底には、自分がた

またまこの場所に、このような人間に生まれてしまっ
たという「運」があるJそ れらはまったく制御のきかな
い偶発事というわけでもないが、かといって能力や努

力によって克服できるものでもない。生は運に浸透し
ており、人類はそのことについて何r年 もの間、様々
な形の思考を積み重ねてきた。単純な問題解決のプ
ログラムに従うのではなく、いかにして世界を受け人

れ、偶然性に脅かされている自分の生を納得するか
について考えてきたのである。このことは人類文明の

もうひとつの重要な側面であり、人間的な知性のあり

方を示すものである。
　だが今の時代は全体として、そうした意味での知恵
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ず　　　　　
を軽視する傾向にある。それは科学技術の普及にと

もなって、テクノロジー的な思考形式、つまりあらゆる
市柄を「問題解決」という枠組みでとらえるような考え

方が普及したからである。たしかに、人間が長い間
なすすべもなく受け人れるしかなかった病気や自然の

脅威を、技術の力で避けうるようになったり、またそ
れまで神の領域とされてきた生殖や老いや死までも
を、ある程度人為的にコントロールできるようになっ
た,,そしてそうした技術が現代では、最人の価値を

付J一されている。そうした環境の中に生きていると、
人々はあらゆる問題が、努力や⊥夫、技術的進歩に

よって解決できるかのような幻想をいだくようになるの
である。

　情報技術は、そうしたテクノロジー的思考形式がと
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りわけは っきりと現 れ る領 域 である。 先 述 した人 間の
「頭 の よさ」を脳 の機 能 と同 ・視 す る考 え方 も、コン

ピュー タというモデル がノ〉や 誰 に とって も身近 に存 在

するような社 会 だ か らこそ、可 能 なわ けで ある。 そう

いうモデル に従 って、人 々は国 家 や社 会 や 人 生 を「プ

ログラム」しようとし、何 か うまくいか ない ことが あると
「バ グ」を見 つ け出 そ うとする。 た とえ ば 会 社 で あれ

学 校 であれ 、システムが うまく機 能 しな いのは その内

部 の特 定 の人 間 のせい だとか、規 則 の一 部 の不 具 合

のせ いだ とか 、チェック機 能 が 不 備 であ るか らだ と考

える。 そ して、そうした「パ ー ッ」を人 れ 替 えれ ば、あ

るい は監視 を強 化 すれ ば解 決 する、というふうに結 論

づ けるのであ る。

　 こうした考 え方 が 間 違 ってい るというの では もちろ

んない 。 システム的 ・テ クノロジ ー 的な思 考形 式 は人

類 が洗 練 させ て きた知 性 の 重 要な一 側 面 である。 た

だ、現 代 とい う時 代 はあ まりにもそれ だ けに頼 りす ぎ

てお り、バ ランスが悪 い。 別 ない 言い 方 をすれ ば 、テ

クノロジ ー 的 思 考 に よって は原 理 的 に対 処 で きない

世 界の側 面 に対 して、現 代 の私 たちはあ まりに鈍 感 に

なって しまったのである。
「岐 阜 おお が きビエ ンナー レ2006」 の テ ー マ として

「じゃん けん:運 の力 」というの を考 えた の は、もちろ

ん第 ・には、そこか ら連 想 され るお 祭 り的 な楽 しさを

もつ催 しをめ ざしたものだ が、同 時 にこの トピックを選

んだ 背景 には、現 代 とい う時 代 の状 況 に対 する考 察

があ った,、アジアの メディアアー ティス トに注 日すると

いう方 向性 も、たん にこれ まで なか った とい うだ けで

はな く、アジアの 文化 の 中で テクノロジー を芸術 の中

に取 り込 もうとす る試み の中 に、日本 を含め た欧 米 主

導 のメディアアー トとは 異な った洞 察 が あるので はな
いか と期 待 したか らである,と りわ け、この ビエンナー

レを主 催 するIAMASが メディアアー ト、つ まり情 假テ

クノロジー を用 いたアー ト制 作 という分 野 を中 心 に し

た学校 であるだけに、こうしたテー マや方 向 性 はなお

さら重要 な もの ではないか と考 えた。

　 だが もちろん、「運 」というテ ー マに洋 目したか らと

いって、それ だ けで 何 か批 判 的 な視野 が 開 ける、とい

うほど事態は簡単ではない。大切なのはむしろ、その
「運」についてどのように考えるか、それについてどの

ように語るかということである。より具体的に言うな
ら、もしも「運」をいわゆる成功のために活用すべき機

会としてのみ考え、悪運を避けて幸運をとらえる直観
や能力だけを乖要視したとすれば、それは本当の意
味で「運」を経験していないのではないか、「運」を何
か別なものの言い換えに使っているだけではないの

か、と思うのである。

　この問題を考えるために、ひとつの興味深い話題
として、「セレンディピティ(Serendipity)」という言葉
について考えてみたい。これは、英語としては比較的
知られている概念ではあるのだが、注意深く考えてみ

ると、それが何を意味しているのかは、必ずしも明確
ではない。この言葉はそもそも、18世 紀 イギリスの

作家ホレース・ウォルポールが、自分が了供の頃読ん
だ『セレンディップの三人の王子』というおとぎ話から

造ったものである。「セレンディップ」というのは現在
のスリランカの占名であり、この物語は、知性と勇気

と芸術的センスを備えた三人の王子が、やがて上位

を継ぐために修行と遍歴の旅に出る、というところか
ら始まる。旅のそもそもの目的は、工国の海路を脅か
していたドラゴンたちを退治する秘法が書かれた巻

物を見つけ川すことである。ところが探しているもの
はなかなか手に入らず、そのかわり旅の途F:で 様々な

困難に遭遇して、それを持ち前の1同察力と機知によっ
て、思いがけないやり方で解決してゆく、そういう話
である。

　ウォルポールはある手紙の中で、このお話に言及
しながら、自分は探しものを偶然みつける「セレンディ
ピティ」とでもいうべき力がある、と友人に書いた。こ

のことから、この言葉は「偶然、意図していないもの
を見つけ川すこと」というような意味で使われるように

なったのである。この言葉はとりわけ、科学者が自
分の行なった大きな発見や発明について語る際、し
ばしば引用してきた。科学は推論や計算によって進

歩してきたと思う人もいるかもしれないが、X線 やペ
ニシリンの発見をはじめとして、実は純粋な偶然によ
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る科 学 的 発 見 ・発 明 は、枚 挙 にいとまが ない。 そして

優 れ た科 学 者 というの はしば しばナイー ヴな 人たちな

ので 、自分 が 偉 大 なことを成 し遂 げ たと人 々か ら賞 賛

され たとき、それ は自分 の 力ではな くて偶 然 の賜 物 な

の です、と語 ることに大 きな喜 び を 見出 して きたの だ

ろう。

　 つ ま りそ こで は「セ レンディピティ」とは、計 画 や プ
ログ ラム通 りに物 亨 が運 ばず、む しろそれ らが 失 敗 し

た り挫 折 した りすることを契 機 にして、探 していた もの

よりももっと良 いもの が 見つ か る、とい うことを意 味 し

てい る,,セ レンディピィティは、た しか に運 の力 につ い

て語 ってい る。 ただ ここで注 意 すべ きなの はそれが 、
「運 」が 働 いてい る現 場 にお いて ではな くて、む しろそ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
れ に よって何 らか の成 功 を おさめた後 か ら、そ うした

発見 ・発 明 のもつ、人 知 を越 えた側 面 を強 調す るため

に使 わ れている言葉 だ ということで ある。 つ まり「セ レ

ンデ ィピティ」とは、人 間 の 意 図 的 な工 夫 や能 力を越

えた、神 の 「恩 寵 」のご ときものを無 意 識 に言い表 して

い るのであ る。

　 だ が、ウォル ポー ルが 読 ん だ『セ レンディップ の三

人 の 王f』 とは 、本 当 に「セ レンデ ィピティ」につ いて

語 っている物 語 なの だろうか?　 先 人 観 をもたず にこ

の 話 を実 際 に読 んでみ れ ばわか るように、実 はそうで

は ないので ある。 ウォルポ ールが 語 り、多 くの 科学 者

たちが 引用 してきたような意 味で の 「セ レンディピティ」

は、この物 語の 中 には、は っきりとした形 で は見 当た

らない、,そもそも、「偶 然 によって意 図 していた 日的 を

越 えた成功 をお さめる」とい うテー マは、何 もこの物 語

に 限った もので はなく、占い説 話 の 多 くに共通 す る普

遍 的 主 題 だといえる,(日 本 の 昔話 の 「わ らしべ長 者」

な どというの もその ひとつだ。)

　 だか らといって、この物 語 が面 自 くない と言 い たい

の で はな い。 『セ レンディップの 二 人 の{子 』の 面 自

さは、む しろ別 のところにあ る。 主 人公 の 工 了 たちの

賢 明 さは実 は 「セレンディピティ」で はな い。 『セ レン

ディップの二 人の{子 』の 中には 「セ レンディピテ ィ」は

存 在 せず、むしろ「運 」につ いての はるか に深 い 洞察 を

見 出す ことがで きるので ある,
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　 具 体 的 に 説 明 してみ よう。 この物 語 の中 で しば し

ば言 及 されて きた エ ピソー ドとして 「迷 子 の ラクダ」と

い うのが あ る。 これ は、三人 の:Efが その 旅 の は じ

めの 方で 、あ るキ ャラバ ンと出 会 い、その中 の一 人 の

男か ら、迷 子 になった ラクダ につ いて問 われ るとい う

話 である。:Ft一 のうちの誰 も、ラクダその もの は見 て
い ない。 にもか かわ らず、その ラクダが 片Hで あ り、

歯 が ・本 欠 けてお り、　 ・本 の足 を引 きずって いるとい

う特徴 を言い 当てる。 だが それが もとで ラクダ泥 棒 の

嫌 疑 をか けられ 、ベー ラム皇 帝(サ サ ン朝 ペ ルシアの
パ フラー ム ハニ世 の ことだと言 わ れてい る)の 前 に引 き

出 され ることにな る。 なぜ 見 てもい ないラクダの 特徴

が分 か ったのか 、とい う追 及 に対 して王 了 たちは、道

の片 方 の 草 だ けが 噛 み取 られてい たこと、欠 けた 歯

の隙 間 か らこぼ れ た 草が 散 らばって いた こと、そして

足 跡 の うちの ひとつが 地 面 を引 きずっていた ことを述
べ、それ によってラクダの 特徴 を推 測で きたのだ と釈

明 し、その 「知性 」によって 人々を驚か せるのである。

　 たしか にこの エ ピソー ドは、た ぐい まれ な推 理 力の

比 喩 として読 むことが で きるか もしれ ない。 だが それ

は、「個 然 が もた らす発 見」とい うセ レンディピティの

現 代 的 意 味 とは、あ まり関 係 が な い。 ウォルポ ール

の 手紙 を読 む と、彼 の考 えてい たセ レンディピティと

は偶 然 的 な 発 見 というよりも、むしろ直 接 知 らない も

のを、かすか な 手が か りによって 正 確 に 言い当て るよ

うな能 力の ことだ ったので はな いか とも思 われ る,、だ

とすれ ば、セ レンディピティは「運 の 力」とは ほ とん ど

関 係が ない。 だ が「セ レンディップの 三人の 工 了 』は、

実 はこれ とは まった く異な った仕 方で 、「運 の 力」につ

いて 語 っているので ある、

　 そのことを示 して いる印 象 的 なエ ピソー ドをひとつ

だ け紹 介 しょう、、それ は「恐 怖 の右 手」と呼 ばれ る話

である、,{子 た ちは べー ラムr,.帝の ところに滞 在 して

いる問 、ある不 思 議 な話 を聞 く。 それ は、海 の彼 方 か

ら空 に うか ぶ 巨大 な 「右 手」が現 れ 、t.本 の指 を広 げ

て人 々を おびや か して いるとい う国 の 話で ある、、「右

手 」は気 まぐれ に降 下 しては、人 間 をつ まみ トげて海

に放 り込 んだ りす るので、その国 の 人々は恐 怖 におの



のいてい た。 人 間の 力によっては、とて も太 刀 打 ちで

きる相 手で はない。 この災 いを解 決 すべ く、彼 らは海

を渡 ってその 国の 女:Eに 謁 見する。

　 さて、彼 らは どのように して この 難 問 を解 決 したの

だろ うか ⊇浜 辺 に出 た三 人 の 」三子 の うちの ・人 は、

はた して海 の 上 に現 れ た 巨 大 な 「右 手 」が、五 本 の

指 を広 げ て威 嚇 するの に もた じろが す、みず か らの
・方 の 手を差 し ヒげ、二本 の指 を伸 ば し、三 本 の 指

は曲 げたまま、グッと突 き出 したので ある!要 するに
「パ ー 」に 対 して「チ ョキ」を出 したの だ。 それ によっ

て、今 まで その国 を恐 怖 にお としいれて いた右 手 は、

すごす ごと海 の中 に沈 んで ゆき、二 度 と現 れ ることは

なか った。 これ こそ「じゃん けん 」の起 源 だ!と 言い

たいところだが 、残 念 なが らそうで はない、,そこには、
「運 」というものに 対 処 するある甫 要 な知 恵 が 働 いて

いたの だ。 それ はどういうことだ ろうか。 女王 は当 然

のことなが ら驚 き、なぜ そのようなことがで きたのか と

王rに 問 いか けた。:Erの 説 明 は次 の ような もので

ある。

　実 はあの 「右 手」は、人 々を無 闇 に 苫 しめるため に

現 れて いたので は な く、人々 にあることを伝 えた いが

ために現 れていたの です。 それ は、ひとつ の王 国 にお

いてIf.人の 人 間が 力 をあわせ て心 をひとつにすれ ば、

その国 を ト分 に治 めることが で きる、そのことを示 そう

として いたわ けで す。 けれ ども、誰 一 人 その 意 図 を読

み取 らなかったの で、uJ　 ちの あまり、凶 暴 な振 る舞
いに及 んで いた、、そ こで 、それ に対 して 私 は、別 な こ

とを答 えた。 つ まり五 人で はな く:人 だけで も、十 分

に国 を治 めることはで きるということを、み ずか らの 手

をもって 示 しました。それで、「右 手 」は自分 の意 図 が

理解 され たことを知 り、もはや 現 れな くなったの です。

　つ まり「右 手 」とは意 味 のない 暴力 では なく、ひ とつ
の メッセ ー ジだ った とい うの だ。 そ して、それ が 「脅

威 」として現 れ てい たの は、まさに人 々が それ を メッ

セー ジとして読 み取 れ なか ったか らだ とい うのである。
-1-:子のた ぐいまれ な頭 のよさ、矢ll恵はここにある,,す

なわち、それ まで 人々が たんなる無秩 序 な猛 威 として

しか 見 ることの で きなか ったものを、「ことば 」として読

み 解 いた とい う点 で ある。 だが ラクダ の話 とは違 い、

ここで は」三子 が なぜ 「右 手 」のメッセ ー ジを理 解 で き

たか とい うことは書 か れてい ない。 何 の手 が か りもな

いの に、彼 は「右 手 」の パ ーに対 して「チョキ」を出 して

みせ た。 それ に よって驚 くべ きことに、「コミュニケ ー

ション」が 成 立 して しまった、とい うことだ。 これ は 「セ

レンディピティ」で もなけれ ば 、ふつ うの意 味 で の 「能

力 」や 「知 能 」とい った もので もない、,それ は いわ ば、

窮 地 に立 た され た人 が 心 を空 っぽ に して行 った ひ と

つ の行 為 の ようだ。 そうした瞬 間 に こそ、「運 の力」が

現 れているように思 えるのである。

　 現 代 人が 重視 してい る「頭 の よさ」とは、基 本 的 に

は計 算 能 力、情 報 処 理能 力といった ことで ある。 そこ

で は、で きるか ぎ り正 確 な予 測 をし、起 こりうる様 々

な事 態 に対処 しうる者 が最 後 には勝 ち残 る、そういう

世 界 が 想 定 されて いる。 最 初 に述 べ たように、こうし

た能 力 を高 め ることは、た しか に 文 明 の重isliな ・側

面 だ。 だが 現 実 匿界 に は、つ ね に想i.外 の 事 態 が

生 起 す る。 そ して、そ うした計 算 や 予測 の 及 ぼ な い

事 態 に直 面 した とき、はじめてその 人の もつ 本 来 の能

力が 発 現 することがあること、この ことを認 識 するの は

とて も重 要だ と思 う。 「運 」とはそうした特 別 な瞬 間 、

す なわち「正 念場 」において働 く何 かで ある。 テ クノロ

ジ ー的 な環 境 に護 られ、あ らゆることを計 画や プログ

ラム通 りに進 めることを第 一 とする現 代 社 会 において

は、人 々は 「正 念 場 」を回避 しようとし、「運 の 力」を感

じることが 少 な くなって ゆ ぐ,だ か らこそ、アー トの介

人が 要請 され るので ある。 とりわ けテクノロジー その

ものに介 入 し、それ を別 なや り方で 解 釈 す るメディア

アー トに とって は、大 きな挑 戦 が 待 ってい ると言 える

だ ろう。
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Beyond　 Serendipity:

Hiroshi　 Yoshioka

Rethinking　 Janken　 and　 the　 Power　 of　Chance

Highly　 advanced　 civilization　 distinguishes

human　 beings　 from　 other　 living　 organisms,

but　 what　 has　 enabled　 human　 beings　 to　attain

civilization?Perhaps　 the　 easiest　 answer　 is　that

humans　 have　 large　 brains　 that　 make　 them
"smarter"than　 other　 animals

,　but　 while　 it　is　true

that　 hし1111<lri　brawls　 are　 larger　 than　 those　 of　Illally

other　 animals,　 it　is　wrong　 to　assume　 that　 a　larger

brain　 necessarily　 equals　 a　s　Harter　 creature.　 Such

an　 assumption　 satisfies　 the　 old　 and　 simple　 sense

that　 humans　 have　 of　themselves　 as　the　 lords　 of

creation,　 but　 the　 size　 of　the　 brain　 hzls　no　 direct

relation　 to　smartness,　 nonetheless.

　　What　 does　 it　mean　 for　a　species　 to　be"smart"?

if　it　means　 competence　 in　realising　 the　 ultimate

goal　 of　 sしzrvival,111　 maintaining　 individual　 as

well　 as　 collective　 life　with　 minimal　 cost　 and

maximal　 certainty,　 human　 beings　 don't　 seem

to　 be　 smarter　 than　 fish　 or　 insects,　 some　 of

which,　 with　 brains　 far　smaller　 than　 ours,　 have

surprisingly　 smarter　 strategies　 for　 survival.　 Put

cynically,　 viruses　 and　 bacteria　 can　 be　 regarded

as　 much　 smarter　 than　 us　 because　 they　 did　 not

develop　 such　 a　cumbersome　 organ　 as　 a　brain　 in

the　first　place.

　　If　I　am　 going　 too　 far　 talking　 about　 micro-

organisms,　 let's　 look　 at　 ourselves.　 Men's

brains　 are　 larger　 than　 those　 of　 women,　 and

adults'brains　 larger　 than　 those　 of　 children.

But　 it　is　highly　 questionable　 that　 adult　 men　 arc

smarter　 than　 the　 others　 because　 of　their　 bigger

brains,　 considering　 all　these　 meaningless　 wars,

inequalities　 and　 destructions　 in　the　 world　 they

manage.　 And　 how　 about　 difference　 among　 races?

In　 regard　 to　 the　 average　 proportion　 of　 brain

weight　 to　the　weight　 of　the　 body,　 the　Mongoloid

has　 a　little　heavier　 brain　 than　 the　 Caucasoid　 or

Negroid.　 This　 fact,　again,　 can　 flatter　 an　 outdated

racist　 pride　 that　 some　 persist　 ill　havillg,　 but　 it　is

noi7etheless　 obvious　 that　 the　 weight　 or　 size　 of

brains　 has　 no　 relation　 whatever　 to　superiority　 in

intelligence　 or　civilization　 of　a　particular　 race.

　　Recently　 in　Japan　 we　 see　a　fad　 in　which　 people

speak　 of"training　 the　 brain,"akind　 of　mental

version　 of　exercising.　 There　 are　 drill　books　 and

gadgets　 designed　 for　this　weird　 practice,　 focusing

mainly　 on　 brain　 powers　 such　 as　 memory　 and

calculation,　 which　 are　relatively　 easier　 than　 other

functions　 of　 the　 brain　 to　measLire.　 Media　 try　to

convince　 people　 of　the　 necessity　 of　improving　 or

maintaining　 brain　 power,　 resisting　 the　 natural

process　 of　getting　 old.　 In　contemporary　 society,

aging　 is　hated,　 not　 only　 as　 it　relates　 to　 physical

appearance　 but　 also　 mental　 ability.　 Today　 we

have　 no　 freedom　 to　go　 senile.

　　It　might　 be　desirable　 to　keep　 the"high　 level　of

performance"of　 our　 body　 and　 our　 intelligence

forever,　 but　 sticking　 to　this　idea　 too　 much　 would

lead　 us　 to　 ignore　 much　 more　 essential　 issues　 of

life.　Some　 important　 problems　 cannot　 be　 solved

however　 advanced　 our　 physical　 and　 mental

abilities　 may　 be.　 Aging　 itself,　 the　 decline　 of

ability,　 is　one　 of　them,　 along　 with　 unexpected

illnesses,　 accidents,　 and　 natural　 and　 man-made

disasters.　 More　 essentially,　 there　 is　the　 basic
"chance"of　 our　 being

,　of　being　 born　 in　a　certain

time　 and　 place,　 as　an　 individual　 just　 as　we　 are.

Not　 all　these　 conditions　 arc　 purely　 accidental,　 of

course,　 Uut　 we　 cannot　 improve　 them　 by　our　 own

ability　 or　 effort.　 Life　 is　permeated　 by　 chance,

anti　 human　 beings　 for　thousands　 of　years　 have

formulated　 various　 ways　 of　 addressing　 it.

Instead　 of　 1皿aking　 a　prograln　 to　solve　 a　certain

problem,　 there　 is　a　way　 of　accepting　 the　problem

and　 understanding　 the　 meaning　 of　 our　 own　 life

as　it　seems　 to　be　 threatened　 by　 chance.　 This　 way
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shows　 the　 other　 side　 of　human　 civilization　 and

demonstrates　 the　 specific　 character　 of　 human

intelligence.

　　 In　 our　 contemporary　 society,　 however,

this　 aspect　 of　 intelligence　 is　not　 paid　 its

deserved　 respect.　 This　 is　because　 the　 dominant

understanding　 of　 human　 intelligence,　 which

treats　 every　 issLie　as　 a　problem　 to　be　 solved,　 is

so　 widespread.　 With　 advanced　 technological

development,　 humans　 are　 now　 able　 to　 cure　 or

to　 avoid　 diseases　 and　 natural　 menaces　 which

long　 have　 been　 accepted　 as　 destiny,　 and　 to

control　 to　 some　 extent　 birth,　 aging　 and　 death,

which　 were　 believed　 to　 belong　 to　 the　 realm　 of

God.　 Today　 people　 put　 the　 highest　 va1しlc　oll

technology　 that　 enables　 or　 hopes　 to　 enable　 all

these　 achievements.　 Living　 in　 this　 societ》 ・,　we

are　 persuaded　 to　 believe　 that　 every　 problem

in　 life　can　 be　 solved　 by　 effort,　 invention　 and

technological　 progress.

　　InfOYnllt1011　 technology　 is　the　 field　 in　which

we　 most　 obviously　 find　 this　 technological

thinking.　 The　 identification　 of　 human　 smartness

with　 the　 performance　 of　 the　 brain　 is　often

justified　 by　 employing　 the　 computer　 as　a　model

of　intelligence.　 It　is　a　model　 that　 has　 become

convincing　 to　 many　 of　 us.　 Computers　 are

everywhere　 and　 collstitute　 an　 indispensable　 part

of　daily　 life,　at　least　 in"advanced"countries.

Taking　 the　 computer　 as　a　model,　 people　 attempt

to　 "program"the　 state,　 society　 and　 even

individual　 lives,　 and　 when　 something　 doesn't

work　 as　expected,　 they　 set　out　to　find　the"bugs."

When,　 for　 example,　 something　 is　wrong　 with

the　industrial,　 political　 or　educational"system,"

people　 search　 for　 some　 wrongdoing　 persons,

inappropriate　 regulations,　 or　 security　 holes,

and　 conclude　 that　 they　 can　 solve　 the　 problem

by　 replacing　 these"parts"with　 better　 ones,　 by

making　 new　 rules,　 or　by　 enhancing　 surveillance.

　　Of　 course,　 it　is　not　 at　 all　my　 intention　 to

deny　 this　 way　 of　 thinking.　 On　 the　 contrary,

the　 systematic,　 technological　 form　 of　 thinking

is　among　 the　 most　 important　 parts　 of　 hLiman

intelligence　 as　it　has　 been　 refined　 through　 the

centuries.　 But　 our　 contemporary　 society　 seem

to　depelld　 too　 much　 oll　it,　alld　 to　lose　 a　healthy

balance　 of　mind.　 In　other　 words,　 we　 seem　 to　 be

insensitive　 to　the　 aspects　 of　the　 real　 world　 that

cannot　 be　 tackled　 by　 technological　 thinking.

　　When　 I　had　 the　 initial　 idea　 of",Janken:the

Power　 of　 Chance"as　 the　 theme　 for　 Ogaki

Bielmale　 2006,11ikcd　 it　because　 it　woし11d　 fit　the

pleasant　 atmosphere　 of　a　media　 art　festival　 as

Ihoped　 to　 direct　 it,　and　 in　thinking　 about　 this

theme　 more　 carefully,　 I　found　 it　more　 and　 more

significant　 in　the　 context　 of　 our　 situation　 today,

as　 I　have　 argued　 above.　 The　 focus　 on　 Asian

media　 arts　 is　important　 not　 only　 because　 such

amedia　 arts　 show　 has　 not　 yet　taken　 place,　 but

also　 because　 we　 hoped　 to　learn　 from　 attempts　 of

Asian　 media　 artists　 to　 interpret　 technology　 and

combille　 it　with　 art,　 learn　 new　 insights　 about

the　relation　 of　art　and　 technology　 different　 from

those　 we　 have　 seen　 in　 many　 Western-oriented

media　 arts,　including　 those　 111 .Japan.　 I　find　 this

direction　 especially　 important　 as　 the　 school

IAMAS,　 with　 its　agenda　 of　 fusing　 artistic　 and

technological　 activities,　 is　located　 in　the　 local

city　of　Ogaki.

　 It　is　not　 that　 simple,　 of　 course,　 to　 open　 a

critical　 view　 on　 our　 contemporary　 world　 just　by

focusing　 on　 the　topic　 of"chance."The　 question

is:how　 should　 we　 sec　and　 talk　 about"chance"?

To　 put　 it　snore　 concretely,　 while　 we　 may　 regard
``chance"　 as　 an　 opportunity　 to　 achieve　 sonユe

kind　 of　success,　 and　 strive　 to　gain　 the　 ability　 or

intuition　 to　avoid　 bad　 chances　 and　 to　take　 good

ones,　 we　 are　 not　 experiencing;"chance"in　 its

true　 sense."Chance,"as　 valued　 in　terms　 of　 a

possible　 future　 success,　 seems　 to　mean　 something

else.

　　In　order　 to　think　 about　 this　 issue　 more　 clearly,

Iwould　 like　to　take　 as　an　 example　 of　the　 idea　 of
"serendipity

."This　 is　more　 or　less　an　 established

word　 in　English,　 but　 when　 we　 think　 carefully　 its

exact　 meaning　 is　not　 exactly　 evident.　 The　 word

was　 originally　 coined　 by　 the　 eighteenth-centLiry
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English　 writer　 Horace　 Walpole,　 based　 on　 his

childhood　 reading　 of　a　Persian　 fairy　 tale　 called

The　 Three　 Princes　 of　Serendip."Serendip"is　 an

old　 name　 for　 Sri　Lanka.　 The　 story　 begins　 with

the　 three　 princes,　 all　endowed　 with　 wisdom,

courage　 and　 artistic　 talent,　 leaving　 the　 kingdom

to　 travel　 in　 search　 of　 a　secret　 scroll　 iii　which

they　 hope　 to　find　 a　magic　 spell　to　get　 rid　of　the

dragons　 threatening　 the　sea　aro田1d　 their　country.

But　 it　is　not　 easy　 to　 achieve　 this　 purpose,　 and

they　 come　 across　 other　 problems　 and　 adventures

instead,　 which　 they　 overcome　 in　unexpected

ways　 by　 their　surprising　 vision　 and　 foresight.

　 In　 a　letter　 to　 a　friend　 Walpole　 mentioned

this　 story,　 and　 said　 that　 he　 had"serendipity,"a

special　 sense　 of　finding　 something　 Uy　 accidental

sagacity.　 Hence,　 the　 word　 came　 to　 be　 used　 to

refer　 to　a　case　 of　finding　 something　 one　 has　 not

expected,　 by　 pure　 chance.　 Scientists,　 especially,

have　 liked　 the　 word,　 when　 they　 talk　 about　 their

great　 discoveries　 or　 inventions.　 In　fact,　 we　 find

maizy　 such　 cases　 of　 accidental　 findings　 in　the

history　 of　 science　 and　 technology,　 sLich　 as　the

discovery　 of　 the　 X-ray　 or　penicillin,　 despite　 the

fact　 that　 many　 people　 think　 the　 progress　 of

science　 and　 technology　 has　 been　 achieved　 by

way　 of　rational　 thinking.　 Since　 brilliant　 scientists

are　 often　 good-natured　 and　 a　little　naive,　 when

they　 have　 been　 praised　 for　 their　 genius　 they

often　 have　 taken　 great　 pleasure　 in　 speaking　 of

their　 discoveries　 as　brought　 aboしlt　by　 chance.

　　In　the　 ordinary　 sense　 of　the　 word,　 serendipity

means　 a　kind　 of　 good　 luck　 we　 have　 when　 an

intended　 plan　 or　 program　 fails,　 but　 in　 such　 a

way　 that　 something　 better　 than　 the　 original　 plan

takes　 place.　 Certainly　 serendipity　 tells　something

about　 the　 power　 of　 chance.　 But　 we　 should　 he

aware　 that　 it　refers　 to　the　 power　 of　chance　 only

after　 chance　 has　 led　 to　 a　certain　 success.　 The

word　 serendipity　 looks　 back　 on　 the　 intervention

of　chance　 as　a　transcendental　 power　 at　a　crucial

moment　 in　the　 past.　 Therefore,　 it　potentially

means　 something　 like　 the　 grace　 of　 Cod,　 beyond

human　 intentions　 and　 reasoning.
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　　However,　 is　The　 Three　 Princes　 of　 Serendip

really　 about　 serendipity?It　 is　not,　 as　you　 will

see　 if　you　 read　 the　 story　 without　 prejudice.

Nothing　 in　it　clearly　 sしlggests　 serendipity　 111　the

sense　 Walpole　 meant,　 and　 that　 many　 scientists

have　 referred　 to.　Talking　 about　 a　kind　 of　 story

in　which　 a　hero　 finally　 comes　 to　an　 unintended

success　 by　 the　 power　 of　 chance,　 we　 could　 find

numerous　 other　 fairy　 tales　 and　 old　 narratives

which　 originate　 from　 Asia　 as　well　 as　from　 many

other　 parts　 of　the　 world.　 The　 Three　 Princes　 of

Serendip　 is　not　 unique　 at　all　in　this　sense.

　　What　 is　fascinating　 aboしlt　 The　 Thy'ee　 Princes

oズ ∫θ7θ174ψand　 other　 such　 stories　 is　that　 while

the　 smartness　 or　 wisdom　 of　 the　 princes　 and

other　 such　 protagonists　 has　 little　to　 do　 with

so-called　 serendipity,　 they　 present　 a　far　 deeper

insight　 about　 chance.

　　Let's　 look　 at　a　famous　 episode　 aboしlt　 a　stray

camel,　 which　 has　 been　 mentioned　 by　 many,

including　 Walpole　 himself.　 The　 princes　 come

across　 a　caravan　 aizd　 a　roan　 in　it　who　 asks　 if

they　 have　 seen　 his　lost　 camel.　 The　 princes　 have

not　 seen　 the　camel,　 but　 they　 ask　 if　it　was　 blind

in　one　 eye,　 missing　 a　tooth,　 and　 lame.　 It　was

indeed,　 and　 having　 exactly　 described　 the　missing

animal　 the　 princes　 were　 suspected　 of　 having

stolen　 it.　They　 were　 brought　 to　the　Emperor　 and

required　 to　explain　 how　 they　 had　 been　 able　 to

give　 an　 accurate　 description　 of　 something　 they

had　 never　 seen.　 They　 had　 deduced　 that　 the　camel

was　 blind　 in　one　 eye,　 they　 told　 the　 Emperor,

because　 the　 grass　 had　 been　 eaten　 only　 on　 one

side　of　the　road,　 that　 one　 of　its　teeth　 was　 missing

because　 they　 had　 found　 along　 the　road　 clumps　 of

chewed　 brass　 exactly　 the　 size　of　a　camel's　 tooth,

and　 that　 the　 camel　 was　 lame　 because　 they　 had

seen　 the　trail　in　the　road　 left　by　 one　 dragged　 leg.

The　 Emperor　 and　 others　 present　 greatly　 admired

the　 smartness　 of　the　three　 princes.

　 This　 episode　 can　 be　 read　 as　 showing　 an

unusual　 cast　 of　 deductive　 intelligence,　 but　 it

has　 little　to　do　 with　 serendipity　 in　the　 sense　 of

achance　 discovery　 of　something　 Luiexpected.　 In



his　use　 of　the　 word　 serendipity　 in　the　 letter　 to

his　friend　 Walpole　 seems　 to　mean　 the　 ability　 to

deduce　 a　fact　 by　 way　 of　 faint　 clues　 instead　 of

しulexpectedly　 making　 a　chance　 discovery.　 Does　 it

follow　 from　 this,　though,　 that　 The　 ThYee　 Princes

of　Serendip　 has　 little　to　 do　 with　 the　 power　 of

chance?The　 answer　 is　no.　 If　you　 read　 further

yoLi　 will　 fii7d　that　 the　 story　 does　 tell　about　 the

power　 of　chance,　 but　 in　a　sense　 totally　 different

than　 that　 of　serendipity.

　　One　 illustration　 of　the　 point　 is　the　 episode　 in

which　 a　giant　 hand　 appears　 upright　 from　 the

sea　 and　 terrorizes　 people　 by　 sometimes　 picking

up　 one　 of　 them　 and　 throwing　 him　 into　 the

sea.　 The　 princes　 cross　 the　 sea　 and　 visit　a　queen

who　 has　 asked　 them　 to　 rid　her　 country　 of　this

menace.　 They　 go　 to　 the　 beach　 and　 the　 eldest

prince　 confronts　 the　 hand,　 which　 appears　 with

its　five　 fingers　 open.　 When　 the　 prince　 holds　 up

his　own　 hand　 with　 the　 second　 and　 third　 fingers

erect　 and　 the　 others　 folded,　 the　giant　 hand　 with

its　five　open　 fingers　 disappears　 under　 the　 sea　and

never　 appears　 again.　 In　 other　 words,　 the　 prince

defeats　 the　 giant　 hand　 by　 producing"scissors"

against"paper."1would　 like　 to　 say　 that　 this

is　the　 origin　 of　Janken,　 but　 unfortunately　 it　is

not.　 The　 episode　 nonetheless　 reveals　 something

important　 about　 the　 power　 of　chance.　 When　 the

queen　 of　the　country　 asks　 the　prince　 how　 he　was

able　 to　defeat　 the　 giant　 hand,　 he　 answers　 that

by　 showing　 its　five　 fingers　 erect　 the　 hand　 had

appeared　 to　give　 people　 an　 important　 message:

if　five　 men　 unite　 for　the　 single　 purpose　 they　 can

govern　 the　kingdom　 well.　 The　 hand　 had　 resorted

to　violence　 when　 it　did　 because　 the　 people　 in

their　 fear　 could　 not　 read　 its　message.　 When

the　 prince　 held　 his　own　 hand　 up　 with　 only　 two

fingers　 erect　 he　was　 demonstratiizg,　 he　 said,　 that

not　 five　but　 ollly　two　 pcoplc　 working　 for　a　sillglc

purpose　 could　 govern　 the　 kingdom.　 The　 giant

hand　 had　 disappeared　 because　 finally　 its　message

had　 been　 understood.

　　The　 giant　 hand　 had　 appeared　 to　 the　 people

as　 a　 meaningless　 terror　 because　 no　 one

understood　 its　message.　 The　 smartness　 of　 the

prince　 was　 precisely　 his　ability　 to　find　 a　sign　 in

what　 others　 had　 regarded　 only　 as　 a　fury,　 and

to　 decode　 it　as　 language.　 Unlike　 the　 episode

about　 the　 camel,　 however,　 the　 prince　 gives　 no

explanation　 about　 how　 he　 came　 to　 understand

the　 message　 of　the　 giant　 hand.　 It　is　as　 if　he　 had

chosen"scissors"without　 any　 clue　 against　 the
"paper"of　 the　 hand

,　and　 suddenly　 a　meaning

and　 a　communication　 took　 place.　 This　 is　not

serendipity,　 nor　 even　 ability　 or　 intelligence　 in

the　 normal　 sense　 of　the　 words.　 It　is　rather　 an　 act

done　 with　 an　 empty　 mind　 at　a　moment　 of　truth.

As　 I　understand　 it,　the　 power　 of　 chance　 is　at

work　 at　such　 a　moment.

　　Today　 smartness　 means　 basically　 the　 ability

to　 calculate　 and　 to　 reason　 logically,　 the　 power

to　process　 information.　 What　 is　assumed　 in　the

background　 of　 this　 understanding　 is　a　world

in　which　 those　 who　 can　 make　 the　 most　 exact

predictions,　 and　 those　 who　 are　capable　 of　coping

with　 the　 largest　 number　 of　possible　 sitしcations,

will　 survive　 in　 the　 end.　 The　 development　 of

this　 ability　 is　indeed　 one　 important　 aspect　 of

civilization.　 In　the　 real　 world,　 however,　 often

we　 face　 the　 unpredictable.　 By　 confronting　 a

situation　 beyond　 calculation　 and　 prediction,

our　 inherent　 abilities　 emerge　 and　 take　 us　 in

unexpected　 directions.　 It　is　crucial　 that　 we

recognize　 the　 importance　 of　 this　 moment.

It　is　when　 chance　 works.　 Protected　 in　 our

technological　 environment　 we　 emphasize　 too

much　 thc　 following　 of　 a　plan　 or　 a　program,

and　 thereby　 experience　 less　 and　 less　the　 power

of　 chance.　 This　 is　the　 reason　 we　 need　 the

intervention　 of　art.　Media　 art,　in　particular,　 with

its　agenda　 of　intervening　 in　technology　 itself　and

interpreting　 it　in　alternative　 ways,　 challenges　 us

in　this　way.
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[シンポジウム]10月7日(土)ソ フトピアジャパンセンター1Fセ ミナーホール

地 域 とアー トの 新 しい 関係 を探 る

吉 岡洋+グ ナ ラ ン ・ナ ダ ラヤ ン+原 久 子

吉 岡 　 これ か ら岐 阜 お おが きビエ ンナ ー レ2006の

オー プニング・シ ンポジウムを行 いたいと思 います,

　 この ビエ ンナー レは地 域 と関わ ることを大 きな特 徴

としてい ますが 、こうした試 みはメディアアー トに限 らず

現 代 美 術 の分 野 で も数 多 く行 わ れていることです。そ

こで 広 い視 点 か ら批 評や コメン トをいただ こうと考 え、

現 代 美 術の批 評 家 ・キュレー タで あり、大 阪 電 気通 信

大 学 教授 の原 久子 さんをゲス トにお招 きしました,

　 また、この ビエンナー レを私 と一 緒 に企 画 して きた

もう一 人 の ディレクター 、グナ ラン・ナ ダラヤ ンさん は、

シ ンガポ ールの 出身 で、シ ンガポ ールの ラサ ール ・シ

ア とい う美術 学 校 で 教 えて こられ ました。 現 在 はアメ

リカの ペ ンシルバ ニア州 立 大 学 を拠 点 に活 動 されて

い ます。

小さなビエンナーレの意義

吉 岡 　 まず始 めに、岐 阜おおが きビエ ンナー レの経

緯 、テー マと特 徴 を簡 単 に説明 したい と思 います。

　 この ビエ ンナ ー レは1995年 に、.1>1>1年のIAMAS開

学 をめ ざ して始 まった「田:界メディア文 化 フォー ラム」

という実 行 委 員 会 が 母 体 となってい ます。2001年 ま

で は、2年 お きに開 催 され た 「インタラクシ ョン」囲

という名 前の展 覧 会 として親 しまれて きました,そ の

後 、もっ と地 域 の 人 々や 大 垣 とい う町 の あ り方 と関
わ ってい こうと、展 覧 会 だ けで は な く、シンポ ジムや

ワー クシ ョップを街 なかで 積 極 的 にや ってい くことに

な ったわ けで す。 それで 名 称 も新 たに「おおが きビエ

ンナ ー レ」として再 出 発 しました。 た また ま2003年 に

僕 は 「京 都 ビエ ンナー レ」(^'21のディレクター をや ったの
で すが 、ふつ う「ビエ ンナー レ」とい うのは、招 待 アー

ティス トは何十 人 もいて、予 算 規 模 も大規 模 な ものを

連 想 します、,しか し「岐 阜おおが きビエ ンナー レ」はそ

れ らとは少 し違 って いて、IAMASと い う学 校 が 企1由i

運 営 している点 が ユニー クだ と思 い ます。 学校 が や る

ということは教 育 の ・環 として もや るとい うことで、 ・

般 σ)アー トマー ケ ットには影 響 され な い形 でや ること

が で きます。 また、小 さくて も特 徴 を出 す とい う工 夫

が必 要です。

　 そうい うわ けで、第　・回 目の ビエ ンナ ー レを2004

年 の卒 業制 作 展 と同 時 期 に開 催 しました。2月 で寒

く、準 備 に時 間 が あまりなか った にもか か わらず、多

くの 人 の 協 力 をえて楽 しい もの に なった と思 い ます,

で も次 回は もっと気候 の いい ときにやろう、そして もっ

とはっ きりした特 徴 を出 した いということにな り、今 回

は、僕 には ない知 識 や 経験 を持 って いるグナラン・ナ

ダラヤ ンさん と一緒 にや ることにな りました。

　 今回 の ビエ ンナー レの特 徴 はふ たつ あります。 ひと
つ は「アジア」に注 目した ことで す、「アジア」といって

も、比 較 的 日本 に近 いアジア、東 アジア とインドです。

いままで の展 覧 会で は、欧 米 文化 圏 か らの 参加 者 が

多 か った,こ れ は 悪 いことで はないの です が、(ア ジ

アの他 の 国々は)私 たちにとって文 化 的に も地理 的 に

も近 い のに、よく知 らないの はおか しいので はな いか

ど,も うひとつは、現 在 アジア諸 国 においてもテ クノロ

ジー の導 入 によって社 会その ものが どん どん変 わ りつ

つあ る状 況 のなかで 、若 いアーティス トたちは芸 術 活

動 を通 してどん なことを考 えているの か知 りたい、とい

うことが あったんです。

運の力

吉 岡 　 もうひとつの 特 徴 はテー マです。 「ザ ・パ ワー ・

オブ ・チャンス(運 の力)」とい うことを考 えました,「 運

の力 」の「運 」とは、逃 れ られ な い宿 命 といった束 縛 さ

れ るような イメー ジではな く、思 い がけない ことが起 こ

る、計画 どお りにいか ない ことをむ しろいい 方 向 に転

じる、そ ういうもの に出会 った ときに 人 間 の隠 され て

いた力が 出てくるとい うような意 味です。 身近 な例 とし

て「じゃん けん」につ いて グナランに説 明 した ら、それ

は面 白い ということになった,「 じゃんけん」は、グー 、

チ ョキ、パ ー とい う手 が3と い う数 字 につ なが って い

る,,た とえ ば世 界 中 にあ るい ろん な物 語 の 巾で、主

人 公 が ・回 目、二 回 日は失 敗 して、二 回 日に何 か が

お こるとい う話 が よくあ る。 じゃん けん には最 終 的 な

勝 利 者 はな く、勝 敗 が ぐるぐるまわ る,、そ うい った、
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進 歩で はな くて循 環 して い く仕 組 みに注 口することに、

グナランも賛 同 してくれ たのです。

　 昨 口、オープニ ング・イベ ン トとして ワヤ ンクリ(イン

ドネシ アの影 絵)を 行 い ました,象 は 人 間 より大 き

い、人 間 は蟻 をふ みつぶ す、ところが蟻 は象 の身体 の

なか に入って行 って「象 玉」　 そん なものが 実1際にあ

るの か は知 りませ ん が(笑)　 を食べ て しまう、,つ ま

り ・番 小 さな蟻 が 象をや っつ け ることが で きる。 そう
いうことが 繰 り返 され る話 で した、,

　必 ず しも今回 のアーティストの作 品すべてが直接 的 に
「じゃん けん」に関 わるわけで はありませ んが 、「じゃん

けん 」の もつテー マを 発展 させ 、周 りの 人 に知 ってもら

いなが ら、今回 のビエ ンナー レを発展 させて きました,

ビエンナーレ、ふたつのタイプ

ナ ダ ラヤ ン　 まず、ビエ ンナ ー レについての 考えを述

べ たい と思 い ます。 私 の経 験 に よると、ビエ ンナー レ

には二 つの 種 類 が あると思 い ます,ひ とつ はアー トの

中心 地 で ある大 都 市が 、それ を もっと強 化 しようとし

て開 催 するもの。 もうひとつ はアー トの中 心 地で は な

いけれ ど、アー ト、ビエ ンナー レをとおして街 を活 性 化

してい こうと開 催 され るもので す、 私 は、おお が きビ

エ ンナー レは、後 者 に属 すると思 い ます.ア ー トの 中

心 地 で はないが 、アー トで街 の特 徴 を作 って行 こうと

して いると思 います,シ ャル ジャ(UAE)i::yや 釜III'a

も同様 に、そん なに大 きな国 際 都 市 では ないけれ ど、

ビエンナー レによって都 市 を広 げ て行 こうとしてい ると

ころが あります、

　 ドイツの カッセルは ビエ ンナー レで はあ りませんが 、

5年 に　・Irli「ドクメンタゴ9が 開 催 され てい ます。 カッ

セ ルとい う都 市 は、「ドクメンタ」が 開 催 される前 は全

く知 られてい ませ んで した、,アー トフェスティバ ルや ビ
エ ンナー レを通 して、ijiの魅 力を高 めて行 こう、特 徴

づ けていこうとい う試 みは 世 界中 にあ ります,

　 ビエ ンナ ー レの 最 初 の段 階で、大垣 市の なかで ビ
エ ンナー レをどの ような 方 法で 展 開 してい くか 考 える

た めに、まず 街 の なか にある重 要 とされてい るものを

見 ようと考 えました 、

　 2月 に大 垣 に来 て町 を歩 きなが ら、どの ような良 い

ところを強 調 で きるか 考え ました。 その とき、私 には

大/iiiはふ たつ に分 か れて い るという印 象 を受 けまし

た。 ひ とつ は ソフトピアやLAMASに 代 表 され るよう

な、人々が 他 の場 所 か ら仕 事を しに来 る場 所 。 もうひ

とつは郭 町 、大 垣 城 、稲 荷 神 社 、竹 島会 館 のような

人 々が生 活 して いる場 所 。 このふたつの 場所 はちょっ
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と切 り離 されています。お互 い に通 い合 っていな くて、

あ まり理 解 しあって いない ように感 じたの です,今 回

の ビエンナー レでで きることは、このふ たつの 場 所 を

つ なげることだ と思 ったのです。

大垣で実現した
アジアのアーティス トたちの対話

ナ ダ ラヤ ン　 アジアの国 々、アジアのアーティス トは、

メディアや彼 らの生 活 に影 響 をJ一えてい るメディア・テ

クノロジー を理 解 しようとしてい ます。 ところが、それ

に対 する私 たちの 対 処方 法 と各 国の伝 統 、規 範 という

ものは全 く違 うもの なんです。 アジアのアー ティス トが

その作 品 のなかで どのようにテクノロジー を使 って いる

か を見せ ることがで きれ ば 、大 垣 市のふたつの地 域 を

結 ぶ こともで きるし、人 々の 意識 を高 めることもできる。

　 そ して、私 たちは調 査 の ために シンガポ ール、マニ

ラ、バ ンコクの=諸 阿 ∫を訪 れ ました。 アジアの都ll∫は

地 理 的 には とて も近 い距 離 にあるの で すが 、十 口問
の なかでそれ らの都 市 すべ てを訪 れ るの は困 難で す,

そうい うなかで出 来 る限 りた くさんの アー ティストに会

い、ス タジ オや大 学 、リサ ーチ ラボ を訪 れ、い ま何 が

起 きて い るの か を見 られ るよう、事 前 準 備 を十 分 に

ffっ てか ら出 か け ました。 その 結 果40人 ほ どの アー

ティス トに 会 うことがで きました。 そ して、参 加 アー

テ ィス トの リス トを作 り、韓 国 とイン ドと香 港 のア ー

ティス トを加 えました。 そこでで きる限 り、アジアにお

けるメディアアー トの 多様 な 活 動 を見 せ るように した

い と思 ったので す,

　 私 はすで にこの ビエンナー レは人 きな成 功 をお さめ

てい ると思 って います。 世 界 の どこにも起 きてい ない

ことが 、い ま大 垣 で 起 きて いるので す,つ まり、アジ

アの 素 晴 らしいメディアアー ティストが 一堂 に会 して

い る。 このような ことは今 まで 世 界 の どこに も起 きな

か ったJこ のことを大垣 は誇 れ ると思 い ます、,

　 白分 の 国で 孤 独 に芸 術 活 動 を行 って きた 者が ここ
に 来て、自分 たちの メディア・テ クノロジ ーに対 す る捉

え方 に似 たところがあ るということを彼 ら自身 が 発 見

したので す,私 が 本 当 に面 白く、またよかった と思 う

の は、彼 らが この ビエ ンナー レを通 じて、展 示 されて

い る自分 た ちの作 品 と口本 の 作 家 の作 品 との 間 に、

何 か結 びつ くもの を感 じているとい うことで す。

　 メディアアー トの世 界 的 なフィール ドで は、メディア

や メディア・テ クノロジー に対 する新 しい 見方 を生み 出

64　 ESSAYS　 ANDTALK　 EVENTS

すことが 、大 変 重 要だ とされて きました。 しか し、今

回 の ビエ ンナー レは、これ らとは違 う見 方 、文化 的 、

美 的な観 点 か らメディアアー トをとらえるという試 金 石

になったと思 っています。

各地で起きているアートによる地域の活性化

原 私 はメディアアー トが 専 門で はない のです が、こ

の10年 間 、た びた び大 垣(IAMAS)に は来 て い まし

た。 しか し、(卒 業 制 作 展 の 行 わ れ る)ソ フ トピア と

IAMASだ けしか来 た ことがあ りませ んで した,さ きほ

ど、大 垣 にはふ たつ の顔 が あ るとい うお話 が あ りまし

たが 、私 はひ とつの 顔 しか知 らなか ったわけです。

　 出品 中の アジアの アーティストの作 品 は非 常 に クオ

リティの高 い もので、私 自身 楽 しむことが で きました。

楽 しむことがで きた、とい うの は非 常 に 重 要な ことだ

と思 ってい ます,今 回 、街 の なか にい ろいろな作 品 が

展 示 されて いるとい うことで、市民 の み なさん も、町

のなかで 初 めてメディアアー トと出 会わ れ るとい うこと

が あったと思 います,初 めての出 会 いとい うの は重 要

で、それ をどうい うふ うに受 け入 れ るか ということが 、

それ か らの アー トの 関 わ りを大 きく左 右 すると思 うの

です,ま た、ゆっ くり座 って落 ち着 いて見 てい たい と

思 うような雰 囲気 が あ る会場 の セ レクションがあ った

と思 います。今 回 、地 図 を見なが ら少 しずつ 離 れ たと

ころへ 歩 いて行 く。 時 に は少 し道 に迷 った りして いろ

んな通 りに入 って しまうことが あると思 うので すが 、そ

うい うことによって町 並み を見 て 行 く。 そん なプ ロセ

スも作 品 の導 入 に とって、非 常 に重要 だったと思 いま

す,作 品 のセ レクシ ョンだ けで は なく、作 家 たちが ど

うい うふうにそ の場 所 を とらえて、どこに どういうふ う

に作 品 を設 置 してい るか というようなことも含 めて、こ

の街 の サイズ、と質 という意 味 か らも、非 常 にバ ラン

スのいい展 覧 会 になっていた と思 います。

　 昨今 、街 に出て行 くアー トの イベン トとい うの はいろ

いろ行 われて いるというのはみ なさん ご存 矢llだと思 い

ます。

　 たとえ ば、今 年 は越 後 妻 有 で3回 目の 「大 地 の 芸

術 祭」('G)が行 われ ました,、その なかで、空 き家 を使 っ
たプ ロジェクトが た くさんあ りました。 印 象 的 だっ た

のは、口本 大 学 芸術 学 部の彫 刻 コースの教 員や 学 生

の 方 が 作 って いた もの で した,,空 き家 を使 って ただ

展 示 を して いるだけ でな く、場 所 の 所 有 者 や 近 所 の

人 たちが 設 置 の プロセスを 見てい る。 普 段 見 ないよ



うな何 か を作 りLげ て行 く時 間 を見 ていた と思 うんで

す,大 垣 と違 って妻 有 の場 合 、非 常 に過 疎 で、その

街の 活性 化を意 図 してい るのですが 、人 々をつないで
い く場 として、アー トが なん らか の 力 を発 揮 してい く。

大 垣 で も妻 有 で起 きた ことが 部 分 的 にはあった ので

はな いか と思 い ます。 今 後 も行 われ るとしたら、そ う

いった 部 分 で可 能 性 をひろげて いけるので はな いか

と思 います,

　淡 路 島で も「淡 路 島 アー トフェスティバ ルゴ引 とい う

もの が あります。 妻 有 は少 し前 に大 きな地 震 が あり、

それ によって で きた空 き家 とい うものが 注 目され たわ

けです が 、それ と同 じように淡 路 島 も95年 に 阪 神 淡

路 震 災 が あ り、非 常 に大 きなダメージ を受 け、た くさ

んの空 き家 がで きた,,そ うい った空 き家 での アー トプ

ロジェクトが 昨 年 か ら行 わ れてい ます。 そこで は、場

所 が もっ アイデ ンティテ ィや 歴 史 とい うもの が、 言葉

や ドキ ュメン ト、ニ ュー スとして語 られ るので はな く、

アーテ ィス トの 口を とお して視 覚 化 され てい くというこ

とが行 われているのです。 作 品 によっては、今 回 のお

おが きビエ ンナ ー レで も、そういっ たことが行 われて
いたので はないか と思 います。

　 都 市の なかで も空 洞 化 が 起 こって いるところが い く
つ もあ り、クリエ イティブシティと銘 打 って、文 化政 策

を行 ってい るところはい くつ もあります。 横 浜 もその 代

表 的 な都 市で す し、名 占屋 もそうした方 向を目指 して

いるようです,繊 維 産 業 の 落 ち込 んで い るところで、

空 いた場 所 がで きて いる。 それ は名 古 屋 の中 心 部 に

あって、そ ういった ところにアー ティス トが スタジオ を

持 つ ということが 起 きてい ます,そ こで展 示 だ けで な

く、アー ティス トが や ってい るさまざまなことを近 隣 の

人 たちが かい ま見 る。 このことが 重 要だ と思 うのです。

　 大垣 も今 回 をきっか けに、アーテ ィス トが街 の なか

で制 作 を続 けて いくことで 、ふ たつの 分 かれて いる場

所が 、い ままで の10年 とは違 った段 階 を迎 えることも

あるか もしれ ない と思 いました。

地域がアーティストを教育する

吉岡　たとえばね、お寺や修道院で厳しい修行をし
たお坊さんが、外の世界に出てその修行で学んだこ

とを実践して行かなかればいけないとします。そう
いった時に、お寺のなかでやった修行と外のL界 で

人々と関わる時とでは、どっちが苫しく、難しいか。僕
は、後者のほうだと思う。アートが地域に出て行くこ

とも同 じような ことだ と思 うんで す。 この ようなビエン

ナ ー レの ディレクシ ョンをや っていて、普 段 は会 わ な
い 白治 会 長 さんや 商 店 街 の人 々 と会 って よく言われ

るの は、「(場所 や施 設 を)使 って もらうの はか まわ な
いんで す けれ ども、(作 品 は)わ れ わ れ 素 人 には理 解

で きませ ん 」とい うことです。 それで、これ はアー トと

い うもの が まだ 十分 知 られてい ないか らわ か って もら

えないん だ と考 える。 つ まりこちら側 に進 ん だ知 識 み

た いな ものが あって 、それ を何 とかT二 夫 して、地域 の

普通 の人 に分 かって もらわな くては、というふ うに考え

が ちなんですGで も僕 は、こういう考 え方 は根 本 的 に

間 違 ってい ると思 う。 そうで は な くて、僕 らが研 究 や

制 作 活動 をつ うじて達成 した価 値 、僕 らが 理解 してい

る価 値 とい うの はあるんで す けれ ども、本 当に重 要 な

の は、それ をまった く文 脈 を共 有 しない人 たちの 前に

出 してみると、とんで もない反 応 が かえって くることな

んです,苫 労 したことが まったく注 目されなか った り、

逆 に無 意 識 的 にや ったことが 評仙 され た り、とい うこ

とが ある。 それ は決 して、知 識 や修 練 が 高 い 方 か ら

低 い方 に流 れてい くことで はな く、む しろ逆 で あって、

アー テ ィス トや研 究 者 が 地 域 と関 わ ることに よって、

地 域 の方 か ら何か がや って来 るんです ね。 アー ティス

トや研 究 者 の方 が教 育され るんです。

　 た とえば、街 の スペースが あいて いるか ら、な にか

そこに展 示 すれ ば街 の 人 と関わ れ るんじゃないか 、な

どと最 初 は誰で も安 易 に考 えるんです が、全 然 そんな

ことはな い。 あるいは どこかb　 つ ところに作 品 を置

けば 見て くれ るん じゃないか と思 っても、そんな 単純 な

もので はな い。 地 域 と関 わ ることが アー ティス トや 研

究 者が 教 育 され るプロセスだというの は、べ つに謙 遜

して いって いるので はな くて、本 当 にそう思 うんで す。

こうい うことが はっ きりとわか るの が、こうい う形 のビ

エ ンナー レをや ることの ひとつ の意 味 なんで す、

　 グナランが 言 った、大 規 模 な 大 都 市を 中心 とした
ビエ ンナー レで は、えて して そうい った教 育 の プロセ

スが 隠 れて しまう。 おお が きビエ ンナー レは小 さいか

らといって卑 下 することはな く、そこには小 さいビエン

ナ ー レの 独 特 のい いところ、そ うで ない と経 験 で きな

い ことというものが あると思 い ます、,

ナ ダ ラヤ ン　 モ ダニズムの歴 史か ら考えてみ ると、モ

ダニズ ムは、アー ティス トや アー トは社 会 とは離 れ た

立場 で 自律 して いて よい という考 え方 で成 立 してい ま

した。 しか し、この20～30年 で モ ダニ ズムに関 す る

言 説 や考 えが 変 わ り、自律 した存 在 であることが 難 し
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くなりました。 アー ティス トは地 域 の 生 活 とどう関 わっ

て行 くか を考 えな けれ ばな らない という状 況 にな って
い るので す。 それ は欧 米 以 外 で も世 界の あらゆるとこ

ろで そうなのです。

　 で は、アー ティス トはどうや って社 会 と関わ り、活 動

を進 めて 行 くの で しょうか?　 まず は、社 会 や 人 々が

求 めるもの 、社 会 が 善 しとす るものをアー ティス トが

行 うとい うこと。 もうひ とつ は、教 育 者 、質 問 者、支

援 者 、哲 学 者 、活 動 家 として、社 会 と関 わることもで

きます。 単に美 しい絵 を描 く人 としてあ るだけが 社 会

との関 わ り方 で は ない ので す,,い か に社 会 と関 わ る

か は アーテ ィス トに とって は義 務 感 の ようにあ るので

す。 アー ティス トは、なぜ このような活 動 を行 って いる

の か、もっとよりよい方 法 は何 か を自らに問 いか けて

い ます。 そして、どうす れ ば よりよい形 で 社 会 に貢 献

で きるの か を。 それ は、「よし、それ が 地 域 の 要 望 だ

か ら、私 はそうしよう」とい うような 単 純 な ことで はあ

りませ ん。 た とえば 、ア ーティス トが 病 院 に入 って行

き、その なかで 芸 術 的 な活 動 をす るとします。 「なん

で、アー ティス トは患 者 と ・緒 になって活 動 す るの?」
「アー ティス トは絵 を描 くのが 仕 事 じゃな いの?」 「そ

れ って アー トなの?」 と思 うのが 一 般 的 か と思 い ます。

社 会 や 人 々が この ような活 動 をしてほ しい と言 ったか

らとい って、アーティス トは そうしな けれ ば ならな いと

は 限 りませ ん。 アーティトは 自分 で礼 会 との 関 わ り方

を考 え出 さなけれ ばいけないので す。

　 実 際 、地 域 その もの も変 わってきて います。 アー ト

は ギャラリーや ミュー ジアムで見 るもので あるとい う認

識 が 変 わ って きてい ます,地 域 社 会 は、廃t);,,,になっ

たT場 や新 しい病 院、障 害 者 の コミュニティ、都 市 計

画 、了供 に対す る新 しい教 育 活動 に関 わるプログラム
の なかで 活 動 す るアーティス トを見 出 してい ます,メ

ディアアー トは まさにこのような地 域 の 活 動 を行 うの

に、最 もふ さわ しいアー トの形 だ と私 は思 い ます。 単

純 にメディアアーティス トは自分 ・人 だ けの能 力で は

な く、さまざまなスキル を持 った他 者 とコラボ レー ショ

ンす ることに よって、作 品が で きるもの だか らです。 コ

ラボレー ションが、地 域 の活 動 によりアクティブに、よ

り容 易 に、快 適 に参 加 して行 くための 特別 なツー ルに

な るので す。 すべ ての アーティストに対 して、地 域 に

入 って いくことを強制 す るわけで はありません が、これ

らの 要 望 に対 して、アーテ ィス トも応 えて い ける力 を

持 って いる、持 ってい くべ きだ と考 えてい ます。

原 た とえば 、メデ ィア アー トの 場 合、映 像 や コ ン
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ピュー タを使 うことが 多いで す。一 般 の 人 たちは既 に

口常 的 に、ゲー ムや アニメー シ ョンなどの エンター テ

インメントの 分野 で それ らを受 け入 れている。 その 人

たちがメディアアー トに接 した場 合 、どうい うふ うに関

われ るだ ろうかJそ こに難 しいもの が あると思 うんで

す。 通 常 は共 通 言語 を持 って いるもの 同 十 が コミュ

ニケ ーシ ョンをとって いるので、一 般 の 市民 の 人 とコ

ミュニ ケー ションをとろうとすると、別 の言 葉 で 置 き換

えない とい けない。 そこにはか な りの エネル ギー がい

ると思 うんです。 そういったコミュニケー シ ョンの努 力

のなかで、アー ティス ト自身 が 自分 を発 見 してい く、作

品 自体 もまた違 うステー ジにい けるので はない か とい

う気 が しています。

社会がアー トに望むものとは?

原 また、コミュニティに介 入 してい くとい うアー トは、

人 に優 しい とい うか、内容 的 に人々に対 して毒 を持 っ

てい る作 品 は少 な いんで す。 問 い か けは持 ってい ま

すが 、嫌 悪 感 を与 えるもの はタブー としてい る,作nn

として、そうい うところが どうして も貢 要 で あれ ば 、そ

れ をどうした らきちん と相 手に伝 えられ るの か、きちん

と向 き合 って作 って いけるのか とい うの が大 事 だ と思

います。

吉 岡 　 アー トが地 域 に関 わ るとい うの は、地 域 社 会

が 求 めてい るものをアー ティス トが供 給 するとい う意

味 ではな いと思 うのです。 さっ きの お坊 さん の話 で い

えば、お坊 さんが 村 に人 って 行 った 時 に、瀕 死 の病

人 がいて、その時 に「よしよし、よく効 くまじないをして

やろう」と言 っては だめなんで すね 、,その 人 が絶 対 に

助 か らな いとわか っても、で はそこで 何 が で きるの か

を考 えるの がお坊 さんの役 目で しょ。

　 たとえば 、病 院 にいる人 は病 気 で落 ち込 んで いる

か ら、そこに飾 るの はきれ いな風 景 とか 花の絵 が い い

だろうと思 うのだ けど、心 が なごむ ような もの 、誰 もが

いい と思 うもの を飾 るのが アー トの 役割 か というとそう

では ない。 そこをごまか してはい けないです ね。 アー

ティス トは、地 域 の人 が 本 当 に欲 して いるもの を自分

の思 惑 で 決 め ることはで きない。 そ こが ・番 難 しく、

厳 しい修 行 とな るところで、アー ティス トが学 ぶ プロセ

スが ない とだ めだろうと思 い ます。

原 相 手 が こういうふ うな もの を望 んでい るだろうとい

う考 えには、相 手 をみ くびって いるところが あると思 い

ます。 相 手が 望 んで い るものを予 定 調 和 的 に作 るの



は、アー ティス トの 役 割 で は決 してな いわ けで、相 手

に伝 えるということとそこの部 分 を混 同 して考 えてはい

けないで しょう。 そん なことを して しまうと質の 低 い も

のにな って しまう。 見てい る人 た ちは アー トの 文脈 で

見 なか ったとして も、生 活 者 として きちん とした 口々を

送 って いる人 で あれば 、そういう中 途 半端 なことは底

が 見 えて しまう。 アー ティス トにはそうい うことをして

ほ しくない と思 い ますね 、,

吉 岡 　 こういうことは日本や アジアだ けの 問 題で は な

く、どこにで も起 きて いると思 うの です。 た とえば 学

校 の中 にい る人 は学 外の 人 々を「普 通 の 人 」とい い ま

すが 、「普通 の 人 」なんてどこにいるので しょう。 難 解

な作 品 や 強 い メッセ ー ジを持 つ 作 品 を扱 う時 に、行

政担 当者 か ら「お年寄 りや 子 供 も見に来 るんですか ら
… 」というの ですが 、お 年寄 りやf供 にはそれ が わか

らない とどうして あなたが 決 め るの?　 と思 うんです。

知 らず 知 らずの うちに「普 通 の 人」「市 井の 人」はこうな

んだ という先 入 観 を持 って しまっているんで すね 。 実

際 には、受 け 手の ことはわか らないんです。 地 域 とい

うの はもっとも近 い ところにありなが ら、その へん を歩
いている人が もしか したら最 も遠 い他 者 なのか もしれ

ないので す。

ナ ダ ラヤ ン　 展 覧 会 の コンセプ トとアー ティストが コ

ミュニ ティとの関 係 を意 識 する方 法 の両 面で、一 つの

傾 向 が 現 れて いると思 い ます。 それ は、コミュニ ティ

に属す る'ド均 的 な人 々に対 して、アー ト作 品 の複 雑 さ

など理 解 で きない だろう、とみな してい るとい うことで

す。 しか し、私 はアー トの 知 識 が ない 人 にこそ、自分

でその 作 品 と対 話 をして ほしいと思 って います。 私 自

身はキュレー タとして、あえて 作 品についての説 明 とい

うもの をつけた くはあ りません 。作 品の 説 明書 きをつ

けると、鑑 賞 者 の自発 的 な自律 的な対 話 が なくなって

しまいます,人 か ら強 制 され ないで、作 品 と相 互 作 川

する、対話 することが 重 要なのです。

　 私 はキュレー タが 重要 な役 割 を果 たしてい ると思 っ

てい ます,ア ー テ ィス トは 自分 の作 品 について、その

美 しさ、材料 、どう展 示 す るか につ いて真 剣 に 考えて
い ます,そ してそ ういったアー ティス トと、アー トに関

心 のない コミュニティを結 びつ けるということが 、キュ

レーシ ョンとい う作 業 だか らです。

吉 岡 　今 口はひ とつ 議 論 らしきもの がで きて よか った

と思 い ます。現 在 、同 時進 行 で いろん なイベ ントが 開

催 されて いるので すが 、そん ななかで こんな に大 勢 の

方 にお集 りいただ き、あ りが とうございました,

(*1)　the　interaction

1995年 か ら2001年 まで、隔年 で開 催 され た国 際 イン タラ ク

テ ィブ ・アー ト展IAMAS創 設 者、坂根 厳夫 によるキュレーシ ョ
ンで行 われた。

(*2)京 都 ビエ ンナ ーレ
2003年 、京 都芸 術 セン ターを中 心 に開催 された 国際 美術 展,

5力 国、13組 の アーティス トが開催 した。

(*3)シ ャル ジャ
シ ャルジ ャ国際 ビエ ンナ ー レ,,1993年 か ら、アラ ブ首長 国連

邦 の七つの首 長国 のひとつ 、シャルジャで開催 されている大規
模 な現代 美術 の国際 展。 アラブ圏 の現代 美術 の動向 を知 る貴

重 な展覧会 と して注 目され ている。

http://www.sharjahbiennial.org

(*4)釜 山

釜 山 ビエンナー レ。 韓国 の人 口400万 人 の釜 山市 が文化 政策

として開 催 している国際 美術 展 、1981年 か らさまざまな形 を
とりなが ら行 われている。

http://www.busanbiennale.org

(*5)ド クメンタ

ドイツ、ヘ ッセン州の小 都市 カッセルで、1955年 か ら5年 ご と
に開 催 され ている大規 模 な現代 美術 の祭典0毎 回異 なる気鋭

の デ ィレクターがテ ーマ設 定 と作 家 選定 を行 い、現 在 の美術
へ の分析 と方 向性 が示 され る最 も重要 な国際 展 とされ ている。

近 年は一 回で600万 人 もの集客 がある。

http://www.documenta12.de

(*6)大 地 の芸術 祭

三 年 に一度、越後 妻有 地域(新 潟県 十 日町市 ・津 南 町)の 里 山

で展 開 され る国際現 代美 術展,,第3回 の2006年 に は150点 の

作 品が展示 され、人 口7万6千 人の地域 に約35万 人 が訪れ た。
http://www.echigo-tsumari.jp

(*7)淡 路 島 アー トフ ェスティバ ル
2004年 以 来、島全 体の復 興 と活性 化 をはかるため、NPO淡 路

島 アー トセ ンターが 毎年 開催 している。
http://www.awajishima-art-center.jp

原 久子(は ら・ひ さこ)
大 阪 電 気 通 信 大 学 総 合 情 報 学 部 教 授。 アー トプ ロデ ュー

サ ー、キ ュレー ター と して「六本 木 クロ ッシ ン グ展 」(04年 森

美 術館)、rMove　 on　Asia　2006日 本 巡 回上 映1(05,06年 卜一

キ ョー ワンダ ーサ イ トほか)な ど、多 くのア ー トイベ ン トに関 わ

る。 「日本 経済 新聞 」、rAERA」 、　rBT(美 術手 帖)」、　rART　 IT」、
rSTUDIO　 VOICEIな どの新 聞 雑誌 や ウェブサイ トで 現代 美術

関連 記事 を執筆 。
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[Symposium]70ctober(Sat1,Softopia　 Japan　 Center,1FSeminar　 Hall

Searching　 for　 New　 Relationships　 Between　 Community　 and　 Art

Hiroshi　 Yoshioka+Gunalan　 Nadarajan+Hisako　 Hara

Yoshioka:On　 behalf　 of　 both　 directors　 I　would

like　 to　 welcome　 our　 guest　 Hisako　 Hara　 to　 the

I3iennale　 Opening　 Symposium.

　　pne　 significant　 characteristic　 of　 this　 Biennale

is　the　 involvement　 of　the　 community.　 However,

this　is　not　 only　 the　case　 with　 media　 art,　but　 also

carried　 out　 111111しlch　 of　 the　 contemporary　 art

field.　 We　 invited　 Hisako　 Hara,　 a　contemporary

art　 critic,　 curator,　 and　 Osaka　 F,lectro-

Communication　 University　 professor,　 to　 share

criticisms　 and　 comments　 from　 her　 broad　 point　 of

view.

　　My　 co-director　 for　 the　 Biennale,　 Gunalan

Nadarajan,　 is　originally　 from　 Singapore,　 where

he　 has　 taught　 at　LASAI.LF.-SIA　 College　 of　the

Arts.　 He　 is　currently　 based　 in　Pennsylvania　 State

University　 in　the　U.S.

Significance　 of　a　Small　 Biennale

Yoshioka:Iwould　 like　 to　 begin　 with　 a　brief

introduction　 of　 the　 background,　 theme,　 and

distinguishing　 features　 of　Ogaki　 Biennale.

The　 Bicnnale　 developed　 out　 of　 the　 World

forum　 for　Media　 and　 Culture,　 an　 event　 started

iii　1995-prior　 to　the　 founding　 of　If1MAS-for

the　 purpose　 of　publicizing　 the　 school.　 The　 event

has　 become　 popular　 in　the　 field　of　 media　 art　in

the　 form　 of　the"The　 Interaction"'"'"exhibition

that　 was　 held　 biannually　 through　 2001.　 In

2004the　 event　 was　 restructured　 with　 the　 aim　 to

connect　 more　 to　the　 local/regional　 community,

and　 the　 program　 was　 expanded　 to　 include

exhibitions　 along　 with　 symposia　 and　 workshops

in　downtown　 Ogaki.　 In　 2003,　 I　organized　 the

Kyoto　 Bicnnalc'"in　 a　similar　 way.

　　A"Biennale"is　 normally　 associated　 with

an　 art　festival　 with　 dozens　 of　artists　 and　 large

budgets.　 Ogaki　 Biennale　 is　a　little　different.　 What

l皿akes　 it　unique　 is　the　 fact　 that　 it　is　planned　 and

carried　 out　 by　 our　 school,　 IAMAS,　 as　part　 of

its　education　 program　 and　 uninfluenced　 by　 the

general　 art　market.　 Although　 it　is　a　small　 event,

distinguishing　 features　 need　 to　 be　 worked　 out

carefully.

　　The　 first　Biennale　 was　 held　 at　the　 same　 time

lS　the　gradしlatc　 exhibition　 ltl　2004.　 Evcn　 though

we　 did　 not　 have　 enough　 time　 to　 plan　 the　 event

properly,　 plus　 it　took　 place　 iii　the　 rather　 cold

February,　 it　was　 accepted　 by　 many　 people　 in

the　 town　 as　a　new　 type　 of　art　festival,　 thanks　 to

the　 efforts　 of　 students　 and　 teaching　 staff　 who

helped　 realize　 it.　This　 time　 we　 decided　 to　hold

the　 Biennale　 in　a　warmer　 season　 and　 with　 clearer

defined　 characteristics,　 and　 I　invited　 Gunalan

Nadarajan　 to　contribute　 his　vast　 knowledge　 and

experience.

　　This　 Biennale　 basically　 has　 two　 features.　 The

first　is　a　focus　 on　 Asia,　 or　F,astern　 Asia　 and　 India

to　be　more　 precise.　 Previous　 installments　 featured

mainly　 participants　 from　 the　 Western　 cultural

sphere,　 which　 is　certainly　 not　 a　bad　 thing,　 but　 it

seemed　 odd　 that　 we　 don't　 know　 anything　 about

media　 art　in　neighboring(in　 both　 a　cultural　 and

geographical　 sense)countries.　 Our　 idea　 was

to　 explore　 what　 young　 artists　 are　 considering

through　 their　art　against　 the　 backdrop　 of　rapidly

changing　 tcchnology　 and　 society　 in　Asia.

The　 Powerof　 Chance

Yoshioka:The　 second　 feature　 is　summarized　 in

this　 event's　 theme,　 Janken:Un-no-chikara(The

Power　 of　 Chance).　 The　 Japanese　 word"un"

means　 both　 "chance"　 and　 "fate,"　 but　 here　 it

is　referred　 to　 mainly　 in　 the　 former　 meaning.
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Chance　 is　something　 we　 experience　 as　unforeseen

happenings　 that　 shift　 events　 froln　 the　 planned

to　a　different　 direction.　 People　 sometimes　 find

their　 potential　 mental　 power　 exposed　 throしlgh

such　 chance　 happenings.　 I　explained　 the　 popular

Japanese　 game",Janken"(rock,　 scissors,　 paper)as

afamiliar　 example　 of　our　 playing　 with　 chance　 to

Gunalan,　 and　 he　thought　 it　interesting.　 Referring

to　the　 meaning　 of　the　numeral　 threc,　 he　 told　 i丁le

that　 there　 are　 many　 tales　 around　 the　 world　 in

which　 a　hero　 fails　two　 times,　 and　 only　 on　 the

third　 attempt　 something　 happens.　 Janken　 involves

the　 idea　 of　 an　 endless　 circle　 of　 victory　 and

defeat,　 with　 110　final　 wilmer　 or　 looser.　 Gしmalan

immediately　 approved　 this　sort　 of　circular　 rather

than　 progressive　 structure　 as　our　 central　 theme

for　 the　 Biennale.　 The　 elephant　 in　the　 Wa}yang

Kulit(lndonesian　 shadow　 play)performed　 at

yesterday's　 opening　 event　 was　 lamer　 and　 stronger

than　 the　 man;the　 man　 then　 trampled　 the　 ants,

and　 the　ants　 intruded　 the　 elephant's　 body　 to　eat

its　spirit.　 The　 ant　 can　 defeat　 the　 elephant:just

like　in　Janken,　 the　relation　 is　circular.

　　Not　 all　featured　 works　 this　time　 are　necessarily

related　 directly　 to　 Janken　 or　 chance,　 bしlt　this

Biennale　 has　 been　 developed　 while　 expanding　 the

theme　 of　Janken,　 with　 the　 knowledge　 of　 related

people.

Two　 Types　 of　Biennales

Nadarajan:1'd　 like　to　start　 by　 talking　 a　little　bit

about　 the　 general　 idea　 of　 a　"biennale".　 I　think

there　 are　two　 types,　 according　 to　my　 experience.

One　 is　organized　 at　a　major　 city,　 and　 the　 city

uses　 it　to　reinforce　 its　already　 central　 position　 in

the　 arts.　The　 second　 kind　 is　organized　 by　 cities　or

towns　 that　 are　not　 central　 to　the　arts,　and　 allows

them　 to　develop　 a　profile　 for　themselves　 in　the　art

world.　 Ogaki　 would　 he　 the　 second　 type.　 There

are　many　 cities　that　 are　hosting　 similar　 biennales,

such　 as　the　Sharjah　 Biennial'"in　 thc　Unitcd　 Arab

Emirates,　 alld　 the　 Busall　 Biennale　 l÷41.　These　 are

relatively　 obscLire　 cities　 that　 have　 developed　 a

Biennale　 to　build　 up　 their　 portfolio　 and　 profile　 in

the　arts.

　　Documenta'°"is　 held　 in　Kassel,　 a　city　 that　 is

absolutely　 unknowll　 except　 for　 the　 time　 when

it　stages　 the　 art　 spectacle　 once　 every　 five　 years.

Ill　many　 ways　 biennales　 and　 major　 art　 festivals

are　 tools　 for　drawing　 attention　 to　 a　city　 that　 is

otherwise　 marginal　 and　 not　 very　 well　 known　 in

the　art　world.

　　So　 it　is　not　 surprising　 that,　 when　 thinking

about　 how　 to　establish　 a　biennale　 here　 in　Ogaki,

we　 started　 by　 looking　 at　the　city　itself　first.

　　We　 walked　 around　 to　get　 an　 idea　 of　what　 we

could　 highlight　 about　 the　 city.　Ogaki　 seems　 to

be　 divided　 into　 two　 parts:Softopia　 is　for　people

who　 come　 here　 from　 outside　 and　 leave　 again,

while　 Kuruwamachi‐with　 Ogaki　 Castle,　 the

Inari　 Shrine,　 and　 the　Takeshima-kaikan‐is　 the

city　 people　 live　 in.　We　 felt　that　 these　 two　 cities

were　 somewhat　 separated.　 The　 people　 from　 these

two　 cities　 didn't　 communicate　 and　 understand

each　 other　 very　 much,　 so　we　 felt　that　 one　 of　the

things　 that　 this　Biennale　 could　 do　 was　 to　create　 a

bridge.

Asian　 artists　 interact　 in　Ogaki

Nadarajan:Artists　 and　 other　 people　 in　 Asian

coLmtries　 are　 trying　 to　 understand　 how　 media

and　 media　 technologies　 arc　 affecting　 their　 lives.

These　 are　 societies　 deeply　 rooted　 in　traditions

and　 cultural　 norms　 that　 are　 very　 different　 from

how　 technology　 is　asking　 them　 to　 respond.　 We

felt　that　 the　 way　 Asian　 societies　 and　 artists　 are

dealing　 with　 technology　 can　 be　 an　 interesting

aspect　 we　 could　 use　 for　our　 linkage　 between　 the

two　 cities　of　Ogaki.

　　In　 a　curatorial　 trip　 to　 Asia,　 we　 wei7t　 to

Singapore,　 Manila　 and　 Bangkok,　 where　 we　 met

artists　 and　 visited　 their　 studios,　 and　 did　 more

research　 to　 find　 out　 what's　 going　 on　 in　 the

respective　 contexts.　 We　 met　 and　 looked　 at　the

works　 of　about　 40　 artists.　 We　 made　 a　tentative

list　of　 artists　 from　 these　 countries,　 and　 later
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added　 one　 from　 Korea,　 one　 from　 India,　 and　 one

from　 Hong　 Kong,　 in　order　 to　 show　 the　diversity

of　methods　 in　media　 art　across　 Asia.

　　Ibelieve　 that　 Ogaki　 Biennale　 is　 already

asuccess.　 Ogaki　 can　 he　 very　 proud　 to　 have

exhibited　 a　selection　 of　 Asian　 media　 art　 as

comprehensive　 as　it　hasn't　 been　 shown　 anywhere

else　in　the　world.

　　It　was　 an　 interesting　 experience　 to　 see

how　 artists　 who　 have　 been　 working　 alone　 by

themselves　 for　a　long　 time　 discover　 similarities

in　 thewaytheylook　 atmedia　 andmedia

technologies.　 Particularly　 exciting　 and　 meaningful

for　me　 was　 to　 see　how　 the　Biennale　 highlighted

not　 only　 connections　 between　 these　 Asian　 artists,

but　 also　 connections　 between　 theirs　 and　 the

works　 of　Japanese　 artists.

　　Ithink　 it's　extremely　 important　 in　the　 global

field　 of　 media　 art　to　 create　 alternative　 ways　 of

looking　 at　media　 and　 media　 technologies,　 and

how　 responses　 are　 different　 both　 culturally　 and

aesthetically.　 I　think　 this　 Biennale　 is　a　good

testimony　 to　these　 ideas.

Art　 Transpiring　 at　Various　 Sites

Enlivens　 the　 Community

Hara:Although　 I　am　 not　 a　media　 art　specialist,

1've　 been　 visiting　 Ogaki　 and　 IAMAS　 frequently

over　 the　 past　 10　 years.　 However,　 I　only　 knew

Softopia(which　 hosts　 the　 graduate　 exhibition)

and　 IAMAS,　 so　 I　knew　 only　 one()f　 the"two

faces"of　 Ogaki.　 The　 exhibited　 works　 by　 Asian

artists　 are　 of　 extremely　 high　 quality,　 and　 I'm

enjoying　 them　 a　lot.　I　believe　 that　 being　 able　 to

enjoy　 an　 artwork　 is　extremely　 important.　 As

various　 works　 are　 being　 exhibited　 out　 in　the

streets　 this　 tune,　 it's　probably　 the　 first　time　 for

the　city　 residents　 to　encounter　 media　 art　in　their

town.　 The　 first　encounter　 is　very　 essential,　 and

how　 it　is　accepted　 has　 a　large　 influence　 on　 the

following　 relationship　 to　art.　Also,　 I　think　 these

veI川es'unique　 atmospheres　 makes　 people　 feel

like　 sitting　 down　 and　 taking　 their　 time　 to　 look
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at　the　 exhibits.　 You　 need　 to　 take　 a　map　 and

walk　 to　 places　 that　 are　 a　little　off-the-track,　 and

sometimes　 you　 may　 get　 lost　 and　 walk　 down

streets　 you're　 110T　supposed　 to.　As　 a　resしllt,　you

are　able　 to　see　the　town.　 That　 process　 is　also　 very

important　 for　 the　 introduction　 of　the　 artworks.

Not　 only　 the　works　 themselves,　 but　 also　 the　 way

Artists　attempted　 to　captivate　 the　location,　 where

and　 how　 to　set　up　 their　works,　 the　significance　 of

these　 streets'sizes　 a1ユd　qualities　 have　 contribしlted

to　an　 extremely　 well-balanced　 exhibition.

　　As　 you　 may　 know,　 there　 have　 been　 a　host　 of

art　events　 carried　 out　 in　the　 streets　 recently,　 such

as　the>rd　 Echigo-Tstunari　 Art　 Triennial'"`"for

example.　 Many　 of　the　 featured　 projects　 made

use　 of　 V3C111t　 hoしices.　 Particularly　 impressive

was　 a　work　 made　 by　 the　 sculpture　 department

and　 students　 of　 Nihon　 University　 College　 of

Art.　 Rather　 than　 simply　 exhibiting　 in　a　vacant

house,　 they　 invited　 the　 owner　 and　 neighbors　 to

witness　 the　 setup　 process,　 so　those　 people　 were

able　 to　watch　 something　 that　 usually　 happens

behind　 closed　 doors.　 Unlike　 Ogaki,　 TSLI--7aTI　 has

become　 extremely　 depopulated,　 and　 in　 aiming

to　 revitalize　 the　 town,　 art　could　 exercise　 soiree

strength　 as　a　common　 ground　 to　connect　 people.

Ibelieve　 that　 Ogaki　 shares　 some　 of　these　 things

with　 Tsumari,　 and　 we　 will　surely　 see　the　Biennale

expand　 in　this　direction.

　　In　 Awajishima　 there　 is　 an　 event　 called

Awajishima　 Art)‾estival"一'.　 Like)=,chigo-Tsumari

focused　 on　 the　 houses　 that　 were　 left　vacant　 after

alarge　 carthyuake　 in　the　region　 a　while　 ago,　 the

festival　 in　Awajishima　 was　 launched　 in　response

to　the　 extensive　 damage　 and　 abandoned　 homes

after　 the　 Great　 Hanshin-Awaji　 Earthquake

in　 1995.　 The　 unique　 identities　 and　 histories

of　 these　 places　 have　 not　 been　 communicated

in　 documents　 or　 news,　 but　 they　 have　 been

visualized　 in　artworks　 according　 to　 each　 artist's

interpretation.　 Some　 of　 the　 works　 exhibited　 at

this　Ogaki　 Bicnnalc　 arc　 certainly　 doing　 the　 same

thing.

　 There　 are　 many　 cities　 in　 Japan　 that　 have



become　 hollow,　 and　 some　 that　 have　 worked　 out

cLiltural　 policies　 aiming　 to　 re-establish　 them　 as
"creati

ve　 cities."Yokohama　 and　 Nagoya　 would

be　 two　 cities　 that　 are　 heading　 in　this　 direction.

iVlany　 of　 the　 vacant　 places　 that　 have　 sprung　 up

in　downtown　 Nagoya　 due　 to　the　 decline　 of　the

textile　 industry,　 for　 example,　 have　 been　 turned

into　 artists'ateliers.　 The　 artists　 don't　 only　 use

those　 places　 to　display　 art,　but　 allow　 neighbors

to　catch　 a　glance　 at　the　various　 things　 an　 artist　is

doing.　 I　think　 that　 this　is　essential.

　　Ibelieve　 that　 this　event　 and　 subsequent　 artistic

activities　 across　 the　 city　 of()gaki　 could　 lnark　 a

change　 of　direction　 for　 the　two　 towns　 and　 their

decade-long　 state　 of　separation.

The　 Community　 Educates　 the　 Artist

Yoshioka:Imagine　 a　Buddhist　 monk　 who,　 after

undergoing　 strict　 ascetic　 training　 at　 a　temple,

must　 go　 out　 into　 the　 world　 and　 put　 his　exercises

into　 practice.　 Which　 do　 you　 think　 is　more

difficult　 and　 challenging　 for　 him:training　 in

the　 temple,　 or　 relating　 to　 people　 in　the　 outside

world?Ithink　 it's　the　 latter.　This　 applies　 also　 to

an　 artist　or　researcher　 who　 tries　to　communicate

with　 the　 comm田pity.　 While　 planning　 the

Biennale,　 I　met　 local　 commしmity「eP「eselltatives

and　 shop　 owners　 that　 I　usually　 wouldn't　 have

achance　 to　 talk　 to.　 Many　 of　 them　 told　 me,
"Yo

u　can　 use　 our　 facilities,　 but　 don't　 expect　 us

ordinary　 people　 to　comprehend　 that　 art　thing."

As　 art　is　obviously　 still　a　closed　 book　 to　 those

people,　 we　 tend　 to　think　 we　 should　 educate　 them

and　 share　 our"advanced　 knowledge"so　 they

could　 understand　 what　 we're　 talking　 about.　 But　 I

believe　 that　 this　is　a　completely　 wrong　 approach.

We　 have　 established　 our　 set　of　 values　 through

our　 own　 efforts　 in　theoretical　 and　 practical　 work,

so　we　 know　 well　 what　 we're　 tal1〈ing　aboしit,　 but

what　 is　really　 important　 is　to　face　 the　 surprising

things　 that　 happen　 when　 placing　 these　 things

in　front　 of　 people　 who　 share　 totally　 different

values.　 It's　that　 unexpected　 feedback　 that　 it's

all　about.　 It　is　often　 amazing　 to　 see　 how　 the

highly　 advanced　 artistic　 or　 technical　 features　 of

awork　 are　 just　being　 ignored,　 and　 other,　 almost

unconsciously　 created　 aspects　 being　 appreciated

instead.　 In　this　 case　 the　 appreciation　 of　art　isn't

something　 that　 people　 with　 greater　 knowledge

and　 skills　teach　 to　those"lower"audiences,　 but

rather　 the　 other　 way　 around.　 There　 are　 many

things　 thc　 col丁1111unity　 call　 teach　 us　 specialists;

so　 a　productive　 relationship　 between　 art　 and

community　 should　 be　our　 goal.

　　For　 example,　 it's　easy　 to　think　 that　 one　 could

put　 people　 in　touch　 with　 art　just　by　 exhibiting　 an

artwork　 in　a　vacant　 space　 in　the　 middle　 of　town.

This　 is　not　 at　all　the　 case.　 Likewise,　 the　idea　 that

everyone　 will　 look　 at　 an　 artwork　 if　it's　being

displayed　 prominently　 enough　 is　far　too　 naive.

It　is　a　process　 in　which　 artists　 and　 art-related

individuals　 are　 being　 educated　 by　 the　concerns　 of

the　 colnmしmity,　 and　 this　 is　de丘nitely　 11()t　meant

as　an　 understatement.　 This　 understanding　 is　one

of　the　 points　 why　 l　chose　 to　adopt　 this　 form　 for

our　 Biennale.

　　As　 Gunalan　 said,　biennales　 held　 in　major　 cities

tend　 to　 obscure　 that　 educational　 process.　 Ogaki

Biennale　 is　small　 but　 doesn't　 depreciate　 itself,　and

this　 is　the　 positive,　 uniqしle　 thing　 about　 a　small

biennale　 that　 makes　 it　possible　 for　 people　 to

experience　 in　the　first　place.

Nadarajan:If　 you　 look　 at　 the　 history　 of

modernism,　 it　revolves　 around　 the　 idea　 of　the

artist　 as　 an　 autonomous　 soul,　 and　 art　 as　 an

autonomous　 product.　 In　the　last　200r　 30　 years,

the　 discourse　 of　modernism　 and　 the　 idea　 of　the

autonomous　 modern　 artist　have　 become　 far　more

difficult　 to　sustain.　 I　feel　that　 not　 just　in　America

and　 Europe,　 but　 in　 a　lot　 of　 other　 countries

artists　 have　 developed　 a　stroi7ger　 notioi70f

interrelationship　 that　 almost　 forces　 them　 to　think

about　 their　 roles　in　community　 life.

　　So　 how　 does　 an　 artist　act　relevantly　 in　society?

Onc　 way　 would　 be　 to　 do　 only　 what　 society

requests　 or　 approves.　 Another　 way　 is　to　 start

by　 suggesting　 that　 an　 artist　 can　 function　 within
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society　 as　 an　 edしicator,　 questioner,　 supPorter,

philosopher　 and　 activist,　 and　 not　 just　as　a　person

who　 makes　 pretty　 pictures.　 This　 is　the　 option

todaゾs　 artists　 have　 within　 their　 obligation　 to

function　 in　 relation　 with　 society.　 Artists　 ask

themselves,　 why　 am　 I　doing　 the　 things　 that　 I

am　 doing?How　 can　 I　do　 it　better?How　 can　 I

make　 It　serve　 the　 community　 better?It　 is　not

just　 a　matter　 of"this　 is　what　 people　 want　 so

this　 is　what　 l　give　 them",　 because　 if　you　 do　 ask

people,　 they　 will　 say,"Why　 are　 artists　 going

into　 hospitals　 and　 working　 with　 patients?"or
``Shouldn't　 artists　 be　 doing　 paintings?"or``ls

that　 really　 art?"An　 artist　needs　 to　develop　 his　or

her　own　 way　 of　relating　 to　society.

　　Ithink　 that　 the　 community　 is　also　 changing.

The　 coinnlunity　 that　 once　 expected　 artists

to　 make　 things　 and　 exhibit　 them　 plainly　 in

museums　 and　 galleries　 doesn't　 exist　 anymore

as　 it　used　 to.　 Artists　 these　 days　 are　 being

approached　 and　 asked　 to　 come　 up　 with　 ideas

for　abandoned　 factories,　 new　 hospitals,　 disahled

communities,　 city　 planning,　 child　 edLication,

etc.　I　think　 that　 media　 art　more　 than　 any　 other

art　 form　 is　particularly　 appropriate　 for　 these

kinds　 of　 engagements　 with　 society.　 Media　 art

often　 requires　 artists　 not　 to　 work　 individually

because　 they　 don't　 possess　 all　the　 necessary

skills,　 knowledge　 and　 sensitivities　 to　 make　 a

work　 happen　 by　 themselves.　 Collaboration　 is

akey　 aspect　 of　 media　 art,　 and　 a　powerful　 tool

for　 artists　 to　 participate　 nnich　 more　 actively

and　 comfortably　 in　 the　 community.　 This

however　 doesn't　 mean　 that　 every　 media　 artist

automatically　 becomes　 a　part　 of　the　 community.

It　still　takes　 the　 artist's　 desire　 to　 contribute

something;and　 the　 expectation　 that　 the　artist　 is

likely　 to　and　 capable　 of　doing　 so.

Hara:Pieces　 of　media　 art　often　 use　 video　 and

computers.　 People　 from　 the　 general　 public　 know

the　technology　 from　 the　entertainment　 field,　such

as　 computcr　 gamcs　 and　 animations.　 But　 how

can　 they　 relate　 to　 it　when　 they　 encoullter　 it　111

the　 form　 of　media　 art?This　 is　a　difficult　 point.
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Communication　 usually　 functions　 among　 people

who　 share　 a　OO1111110111anguage,　 so　 in　this　 case

where　 art　wallts　 to　be　collmlunicated　 to　the　111an

on　 the　 street,　 its　language　 has　 to　 be　 translated.

This　 requires　 a　considerable　 amount　 of　energy,

and　 to　 tackle　 this　 communication　 issue　 surely

helps　 an　artist　 discover　 himself　 and　 take　 his　work

to　the　next　 stage.

What　 Does　 Society　 Desire　 from　 Art?

Hara:Art　 that　 interchanges　 with　 comm田pities

tends　 to　be　 pleasant　 and　 comforting,　 and　 rarely

poisonous.　 It　raises　 issues,　 but　never　 to　an　 extent

that　 it　evokcs　 disgしlst　or　 repしllsion.　 If　this　 is　an

essential　 condition,　 then　 I　think　 it　is　crucial　 to

work　 out　 appropriate　 ways　 to　communicate　 a

piece　 of　art　properly　 to　the　viewer,　 and　 to　create

it　while　 bearing　 this　point　 in　mind.

Yoshioka:Ithink　 that　 the　 relevance　 of　art　in　the

community　 does　 not　 mean　 that　 artists　 have　 to

provide　 the　local　 society　 with　 what　 they　 demand.

If　the　above-mentioned　 Buddhist　 monk　 entered　 a

village　 and　 met　 a　terminally　 ill　person,　 it　would

be　 wrong　 if　he　 just　 said,"Trust　 my　 magic　 spell

and　 you'll　 be　 alright",　 because　 even　 though　 the

monk　 knows　 that　 the　 person　 can't　 be　 cured,　 it's

his　duty　 to　do　 something　 helpful.

　　For　 exal皿ple,　 paintings　 of　 pretty　 sceneries　 alld

flowers　 in　hospitals　 cheer　 up　 patients　 and　 help

them　 deal　 with　 their　illness　better,　 but　 comforting

people　 with　 pleasant,　 decorative　 pictures　 is　not

what　 art　is　for　 in　general.　 Artists　 must　 face　 the

facts　 here,　 and　 can't　 just　 make　 up　 something

the　 local　 people"probably　 want".　 They　 have

to　learn,　 and　 that　 learning　 process　 is　surely　 the

hardest　 and　 most　 difficult　 part　 of　their　work.

Hara:In　 my　 view,　 assumptions　 of　 what

others"probably　 want"involve　 a　sort　 of

underestimation　 of　those　 people.　 It　is　not　 the

role　 of　 artists　 to　 simply　 please　 their　 audiences

with　 pre-established　 harmonics,　 so　 one　 has　 to

distinguish　 carefully　 between　 such　 behavior

and　 proper　 commLUIicatioiz,　 becaLise　 otherwise



the　 result　 will　 be　 of　 fairly　 low　 quality.　 Even

those　 who　 are　no　 experts　 in　art　will　 understand

the　 trick　 and　 uncover　 an　 artist's　 half-hearted

approach　 as　 long　 as　 they　 are　 average　 citizens

leading　 orderly　 lives.

Yoshioka:This　 problem　 is　a　universal　 one　 though

that　 isn't　limited　 only　 to ,Japan　 and　 Asia.　 People

inside　 the　 school　 call　 those　 outside"ordinary

people",　 but　 where　 exactly　 ARF,　 those"ordinary

people?"When　 presented　 with　 a　controversial

work,　 an　 administration　 official　 may　 object,
"You　 see

,　there'll　 he　 elderly　 people　 and　 children

coming_",　 bしlt　if　elderly　 people　 alld　 children

don't　 even　 know　 about　 this,　how　 can　 that　 officer

decide　 on　 their　 behalf%Our　 preconceptions,

if　unconscious,　 of　 "ordinary　 people"　 and
"townspeople"are　 like　that

,　but　 fact　 is　that　 we

don't　 really　 know　 them.　 The　 community　 seems

close　 and　 familiar,　 but　 who　 knows,　 maybe　 those

people　 in　the　streets　turn　 out　to　he　very　 far　away.

Nadarajan:It　 appears　 to　 me　 that　 there　 is　a

tendency　 both　 in　the　 concepts　 of　exhibitions　 and

in　the　 way　 artists　 perceive　 their　 relationships

with　 the　 community　 toward　 considering　 the

community　 as　 average　 persons　 that　 are　 unable

or　 unwilling　 to　 deal　 with　 the　 complexity　 of　 an

artist's　 work.1've　 always　 preferred　 to　leave　 the

benefit　 of　 the　 doubt　 to　 the　 visitor　 in　his/her

encounter　 with　 art,　 and　 let　the　 people　 from

outside　 the　 art　 world　 and　 the　 artwork　 speak

to　 each　 other,　 even　 engage　 each　 other.　 As　 a

curator　 I'm　 always　 trying　 to　find　 ways　 to　 avoid

prescribing　 to　the　 audience　 how　 to　interact　 with

awork.

　　Ithink　 thattheroleofacuratorisan

important　 one.　 The　 curator　 connects　 artists

individuals　 who　 consider　 carefully　 the　 aesthetic,

the　material,　 and　 the　 public　 presentation　 of　their

works‐with　 the　community.

Yoshioka:It　 was　 wonderful　 that　 we　 had　 the

opportunity　 to　 have　 this　 little　 debate　 while

several　 other　 events　 arc　 going　 on,　 and　 Pd　 like　to

thank　 all　those　 who　 found　 the　 time　 to　 be　 here

with　 us　today!

(*1)the　 interaction

Interactive　 art　 event　 curated　 by　 IAMAS　 founder　 Itsuo

Sakane,　 held　 biennially　 between　 1995　 and　 2001.

(*2)Kyoto　 Biennale

International　 art　 exhibition　 at　Kyoto　 Art　 Center　 and　 other

locations　 in　2003,　 featuring　 works　 by　 13artists/groups

from　 five　countries.

(*3)Sharjah

Sharjah　 International　 Biennale,　 a　large-scale　 international

contemporary　 art　 festival,　 has　 been　 held　 in　Sharjah,　 one

of　the　 United　 Arab　 Emirates,　 since　 1993.　 It　has　 gained

areputation　 as　 an　 occasion　 for　 getting　 acquainted　 with

trends　 intheArabic　 sphere　 of　contemporaryart.

http://www.sharjahbiennial.org

(*4)Busan

Busan　 Biennale　 is　an　 international　 art　 exhibition　 held

since　 1981　 in　various　 forms　 as　 part　 of　 the　 cultural

policy　 of　Busan,　 a　South　 Korean　 city　with　 a　population　 of

4,000,000.

http://www.busanbiennale.org

(*5)Documenta

Large-scale　 contemporary　 art　 event　 staged　 once　 every

five　years　 since　 1955　 at　the　 small　 German　 city　of　Kassel.

In　 this　 important　 international　 exhibition,　 every　 time　 a

different　 director　 determines　 a　theme　 and　 selects　 artists

according　 to　his　 or　 her　 analysis　 and　 premonition　 toward

the　 future　 course　 of　contemporary　 art.　 Recent　 Documenta

events　 have　 attracted　 as　 many　 as　 6,000,000　 viewers.

http://www.documenta12.de/

(*6)Echigo-Tsumari　 Art　 Triennial

International　 contemporary　 art　 festival　 held　 once　 every

three　 years,　 expanding　 across　 the　 villages　 between　 the

mountains　 of　the　 Echigo-Tsumari　 area(Tsunan　 town　 and

Tokamachi　 city　 in　Niigata).　 In2006,　 about　 350,000　 visitors

came　 to　see　 a　total　 of　150　 works　 exhibited　 in　an　 area　 with

apopulation　 of　76,000.

http://www.echigo-tsumari.jp

(*7)Awajishima　 Art　 Festival

The　 NPO　 Awajima　 Art　 Center　 has　 been　 holding　 this　 event

every　 yearwith　 the　 aim　 to　 reconstruct　 and　 revitalize　 the

island　 since　 2004.

http://www.awajishima-art-center.jp

Hisako　 Hara

Professor　 of　 Multi-lntelligence,　 Osaka　 Electro-

Communication　 University.　 Involved　 in　 many　 art　 events

in　 the　 capacity　 of　 art　 producer　 and　 curator,　 such　 as

Roppongi　 Crossing　 Exhibition('04　 Mori　 Art　 Museum)and

Move　 on　 Asia　 2006:Screenings　 around　 Japan('05,'Ob

Tokyo　 Wonder　 Site,　 etc.」.Writes　 articles　 on　 contemporary

art　 for　 websites,　 newspapers　 and　 magazines　 including

Nihon　 Keizai　 Shimbun,　 AERA,　 BT(Bijutsu　 techol,　 ART　 iT,

and　 STUDIOVOICE.
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[アーティストトーク]10月9日(月)竹 島会館

い ま、ア ジアの メデ ィア アー トを語 る

吉 岡洋+グ ナ ラ ン ・ナ ダ ラヤ ン+参 加 アー テ ィス ト

参 加 アー テ ィス ト:

タ ッ ド・エ ル ミター ニ ョ、ヴ ェン ザ ー ・ク ライ ス ト

鈴 木 宣 也 、サ シ ョ・セ ー ドラチ ェ ック

カ モ ン ・パ オ サ ワ ッ ト、セ オ ・ヒ ョジ ョン

ズ ル キ プ リ・マハ ム ー ド、山川K尚 子

ラ ックス ・メデ ィア ・コ レクテ ィブ 、ジ ャムセ ン ・ロー

ンナー レに参 加 していて、彼 らか らそれ ぞれ の国 の状

況や メディアアー トの現 状 、彼 らが どの ように制 作 をし

てい るの か を知 ることが で きてよか ったです。 とて も

新 鮮 でい ろん なことを学 ぶ 経験 にな りました。 将 来 、

私 たちが ネットワー クを作 り、コラボレー シ ョンをする

可能性 を 与えられ ました。

吉 岡 洋 　 これか ら、岐 阜おおが きビエ ンナ ーレの アー

ティス トトー クを始 めたい と思 い ます。 ご存 知の ように

このビエ ンナー レで は、ア ジアの メディアアー トに注 目

す ることが ひとつ のテ ー マにな って い ます。 ア ジアと

は何 か?　 アジアのメディアアー トとはどういうもの な

の か?　 実 際驚 くべ きことに、私 たちは近 隣の 国 で活

動 しているはず なの に、このようなテ ーマの もとにアー

ティス トが 集 まるとい うことはあ りませ んで した。 そこ

で、この機 会 にさまざまな意 見交 換 を したい と思 い、

フォー ラム形 式の アーティス トトー クを行 うことに しま

した。

　 まず個 々の アーティス トに、今 回 大 垣で 作 品 を展 示

して、どうい う感 想 を持 って いるか を聞 いてい きたい

と思 い ます。 それか らア ジア人 であ ること、アジアとは

何 か 、といったことにつ いて話 してい ただきます,そ う

した事 柄 について、はっ きりした共 通 の理 解 が あ るわ

けで はないと思 いますので。

ズ ル キ ブ リ・マ ハ ムー ド　 最 初 に大 垣 に到 着 したと

き、ここは非 常 に静 か な街 だ と思 い ました,こ ういう

街 の なか のサ ウン ドをキャプチ ャー して い くの は難 し
い仕 事 で した,と いうのも大 垣 の街 の なかで 録 音して

い ると、聞 こえるのは たいて い水 か 白動 躯のuだ った

ので す。 私 は、面 自いと思 える確か な音 源 を得 るため

に、街 を歩 きまわ らなけれ ば いけ ませ んで した,,あ る

場 所 に行 って5分 間の 間 にサ ウンドを録,:uし、また移

動 して5分 間 録 音す るとい うようなことを繰 り返 したの

です,ひ とつの 場 所 にはそれ くらの 時 問 しか いませ ん

で したが、もしか したら翌 日同 じ場 所 に行 けば、まっ

た く違 う音 と雰 囲 気が あったのか もしれ ませ ん。

　 今 回 アジアの 他 の国 のアー ティス トが おおが きビエ

大事なのは、
この経験の後に何が起こるか、

何を考えるのかということ。

ヴ ェンザ ー ・クラ イス ト　 私 が大 事 だ と思 うのは、こ

の ビエ ンナ ー レにお ける興 味 深 い経 験 の 後 に何 が 起

こるか 、この 後 何 を考 えるの か とい うことで す。 自分

の まわ りの状 況 、国 や地 域 に何 を もたらす ことがで き

るの か。 アーティス ト、キュレー タ、そ して教 育機 関 の

問 で、何 か 異 なったこと、あ るい は興 味 深 い ことを学

ぶ ことが で きるということです。 それ はいわ ば、この 三

者 の問 で ひ とつ の環 が で きるということです。 ビエ ン

ナー レの最 中 に何 が 起 きたのか とい うことを、今 はま

だ正 確 に 言葉 にすることがで きません 。で すが 、ビエ
ンナー レに参 加 で きた ことは とて も嬉 しく思 ってい ま

す,た いていの ビエ ンナー レは、たくさん のアーティス

トや団 体 、組 織 が ・堂 に会 す る人 掛 か りな催 しです

が、そ こで は数 多 くの 考 え方 が 交 わ され ます。 それ に

比べ ると今 回 は、静かで 小 規 模で すが、大 きさはた い

した問 題 で はな く、重 要 なの は私 たちが ビエンナー レ

の問 、そして帰 った後 に、物 事 を異 なった方 法で みる

ことがで きるということだ と思 い ます,

カモ ン ・パ オサ ワ ッ ト　 タイで このような メディアアー

ト・フェスティバル を開催 す るの は難 しいことです。 大

垣 で もIAMASの 学 生 や スタッフの バ ックアップ が な

けれ ば、開催 す ることは難 しか ったで しょう、,なぜ な

らアー ティス トだ けで な く、スタッフや 学 生 ボ ランティ

アが ・丸 となって この ビエ ンナ ー レを動 か してい る

か らで す,タ イで はメディア アー トはス ター トした ば

か りで す し、メディアアー ティス トもごく少 数 です。 彼

らの 多 くにとって メディアアー トとはビデ オアー トで あ
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り、電子メディアも使ってきたのですが、私はまったく
違った考えを持っていて、視覚文化、現代文化として

考えるものだと思います。アジアのメディアアートは欧
米のそれとはかなり違っていると思います。タイのフェ
スティバルでは、欧米やオーストラリアの作家が招待

されるのですが、彼らが言っていることは私たちには
よくわからないときがあります。アジアのメディアアー

トを考えるとき、私たちは自分たちの哲学と歴史的背

景を、こうした装置、電子的なメディアと結びつけて、
世界に持ち川そうとしているのです,
　私自身について言うと、私はアナログから出発し、
デジタル・アーティストではないので、自分がメディア
アーティストと言えるかどうか定かではありません。

私の作品のほとんどは、サウンドやビデオを特定の場
と結びつけるために電了メディアを使用しているだけ

です。

　展示の場は私にとって非常に貢要なものです。今
回私が展示している竹島会館にはとても満足していま

す,建 築の構造が私にはもってこいでした。建築そ
のものに何か特別な雰囲気を感じるのです。それで
この部屋の環境を変え、サムライの時代の占文書や

あの部屋に逗留した明治天皇の写真のような象徴的

なものを結びつけ、ライティングの効果によって部屋を

もっとス ピリチ ュアルな空 間 にしました0私 は緊 張 す

ることな くリラックスして、楽 しみなが ら制 作す ることが

で きました。 そして、 ・緒 に参加 したアーティストと仲

良 くな り、意 見を交 わ した ことはとて もよか ったです、

二つのメディアアー トと
二つの批評

タ ッ ド・エ ル ミタ ー ニ ョ　 フィリピンで は、テ クノロ

ジ ー に関心 を持 つアー ティストは、とりわ け若 い人 た

ちの間 で状 況 は変 化 しつつあ るものの 、孤 独 に感 じる

事 が 多 いの です,メ ディアアー トをや って いる他 のア
ジアの 人 々が 、白国 文 化 のもの で はない、それ とはむ

しろ反 対の もの と思 われ るテ クノロジ ー を使 うことに、

まった く恐 れ を抱 いていな いのを見 て、私 はたいへ ん

嬉 しく思 い ました,フ ィリピンで はメディアアー トは ま

だ あ まり知 られてい ない ので、私 は その ことにつ いて

語 ることはで きませ ん。 しか し、メディアアー トにつ い

て大 変 興 味 深 い と思 うことのひ とつ は、それが いわ ば

意 味 を引 きつ けるア トラクタとして働 いてい るか もしれ

な い とい うことです。 たとえば 、センサ ーが 何 か を感

知 し、それで マシ ンが こう動 くというようなもの を何 か

作 ったとします。 そうした機 能 の動 きが 、意 味 のア ト
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ラクタとな るの です.こ の機 能 が 、ス ピチ ュア ルな も

の 、あ るいは何 か別 な もののメタファー として現 れ るこ

とがで きる。 単 な る絵 面 の ような もの とは違 って、機

能 は空 間の 中 に抽 象 的 なもの として存 在 してお り、メ

タファー を作 り出 す論 理 構 造 となる、この ことが 面 自

いの です。 私 は このことが メディアアー トの中の 、テク

ノロジー その もの についての作 品 と、作 品の構 造 を 支

えるという口的の ためにテクノロジ ーを 手段 として使 っ

てい る作 品 とを、区 別す るための手 が か りじゃないか

と思 うの です。 カモ ン(パ オサワット)の作 品 は後 者 に

あ た り、彼 はビデ オの ような成 熟 したテ クノロジー を

ス ピリチ ュアリティを表現 す るため に使 ってい ます ね。

それ に対 して 口本 の先 端 的 な作 品、オース トラリア、

オ ース トリア、アメ リカの 作 品 の 多 くは、テ クノロジ ー

その ものにつ いての もので あるようにみ えます。 実 際 、

これ ら:種 類 の メディアアー トに対 して、:つ の批 評

が あるべ きか もしれ ない と思 うのです,

　 最 後 に、私 は次 回 の ビエンナー レにもぜ ひ来 たいと

思 ってい ます。 大 垣 は、テ クノロジー と文化 的 な 考え

方 の交 流 の拠 　:と して、みずか らを意 識 すべ きだ と思
い ます。 特 に私 にとって、Max/MSPやGainerを 使 っ

て、これで こんなことが で きるよ、と教 えて くれ るような
・時 間 のワー クシ ョップが あれば 喜んで 行 くで しょう、,

こういうことも、ビエ ンナー レがJ一えうる、大 変 面 白い

刺 激 になると思 い ます。

ジ ー ベ ッシ ュ ・バ グチ(ラ ック ス・メ デ ィア ・コ レク

テ ィブ)　 夜 の11時 に大 垣 駅 に着 い たとき、街 には

誰 もい ませ んで した。 大 垣 はまるで核 戦 争 後 をテー

マ にした映 画 の ワンシ ー ンみ たいで した,人 間 はい

な いが、で も人 の気 配 は至 る所 にある,、次 の 日の朝 、

私 た ちは駅 前 通 りを 歩 いて いて、銀 行 の 金 庫 室 を見

た とき、「今 は何 もないが 、かつ ては何 か が あった」と
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い う印 象を受 け ました。 私 たちの作 品 は、いな くな っ

てしまった 人や 私 たちの生 活 のうちにある幻 影や 架 空

の ものを扱 ってい ましたか ら、金 庫 室 はうってつ けで

した。

　 ビエ ンナ ー レが 行 わ れ る都 市 は たいてい 何 もか も

が 集 まってい るところです。 都 市は刺 激 的 で わ くわ く

す る空 間 だ と考えられて お り、人 々はそ こに向 か いま

す,で も、大 垣 は、家 や 祭 りや 人 々の生 活 か らして、

そうい う都ll∫とは違 い ます。 街 の 小 さな 角に入 れ ば 、

その ことが わかると思 います。

　 そして、メディアアー トス クール が 主催 して いるとい

うことが 、この ビエンナー レの本 当 に面 白い部 分です。

これ は、多 くの アー トスクールの ため の面 自い モデル

としてもっ と話 され、書 か れてもよいと思 い ます。思 う

に、アー トスクー ルの最 も大 きな問 題 というの はそれ

らが 都 市か ら離 れつつ あるとい うことであ り、そ して ビ

エ ンナ ー レの最 も大 きな 問 題 とい うの は都 市 を非 口

常 的 な空 間(ハ イパ ースペース)に して しまうことです。

おお が きビエ ンナー レは、そ うした ビエ ンナー レにつ

いての 新 しい考 え方の ための おもしろい 場 所 にもな り

うると思 います。 それか ら、スター システムの ような も

のが なか ったおか げで、ス トレスが たまらず にすみ まし

たOそ れ は とてもよかったです,

「アジア的感性」よりも

都会のリアリティーに応答する

モ ニカ ・ナ ル ラ(ラ ックス ・メ デ ィア ・コレ クテ ィブ)

　 私 たちは設 営 チ ー ムや キ ュレー シ ョンや 運 営 の仕

亨 をして いたスタッフたちか らもらった、あたたか さが

重 要 だ ったと思 ってい ます。 設 営 チー ムや 優 秀 な学

生 たちが 非 常 に 首尾 よく作 品 をセ ットす るのを 手伝 っ



てくれ ました。 私 たちは とても大 変 な作 業を して くれ

たみんなに感 謝 したい と思 います,

　 それ か ら街 の様rも 重要 で した。 つ まり、金庫 室
が あった ということが とて も重 要だ ったんで す。 来 る

前 は作 品が こうな ることを意 図 してい ませんで したが、

金 庫 室 と出 会 っ た ことで 、この 作 品 に 対 して の 考 え

方 が大 きく変化 し、これ まで とは 異な る関 わ り方 を見

出 しました。 それ は私 にとって とて も幸 せ な出来 事 で

した。IAMASが ビエ ンナ ー レを運 営 した とい うの も

私 に とっては 面 自い ことで す0こ うした試 み は学 校 と

アーテ ィス トの コミュニテ ィ、地 域 的 な コミュニ ティと

の関 係 性 の あり方 につ いての 一 つの 方 法 を 与 えて く

れ ると思 います。

　最 後 に言 ってお きたいのは 、アジア的 感性 とは何 か

とい う問題 につ いて 考える必 要が あ るのか よくわか ら

ない、とい うことで す。 たぶんそれ は もう少 し複 雑 な こ

となの で しょう、,いった い、アジア 的 感性 とい うの は

何 なの で しょうか?　 特 にテ クノロジ ーが 問 題 となる

場 合 はそうです。 ひ とつ 言えることはテ クノロジー とア

ジア的 感 性 との 関 係 につ いてどう考 えるか とい うこと

です。 この而 方 が一 般 的 な もので、それ は二 つ の 異

なる見 方 か ら来 てい ます。 もしそれ が テクノロジー か

ら来 る場 合 、アジア的感 作 につ いて誰 が 何 と言えるで

しょうか?　 私 たちが それ につ いて語 ることは興 味 深

いことで しょうか?　 もし問 違 ってい たら指 摘 して くだ

さいね,,口 本 とテ クノロジー は誰 の 目にも、ともに進

展 してい るように思 えます。 特 に70年 代 や80年 代 か

らは。 私 が 了供 の 時 か ら、U本 製の ものだ ったら、そ

れ は永遠 に使 える最 高 の機 械 だ と思 わ れてきました。

ここに日本 とテ クノロジー の 関係 があ るんです ね。 で

も、私 が 口本 の アーティストの 作 品 を見 るとき、作 品

はそん な最 終 目的 を持 って はい ませ ん、,それ が 先端

的 なテ クノロジ ーを使 っていて も、それが 目的で は な

いのです。 その ことが私 には面 自か った。

　 自分 たちの 作 品 を見て、それ が イン ド的 であ るとか

インド的 で な い とか言 うの は困 難 で す。 私 たちの 作

品 は私 の周 囲 のあ る種 の リア リティー に応 答 して いま

す,そ れ は都 会 の リアリティーで す,こ の都 会 の リア

リティー は、例 えば東 京 や、その他 それ ら自身 の力 学

をもつような 都 市の うちに見 られ るものです。 そうい う

こともあって、私 は 自分 の作 品 をインド的で ある、と言

うことに居 心地 の悪 さを感 じて いたので しょう。 私 は

これ らの ことを 自分 の ため に解 きほぐさね ば な りませ

ん、,この問 題 は私 に対 して向 け られて いるのです,

ジ ャム セ ン ・ロー　 この ビエ ンナー レが アジアの アー

ティス トに焦点 を合 わせ て くれ たことはとても嬉 しいこ

とで す。 というの も、実 際 、アジアの メディアアー トと

は 何 か、ということが 私 にとって最 も大 きな 問題 の ひ

とつ だか らです。 メディア アー トとはテクノロジーが 先

導 す るアー トなので しょうか 。 その考 え は好 きで はあ

りませ ん。

　 今 回 の ビエ ンナ ー レで は作 品 を見 るのが とて も面

白いで す。 それ らは非 常 に元 気 をJ・えて くれ るもの な
の で す。 それ は アー トの新 しい 形 態 で はな く、また、

普 段 他 の展 覧 会 で 見てい るようなメディアアー トの種

類 とも異 な るか もしれ ません 。 それで も、私 は ここで

語 られて いることに新 鮮 さを感 じ、触 発 され るんです。

　 私 は香 港 で フェスティバ ルを組 織 してい ました,。し

か し、香 港 で は まだ アジ アの メデ ィア アー ティス トに

焦 点 を,.て ることが 容 易で はありませ ん。 アジアの メ

ディアアーテ ィス トを香 港 の 人 々に見 せ て も十 分 にお

もしろいものであるということをわかって もらうのは とて

も難 しいのです。

グナ ラン ・ナ ダラヤ ン　 ヨー ロッパの メディアアー ティ

ス トの ほうが受 け入 れてもらいや すいので しょうか?

アジアで

アジアのメディアアー トを

研究すること

ロー　 そ うです。 それ はテクノロジ ーの せ いだ 、とい

つ も言っているので すよ。 テクノロジー は西 洋 に牽 引

されていると考 え られて いるで しょう?　 実 際 、理 解 し

て もらうの も、支援 や 許ofを もらうことさえ難 しいで す。

　 もしアジァ的 感 性 とは何 か 、と尋 ね られ たら私 は ど
の ように答 え たらよいか わか りませ ん,,で もIAMAS

で2年 間 過 ご してみ て、こう思 うの で す。 ア ジア の

アー ティス トは アジ アの メデ ィアアー トにつ いて もっ

と研 究 すべ きだ と。 アジアの メデ ィアアー トに興 味 を

もった として も、調 べるための 資 料 を見 つ けるの は難

しいことです。 香港 で さえ、アジアの 他 のアーティスト

の ことを調 べるの は容 易で はあ りませ ん、,欧米 でアジ

アの アーティス トに出 会 うほ うが 簡 単 なの です,そ れ

は ちょっとおか しいと思 うのです。

セ オ ・ヒ ョジ ョン 　 韓 国 の メディアア ー トの ビエ ン

ナ ー レで作 品を展 示 したことが あるのです が 、そ こで

は鑑 賞 者 はたいてい メディアアー トの ことをよく知 って

いて、そこで用 い られているテ クノロジー につ いて 興味
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を持 ってい ました。 「あれ はどういう仕 組 みなの?」 「ど

うや って作 ったの?」 と訊 かれ ることが 多か ったで す。

ところが 、大 垣 市の 人 々にはテ クノロジー の ことで は

な く、コンテ ンツの ことを尋 ね られ ました。 それが とて

も嬉 しかったです。

　 昨 年 の 秋 、ミュ ンヘ ンの クル トファブ リックで 作 品

を展 示 しました。 その 時 、キュレー タか ら「何 か 韓 国

らしい、東洋 らしいもの を表 現 して くだ さい」と言 われ

たの ですが 、それ はとて も難 しい と思 い ました。 まず、

東 洋 や 偉 国 を考えるときに思 い 出すモチ ーフを描 くこ

とか ら始 め、最 後 には、月 と水 墨 画 をモチー フに した

作 品 を考 えました。 その 時 、単 に東 洋 的 なものを使 う

ことだけで は、東 洋 らしい、韓 国 らしいもの を作 ること

はで きない と思 い ました。 そこに、何 かが もっと必 要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　ぼり　　し　り　で
なの です。 それ は私 たちの 根 幹 にある精 神 性 だ と思

い ます。

　 タッドさんの作 品のiiを 聴 いたとき、親 しみ や心 地

よさを感 じました。 それ が何 なの か はわか らない けれ

ど、何 か がつ なが ってい ると感 じました。 い つ もなら、

始 め はそこで使 われて いるテ クノロジー に注 目するの

です が 、ジ ャムセ ンの 作 品を見 た時 、なぜ か ある部 分

が 私 につなが ってい ると感 じました。 木 造 の家 、光 の

差 しこみ 方 などにで す、アジア的 感 性 というの は、も

の と心 とい うようなテー マ と関 係 が あ るので はな いで

しょうか?

吉 岡 　 ここに全 員 い るわ けで は ないの です が 、口本

の アーティス トか らもコメントをもらいたい と思 い ます。

それ か ら、アーティス ト・イン・レジデ ンスで スロヴェニ

アか ら来 ているサシ ョ・セ ー ドラチェックにもコメントを

してもらいましょう。

山 川K.尚 子 　今 回 、私 は他 のアー ティス トとは違 う

状 況 にい ると言 えるか もしれ ません,,私 にとって大 垣

は地 元 なので、や りやす いこともや りに くいこともあ り

ました。 よく知 ってい る場 所 、望 んだ場 所 で展 示 で き

るの は幸運 なことで した。 地 元の 人 々と話 し合 うこと

か ら始 まり、そこか ら発 展 してい きました。

　 神 社 に 参拝 に来 る地 元 の人 々は、初 め はおそるお

そる作 品 を見 てい ましたが 、次 第 に近 づ いて くるよう

にな り、最 後 には作 品 につ いていろいろと尋 ねて くるよ

うに までな りました。 それ は素 晴 らしい ことで したね 。
「アジア的 感性 」につ いてですが 、海 外で この作 品 を

展 示 した時 、背 景 がA本 の 風 景 だ ったためか 、日本

的 だ とみ な され ました。 それ は、欧 米 で は、テクノロ

ジー 主 体 で はない 作 品 を見 るとき、口本 人で あ る作
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家が口本的視点を持っていると考えたほうが受け人
れやすい状況があったのではないかと思います、今
回、大垣では展示場所はアートスペースではなく神社

を選ぶことができました。口本で展示できるのだし、
口本的な感作を前面に出して展示を行うのは簡単な
ことだと思っていたのですが、実際やってみるととても

新鮮で、あらためて自分の作品は口本的な背景を持
つ作品なのだと感じました。展示場所である稲荷神

社は、忘れられた場所だと思っていましたが、本当は
生きている場所だということにも気づきました。

　口本で作品を展示して、海外で語られている「ア
ジア的感性」というものの存在に何がしかのリアリ

ティーを感じるようになりました。

「アジア的な感性」とは

地理的なものなのか?

ナルラ　前に私が言ったことに戻りますが、地理的

特徴を連想させる質とは何か、ということを考えるの
は興味深いことですね,ひ ょっとしたらさっき述べた
ように、私は自分の作品をインド的だと考えたくない
のかもしれません。むしろ、私の作品は、ある一連の

現実に対する反応であるようなものなのです,そ れと

同様に、我々が見ている瞑想的な側面とは何か、と
いうことを学ぶのは興味深いことだと思っていました。

それは、地理的なものとして考えられなければならな
いものなのでしょうか?　 または、特定の感覚として

考えることができるものなのでしょうか?　 そしてなぜ

地理的なものを出発点としなければならないのでしょ
うか?
ナダラヤン　もしあなたがアジアという概念を地理的

なものとして定義するのなら…
ナルラ　 (会話をさえぎって)私はどのようにアジアを
定義していましたか?

ナダラヤン　単にアジアの中で地理学的に広まって
いる ・連の文化的実践以上のものとしてというより

も、それをはるかに超えるものとして、ですね。
鈴木宣也　アジアでメディアアートについて語ると
き、日本人の作品は選ばれません、,日本では、メディ
アアートに閉塞感があり、どのように社会と関係する

のかという問いに答えるのが難しい状況です,で す
から、今回、アジアのメディアアートを集めた展覧会

をしたことは非常に意義のあることだと思っています。
ヨーロッパのアーティストにとっては、コンセプトが重



要 なので すが 、アジアについて述 べ るときには、表 現

の プロセ スにア ジア的 な 要 素 が あ ると言 えるの で は

ないか と考えて います。 例 えば、ジ ャムセンの作 品で

は、まず 環 境 を作 り、次 にその中で 撮 影 し、編 集 する

とい ったプ ロセ スが 重要 です,も ちろん 、その コンセ

プ トも重 要 です が 、こうした部 分 において、アジ ア的

な 要素 を実 現 してい ると思 ってい ます。 また、お おが

きビエ ンナー レの 基本 方 針 それ 自体 も同様 に、プロセ

スとい うことを強 調 して いて、私 はそれ が 閉 塞 した状

況 を打 ち破 るきっか け となるの では、と思 ってい ます。

地理的なアイデンティから
グローバルなアイデンティへ

サ シ ョ・セ ー ドラ チ ェック　 ええ と、最 初 にお断 りし

てお きます が 、私 はアジア人 の立 場 か らお話 しす るこ

とはで きませ んよ(笑 Σ,で も良 く似 た立 場 か ら、つ ま

り東欧 や 旧ユ ーゴス ラヴィアという立 場 か らならお話

で きます。私 たちはみん な、T　 なキュレー タや 展 覧

会 、そして理 論 といった ものが いわ ゆる第 ・世 界(先

進 国)に よって 作 り川 されてい ることを知 ってい ます,

で も、第 一 世 界 とは 単に地 理 的 に西 洋 を しめす もの

ではあ りませ ん,,そ して、80年 代 、90年 代 において、

私 たちの 地域 で 非常 にラディカルでか な り面 白いアー

トや 政 治 的活 動 が 起 こったの にもか か わ らず、こうし

た時代 はプレ・メディア時 代 で したよね?　 私 が メディ

アアー トに抱 いて いるひ とつ の 希 望 は、私 たちが 話 し

た り、暮 らした り、コミュニケ ー ションを行 なって いる

生 活の 中に実 際 埋 め込 まれてい るテクノロジー を用い

ることによって、新 しい結 びつ きが打 ち立て られるか も

しれ ない とい うことなのです。 この ことは80年 代や90

年代 には 見られ なか ったことで、これ らの動 きが 地域

社 会 でのみ 起 き、グローバル な影響 を持 つ ことがで き

なか った原 因 なの です、私 は メディアアー トと呼 ばれ

るものが 、テクノロジー を別の 方法 で用 い ることによっ

て、[地 域 と世 界 との]同 時進 行 的 な結 びつ きを形 成

して いくうえで、決 定 的 な役 割 を果 た して行 く好 機 だ

と思 ってい ます。 だか らどこにいようとも、私 たちは自

分 たちに期 待 されてい ること、つ まりメディアそれ 自

体 を発 展 させ た りそれ に焦 点 を当て るとい うことだけ

で はな く、新 たな アイデ ンティティを確 立す るため にこ

れ らの新 しいテ クノロジ ーが 何 を もたらすの か と問 い

か けな けれ ばな らないの です。 ヨー ロッパや アジア と

い った地 理 的 な意 味 での アイデ ンティティにつ いてだ

けで な く、グローバル なアイデンティティにつ いても実

際 に語 り始 め るべ きだ と思 うので す,新 しいテ クノロ

ジ ーによって、それ は私 たちの手 の届 くところにきてい

るのですか ら。

　 メディアアー トにつ いて もう ・点,,そ れ は まだ生 ま

れ て10年 くらいで、さほ ど資 本 と関 係 を持 って お ら

ず、資 本 に よって 支 配 されてい な いアー トな ので す。

それ は、か なりどん なことで もで きる分 野 です,こ うし

た例 としてIAMASが 挙 げ られ るで しょう、,　IAMASの

スポ ンサ ーで ある岐 阜 県 は、IAMASが 地 域 的 な存

在 とな り、若 い 人た ちをここに呼 び込 んで ほ しい と考

えてい ます、ですが 、IAMASは 世 界 的 に広 く矢llられ

るようになったのに、口本で は知 られてい るようには思

え ません、、私 は このことが 、新 しい メディアアー トへ と

参 入 して きた資 本 を用い なが ら、それ が 私た ちに望 ん

で い ること以 外 の もの ご とを成 し遂 げ ることが で きる

の を示 す ひとつ の例 だ と思 います,

　 また、この ビエンナー レでは大 変 素 晴 らしい雰 囲気

が 作 り出 された ように思 えるのですが 、こうした ビエ ン

ナ ー レの経 験 は、ア ジア的 な 感覚 、そ してグローバ ル
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なアイデンティティについて語り始めるための実に良
い基盤となるのではないでしょうか,,これまで地域的

な感性やアイデンティティというものは、実際に伝統

的な事柄、つまり過去に関わる何か、歴史的な概念
に関わる何かと結びつくものだとしばしば語られてき

ました。しかし私は、アイデンティティは同時代の政

治的状況によって打ち立てられうると考えてもいます。
なぜなら、私たちが今何をするかが、私たちの未来の
アイデンティティを決定するからです。というわけで、
この種のイベントは、この新しい未来のアイデンティ

ティがどのようなものなのかを決定する、出発iiとなり

うるのです。

ステレオタイプなアジアの表象を

戦略的に使う。

吉岡　メディアアートにおけるアジア的な感性といっ
たことについて、モニカが指摘したことに答える形で

ちょっとコメントしたいと思います。アジアとは何かと
いうことを語るのには、アートの領域においても様々

な方法がある。僕の考えは少し違っていて、それはア
ジア性ということについての、ある種の戦略的なアプ
ローチなのです,ア ートの領域においても、ちょうど
ハリウッドの映画におけるアジアのイメージのように、

きわめて容易な、ステレオタイプのアジアの表象とい
うものがあります,典 型的な口本的要素を作品のな
かにちりばめることで、日本的なものを売り込むという

戦略は、実1際商業アートにおいてもファインアートに
おいても、多くの口本人によって用いられています,そ

うした戦略は、ときに意図的に、多くの場合無意識
に使われて、西洋の観客を魅了しているわけだけれ
ども、そこで見せられているものはアジア的ではなく、

むしろ西洋のものだと思う、、というのも、そうしたアジ
アの表象はいわば最初は外部から欲望され、その後

で口本人の中に内面化されたものだから,し かし、も
し私たちがそれをあまりに厳格に批判して、そうした

表象を完全に捨て去ってしまったら、何も残らないん
じゃないかな,だ からこそ僕が考えているのは、い
わゆるアジア性を視覚的要素や文化的要素として利

用はするけれども、より戦略的になって、それらを異
なる方法で有効に用いるということなのです。いって
みれば、ステレオタイプ的なアジアの表象の内部に、

もっと知的で批判的な要素を導人していくということ
です。
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「アジア的感性」を超えて
　　自己の文化について語る意味

ナ ダ ラヤ ン　 私 た ちはディスカッシ ョンの 巾で、ア ジ

アとアジアの メディアアー トとい うテーマ が 出て くるこ

とを望 んでい ましたが 、まさに実 際 、全 員が 何 らかの

言い方 で それ につ いて意 見 を述 べ たと思 い ます。 そ

れでディスカッシ ョンの締 め くくりとして、私 もこの問題

につ いて幾 つか コメントを残 したい と思 い ます。 その
一 つは 、文 化 とテクノロジー との関 係 で す。 多 くの 場

合 、メディアアー トはテ クノロジ ー によって動 か され て
います が 、そ う考えると、同 じテクノロジー を使 えば 誰

もが 同 じ類 の アー トを作 るだろう、とい うことになりま

す,つ まり、文化 はテ クノロジー の使 用 にお いて 重 要

なファクターで はない ため、テクノロジーを使 うアー ト

は、文化 を 重 要な 要素 として は備 えてい ない はずだ 、

とい うわ けです,し か しなが ら、アー トが 制 作 され る

仕 方 や、そこで 用 い られて いるテクノロジー を眺 め て

みただ けで も、制 作 者 の 文化 的 な実 践 と場 所 や、テ

クノロジー とその種 の実 践 に関 わる歴 史が 、その人 が

どのようにテクノロジー を用い るのか 、そこか ら如 何 に

アー トを作 るかに影 響 を 与えていることが 分 か ります。

　 だか ら私の 考 えで は、なぜ アジアの メデ ィアアー ト

について 話すの か、とい う問 いは、占岡 さんが 指 摘 さ

れ たように、実 践 的で 戦略 的なii柄 の一 つ なのです。

思 うにメディアアー ト自体 を見 る時 には、文化 が 重 要

な 問題 とは 考 えられ な いた め、誰 もが 抽 象 的で、原

理 的 、本質 的 な事 柄 について話 しますが 、しか しアジ

アの アー ティス トとい うことにな ると、人々は そこに オ

リエンタルな何 か を期 待 するの です0日 本 と関 わる何

か、インドネシアの生 活 と関 わる何 か、す なわち、スピ

リチュアルな何 か が 求め られ るので す,例 えば、世 界

の他 の地 域 か らアーテ ィス トを招 待 するような、国 際

的 な展 覧会 で は、欧米 の アー ティス トは人 生や デジタ
ル性 、バ イナリー コー ド、普 遍 性 について、つ まり、あ

りとあ らゆることにつ いて語 ることが で きます、 しか し

アジ アのア ーテ ィス トたちは 、自分 た ちの家 庭 内 で、

自分 た ちが 暮 らす都 市 で、自分 たちの 口常 生 活 の な

かで、何 が起 きているのかを 語 らなけれ ばな らないの

です。 誰 もが 即座 にアジアだな、とわ か るような何 か

をです。 けれ ども私 が思 うには、そうしたステレオタイ

プなア ジア観 には問 題 が 含 まれてい るお り、アー ティ

ス トはそ うした観 念 に少 し揺 さぶ りをか けて、安 易 に

自分 たち をその ようにラベル 付 け しない ようにす る責



任があります。ではどのように対処すればいいのか?
私たちがより敏感にならなければならないのは、特定
の文化の出身者として仕事をすること、ひとつの場所
にいるということは何を意味するのか?　 ということで

す。国際的な文脈で紹介されるとき、いつも自分の
文化について何かを言うように求められること、他の

人たちはあらゆることについて語っているのに、自分は
自分の文化について語ることを求められるということ
は、一体何を意味するのだろうか?　 ということです。

　だから私たちがすべきこととして、自分たちの作品
において何が起こっていると考えるのかを語り合うた
めに、この場はよい機会になると思いました。お互い

の共通する部分を見出すとき、スピリチュアリティとい

う言葉が出てきました,け れども、スピリチュアリティ
と関わる作品を制作しているのは、アジアのアーティ
ストだけではありません。ですから、自分自身の文化
について考えるとは何を意味するのか、あるいは同じ

ような状況にあって、創造や制作のために白分たち白

身を見つめなければならない人々はどうしているのか、
ということについて、もっと私たちは意識的になるべき
なのです。

　 私 が 最 初 に アー トスクール で教 え始 めた頃 、学 生

達 は 欧 米 の600年 も1000年 も 凸二の アー テ ィス トは

知 って いるの に、シンガポール の私 たちが い る場所 か

ら1マ イル、あるいは20マ イル しか 離 れていな い所 に
い るアー ティス ト、フィリピンやマ レー シア、イン ドネシ

アの アー ティス トを知 りませ んで した。 プラトンやカン

トや ヘ ー ゲル などの 西 洋 哲学 につ いて は知 ってい る

の に、チン・ハオの ような中国 の 重 要 な哲 学 者 や、美

学 や装 飾 の概 念 を扱 った重 要 なイスラムのテキストに
つ いて は知 らない。 それで、私 は生 徒 を教 育 するな

ら、すべ ての選 択 肢 、手 に入 るすべ ての ものに気 づか

せ るのが 大 切 だと感 じました。 その上 で、何が 自分 た

ちにとって 重 要かを決 定 するの は学 生なの です。

　 私 が言 いたいの はもちろん、何 がアジア的で 何 がそ

うで ない かを 考えるべ きだ ということで はあ りませ ん。

そうで はなくて、文化 的 リソースとして私 たちの 手に 人

る要素 の い くつか を、理 解 することなのですJテ キスト

として書 かれ た ものであれ 、芸術 作 品 であれ 、人 々が

文化 を実 践 す る実 際 の 場 であ れ、私 たちはそ こか ら

引 き出 すの です。 そうしなが ら目を開 い た ままで い る

こと、共 有す ること　 それ こそが 、私 たちにで きる全

てなので す。

　　　　　　　　　デ ィレクター:

グナラ ン・ナ ダラヤン(左)

　　　　　　　　　　　吉岡洋(右)

　　　　　　　　　　　　Director:

Gunalan　 Nadarajan(Left)

　Hiroshi　Yoshioka(Rightl
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[Artist　 Talk]October　 9(Mont,Takeshima-kaikan

Let's　 talk　 about　 Asian　 Media　 Arts

Hiroshi　 Yoshioka+Gunalan　 Nadarajan+exhibited　 artists

Exhibited　 artists:

Venzha　 Christ,　 Tad　 Ermitano

Seo　 Hyo　 Jung,Jamsen　 Law

Zulkifle　 Mahmod,　 Kamol　 Phaosavasdi

Rags　 Media　 Collective,　 Saso　 Sedlacek

Nobuya　 Suzuki,　 Hisako,　 K.　Yamakawa

　　There　 are　 many　 artists　 involved　 iii　the　 Ogaki

Biennale,　 and　 it's　interesting　 to　learn　 from　 them

about　 the　 situations　 in　each　 of　 their　 countries,

about　 media　 arts,　 and　 how　 they　 work.　 It's　a

new　 experience,　 and　 a　learning　 experience　 for

me.　 It　gives　 me　 the　 possibility　 of　networking　 or

collaboration　 for　future　 projects.

Hiroshi　 Yoshioka:Now　 I'd　 like　 to　 open　 a

discussion　 among　 the　 contributing　 artists　 to　this

year's　 Bienalle.　 Oise　 of　the　 themes　 of　this　 year's

I3ienalle　 was"Asian　 media　 arts."Surprisingly

enoしlgh,　 even　 though　 we　 should　 be　engaged　 with

other　 asian　 nations,　 we　 haven't　 brought　 regional

artists　 together　 like　 this　 before.　 Therefore,1

would　 like　 to　use　 this　 opportunity　 to　 exchange

ideas,　 and　 conduct　 this　artists'talk　 as　a　forum.

　　 First,1'd　 like　 to　 ask　 each　 artist　 to　 speak　 a

little　bit　about　 their　 work,　 how　 they　 feel　 now

about　 showing　 their　 work　 in　the　 context　 of　the

Ogaki　 I3iennale　 and　 then,　 what　 it　means　 to　be　an

Asian　 media　 artist,　or　what　 Asia　 means　 to　them.

Idon't　 think　 that　 there　 is　a　consensus　 about

what　 these　 terms　 mean.

Zulkifle　 Mahmod:When　 I　arrived　 in　 Ogaki,　 I

found　 it　a　very　 quiet　 Clty.　It　was　 challengiIlg　 for

me　 to　try　and　 capture　 sound　 in　the　 city,　because

most　 of　the　soulld　 in　Ogaki　 Irealized　 when　 I

was　 doing　 a　lot　of　recording‐is　 either　 water,

or　 traffic.　 I　rcally　 had　 to　 walk　 around　 Ogaki

city,　getting　 lost,　jし1st　to　find　 certain　 soしrods　 that

were　 interesting　 to　me.　 I　viewed　 each　 as　 a　kind

of　 space　 for　 s　minutes.　 I　would　 capture　 that

moment　 and　 the　 sound　 that　 happens　 in　 that

particular　 s　minutes,　 and　 move　 on.　 Every　 space

Iwent,　 I　could　 only　 capture　 it　in　that　 moment.

The　 next　 day,　 if　I　revisited　 a　Slte,　it　coしlld　be　 a

completely　 different　 sound　 environment.

The　 important　 thing　 is　what　 will　 happen,

and　 what　 we're　 thinking　 after

ourinteresting　 experience.

Venzha　 Christ:for　 me　 the　 important　 thing　 is

what　 will　 happen,　 and　 what　 we're　 thinking,

what　 we　 bring　 to　 our　 situation,　 or　 each　 of

our　 countries,　 or　 each　 of　our　 regions　 after　 our

interesting　 experience　 in　 the　 Ogaki　 Biemlale.

In　the　 end,　 what　 matters　 is　that　 we　 can　 learn

about　 something　 different　 or　 something

interesting　 between　 the　 artists,　 between　 the

curators,　 or　 between　 the　 institutions.　 We　 don't

vet　 know　 exactly　 what　 happened　 during　 the

Ogaki　 Biennale,　 because　 we　 will　 continue　 to

think　 about　 it　after　 we　 go　 back　 home.　 So　 it　is

difficult　 for　 me　 to　 answer,　 and　 to　 be　 honest

about　 how　 I　feel　now,　 but　 I　aln　 really　 happy　 to

have　 p蕊rticipatcd　 in　this　Bicnnalc.　 Bicnnalcs　 arc

usually　 just　 big　 events　 where　 many　 artists　 and

communities　 and　 organizations　 come　 to　 one

place,　 the　 same　 place,　 and　 hundreds　 of　 ideas

come　 together.　 This　 time　 it　feels　quiet,　 or　small,

but　 something's　 size　 is　not　 what　 matters.　 The

important　 thing　 is　to　 vices　 things　 in　diffcrcnt

ways　 during　 the　 Ogaki　 Biennale,　 and　 after　 we

return.

Kamol　 Phaosavasdi:Ithink　 that　 it　would　 be

really　 difficult　 to　make　 this　happen　 in　Thailand.

It　would　 have　 been　 very　 difficult　 to　 realize　 the
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Ogaki　 13iennale　 even　 here　 without　 the　 support

of　IAIVIAS,　 because　 not　 only　 the　 artists,　 but　 also

the　 staff　 and　 student　 volunteers　 were　 a　very

good　 team　 to　run　 the　Biennale.

　　We,　 the　 media　 artists,　 have　 just　 started,　 and

are　 very　 few　 in　Thailand.　 When　 we　 are　 talking

about　 lnedia　 art,1711.111}/ofしls　 thirlk　 about　 video

art,　and　 have　 Lased　 electronic　 media,　 bLit　I　think

that　 we　 have　 to　 understand　 more　 about　 visual

culture　 or　 contemporary　 culture　 for　these　 ideas

and　 philosophy　 to　 develop.　 Many　 times　 when

we　 see　 media　 arts　 showing　 in　Thailand,　 they

feature　 works　 which　 have　 been　 imported　 from

Australia,　 Europe　 and　 America,　 and　 somehow

we　 have　 difficulty　 understanding　 what　 they

are　 talking　 about.　 I　feel　that　 in　terms　 of　 media

art　in　Asia,　 we　 really　 need　 to　 use　 a　lot　of　 our

own　 philosophy　 and　 historical　 background　 to

mix　 with　 this　 kind　 of　equipment,　 this　 kind　 of

electronic　 media　 to　export　 to　the　world.

　　 And　 for　my　 work,　 I　feel　unsure　 of　myself　 as

amedia　 artist　 because　 I'm　 coming　 from　 analog

media,1'm　 llot　a　digital　 artist.　 With　 most　 of　my

works　 I　only　 use　 electronic　 media　 to　link　 with　 　 　 　 　 　 　 　 　 /

some　 soしmd　 and　 video　 work　 to　combine　 at　the

specific　 site.

　　 The　 site　 is　very　 important　 for　 my　 work.

Ireally　 enjoyed　 this　 time　 at　 Ogaki　 Biennale,

becaしlse　 of　 Takeshima-kaikan。 　I　think　 the

structure　 of　 the　 architecture　 is　perfect　 for

Ine.　 13ecaしlse　 of　 the　 arcllitectしlre　 itself,　 I　feel

something.　 So　 that's　 why　 I　tried　 to　change　 the

environment　 to　 try　to　 link　 in　terms　 of　 symbols

in　the　 rooms,　 like　 an　 archive　 of　 the　 samurai　 or

aphotograph　 of　the　 Meiji　 emperor　 who　 staved

in　one　 of　 the　 rooms,　 and　 therefore　 somehow　 I

coし11d　devclop　 some　 spaces,　 to　 make　 thc　 rooms

more　 spiritual　 with　 lighting.　 So　 that's　 why　 I

really　 did　 enjoy　 creating　 the　work　 at　Takeshima-

kaikan　 this　 time,　 and　 I　feel　 more　 relaxed.　 Not

much　 tension.

　　 Among　 the　 artists　 we　 really　 started　 to　 make

some　 good　 friends,　 and　 we　 just　 enjoyed　 and

exchanged　 ideas.
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Two　 forms　 of　media　 art　and

two　 forms　 of　criticism

Tad　 Ermitano:In　 the　 Philippines　 I　guess　 it's

really　 easy　 to　 feel　 alone　 when　 you're　 an　 artist

and　 you're　 technically　 inclined‐although　 it's

changiizg　 slow　 especially　 with　 the　 younger　 kids.

It　was　 a　very　 happy　 experience　 for　me　 that　 there

are　 other　 ASIan　 people　 who　 are　 doing　 media

art,　 and　 who　 are　 completely　 unthreatened　 by

using　 things　 that　 their　 culture　 doesn't　 identify

with,　 or　 thinks　 of　 as　 opposite　 to　itself.　I　don't

know　 that　 much　 about　 media　 art.　There's　 really

very　 little　awareness　 of　it　in　the　 Philippines.　 But

iwas　 thinking　 that　 one　 of　 the　 most　 interesting

things　 about　 media　 art　 is　the　 possibility　 of

thinking　 about　 function　 as　a　meaning　 attractor.

You　 create　 something;the　 sensor　 does　 this,　and

then　 the　 machine　 does　 that.　 The　 performance

of　this　 function　 becomes　 the　 meaning　 attractor.

Instead　 of　 just　 being　 a　pictしlre,　 the　 functioll

is　an　 abstraction　 in　 a　space.　 It　is　a　logical

construction　 that　 can　 make　 a　metaphor,　 and　 this

is　interesting　 to　me.　 I　think　 that　 it　would　 be　 a

key　 for　this　 split　I　see　in　media　 art,　where　 there's

one　 kind,　 which　 is　about　 the　 technology　 itself,

and　 then　 there's　 another　 that　 uses　 technology

as　 a　supPort　 structure,　 as　a　1皿ealls　 to　 an　 end.

So　 maybe　 Kamol's　 work　 would　 be　 more　 of　 the

second　 kind,　 where　 he　 uses　 mature　 technology

like　video　 to　express　 spirituality,　 and　 then　 maybe

some　 more　 of　 the　 Japanese　 cutting-edge　 stuff,
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or　 Australian,　 Austrian,　 and　 American　 stuff　 is

snore　 about　 the　technology　 itself.　I　thii7k　 that　 we

might　 actually　 need　 two　 forms　 of　 criticism　 to

address　 these　 two　 forms　 of　media　 art.

　　Then　 lastly,　 I　would　 love　 to　go　 to　 another

Ogaki　 13iennale.　 Ogaki　 should　 be　 collscious

of　 itself　 as　 a　convect　 of　 exchange:one　 of

technology　 and　 cultural　 ideas.

Jeebesh　 Bagchi(Rags　 Media　 Collective):When

we　 arrived　 at　Ogaki　 station　 at　eleven　 o'clock

at　 night,　 we　 found　 the　 city　 almost　 empty.

Ogaki　 looked　 like　 a　scene　 from　 a　film　 about　 a

post`nuclear'world.　 The　 city　 seemed　 devoid

of　 human　 beings,　 yet　 has　 human　 presence

everywhere.

　　The　 next　 morning　 we　 walked　 along　 what

became　 a　familiar　 road,　 When　 we　 saw　 the

bank　 vaしllt,　it　gave　 us　 the　 impression　 that　 it

had　 somethillg　 before,　 but　 is　empty　 now.0しlr

work　 is　about　 people　 going　 missing,　 and　 the

phantasms　 and　 imaginary　 lives　that　 we　 conjure

and　 live　with,　 so　it　fit　in　very　 well.

　　The　 experience　 of　the　 Biennale　 has　 beei7　very

different,　 because　 usually　 in　a　biennale　 the　 city

is　supposed　 to　 implode.　 You　 are　 supposed　 to

experience　 the　 city　 as　 a　hyper,　 excited　 space.

Here　 it　was　 different,　 because　 of　the　 houses,　 and

the　 festival,　 and　 the　liveliness.　 You　 enter　 into　 the

small　 corners　 of　the　 city,　and　 you　 make　 some

sense　 of　it.　I　think　 that's　 the　 really　 interesting

part　 of　this　 biennale,　 that　 it's　from　 a　media　 arts

school.　 I　think　 that　 this　 can　 be　 theoretically



enlarged,　 talked　 about,　 written　 more　 about,　 as

an　 interesting　 model　 for　 many　 art　 schools　 in

their　 relationships　 with　 the　 public.　 I　think　 the

biggest　 problem　 with　 art　schools　 is　that　 theゾre

moving　 away　 from　 the　 city,　and　 the　 biennales'

biggest　 problem　 is　trying　 to　 make　 the　 city　 a

hyperspace.　 But　 this　 relationship,　 which　 we　 saw

in　Ogaki,　 I　think　 has　 the　 potential　 to　be　 taught,

to　be　 made　 into　 an　 interesting　 site　for　a　new　 way

of　thinking　 about　 the　 biennale　 rather　 than　 as　a

hyper　 space.　 I　also　 found,　 as　an　 artist,　that　 this

relationship　 is　not　 stressful　 because　 there's　 no

star　system.　 That　 was　 nice.

Artist　 responds　 to　urban　 reality

ratherthanAsian　 sensibility.

Monica　 Narula(Rags　 Media　 Collective):There

has　 been　 a　lot　of　 warmth　 that　 we　 have　 foしmd

from　 the　team,　 from　 the　 curator,　 from　 everyone

who　 worked　 on　 the　 I3ienalle.　 The　 team　 and

excellent　 students　 have　 helped　 us　to　 set　yip　the

work　 in　a　very　 easy　 way.　 So　 we　 would　 really　 like

to　thank　 everyone　 who　 worked　 really　 hard.

　　 Being　 in　 the　 vault,　 in　 the　 bank,　 has　 also

made　 an　 important　 difference,　 even　 to　 my

own　 thinking　 about　 the　 work.　 I　have　 foしmd　 a

different　 way　 of　engaging　 with　 the　 work　 now.

For　 me,　 it　was　 a　very　 happy　 accident.

　　The　 fact　that　 IAMAS　 runs　 the　Ogaki　 Bicnnalc

was　 also　 really　 interesting.　 This　 attempt　 would

he　 one　 way　 of　 looking　 at　 the　 relationship

bctwccn　 the　 school　 and　 artists'community,　 or

the　whole　 public　 community.

　　Iwas　 wondering　 if　this　 whole　 issue　 of　what

is　an　 Asian　 sensibility　 needed　 to　 be　 thought

about　 a　little　more.　 Perhaps　 even　 complicated

alittle　 bit　more.　 I　iz7ean,　 what　 exactly　 is　it?

Especially　 when　 it　comes　 to　 technology.　 How

does　 one　 think　 about　 the　 relationship　 between

these　 two　 things?Is　 there　 such　 a　thing　 as　 an

Asian　 sensibility　 when　 it　comes　 to　 technology,

and　 C<1110ne　 say　 something　 aboしlt　it?If　 one　 cal1,

what　 can　 one　 say?Are　 we　 interested　 in　 saying

that?Correct　 me　 if　I'm　 wrong,　 but _Japan　 and

technology　 go　 together　 in　 everyone's　 mind,

especially　 since　 the　 1970s,　 and　 80s.　 Sillce　 I　was

akid,　 yoしl　thought　 if　something　 was　 made　 Ill

Japan　 then　 it's　going　 to　last　forever,　 it's　the　 best

machine.　 There's　 a　relationship　 in　everyone's

mind.　 But　 when　 I　look　 at　 the　 work　 made　 by

people　 from　 Japan　 it　didn't　 have　 that　 sense　 of

inevitability.　 Even　 though　 the　 work　 was　 using

cutting　 edge　 technology　 it　was　 not　 trying　 to　talk

about　 technology　 as　a　sense　 of　arrival.　 That　 was

interesting　 for　me.

　　 ifIlook　 atourownwork　 Iwould　 find　 it

difficult　 to　 say,　 whether　 it　is　Indian　 or　 not

Indian?Ijust　 think　 of　 it　as　 a　work　 that　 is

responding　 to　a　certain　 set　of　 realities　 aroしmd

me,　 and　 that　 reality　 is　an　 urban　 reality‐like　 it

is　in　this　 work‐which　 can　 hold　 relevance　 in

丁bkyo　 for　example,　 or　 1110ther　 cities　 that　 have

their　 own　 dynamics.　 An　 artist　 responds　 to　that.

So　 I　would　 have　 been田1comfortable　 saying　 that

this　was　 an　 Indian　 work　 or　an　 Indian　 sensibility.

Istill　have　 to　resolve　 these　 problems　 for　myself.

Studying　 Asian　 media　 art　 inAsia

Jamsen　 Law:Iam　 very　 happy　 that　 this

biennale　 is　focused　 on　 Asian　 artists,　 because

indeed　 this　 is　one　 of　 the　 biggest　 questions　 for

mc.　 What　 is　Asian　 media　 art,　 or　 what　 is　Asian

media　 art　 doing?Ialways　 think　 that　 if　media

art　 is　technologically　 driven　 art,　 then　 for　 me,

technology　 is　always　 kind　 of　 leading　 the　 way.

Idon't　 feel　very　 comfortable　 with　 that,　 and　 so

it's　interesting　 to　see　 the　 work　 in　this　 biennale.

It's　kind　 o£rc£reshing.　 It　may　 not　 be　 that　 new

aform　 of　art,　 not　 that　 kind　 of　 media　 art　you

always　 see　 in　the　 other　 shows,　 I　feel　 it's　more

rcfrcshing　 bccausc　 of　what　 it's　ta!king　 about.

　　Iorganized　 a　festival　 in　Hong　 Kong　 and　 I　still

believe　 that　 it　is　not　 easy　 to　 organize　 a　festival

focused　 on　 Asian　 media　 artists.　 It　is　quite

difficult　 to　 convince　 people　 that　 media　 artists

in　Asia　 are　 interesting　 enoLigh　 to　 show　 to　the
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people　 in　Hong　 Kong.　 Even　 though　 there　 are

Asian　 film　 festivals.

Gunalan　 Nadarajan:Is　 it　easier　 to　 convince

them　 to　show　 Eしiropean　 lnedia　 artists?

Law:Yes.　 That's　 why　 I　always　 say　 it　is　because

of　teleology.　 We　 believe　 that　 teleology　 is　lead　 by

the　 West,　 but　 it　is　a　fact　 that　 it　is　more　 difficult

to　 convince　 people　 here,　 or　 even　 difficult　 to

get　 the　 support,　 or　 permissions.　 That's　 why　 I

always　 pose　 this　 kind　 of　 question.　 If　you　 are

asking　 what　 an　 Asian　 sensibility　 is,　I　don't　 know

how　 to　answer　 it.　liut　l　think,　 after　 two　 years　 in

IAMAS,　 maybe　 Asian　 artists　 should　 study　 snore

about　 Asian　 media　 arts,　because　 it's　difficult　 to

find　 materials　 to　 do　 yoしlr　research　 even　 if　you

are　 interested　 in　it.　It　seems　 that　 it's　easier　 to

meet　 Asian　 artists　 iii　the　 West,　 or　 in　America,

but　 not　 in　Asia.　 It's　kind　 of　strange　 for　me.

Seo　 Hyo　 Jung:When　 l　have　 exhibited　 at　media

arts　 biennales　 held　 in　Korea,　 viewers　 are　 usually

people　 who　 are　 familiar　 with　 media　 arts　 and

interested　 in　the　 technology　 used.　 They　 ask　 me,
"How　 does　 that　 work?"or"How　 did　 you　 make

it?"People　 of　Ogaki　 city　asked　 me　 not　 about　 the

technology,　 but　 about　 the　 contents.　 This　 was　 the

most　 pleasant　 thing　 for　me.

　　 Last　 fall　I　exhibited　 at　Kultfabrik　 in　Munich.

The　 cしlrator　told　 me,``Please　 present　 something

Korean　 and　 oriental,"and　 this　was　 very　 difficult

for　 mc.　 So　 I　started　 writing　 down　 motifs　 which

came　 to　 my　 mind　 when　 I　think　 something

Korean　 and　 oriental.　 Finally,　 I　picked　 up　 the

moon　 and　 an　 oriental　 ink　 painting　 style.　 But　 I

don't　 think　 I　can　 deliver　 an　 oriental　 atmosphere

by　 just　 picking　 up　 those　 motifs.　 It　 needs

something　 more.　 I　think　 it　is　the　 spirituality　 in

our　 basis.

　　 When　 I　heard　 the　 sound　 from　 Tad's　 work,　 I

fclt　familiar　 and　 comfortablc.　 I　don't　 rcally　 know

what　 it　was,　 but　 something　 was　 connected　 to

me.　 tlncl　when　 I　look　 at　Jamsen's　 work,　 usually

Iwould　 start　 by　 looking　 at　the　technology　 used

in　the　 work,　 but　 for　 some　 reason　 I　felt　part　 of

it　was　 connected　 to　me.　 HoLises　 made　 of　wood;
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the　 way　 light　comes　 in,　and　 so　forth.　 I　think　 that

an　 Asian　 sensibility　 is　connected　 by　 themes　 like

things　 with　 spirit.

Yoshioka:Iwould　 also　 like　 to　 have　 some

comment　 from　 the　 Japanese　 artists,　 not　 all　of

whom　 are　here,　 and　 Saso　 Sedlacek,　 our　 residency

artist.

Hisako　 K.　 Yamakawa:Since　 I　was　 born　 in

Ogaki,　 Pm　 sere　 Pm　 in　a　different　 position　 from

the　 other　 artists.　 There　 were　 advantages　 and

disadvantages　 to　exhibiting　 in　my　 hometown.

　　When　 I've　shown　 the　 same　 art　work　 abroad,

it　was　 seen　 as　something　 very`Japanese.'This

time,　 exhibiting　 in　 Japan,　 and　 not　 at　 an`art

space',　 and,　 because　 I　could　 select　 the　exhibition

location,　 I　initially　 thought　 that　 I　could　 simply

do　 something　 Japonesque.　 Once　 I　did　 it,　it　was

actually　 so　fresh,　 I　was　 able　 to　 rediscover　 Japan,

in　a　way.　 It　was　 interesting　 to　begin　 by　 meeting

the　 people　 related　 to　 the　 installation　 venue,

and　 developing　 it　from　 there.　 I　began　 with

the　 preconception　 that　 the　 Inari　 Shrine　 was　 a

forgotten　 place,　 bLrt　I　soon　 saw　 that　 it　was　 full　of

life.　Each　 day,　 the　 people　 coining　 to　 the　 shrine,

they　 first　looked　 at　the　 work　 with　 trepidation,

but　 then　 began　 approaching　 it,　and　 finally

wanted　 to　discuss　 it　with　 me.

Should　 anAsiansensibility

be　 defined　 by　 its　geography?

Narula:Going　 back　 to　 what　 I　said　 earlier,　 it's

interesting　 to　think　 about　 what　 arc　 the　 qualities

that　 are　 associated　 with　 geography.　 Perhaps,

like　 I　was　 saying,　 I　would　 not　 think　 of　my　 work

as　Indian.　 It's　more　 that　 the　 work　 which　 is　a

response　 to　a　certain　 set　of　realities.　 So,　similarly

Iwas　 wondering　 if　it　would　 be　 interesting

to　learn　 things　 about　 what　 is　this　 meditative

aspect　 that　 we　 are　 looking　 at.　And　 do　 we　 have

to　consider　 it　geographical?Or　 can　 we　 think

about　 it　as　certain　 sensibilities,　 and　 why　 does　 the

geography　 have　 to　be　the　starting　 point?

Nadarajan:That　 is　if　you　 define　 Asia　 as　 a



geographical　 concept,

Narula:(interrupts)How　 have　 I　defined　 it?

Nadarajan:Rather　 than　 as　 a　set　 of　 cultural

practices　 that　 have　 been　 spread　 out,　 not　 just　 in

Asia　 geographically,　 but　 well　 beyond　 it.

Nobuya　 Suzuki:When　 you　 talk　 about　 media　 art

in　Asia, ,Japanese　 works　 are　 not　 picked　 out.　 In

Japan　 today,　 media　 art　seems　 cloistered,　 plagued

by　 insecurity　 about　 how　 it　should　 relate　 to

society　 at　large.　 That's　 why　 I　thought　 that　 this

exhibition,　 specifically　 bringing　 together　 art　from

Asia　 was　 really　 meaningful.　 European　 artists

prioritize　 the　 conceptual,　 whereas　 one　 might

say　 that`Asian'element　 should　 he　 to　emphasize

procedural　 expression.　 Jamsen's　 work,　 for

example,　 first　 created　 the　 environment,　 then

it's　video　 documentation,　 and　 then　 editing　 this

materia!Of　 course　 the　 conceptual　 is　essential,

but　 I　felt　a　sense　 of　discovering　 something　 Asian

in　it.　Also　 in　the　 Bienalle's　 administration,　 the

emphasis　 on　 process　 provided　 a　release　 from　 the

sense　 of　cloistering.

From　 geographical　 identity,

towards　 a　global　 identity

Saso　 Sedlacek:Well,　 first　of　 all　I　can't　 speak

from　 an　 Asian　 position,　 right?(laughter)Ahh,

but　 I　can　 speak　 fiom　 a　really　 similar　 position,

which　 is　Eastcrn　 Europc,　 or　cx-Yugoslavia.　 We

can　 all　see　 that　 the　 main　 curators,　 the　 main

exhibitions,...　 the　 main　 theories　 are　 written　 by

the　 so-called　 first　 World,　 which　 doesn't　 only

mean　 West　 geographically.　 Well　 even　 though

we　 had　 in　our　 territories　 quite　 radical　 and　 more

and　 less　successful　 art　and　 political　 movements

in　 the　 80s　 and　 90s,　 this　 is　the　 pre-media　 era,

right?One　 opportunity　 I　see　in　media　 arts　is　that

new　 connections　 can　 be　 established　 by　 using

new　 technologies　 that　 are　 really　 embedded　 into

our　 lives　 in　the　 way　 we　 speak,　 in　the　 way　 we

live,　communicate.　 This　 is　something　 that　 was

not　 there　 in　the　 80s　 and　 90s　 this　 is　why　 these

movements　 operated　 locally　 and　 they　 didnlt　 have

the　 global　 effect.　 I　really　 see　 the　 opportunity

for　 so　called　 media　 art　to　 take　 a　critical　 role　 in

establishing　 these　 parallel　 connections　 to　use　 the

technologies　 differently.　 So　 wherever　 we　 can,　 we

should　 not　 only　 do　 what　 we　 are　 expected　 to　do

with　 it,　meaning　 only　 developing,　 only　 focusing

on　 the　 media　 itself,　 but　 we　 should　 really　 ask

ourselves　 what　 these　 new　 technologies　 could

bring　 to　 establish　 new　 identities.　 I　really　 think

that　 we　 shoしlld　 start　 thinking　 about　 identity　 not

only　 in　 the　 geographical　 sense‐European,

Asian‐but　 really　 start　 talking　 about　 global

identity.　 With　 new　 technologies　 this　is　something

achievable.

　　Anothcr　 thing　 about　 mcdia　 arts　 is　that　 it's　so

fresh,　 it's　like　 10　 years　 old,　 I　think　 it's　not　 so

involved　 in,　and　 it's　not　 so　 dictated　 by　 capital

yet.　This　 sub　 system　 is　quite　 free　 to　do　 whatever

it　wants.　 For　 example,　 we　 can　 see　the　example　 of

IAMAS.　 Gifu　 prefecture,　 the　sponsor　 of　IAMAS,
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wants　 IAMAS　 to　be　 really　 local,　 to　 bring　 yowlg

people　 to　 the　 area,　 and　 so　 on.　 And　 IAMAS

became　 really　 globally　 well　 known,　 but,　 here　 in

Japan,　 it　seems　 that　 no　 one　 know　 about　 IAMAS.

So　 I　think　 this　is　an　 example　 of　how　 this　capital

that　 comes　 into　 the　new　 media　 arts　 can　 be　useful

for　 achieving　 something　 other　 than　 just　 what　 is

expected.

　　 On　 the　 other　 hand,　 the　 experience　 of　 this

Biennale,　 where　 I　find　 a　very　 good　 atmosphere

creating　 a　really　 good　 basis　 for　 starting　 to　 talk

about　 Asian　 sensibility　 and　 global　 identities.　 I

heard　 too　 many　 times　 the　 connection　 between

local　 sensibility　 and　 identity　 in　the　contexts　 with

something　 really　 traditional,　 something　 that　 has

to　 do　 with　 the　 past,　 with　 historical　 concepts

and　 so　forth.　 But　 I　also　 think　 that　 identity　 can

be　 established　 from　 the　 contemporary　 political

situation,　 because　 our　 actions　 today　 will　 define

the　future　 identity.　 And　 these　 kinds　 of　events　 can

be　 a　starting　 point　 for　 determining　 how　 these

new　 future　 idelltities　 could　 look.

Using　 stereotypical　 representations　 of

Asia　 as　strategy

Yoshioka:Iwould　 like　 to　comment　 about　 this

Asian　 sensibility　 in　 media　 art,　 in　responce　 to

what　 Monica　 pointed　 out.　 There　 are　 many

different　 ways　 to　 talk　 about　 what　 Asia　 is,　even

within　 the　 field　of　art.　My　 way　 of　thinking　 is　a

little　bit　different,　 a　kii7d　 of　tactical　 approach　 to
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this　 issue　 of　 Asian-Hess.　 I　think　 there　 is　a　very

easy　 stereotypical　 way　 to　represent　 Asia　 in　the

field　of　art,　 like　 there　 is　in　a　Hollywood　 film.　 I

think　 that　 a　lot　of　 typically　 Japanese　 elements

are　 used　 to　attract　 Western　 people,　 both　 in　the

commercial　 and　 fine　 art　 fields.　 It　is　sometimes

deliberate,　 and　 oftenし1riCOriSC10US.　 I　doll't　 think

what　 is　shown　 is　Asian,　 I　think　 it　is　rather

Western　 because　 these　 Asian　 representations　 are

first　desired　 from　 outside,　 and　 then　 internalized

by　 the　 Japanese.　 Yet　 if　we　 criticize　 them　 too

dogmatically　 and　 purge　 ourselves　 of　 them

there　 may　 be　 nothing　 left.　 So　 my　 tactics　 are

to　 collsciously　 make　 use　 of　 so-called　 Asian-

ness　 lil　visual,　 or　 cし11turai　 elcrncnts,　 and　 to　 bc

strategic　 enough　 to　 use　 them　 in　 a　different

way.　 My　 strategy　 is　t()appropriate　 such　 Asian

visual　 or　cultural　 elements　 in　order　 to　put　 more

intellectual　 elements　 within　 such　 stereotypical

representations.

Beyond　 anAsian　 sensibility

the　 meaning　 of　speaking　 about

yourown　 cultural　 resources

Nadarajan:We　 were　 hoping　 that　 somewhere

along　 the　 discussion　 the　 idea　 of　 Asia　 and　 Asian

media　 arts　 would　 come　 up,　 and　 practically

everyone　 in　some　 way　 or　other　 was　 talking　 about

it.　So　 I　would　 just　 like　to　make　 a　few　 comments

about　 that　 at　the　 end　 of　the　 discussion.　 One　 is

the　relationship　 between　 culture　 and　 technology.



　　Very　 often　 media　 art　is　driven　 by　 technology,

and　 the　 idea　 is　that　 if　everyone　 has　 access　 to　the

same　 technology,　 thell　everyone　 would　 mal〈e　 the

saIne　 kinds　 of　art.　So　 culture　 is　IlOT　all　important

factor　 in　the　 use　 of　 technology,　 and　 therefore

art　that　 uses　 technology　 should　 not　 have　 culture

as　 an　 important　 element.　 However,　 if　you

look　 at　the　 way　 in　which　 art　is　made,　 or　 even

technologies　 that　 are　 used,　 one's　 own　 cultural

practices　 and　 location,　 and　 the　 history　 that

one　 has　 in　relation　 to　 technology　 and　 to　those

kind　 of　practices　 will　 effect　 the　 way　 you　 use　 the

technology　 and　 the　way　 you　 make　 art　from　 it.

　　So　 I　think　 in　some　 ways　 the　question　 of　why

talk　 about　 Asian　 media　 art　is　one,　 as　Yoshioka

pointed　 out,　 of　a　practical　 issue,　 a　strategic　 issue.

Because　 culture　 is　not　 supposed　 to　be　a　big　issue,

everyone,　 all　art,　 can　 talk　 about　 very　 abstract,

fしzndamental,　 essential　 issues,　 bしlt　if　it　colnes　 to

an　 Asian　 artist,　 they　 want　 something　 Oriental.

They　 want　 something　 that　 deals　 with　 Japan,　 they

want　 something　 that　 deals　 with　 life　in　Indonesia,

they　 want　 something　 to　 do　 with　 spirituality.

Imean,1'm　 talking　 about　 exhibitions,　 very

often　 in　 international　 exhibitions,　 whenever

they　 invite　 media　 artists　 from　 other　 parts　 of

the　 world,　 the　 assumption　 is　that　 the　 F,uropean

and　 American　 and　 Australian　 artists　 can　 talk

about　 life,　call　 talk　 about　 digitality,　 call　 talk

about　 binary　 codes,　 can　 talk　 about　 universality,

about　 everything　 else,　but　Asian　 artists　must　 talk

about　 what　 is　going　 on　 in　their　 homes,　 what's

going　 on　 in　their　 cities,　what's　 going　 on　 in　their

daily　 lives.　 Something　 that　 when　 you　 see　 it,

you　 will　 immediately　 see　 that　 it　is　from　 Asia.　 I

think　 that　 that　 kind　 of　 stcrcorypcd　 idea　 of　Asia

is　something　 that　 is　problematic　 and　 artists

have　 a　responsibility　 to　 shake　 it　Lip　a　bit,　 and

make　 it　more　 difficult　 to　 label　 oneself　 like　 that.

Now　 how　 does　 then　 one　 deal　 with　 this?One

needs　 to　have　 a　better　 sense　 of　what　 it　means　 to

operate　 from　 a　particular　 culture.　 What　 does　 it

mean　 to　be　 in　a　particular　 location?And　 what

does　 it　mean　 to　be　 constantly　 asked　 to　respond

to　 one's　 culture,　 when　 one　 is　presented　 in　 an

international　 context,　 when　 everyone　 else　 is

speaking　 about　 everything,　 but　 you　 need　 to

speak　 about　 your　 culture.

　　 So　what　 I　think　 we　 need　 to　do,　 I　mean　 this　is

agood　 occasion　 where　 people　 are　talking　 about

what　 they　 think　 is　going　 on　 in　their　 works,　 and

where　 they　 find　 similarities　 between　 each　 other,

and　 the　 word　 spirituality　 came　 up.　 But　 Asian

artists　 are　 not　 the　 only　 ones　 who　 are　 working

with　 works　 that　 are　 dealing　 with　 spirituality.

So　 we　 need　 to　 become　 more　 aware　 about　 what

does　 it　mean　 to　reflect　 on　 our　 own　 culture,　 and

how　 others　 are　 also　 in　a　similar　 situation,　 who

has　 to　look　 at　their　 own　 in　order　 to　create　 and

produce.

　　Ithink　 that　 when　 I　first　started　 teaching　 in　an

art　 school,　 most　 of　my　 students　 knew　 Western

artists　 and　 artists　that　 are　 600　 years,1000　 years

behind　 in　 history.　 My　 students　 knew　 them.

13ut　 artists　 who　 were　 like　 just　 a　mile　 away,20

miles　 away　 from　 where　 we　 were　 iiz　Singapore,

artists　 in　Malaysia,　 artists　 in　Indonesia,　 artists

in　Philippines,　 my　 students　 did　 not　 know　 them.

Students　 knew　 about　 important　 theories　 from

the　 West　 like　 Plato,　 Kant　 and　 Hegel,　 but　 they

did　 not　 know　 anything　 about　 Ching　 Hao,　 an

important　 Chinese　 philosopher　 or　Islamic　 texts

that　 were　 dealing　 with　 aesthetics　 and　 motions　 of

the　 decorative.　 So　 I　felt　that　 it　was　 important　 if

Iwas　 going　 to　teach　 my　 students　 to　snake　 them

aware　 of　all　the　 alternatives,　 everything　 that　 was

available,　 and　 then　 they　 decide　 what　 is　relative

to　theirs　 or　not.

　　 Idon't　 think　 that　 this　 is　what　 we　 should　 he

thinking　 about,　 you　 know;worrying　 about

what　 is　Asian　 and　 what　 is　not,　 but　 rather

understanding　 what　 are　 some　 of　the　 elements

that　 we　 have　 available　 to　 us　 as　 cultural

resources.　 Whether　 it　is　written　 down　 as　 a

text,　 or　it　is　an　 artwork,　 or　 it　is　out　 there　 in　the

cultural　 practices　 of　people,　 we　 draw　 from　 them.

But　 we　 need　 to　keep　 our　 eyes　 open,　 and　 we　 need

to　share,　 and　 I　think　 that's　 all　we　 can　 do.
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[ゲストトーク](クロージング・イベント)10月15日(日)武 徳殿

もうひ とつ の、ウ ンの力

藤 田紘 一 郎+吉 岡洋

吉岡　本口は藤田紘一郎先生をお迎えしました。藤
田先生は、ばい菌や寄生山がいなくなって、きれいで

清潔なのが文明化であると言われている現代社会を
検証し、過度の潔癖さがいかに危険かとういうことを

訴えて来られました,,また、狭い意味での衛生Lの
清潔さだけではなく、心の問題や社会のしくみとして
も、同じような傾向が見られる。つまり異物や他者を
一面的に排除したり、徹底的に無駄を省こうとしたり
する傾向についても、批判してこられたのです。
　今回のビエンナーレのテーマは「じゃんけん:運 の

力」ですが、じゃんけんはグー、チョキ、パーという三
つの手があって、勝ち負けがいわばぐるぐるまわると

いう、循環的な仕組みになっている。そこからさらに

話を広げて行くと、生き物としての循環を強く感じさ
せるものでありながら、私たちがふだんはキタナいも
のとして忌避する排泄物、つまり「運(ウン)」というの

は「ウンチ」にも通じるのではないか。こんな結びつき
は突拍fも ないと考えられるかもしれませんが、これ

からのお話しを聞けば、納得していただけるのではな
いかと思います、

　今日はビエンナーレの最終日ですので、テーマをも
う少しメディアや美術以外のところまでひろげて話を
したいと思い、先に ・時間、藤田先生にレクチャーを

していただきました。これから、いろいろとお聞きしな
がら対談してみたいと思います。

循環型社会のいい加減さ

吉岡　レクチャーではインドネシアのカリマンタン島
の話が出てきましたね。写真に写っている風景を見

ると昔のままの生活にみえますが、お話を聞くと家の
中にはテレビもあり、携帯も使っている、,つまり文明

化はここにも侵入してきているのですね。そういうふう
に生活が便利になっていくと、口本と同じように人々

はもっとキレイな環境を求めるようになるのではない
かと思いがちなのですが、そこで生活している人は、

それでも川に用を足すというような自然のトイレは大

事だからと考えて、その部分は変えようとはしないわ

けですか?

藤 田　 そうい うことを意 識 して いるのか どうか わか ら

ないの です が 、考え 方が 非 常 に多様 なんです ね。 こ

うい うことが あ りま した。 あ るとき、孤 島 に 行 くの に

船 を チ ャー ター したん で す,と ころが、私 が チ ャー
ター したの に、既 に私 が 乗 れ ない くらいにい っ ぱ い

人 が乗 っている。 そ こで 船 長 に 言ったんで す。 「俺 が

チャー ター したん だか ら、俺が 乗って 行 くのが 当然 で

あって、他 の 人 たちを乗せ るわけにはいか ない」と。 と

ころが 「藤 田 先 生、あな た はヘ ンな 人で す ね え。 こ

の 人た ちは、あの 島 に行 こうと思 って何 ヶ月 も待 って

いたの に、待 って る人 を乗 せ ない というの はおか しい

じゃないです か?」 と返 され たんで す。 「それ はそうだ

けど、俺 が金 を出 したので あって、俺 が 行 くん だか ら、

この 人 た ちを乗 せ るわ け にはい か ない 」それで も「先

生 はおか しな人 で すね え」と言 われ た。 それで しょう

が ない、いっ ぱいの 人 の なかで、や っとすみ っこで寝

れ るような 具合 でffき ました。 そうした ら、途 中 でみ

んな お金 を船長 に払 ってい るということが わか ったん

です,私 は怒 りました,,「俺 が お金 を出して いるの に、

船 長 はみん なか らお 金 をとって るじゃないの 」「先 生 、
ヘ ンな こと言い ますねえ。 みんな一 人一 人 か らお金 を

とらな い、ただで 乗せ るなんてことが あ りますか?　 そ

の人 にあったお金 をとるのが 当た り前 でしょう」

　 また イン ドネシアの アンボンで は、こん な泥 棒 事件
が ありました,、私 が窓 際で 寝 て いた時 に、窓 の 内 側

に 自転isと 私 の か ば んを置 いてお いた んです が 、そ

れ が盗 まれ たんです。 ドアには鍵 が しまってい ました

が、私 が寝 てい る前 の窓 の鍵 が外 されて いた。 とい う

ことは、私 の寝 てい るところか ら、釣 り針 みた いなもの

で、自転 車 とかば んを盗 んだんです。 私 はパスポー ト

もない し、どうしようか と思 って いたら、「先 生 、そん な

に心 配 しなくて いい。 い ま、ちょっと呼 んで きます」と

いって、まじない 師 が 来 たんです。 磁 石 をこうや って

動 か しなが ら、「おまえの 心 が病 んで い る。 裸 にな っ

て水 浴 び しろ」と、,なんで 私 が 水 浴 び しな くちゃい け

ない のか 。 あ の汚 い河 で で すよ。 で も、「しろ」って

い うか らしたんです,あ る若 い 人 も呼 んで、「おまえも
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根 性 が 山 が って いるか ら水 浴 び しろ」ど、それで 私 、

ひ ょっとした ら、か ばん と自転il〔が 尤 に戻 るん じゃな

いか と思 ったんで す。で すか ら、寝 たふ りして たんで

すが 、いつ の間 にか もほん とに寝 ちゃったんで す,そ

うして 起 きてみ た ら、本 当 にか ば ん と白転isが 元 に

戻 って たんで す。 み んな 犯 人 が 誰 か わか ってい るん

です ね,な の にまじな い師 が私 か らお金 を とって、と

いって もたい した額 じゃないです け ど、それ を皆 で 分

けてい るんで す。 これ はたしか に悪 い ことなんで す け

ど、で もなん だか悪 くない ような気 がす るんです(笑),,

　 難 しいんです けれ ども、あの 世 界 で は賄 賂 が ない

と社 会 が まわ らないんで す。 インドネシアで 「ありが と

う」は「テリマ カシー 」と言 い ます が 、これ は 「もらって

当然 」とい う意 味で す,お 金 持 ちか らもらうの は当 然

とい う意 味 なんで す。 だか ら考 え方 が 非 常 に 違 って

いて、一 人だ けが勝 ち続 けるということはないんですn

お金 で もなんで も、ぐるぐるまわって いるん じゃないか

な、という気 が します。

　 そういう複 雑 な考 え方で すか ら、た とえば 家 の中 に

テレビや ビデ オや 冷 蔵庫 が あって、携帯 電 話 も使 って

いなが ら、やっぱ りウンチが 河 を流 れてい るような こと

も社 会 の 中 に人れ てい こうとい う考え方 が あるんじゃ

ないか なと思 い ました,,

吉 岡 　 こういう話 をす ると、ときどき別 の極 端 の ほ う

にふ れて しまって、凸:のままの生 活 に戻 ったら、人 間

は今 よりももっ と幸 せ に生 きて行 けると考 える人 たち

もい ます。 アメリカで も18世 紀 の 生 活 を守 ってい る

人 々が い ますよね,,で も、そうで は な く、新 しいもの

ものが 入 りつ つ、昔 か らの もの も残 っていて雑 居 して

い るような側 面が ア ジアの社 会 にはあ ります。 もちろ

ん アジアだ けで はないで すが,,キ タナい、とい うか ク

リー ンじゃな い側 面 で すね 、,賄賂 とか 裏 金 とか 今 も

い ろいろ問 題 にな って ます け ど、そうい うもの を全 部
・概 に「悪 い」とす るの は極 端 です ,さ っきお話 にあっ
た 免疫 系 のバ ランスの ような 側面 が あって、あん まり

潔 癖 に考 えす ぎると、lli:の中ガ チガチ になって まわ ら

なくなると思 い ますね()

藤 田 　 「いい加 減 」とい うの は、「い い」加 減 とい うの

が 大 事 だと思 うんで す。 そ うい うことを しない と人 間

の 幅 が狭 くなるし、精 神 的 にもおか しくな る。 免疫 力

というの は「いい加 減 」なんです,ど ろん こ遊 び という

の は、「適 当に」汚 い。 めちゃ くちゃ汚 くす れ ばいい の

か とい えば そうで はな く、「いい 」加 減 で あるとい うの

が 大 事 なんですね 、今の 日本 人 はどっちか しか ない,,

だか ら大 事 なの が、さっきおっ しゃった 「じゃん けんぽ

ん」なんです。3つ あって、ぐるぐるまわるの 。1か2だ っ

た らまわ らない、,循環 社 会 を、本 当にまわる社 会 にす

ることに もつな がって くるんじゃないか と思 うんです。
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ウンチの力

吉岡　さっきのレクチャーのなかで「ウンチは芸術な
んです」という言葉にはじ一んときたんです。ニューギ
ニアの高地に住んでいるダニ族についての話を聞い

たことがあるんですが、ふつうどんな部族でもなんら

かの芸術的・儀礼的な側面を持っているはずなんで
すね、,死者を弔うとか、神様に豊穣を祈るとか、何か

実用的なものではない行為、超自然的な力とコミュニ
ケーションをとるための踊りとか歌とか、そういうもの
を持っていない文化は存在しない。人から聞いた話

なので不正確かもしれませんが、ダニ族というのは調
べてみてもどうもそれに相.rす るようなものがないとい

う。けれどもそれは人類学の常識ではおかしい,,儀
礼 というのは宗教や芸術の起源ですが、それをもた
ない文化なんて想像できない。で、調べてみたら、な

んと彼らにとってそれはウンチだったというんです,そ
の人たちは毎日、自分たちのウンチを見て、それを通

じていわば神様とのつながりを確認している。でも考
えてみるとこれはとても合理的なことで、神様からい
ただいた食べ物が身体の中に入ってきて、それがまた

形を変えて出て行くのですから、排泄物はある種、神
聖なものであるわけです、、これは比喩ではない,,ウン
チが、僕らにとっての芸術作品と同じ役割を果たして
いるわけです。このビエンナーレでは「運の力」という

テーマを掲げましたが、もうひとつの「ウンの力」につ
いても考えなければいけないと思っているんです。

観客　それって2、3歳 の了供のほうがよくわかって
いる気がします、,

吉岡　子供は本来ウンチに非常に興味を持っている
のに、大人から「汚い」「ダメ」といわれて、教育やしつ

けによって汚いものだと刷り込まれちゃんですよね、,
藤 田　われわれはウンチは汚いと言いますが、2、3
歳の了供はウンチが大好きです。本能的にウンチが

大事だと知っているのに、汚いと言って排除する。ば
い菌が増えるようなものを食べるといいウンチが出る
んです。ですから、赤ちゃんはいろんなものをなめて、

ばい菌を増やしていいウンチを作ろうとしているんで
す。コアラは、生まれたらすぐお母さんのウンチを食
べます。コアラはユーカリを無毒化する細菌を持って

いる。だから、コアラはお母さんのウンチを食べない
とコアラにならない。パンダもそうです、パンダも生

まれたら必ずお母さんのウンチを食べて、お母さんの

腸内細菌を人れないとパンダにならない、,なぜかと
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いうと、笹を消化できないのです。うさぎは調了が悪

くなった時、調子のいいときのウンチを食べますよね。
いいときの腸内細菌を食べて体調を戻すんです。だ

から、ウンチは大事なんです。
「ウンの力」というのは本当なんです,ウ ンチは生命
の循環の出発点です。ウンチが土のなかに戻ってそ

れが無機物になって、植物が育って種をつける、そ
れを動物が食べて子供を産んでいるんです,だ から

昔は便所の神様といって、f供 が生まれたら便所に
行ってお願いしたわけです。いま、少し復活して、便
所掃除やってると運がよくなる、商売がうまくいくと
いって、「便所掃除をする会」というのがひろがってい

ます。

役にたたないことが免疫力をあげる

吉岡　ところで、先生は東京医科歯科大学をお辞め
になってから、いま、会社の社長をされているとお聞
きしたんですが、どんなことをされているのかお話い

ただけますか?

藤田　定年で大学を辞めたんですが、研究は続けた
いと思っておりました時に、独立f∫政法人化が始ま

りました。これはお金を持ってきたら大学に残れるん
です。ベンチャーの会社を持って、医科歯科大に認

定されればいられるのです。ただし、お金を稼がなく
ちゃいけない。そこで、私は「海外口本人研究所」と
いうのを作りまして、海外にいる日本人の健康管理と
いうことで、お金を集めて、そういう人たちの感染症

を防ぐことや検査方法などを研究しているのです。で

すが、実はウンチの研究をやろうと思っているわけで
す。ウンチの研究なんかでは、全然研究費が出ませ
ん,,そういうものでお金をとりながら、私の好きな研

究をやっているのです,こ れは人変なことなんです。

電気代、電話代、助手の給料も払わなければいけな
い、,大変なんですが、とっても大事なことだと思って

います,寄 生虫とかウンチの研究では全然お金はもら

えませんが、こういうメッセージを伝えられればいいん
じゃないかと思っているのです、

　芸術とか文化というのは、たしかに今のような日本
の社会ではこれからどんどん生きにくくなっていくと

思います。役に立つか立たないかなんてことをしょっ
ちゅう言われていたんではね,,で も免疫の方から言
いますと、全然役にたたないことが免疫力をあげてい

るんです。絵を見てきれいだな一と思うことが、免疫



力をあげるんです。笑うこともそれ自体は役に立たな
いかもしれないけど、免疫力をあげます,逆 に免疫力

をなくす方向にすすんでしまうと、精神的にヘンな人
がいっぱいでてくるわけです。

キレイなところで芸術は可能か?

藤田　芸術の分野にも私は文句を言いたいんです。
このあいだ、塵ひとつ落ちてない美術大学で講演を

したのですが、私はそこで「君たちはこんなキレイなと
ころで芸術などできるのか」と言いました,,す ると学
生たちは「藤田先生、いいこと言ってくれました。講義

が終わったら僕たちはすぐ統宮に行きます。統宮に

行くと気持ちが落ち着くんです」と言うんですね,、私
たちは雑多なものを見ながら生活しないと心が安定
しないんです。町並みもきれい、住んでいる人もきれ
いというところでヘンな事件が起きるんです。神戸の

事件、筑波の事件、秋田の事件もみんなキレイなと
ころで起きたでしょう。東京の歌舞伎町ではヘンな

事件は起きません,,ど こかの親分が、こいつこんちき
しょうと言って殺すかもしれませんが、それは理由が

わかっています。自分たちにとって不都合なことが起
きたからでしょう,,でも、わけがわからない事件とい

うのは、ぜんぶキレイなところで起きているでしょう?
キレイにすることがいいのではなく、私たちはいろんな
人たちと ・緒に過ごすことがいいのです。　 ・見、無駄
に見えることが非常にいいことなんですね。会社でも

優等生ばかり雇っているところはダメなんです。ヘン
な人もいる会社のほうが伸びて行くと思うんですね,

吉岡　それは、こういうビエンナーレもそうですね。

街のなかで展覧会をやったりイベントやったりという

の は、雑 多 な情 報 が 周 りにいっぱ いあるんです。 い ま

僕 た ちがや って いるような対 談 で も、この武 徳 殿 の床

に座 布 団 をしいてみ んな 聞いてい ます が、これが もし

講 演 会 向 きに設 計 され たきれい なホ ール の ピカ ピカ
の 壇Lだ った ら、こん なに「ウンチ、ウンチ」なんて言

い に くいで すよね(笑)。 展 覧 会 に して も、美 術 館 の

展 示 室 で はなく、街 なか のいろんな ものの ある中でや

るというの は、実際 の ところ、運 営 ヒも手が か かるし、

い ろん なことが起 きるし大 変 な んで す けどもね。 たし

か に関 わってくれ るスタッフの立 場 か らみて もしん どい

ん だ けど、こっちの ほうが や りが いが ある、元 気 が 出

て来 るとい うこともあると思 い ます。

　 さきほど、よく管 理 され た大 学 構 内 とか 、郊 外 の住

宅 地 のような例 を出 され ましたが、それ らはみん な「こ
こはこれ をや る場所 」とい う、特 定 の 機 能 のた めに最

適 化 され た空 間、必 要 なものだ けで構 成 されてい る

空 間で すよね 、,それ が 「キレイ」とい うことの 意 味 だ と

思 います。 昔 の社 会 とい うのはそ うで は なく、役 に立

つ のか どうか わ か らない もの もい っぱ いあっ たし、キ

レイなもの と汚 い もの との境 界 もあい まいだったJ前

にぼ くの編 集 していた『Diatxt.』とい う雑 誌 で はじめて

藤 田 先 生 とお話 させ ていただい たとき、:人 とも了供

の 頃 肥 だ めに 落 ちた経 験 が あ るということで 意 気 投

合 しました。 肥 だめなんてまさに、境 界 の曖 味 さその

ものだ と思 う。 で も今 は落 ちようにもないんです よね。

子 供 が 、自分 たち と世 界 とのつ なが りを確 認 で きる手

が か りが 、身 の 回 りか らな くなって いって いるんで す。

そ うい うもの を全 部排 除 して、ピカピカの機 能 的 な生

活 空 間 を拡 大 してい くことが、本 当はどん なに怖 い こ

となの か とい うことを、今 こそ真 剣 に考 え始 め るべ きだ

と思 い ます。

藤田紘一郎(ふじた・こういちろう)
人間科学総合大学 ・人間科学科教授。東京医科歯科大学名誉
教授。専門は寄生虫学、熱帯医学、感染免疫学,r笑 うカイ
チュウ』(講談社)、『恋する寄生虫』(講談社)、P清潔はビョー
キだ』(朝日新聞社)な ど著書多数。日本寄生虫学会賞、講談
社出版文化賞、日本文化振興会社会文化功労賞および国際文
化栄誉賞受賞。
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[Guest　 Talk](Closing　 Event)October　 15(Sun1,　 Butokuden

The　 Power　 of　 Chance:'Shit　 Happens'

Koichiro　 Fujita　 and　 Hiroshi　 Yoshioka

Hiroshi　 Yoshioka(hereafter　 HYJ:On　 this　 the

Dist　 day　 of　 the　 Biennale,　 I　wanted　 to　 expand

the　 discussion　 to　 themes　 beyond`the　 arts,'

and　 so　 invited　 Prof.　 Koichiro　 Fujita　 to　 present

the　 lecture　 we　 just　 heard.　 Prof.　 Fujita　 invoked

the　 dangers　 in　identifying　 civilisation　 with　 the

clean　 and　 immaculate;that　 devoid　 of　parasites.

This　 isn't　 simply　 a　question　 of　 people　 having

body　 issues　 within　 an　 obsessive　 society,　 but　 of

the　 very　 organization　 of　 our　 society　 gaining

i7eurotic　 tendencies.　 He　 criticized　 how　 this　leads

to　exclusionism　 towards　 the　 different　 among　 us,

and　 unquestioning　 elimination　 of　the　 untidy.

　 The　 theme　 of　 this　 year's　 Biennale"Janken:

The　 Power　 of　 Chance"deals　 with　 the　 hand

game　 Paper,　 Scissors,　 Stone(Janhen)and　 how

the　 cycles　 of　 chance　 revolve　 among　 these　 three

possible`hands',　 and　 expand　 the　 discussion,

in　an　 admittedly　 may　 seem　 a　bizarre　 direction,

but　 to　move　 the　 conversation　 to　 fortune,　 and

defecation.　 From　 this　 point,　 the　 two　 of　 us　will

attempt　 to　weave　 any　 number　 of　topics　 into　 our

discourse.

　　Afew　 moments　 ago,　 within　 your　 lecture,

when　 you　 spoke　 of　 the　 people　 of　 Kalimantan

Indonesia(southern　 Borneo),　 and　 how　 ii7　their

modernization,　 as　 things　 become　 convenient,

where　 one　 might　 assume　 that　 they　 would

increasingly　 desire　 orderliness,　 were　 you　 saying

that　 they　 rather　 value　 taking　 their　 bowel

movements　 in　nature,(relieving　 themselves　 in

the　 waterways)and　 therefore　 do　 not　 attempt　 to

adopt　 new　 ways?

Koichiro　 Fujita(Hereafter　 KFJ:Their　 way　 of

thinking　 is　diversely　 oriented　 and　 cannot　 be

understood　 in　 a　simple　 way.　 At　 home　 they

understand　 the　 value　 of　 videos　 and　 TV　 and

refrigerators　 and　 cell　phones,　 but　 when　 it　comes

to　 relieving　 ones　 self,　they　 still　choose　 to　 be　 a

society　 that　 also　 understands　 the　value　 of　letting

the　rivers　 wash　 the　excrement　 away?

HY:Some　 people　 often　 say　 that　 were　 humanity

to　 return　 to　 traditional　 lifestyles　 we'd　 all　be

happier　 for　 it.　But　 that　 aside,　 a　society　 which

mixes　 tradition　 and　 innovation,　 that's　 the　 life

for　me.

KF:Well　 it's　really　 a　question　 of　 indeterminate

balance,　 isn't　it%If　 everything　 were　 determined　 in

}'our　 life,　you'd　 become　 a　narrow　 human　 being,

you'd　 probably　 go　 nuts.　 Look　 at　immunology,

for　 example,　 indeterminacy　 is　crucial.　 Kids

playing　 in　the　 mud　 is　actually　 the　 art　of　 their

getting　 filthy`enough.'It's　 not　 as　though　 simply

being　 filthier　 is　better,　 it's　a　platter　 of　how　 you

manage　 to　keep　 an　 111-deteri71inate　 1)fllil110E'.

HY:Ithink　 you　 really　 nailed　 it　a　few　 moments

ago,　 in　 your　 lecture,　 when　 you　 said"shit　 is

actually　 art."The　 Dani　 people　 of　Papua,　 western

New　 Guinea,　 lack　 any　 form　 of　 obvious　 artistic

practice,　 fertility　 prayers,　 or　 funerary　 songs

or　 dances.　 Anthropologically　 speaking,　 since

rituals　 arc　 the　 origins　 of　religion　 and　 art,　to　 not

posses　 such　 cultural　 foundations　 and　 yet　posses

language　 made　 them　 highly　 enigmatic.　 The

solution　 to　this　mystery　 was　 eventually　 solved　 as

defecation.　 Each　 morning,　 the　 llani　 apparently

observed　 the　 form　 of　 their　 feces　 as　 a　thing　 of

beauty.　 Gifts　 from　 the　 gods　 would　 enter　 their

bodies,　 be　transformed　 and　 pass　 out　 of　them,　 and

this　was　 considered　 something　 profound.　 Now,

in　the　 context　 of　 and　 arts　 exhibition,　 we　 speak

of"The　 Power　 of　Chance",　 where　 we　 could　 say,

without　 metaphor,　 that"shit　 actually　 is　art."

KF:Two,　 and　 three　 year　 old　 children　 love　 their

feces.　 Even　 though　 adults　 instinctually　 know

that　 shit　 is　important,　 in　maturity　 they　 shLUi
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it　as　 impure.　 Ingesting　 things　 which　 promote

micro-organic　 growth　 helps　 you　 have　 good

bowel　 movements.　 That's　 why　 children　 are

always　 licking　 everything,　 and　 increasing　 their

micro　 flora　 and　 fauna;to　 have　 quality　 feces.

As　 you　 know,　 when　 rabbits　 aren't　 feeling　 well

they　 consume　 their　 feces　 from　 healthier　 tunes,

because　 it　has　 the　 intestinal　 bacteria　 which

will　 bring　 them　 back　 to　 health.　 Good　 shit　 is

important.

　 That's　 why"The　 Power　 of　 Chance"means

precisely　 that`shit　 happens'.`Shit　 Happens,'

alld　the　cycle　 of　life　begins.　 Shit　 goes　 back　 to　the

earth　 and　 returns　 to　inorganic　 matter,　 plants　 are

raised　 in　it,　seeds　 are　 planted,　 animals　 consume

it　alld　bear　 their　 young.

HY:In　 art　 and　 in　1皿y　research　 in　 aesthetics,

when　 asked　 how　 much　 commercial　 profit　 can

be　 generated,　 or　 to　 what　 extent　 society　 benefits

from　 any　 of　what　 we're　 doing...　 these　 are　things,

the　 results　 of　 which　 are　 not　 immediate,　 but　 i

really　 wish　 that　 society　 could　 have　 a　little　more

patience　 with　 the　inobvious.

KF:Art　 and　 culture,　 these　 kind　 of　 things　 will

find　 it　harder　 and　 harder　 to　 survive　 in　Japanese

society.　 It's　not　 a　question　 of　 functional　 or　 non-

functional,　 a　lot　of　seemingly　 useless　 things　 help

しls　build　 our　 immune　 systems.　 Looking　 at　 a

picture,　 reflecting　 on　 its　beauty,　 this　is　something

which　 develops　 immunology.

　　The　 other　 day,　 lecturing　 at　an　 arts　 university

that　 was　 positively　 spotless,　 I　said"Can　 you

9しlys　 actually　 create　 art　 111　sしlch　 dll　orderly

place?"The　 students　 replied"Prof.　 Fujita,

after　 lectures　 we're　 always　 headed　 down　 to

Sannomiya.(downtown　 Kobe)In　 Sannomiya

we　 can　 relax."They　 were　 saying　 that　 they　 need

the　 mess　 of　 life　around　 them　 or　 they　 can't　 be

themselves.　 Beautiful　 towns　 filled　 with　 beautiful

people　 are　where　 the　really　 weird　 things　 happen.

It's　not　 enough　 to　put　 things　 in　order,　 the　 point

is　that　 we　 are　able　 to　 live　our　 lives　with　 a　lot　of

different　 kinds　 of　people.

HY:It's　 the　 same　 thing　 with　 the　 liiennale.

The　 exhibition　 wasn't　 about　 the　 museum

galleries,　 but　 rather　 about　 exhibiting　 among

an　 indeterminate　 complexity,　 filled　 with

information,　 which　 is　to　 say　 that　 administering

the　 show　 was　 a　real　 chore,　 and　 required　 more

work.　 On　 the　 other　 hand,　 for　the　 staff,　 as　 hard

as　it　might　 have　 been,　 this　was　 more　 stimulating,

the}say　 it　was　 more　 of　a　challenge.

　　Of　 course,　 the　 arts　 can't　 exist　 withoLit　 some

level　 of　filth.　University　 campuses　 these　 days　 are

overly-ordered,　 they're　 stifling.

　　Prof.　 Fujita,　 thank　 you　 for　taking　 the　 time　 to

speak　 with　 us　today.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(abridged)

Koichiro　 Fujita

Professor　 of　 Human　 Sciences,　 University　 of

Human　 Arts　 and　 Sciences.　 Honorary　 professor

at　 Tokyo　 Medical　 and　 Dental　 University.　 Fields　 of

specialization　 include　 parasitology,　 tropical　 medicine

and　 infection　 immunity.
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三 人 三 脚

鈴 木 宣 也

日本 、岐阜

メデ ィア ・イ ンスタ レーシ ョン

制作 年:1996、2006年

Three　 men　 three　 legs

Nobuya　 Suzuki

Gifu,Japan

Media　 Installation

1996,2006

『三人三脚』は、ヴァーチャルなCG空 間上に三本

足のアバター(仮想身体)を 配置し、三人の体験者
がそのアバターを操作 し動かすメディア・インス

タレーションである。体験者は個別のモニタの前

に座 り、ペン型のハプティック(触 覚を提示する)
インターフェイスを操作すると、その操作に対応

し、アバターの足を動かすことができる。しかし、
一人の体験者は一つの足しか動かすことしかでき

ず、三人の操作が集約されてアバターは動いてい
くため、三人が協力し合わなければ思う方向へ歩

くことができないようになっている。展示会場で

は偶然に居合わせた体験者がお互いの操作を予測
し、連携するうちに奇妙な連帯感が生まれていた。

会場:武 徳殿
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物 乞 い ロ ボ ッ ト2号

サ シ ョ ・セ ー ドラ チ ェ ッ ク
スロベニア、リュブリャナ
インタラクティブ・パブリック・インスタレーション
制作年:2006年

BeggarRobot　 2.O

Saso　 Sedlacek

Ljubljana,Slovenia

Interactive　 Public　 Installation

2006

P物乞いロボット2号』は、廃棄されたコンピュータ

や傘などの日用品、また無料で配布されているコ

ンピュータプログラムなどにより構築された制作

費ゼロのロボット作品である。このロボットは人が

近づくとモニターに顔が表示され、笑顔と愛嬌のあ
る言葉をふりまきながらコンピュータのCD-ROM

ドライブから手を差し延べお金を物乞いしはじめ

る。鑑賞者はその愛嬌のあるふるまいに、ついつ
い手のひらにコインを乗せてしまうことだろう。こ

のロボットは世界の多くの人々が、より豊かにでは

なく、より貧しくなりつつあるということを示唆し、

無料で手に入るハードウェアとソフトウェアによっ
て作られている。

協力:今 村公美、遠藤孝則、福井 悠、村上寛光
会場:新 大橋インフォメーション
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宇 宙 の ゴ ミ観 察

サ シ ョ ・セ ー ドラ チ ェ ッ ク
スロベニア、リュブリャナ
メディア・インスタレーション
制作年:2006年

Space　 JunkSpotting

Saso　 Sedlacek

Ljubljana,Slovenia

Media　 Installation

2006

『宇 宙のゴミ観察』は、ビデオカメラをデバイスと

し、ファインダーを覗き込むことで頭上に浮遊する

スペースデブリ(宇宙のゴミ)を観測する作品であ

る。スペースデブリは人工衛星の残骸などで、ファ

インダーには各国の国旗がデータとして表示され
ている。三脚に設置されたビデオカメラには3軸

センサーが組み込まれ、カメラの方向・角度を変え

ることで表示される宇宙ゴミの情報を天体望遠鏡
のように観測することができる。この作品は、宇宙

のゴミ捨て場の状況を多くの人に知ってもらおう

と意図するものである。

協力:林 洋介、福井 悠
会場:武 徳殿
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羊 飼 い プ ロ ジ ェ ク トin大 垣

井 上 信 太+H.584
日本、京都
インスタレーション、ビデオ
制作年:2006年

Project　 of　 Shepherd　 in　Ogaki

Shinta　 Inoue+H.584

Kyoto,　 Japan

Installation,　 Video

2006

r羊飼 いプロジェクト』は、顔のない様々な形をした

羊型のパネルを街中などのパブリックな空間に「放

牧」するゲリラ的プロジェクトである。街中に置か
れたパネルを見た人々は一様に羊の群れを連想す

るが、実際に近づくとそこには顔の無い4本 足の生
き物が描かれている。今回記録班としてIAMASの
ハイビジョンプロジェクトrH.584」が撮影を担当し、

ビエンナーレ終盤にはその記録上映が行われた。
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放牧 日:10月9日(月 ・祝)、10日(火)

放牧場 所:大 垣 市内 各所
ビデオ上映 日:10月14日(土)、15日(日)

上映会 場:武 徳 殿



じゃん けん:勝 者 なきゲーム

マルシア・ヴァイツマ ン
ドイツ、ケルン
ビデオ
制作年:2006年

Janken:NoWinning　 Game

Marcia　 Vaitsman

Cologne,　 Germany

Video
2006

rじゃんけん:勝 者なきゲーム』はじゃんけんをして

いる三人の人々が、全員が同じ手の型、もしくは

全員が異なる型の組み合わせを示すことで誰も勝
つことのない映像が延々と続 く映像作品である。

じゃんけんは、手だけを使い三種類の指の出し方

(グー、チョキ、パー)で 互いに牽制 しあう三すく
みを用いた拳遊びの一種であるが、こうした完全

に均衡 した状況を提示することで、相手の次の手

を予測しながら勝負を続ける三人の緊張感漂う心

理戦を想起させるとともに、勝者・敗者のいない均

衡世界を連想させる。

音 楽:エ ンリケ ・ベ ルナ ッキー二

会 場:武 徳殿
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CCCity

平 林 真 実
日本、岐阜
Web
制作年:2006年

CCCity

Masami　 Hirabayashi

Gifu,　Japan

Web
2006

rCCCity』は携帯のカメラを使用して撮影された写

真を、著作権にとらわれず写真を加工し共有する
ことができるウェブコンテンツである。この作品は

クリエイティブ・コモンズ(他者の作品を共有する

ためのライセンス定義)に もとついて展開されてお
り、既存の著作権にとらわれずコンテンツを再利用

することの可能性を感じてもらうことを目的として

いる。撮影された写真はCCCityウ ェブサイトの地

図にアップロードされることで誰にでも共有できる
「権利」が発生する。その写真は第三者が加工する

ことができ共有の作品として楽しむことができる。

協 力:林 洋介 、柴田悠 基

会場:新 大橋 インフ ォメー ション

http://cccity.org

woRKS　 2　 105



"KODAMA"

山 川K.尚 子
日本、岐阜
メディア・インスタレーション
制作年:2005年 　2007年

"KODAMA"
-mischievous　 echoes-

Hisako　 K.　 Yamakawa

Gifu,Japan

Media　 Installation

2005-2007

稲荷神社で展示されたアKODAMA』 は鎮守の森を社
の中に内包 しているかのような幽玄な空間をつく

り出していた。

この作品はマイクで取り込まれた声がプログラム

上で映像に置き換えられ、森の中の映像に木霊と
して言霊が浮遊するメディア・インスタレ　ション

である。鑑賞者がスクリーンに映し出された森の

映像に語 りかけることで言葉のイメージが現れ、

浮遊する様子はあたかも森の中に住んでいる木霊

(KODAMA)を 彷彿とさせる。

会場:稲 荷神社
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molds

斉 田 一 樹+三 原 聡 一 郎+む ぎ ば や しひ ろ こ
日本、東京/山 ロ
サウンド・インスタレーション
制作年:2005年

molds

Kazuki　 Saita+Soichiro　 Mihara+

Hiroko　 Mugibayashi

丁okyo/Yamaguchi,Japan

Sound　 Installation

2005

tmoids=は それぞれ独立した48個 のユニットの集

合体で、ひとつひとつが環境音を取り込み音響を
生成していくサウンド・インスタレーションである。
ユニット単体にはマイクとスピーカー、回路が内蔵

されており、ユニットの組み合わせによりひとつの

作品を形成している。鑑賞者が声などの物音をた
てることでユニットに取り込まれた音声は信号音

に変換され、さらに連結されたユニットがその音声

を感知し信号音に変換していく。この連鎖反応に
より調和的かつダイナミックなサウンド・パターン

が生成され、それは設置された環境により常に変

化していく。

会場:全 昌寺 無何有荘大醒樹

全昌寺 無何有荘大醒樹
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elephant　 ant　 man

HANA☆JO55+早 川 貴 泰
インドネシア+日 本
映像パフォーマンス
制作年:2006年

elephant　 ant　 man

HANA☆JOSS+Takahiro　 Hayakawa

Indonesia+Japan

Video　Performance
2006

Pelephant　 ant　man』 は、イン ドネ シア の伝 統 的 な

影 絵(ワ ヤ ン ク リ)と ジ ャワガ ム ラン、アニ メーシ ョ

ンによる コラボ レー シ ョン であ る。 この作 品 はイ ン

ドネ シアの じゃん けん(象 と蟻 と人 の三 す くみ)を モ

チ ーフに作 られ た、永 遠 に続 く殺 し合 い の物語 であ

る。 しか し、この 物語 は単 に繰 り返 され る もの では

な い。 それ は、反 復 は され るが 必 ず 異 な る細 部 を

持 つ差 異 の物 語 なの で ある。
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[ス トーリー]

蟻は象の中にある象玉が大好物で、それを食べよ
うとする。しかし、象は象玉を食べられると死んで

しまうので、人に頼んで蟻を退治してもらう。けれ

ども、別の蟻に象玉を食べられてしまって、結局は
死んでしまう。それを知った仲間たちは怒りのあま

りに人を殺 してしまう。そしてまた象は蟻を退治し

てくれる別の人を探し旅に立っ。
この一連の物語を4回 繰り返し、この作品は構成さ

れる。

ワヤ ンクリ&ガ ムラン:

HANA☆IOSS(ロ ー ノィットイブ ラヒム、佐 々木宏 実)

アニ メーシ ョン:早 川貴 泰

企 画 ・構 成 ・ノロデ ュース:松 本祐 一

公 演 日:10月6日(金)

会 場:武 徳殿
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世 界 の バ イ パ ス

dracom
ミュージカル・パフォーマンス
制作年:2006年

World　 Bypass

dracom

Musical　 Performance

2006

P世界のバイパス』は、不思議な歌と演奏と踊 りの

アヴァン・ポップ・ミュージカルである。大垣市内

のさまざまな場所を舞台に、移動 しながら上演さ

れた。物語はある男が小学生だったころの下校時

におけるエピソードで、じゃんけんの勝敗をきっか
けに展開される。初 日は、大垣市の地元の祭 りの

真っただ中で行われたこともあり、路上ならではの
ハプニングに遭遇しながら、観客、俳優ともども2

時間に渡って移動しながら上演/観 劇することに
なった。

公演日:2006年10月8日(日)9日(月 ・祝)
会場:大 垣駅前広場 一 地下道 一 栗屋公園一 清水緑地 →
貴船広場 → 大垣城 一 武徳殿 一 四季の広場

地下道

栗屋公園 清水緑地
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[ス トーリー]

ある一人の男の小学生のときのお話。

友人とじゃんけんをして、負けたときには普段学校
で指定されている通学路を通るのだが、そこには

変な男が学習教材をセールスしていたり、池に河

童が現れたり、好きな女の子とのほのかな恋物語
や、口裂け女など、さまざまな出来事が起きる。
一方、じゃんけんに勝った場合は、そういった込み

入った場所を避けて、雑木林の中の獣道をバイパ
スとして利用できるのだが、そこで知らない男に襲

われて殺される。

その男に起きるこれらのエピソード群は、じゃんけ
んの勝敗も含めて、どれが本当でどれがウソなの

かわからない。さらには、それを大人になった男が

語るわけだが、その男が生きているのか、殺されて
しまって死後の世界にいるのかも定かではないま

ま、舞台は進行していく。

作・構成・演出:筒 井潤
出演:穴 見圭司、筒井潤、村山裕希、大森都、
河合良平(インテレーP)、松岡里花、岬千鶴(インテレーP)
演奏 ・楽器製作:小 林桂子、ウエヤマ トモコ
照明:池 辺茜
音響:上 山朋子
宣伝美術:三 澤敏博(絡繰堂)
制作:仁 木美智子、金谷郁
協力:西 濃水産漁業協同組合

大垣城

武徳殿

四季の広場
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大垣 じゃんけん合奏団
　　じゃんけんで創る音楽ワークショップ
鈴木悦久+松 本律子
ワー クシ ョッブ

Ogaki　 Janken　 Ensemble
‐Creating　 Music　 byJanken　 Workshop

Yoshihisa　 Suzuki+Ritsuko　 Matsumoto

workshop

音楽家の鈴木悦久とマリンバ奏者の松本律子によ
る音楽ワークショップには、5歳 から50代 まで多

様な世代が参加した。楽器をつ くること、参加者
同士が音楽でコミュニケーションすること、そし

てそれらをふりかえり、合奏の発表会を行う。竹
のスリットドラムとマレット(叩く棒)を 作ることに

子供たちは興奮し、大人は童心に返って熱中する。
「じゃんけん」のルールを使った曲の合奏練習で

は、参加者は熱心な指導に食らいつき曲を仕上げ
ていく。ワークショップの報告と講師による模範

演奏の後、全員で行った合奏では世代を超えた演

奏者の真摯な姿を見ることができた。

楽器製作

合奏練習
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スケジ ュール:

9月30日(土)

楽 器製作

会 場:武 徳殿

10月]日(日)

合 奏練習

スペ シャルライブ1マ リンバ&パ ーカ ッション デュオ」

会 場:武 徳殿

10月9日(月 ・祝 日)

発 表会
会 場:ソ フ トピアジャパンセンター1Fセ ミナーホール

発表会

EVENTSANDPROJECTS　 117



大 垣 サ ウ ン ドツ ア ー

MOBIUM
サウンドバフォーマンス
制作年:2006年

Ogaki　 Sound　 Tour

MOBIUM

Sound　 Performance

2006

PMOBIUM』 は大 型 バ ス を改 造 した移 動 型 ス ペ ース

で あ る。2005年 より 日本 中 を移 動 し作 品 展 示 、サ

ウ ン ドイ ベ ン ト、ワ ー クシ ョップな どを開 催 してい

る。 今 回 は イ ン フ ォメー シ ョン ビー クル を 目的 に

外 装 を黒 板 仕 様 に 改 装。 期 間 中開 催 され るイベ ン

ト情 報 を 日 々更 新 し、大 垣 市 内 を巡 回 する こ とで

広 告塔 と しての 機能 を持 た せた 。r大 垣 サ ウ ン ドツ

アー 」で は川 瀬 哲 也 氏 による サ ーキ ッ トベ ンデ ィン

グ・ワー ク シ ョップ とパ フ ォー マ ンス、「拡 大 鏡 」に

よる映 像 ・サ ウン ドパ フ ォー マ ンスを開 催 した。

日時:2006年10月14日(土)

会場:大 垣公 園城西広 場
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Magnifying　 glass　 OGAKI　 session

拡 大 鏡

『拡大鏡』は「拡大」をテーマとした相互ネットワー

ク・映像・サウンド・パフォーマンスである。
3人 の演奏者のコンピュ　タではそれぞれ同じプロ

グラムが動作し、一人がプログラムに変化を与える

と他者のプログラムに相互作用が働き、映像と音

声に反映される。映像と音声は大垣市内で撮影さ
れたものを使用している。
バスの側面に特大スクリーンを設置し、映像の3面

投影を行った。

拡大鏡 メンバー:
YUKO　 NE×US　 6、小 島剛、河村 陽介

サーキットベンディング
ワークショップ+パ フォーマンス

川瀬哲也(Kaseo)
「サーキットベンディング」とは主に電子玩具に組

み込まれている既存の電子回路を改造して、新 し
い音や独自の楽器を創り出す手法である。
ベンディングアーティスト川瀬哲也氏を講師に迎

え開催 したワークショップでは、自身の作品のデモ
ンストレーションをまじえて、参加者持参の電子楽

器を各々改造する制作を行った。

夜の部のパフォーマンスではキャラクター玩具に
改造を施したベンディング楽器による音と光のパ
フォーマンスを上演した。

Magnifying　 glass　 OGAKI　 session

サー キッ トベ ンデ ィング ワークシ ョップ サ ーキッ トベ ンデ ィング パフ ォーマンス
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スタンプラ リーアー ト

StampCollection　 Activity　 Art

前回のビエンナーレにひきつづき、各会場、大垣の

名所12カ 所 をつなぐスタンプラリーを行った。か
わいいスタンプの図案が好評で、およそ1.000人 の

参力口があった。

新しい試みとして、スタンプカー ドにバーコー ドを
つけ、どのような順番で会場を回ったか、どこの会

場にたくさん人が入ったかなどのデータを取るシ

ステムを構築し、実施した。このデータは参加者

の動向を知るためだけでなく、このデータからリア
ルタイムに生成される作品をIAMASの 教 員、学生

が制作し展示した。

会場:新 大橋 インフ ォメーシ ョン

ス タンプ デザイン:井 出絢 子(岐 阜県立 国際 情報科 学芸 術アカデ ミーDITコ ース)、 関西恭 子

ス タンプ シー トデ ザイン:佐 藤 ちひ ろ、瀬 川晃(ワ ン・ツー ・ワン・プラス)

ス タンプ台 デザイ ン:小 野 田裕 士(動 画 まわ り)

Webカ メラスタンプラ リーシステム:井 口誠 、佐 藤忠 彦(ト リガーデバ イス)
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OCt

imo

インタラクテ ィブ ・インスタレーシ ョン
制作年:2006年

live

高 木 寛 貴

インタラクテ ィブ ・イ ンスタ レーシ ョン
制 作年:2006年

M-emu一

古 堅 真 彦

インタラクテ ィブ・インスタレーション
制作 年:2006年

oct

imo

Interactive　 Installation

2006

訪問者 の動 きとモニタ上の動 きを
シンクロさせた作 品。12個 のクロー
バー は、スタ ンプ 台の設 置場 所 を

表す。Webカ メラのあるス タンプ
台でスタンプが押 されたとき、その
カー ドを押 した 人の回 った川頁路 に

クローバ ーからク ローバ ーへ 白い
玉が移動する,、

live

Hirotaka　 Takagi

Interactive　 Installation

2006

毎 朝 中 央 に12羽 の蝶 が 回 って い
る」Webカ メラのあ るスタンプ台
でスタンプが押 されたとき、蝶が生

まれ る。蝶 の色 は場所 を表 し、た
くさん の人 がスタ ンプ を押 すこと
で、絵 が浮 かび あが る、

M-ernu-

Masahiko　 Furukala

Interactive　 Installation

2006

白い枠線 はス タンプ カー ドと同 じ
デ ザイ ンで、スタ ンプ 台の設 置 場

所 と対 応 してい る,枠 の中 に書 か
れているものは、その会場 を訪れス
タンプ を押 した人 の数 である。 赤
い玉 が ランダム に動 き、数 字 の上

を通 る ときだけ、ぼ やけ た数字 が
はっきり見 える、,

oct live M-emu一
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イベント会場を中心にスタンプを用意してます。全部まわってスタン
プを集めましょう。スタンプを5個 、10個、全部集めるごとに、・響!ビ
エンナーレグッズを先着200名 様に差し上げます。
また、会場をまわった順番やスタンプを押した時間から生まれる作品
を(汐 新大橋インフォメーションに展示しています。

スタンプシ ー トと図案

スタンプラリー設L場 所:
駅前インフォメーション
稲荷神社
新大橋インフォメーション
武徳殿(旧大垣公園体育館)
大垣城
郷土館
十六銀行大垣支店旧店舗
大垣市守屋多々志美術館
竹島会館(大垣宿本陣跡)
奥の細道むすびの地記念館
全昌寺無何有荘大醒樹
lAMASメ ディアラボ(ソフトピアジャバンセンター) スタンプ台

122　 EVENTSANDPROJECTS



理 性

磯 垣 広 野
日本、岐阜
メディア・インスタレーション
制作年:2006年

reason

Koya　 Isogaki

Gifu,　 Japan

Media　 Installation

2006

会場:新 大橋 インフ ォメーシ ョン

r理性』は、手の形をしたロボットと人間がじゃん

けん勝負をする作品である。鑑賞者は赤外線に反

応する指輪と腕輪をつけて、ロボットの前にある

箱に手を入れる。音声の合図に従って、ロボット
はグー、チョキ、パーの形をつくり、鑑賞者の手は

箱の中で画像解析によって判定され、勝敗が音声
で告げられる。今回のビエンナーレのテーマである
「じゃんけん:運 の力」に触発されたIAMASの 大学

院生が制作した作品である。

DIDプ ロジ ェク トの発表

DIDプ ロジ ェク ト
プロジェクト

Presentation　 of　DIDproject

DIDproject

Project

DIDプ ロジェクトとは、大垣商業高校ITリ サーチ部

とIAMAS、　NPO法 人デジタル・アーカイブ・アライ

アンス(DAJA)の 共同プロジェクトである。高校生
の考えたアイディアを実現するためにIAMASが 技

術サポー トし、交流のなかった高校、大学院、ブラ
ジル人学校などを地元のNPOが 繋いだ。大垣に住

むブラジル人との交流をテーマにしたリサーチ活

動の紹介、ポル トガル語を母語とする人のための
日本語学習ソフト、芭蕉の句を日本語、ポルトガル

語、英語で詠む芭蕉人形などを制作した。

作 品名:日 本 語学 習ソフ トrNlhon-Go　 Gol　Gol-1/
お しゃべ り人形IBASHOkun」/DlD資 料 映像

会場:新 大橋 インフ ォメーシ ョン

EVENTS　 AND　 PROJECTS　 123



地域映像まちなか上映会
野外上映会

RegionalVideo　 Downtown　 Screening

Outdoor　 Screening

NPO法 人 デジタル・アーカイブ・アライアンス

(DAJA)とIAMASと の共同プロジェクトで、駅前

通り水門川の流れる新大橋三角広場で野外上映会
を行った。大垣の街や人を主題にしたテレビ番組

(大垣ケーブルTVで 放送中のriamasTV」)や 市民
による古今の映像作品を上映し、散歩中の市民は

大垣の懐かしい映像に足を止めていた。

「プ ログラムA]
10月7日(土)、14日(土)
・lamasTV　 2006年9月 号「おおが きビエ ンナー レに行 こう1」15分

・昭和9年 か ら平成 までの「西美 濃今昔 ～時代(と き)の 流 れに 」55分

iamasTV大 垣Remlx　 2〔〕分

[プ ログラムB]
10月8日(日)、13日(金)
・大垣発 のスーパー☆ アイ ドル 大垣 ッズ1生 ライブ15分
・映 像 トリック?「 舞 台は どこにある!?J公 演 より5分

・今 回発 掘された 必見映 像!昭 和43年 の 「伸 び ゆく大垣 市130分

・昭和31年 の`'ほのぼの映 像 ¶「松 茸狩 」6分

iarnasTV　 2006年6月 号「シニア・テ レビ115分

iamasTV大 垣Reml×20分

NPO法 人デ ジタル ・ア　カイブ ・ア ライアンス(DA」A):

1999年 に設 立 され2002年 にNPO法 人化 、、映 像文 化 によるま

ちづ くりとミュージアム振興 を柱 にして、事業 をおこな っている.

上映 日:10月7日(土)、8日(日)、13日(金)、14日(土)

場所:新 大橋
企画:1AMAS

NPO法 人デ ジタル ・アーカイブ ・ア ライアンス(DAJA)
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縁台設置プロジェクト

Endai　 Setchi　 Project(Bench　 Installation　 Project)

岐阜県立森林文化アカデミーものづくり研究会と

の共同で、オリジナルデザインの連結可能な縁台

を制作 した。都市空間において「座る」という行為
に注 目しつつ、昔ながらの「縁台」を人が集まるコ

ミュニケーション・ツールとして捉えなおした。縁

台に使用した木材は、岐阜県郡上市白鳥町の間伐

材を使っており、その土地、地士或の森林の文化を大

事にしている。

縁台デザイン:山口搏史+ものづくり研究会
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lAMAS新 聞部発行
「クロッカスー 岐阜おおがきビエンナーレ2006特 別号」
ニ ュース レター

Crocus　 Gifu　 Ogaki　 Biennale　 2006　 Special　 Issue

Newsletter

ビエンナーレで行われる様々なイベントの紹介を

大垣の街の情報と絡めて取材・編集したニュースレ

ターを3回 発行した。フリーペーパー「クロッカス」

を発行するIAMASの 学生が主体となり、紙面を制

作した。地元NPOの 平松和夫氏の協力を得て、商

店街を中心に取材、配布し、市民との交流を深めた。

9月6日 発行

特 集 「岐 阜 おおが きビエ ンナ ーレ2006AtoZ」
9月19日 発i〒

特 集 「住 吉 くんが い く ぐる り岐 阜おおが きビエンナー レ2006」
10月6日 発行

特 集rWelcome!岐 阜 おおがき ビエ ンナ ーレ2006」

編 集長:吉 岡洋

編 集:か くだな おみ、清 水彩 栄子、廣 田ふみ

協 力:NPO法 人 まち創 り・平 松和 夫
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広報デザイン

Promotion　 Design

ア ー トデ ィ レ クシ ョン:佐 藤 ちひ ろ

イ ラ ス ト:永 島 靖 之

Web:山 邊 真 幸 、大 和 比 呂 志

Art　 Direction:Chihiro　 Sato

Illustration:Yasuyuki　 Nagashima

Web:Masaki　 Yamabe,　 HiroshiYamato

http://www.iamas.ac.jp/biennaleO6/

ポスター

ビエンナー レ新聞

Webサ イ ト
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SNAPSHOT　 EXHIBITION

rSnapShot展 』は、2006年10月 の時点でIAMAS

(情報科学芸術大学院大学+岐 阜県立国際情報科

学芸術アカデミー)において進行中の個人・グルー
プによる作品制作や研究、プロジェクト活動を切り

出し、紹介する展覧会として『岐阜おおがきビエン

ナーレ2006』の会期に合わせて開催されました。

展示タイトルであるrsnapshot=ス ナップショット」
は、「展開中の作業をある時点で切り出して、簡潔

に提示する」という意味合いをもちますが、この展

覧会では、「【AMASで 現在展開している様々な活動

をありのままに一覧できる場を提供する」というこ
とに主眼をおきつつ、「出品者が各自の制作プロセ

スの中でこの機会を最大限に利用し、よりよい作

品づくりにつなげていく」ことも目標として設定し

ました。

本展を積極的に試行錯誤の機会として利用し、観客
からのフィードバックを以後の制作に生かすことが

できた出品者が少なくなかったという事実からも、
これらの目標がある程度達成できたと言えるのでは

ないかと思います。参加者の関わり方やスタンスに

は微妙な違いはありつつも、本展覧会が、各自の作

品制作のプロセスにおいて、あるステップとして確

実に作用したことだけは確かなことのようです。

　　　SnapShot展 ディレクター前林明次、小林茂

パンフレット+サインデザイン:
　　　　 小黒麻美、西垣由紀子

EXHIBITION

2006年10月6日(金)～15日(日)

メイ ン会場,ソ フ トピアジャパンセンター3F　 IAMASメ ディアラボ

Virtual　seesaw

SH　project

Installation
2006

再 帰 性 反射 板 を利 用 し、2つ の映 像 を同 時 に1つ の スク リー ンに投

影 す るシ ーソー の新 しい形 を提 案 している。
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lmageArray田

川北 奈 津+鈴 木 宣也
Natsu　Kawakita+Nobuya　 Suzuki
Device
2006

2つ の映 像 表 示デ バ イスをつな げ ることで1つ の映 像 として見 ること

がで きる、新 しい映像 を楽 しむた めの インタラクテ ィブな 表 示装 置 。

理 工 系 の 研 究 公 開

表 現 工 学 専 攻 準 備 室

Public　Release　 of　Scientific　and　Technological　 Research

Representation　 Engineering　 Preparatory　 Room

SeminarActivities

表 現 工 学 ス タ ジ オ ゼ ミが 中 心 とな っ て 、ア ー ト作 品 に埋 も れ て い る

活 動 の 中 か ら理 工 系 の 研 究 を 幅 広 く公 開 。

アイガモロボットの研究(小林孝浩)/毛 筆フォントに関する研究(山田晃嗣)
Distix(石田亨)/eラ ーニング(石田亨)/物 乞いロボット2号(福 井悠)
絵画の構図情報の抽出(福井悠)/文 字認識+日 本語学習(福井悠)
現在の環境変化における表現の可能性と制限について(星卓哉)
アルゴリズムを用いた変形によりユーザーが手軽に生成する字面の可能性(篠田知哉)
少人数のためのブレーンストーミングシステムの制作(國谷直樹)
自動車デザインにおける実物大タンジブルインターフェイスの研究(小林孝浩)
パイプ折り曲げ加工・デザインのためのインターフェイス(小林孝浩)

似顔絵プリクラ・似顔絵スタンプの共同開発(小林孝浩)
RFIDを 利用 したスタンプラリーシステム(山田晃嗣)/JGNIIの 紹介(山田晃嗣)
携帯電話を用いた買い物支援システムの構築(平井大樹)

Geo　 Media　 Contents　 Projectの 活 動 紹 介

ジ オ メ デ ィア コ ン テ ン ツ プ ロジ ェ ク ト

Introductory　 Presentation　 of　Geo　Media　 Contents　 Project

Geo　Media　 Contents　 Project

Project

高 精 度 のGPSと 姿 勢 セ ン サ ー を 駆 使 した ジ オ グ ラ フ ィ ッ ク ア ー ト

の 新 しい 可 能 性 を 探 る プ ロ ジ ェク トの 活 動 を 紹 介 。

反 転 計 画

ゼ ロか ら/を 見 直 す 会

Hantenkeikaku

Okara/wo　 minaosukai
Installation

2006

知 覚 、意 味 、行 為 の 様 々 な 次 元 に お け る 「反 転 」の 例 を 展 示 。



squall

五 十 嵐 友 子 、山 本 信 幸 、高 尾 俊 介

Tomoko　 Igarashi,　 Nobuyuki　 Yamamoto,　 Shunsuke　 Takawo

大学院1年 の有志による映像作品の上映会。それぞれに設定した

アルゴリズムに基づいて制作。あらかじめ規則を設定することで

制作者の意向が及ぼない部分を作り、そこから生まれる偶然性が

作品に大きな影響を及ぼしている。

ソフ トピアジ ャパ ンセ ンター11F会 議室
10月6日(金)、7日(土)、8日(日)、13日(金)、 14日(土)、15日(日)

光++
五 十嵐友子

8'00",ExperimentalVideo,2006

Crawl

高 尾 俊 介

10'00",ExperimentalVideo,2006

MIST

山 本 信 幸

3'45'°,ExperimenlaしVideo,2006

Animation　 Harvest

吾 妻 宣 紘 、ALIMO、 井 出 絢 子 、今 村 公 美 、宇 佐 美 真 心 、世 羅 恭 大 、

桑 山 佳 代 子 、春 成 つ む ぎ 、星 裕 子 、村 岡 朋 美 、村 上 寛 光 、若 見 あ りさ

NobuhiroAzuma,ALIMO,　 Ayako　 Itle,　Hiromi　 Imamura,　 Kokoro　 Usami,

Yasuhiro　 Sera,　Kayoko　 Kuwayama,Tsumugl日arunarl,　 Yuko　 Hoshi,

Tomomi　 Muraoka,　 Hiromitsu　 Murakami,　 Arisa　Wakami

ハ ン ドドローイ ング、油 絵 、3DCGと い った様 々な 技 法 か ら生 み 出

され る、IAMASの 学 生 、卒 業 生 、教 員 に よる アー ト・アニ メー シ ョ

ン作 品 の 上 映 会 。SnapShot展 メイ ン会 場 の 他 、会 期 中 は大 垣 市

内 の カ フ ェ"Soy　 cafe"と"LIFESTYLE@CAFE"で も作 品 の 上 映 を

行 った 。

　 　 ロゴ&DMデ ザイン:近 藤 まゆ こ
オ ープ ニング・タイ トル映像:加 藤禎 一

ソフ トピアジ ャバ ンセ ンター1Fセ ミナーホー ル

10月7日(土)、10月9日(月 ・祝)

LIFESTYLE@CAFE

10月5日(木)～9日(月 ・祝)

Soy　cafe

10月11日(水)～14日(土)
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Grow　 Up

今 村 公 美

1'26",Animation,2006

園

ALIMO

2'41",Animation,2006

鳩が鳴 いてい る

桑山 佳代子
3'00",Animation,2005

ハンバー グ
～ は じめてのお つかい～

世 羅恭 大

4'22",Animation,2006

Box

吾 妻 宣 紘

1'38",Animation,2006

under　 the　 water

村 岡 朋 美

2'17",Animation,2006

空は とて も青 い

桑山 佳代子

5'00",Animation,2006

Small　 wish

村 上 寛 光

1'20",Animation,2002

HANDS

宇佐美 真心+高 野生 子+

宮地福 太郎

2'35",Animation,2006

AWHITE　 HOUSE　 IS　FAR

ALIMO

4'05",Animation,2006

まえが うしろ

星裕子

1'24",Animation,2006

個

若 見あ りさ+長 谷 川聡子

4'30",Animation,2006

あたまち ゃん

春成っ むぎ
2'24",Animation,2006

Aboy　 who　 wanted　 to　be　 a

super　 hero

村 上 寛 光

8'30",Animation,2004

夜

宇佐 美真心
2'35",Animation,2006

UNDERWEAR

井 出絢 子
3'31",Animation,2006

イ ッヒェンと世界 一 愛 らしい

妹ウ ッヒェン

星裕子
7'47",Animation,1998

春 からの使者

村 岡朋美

1'26",Animation,2006

Chandelier

ALIMO

2'30",Animation,2006
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iamasTV

iamasTVプ ロジ ェク ト

iamasTV　project
Project

学 生 が 主 体 とな り新 しいテ レ ビ番 組 を追 求 、制 作 す る プ ロジ ェ ク

ト。1998年 か ら8年 分 の アー カイブ 全 てをDVDと して展 示 。

tetra

SHY
Device
2006

蛍 の アナ ロジ ーに コ ミュニ ケー シ ョン とい う要 素 を付 加 した ス タン

ドア ロー ン ・デバ イス作 品 。

視 音

山 光 茉 智
shion
Machi　yamacoh
Installation
2006

画 面 を 見 ると音 が聞 こえず、目 を閉 じる と、音 が 聞 こえる。 視 覚 と

聴 覚 の分 離 に よる 日常性 の強調 を意 識 した作 品 。

接 触

荒 木 淳 平+五 十嵐 友 子
touch/Junpei　Araki+Tomoko　 Igarashi
Installation
2006

触 れ る と音 が 響 き、離 す と消 え てい く。 緩 や か に姿 を現 し、意 識 に

働 きか け、そ して消 え てい くような痕 跡 を意 識 的 に感 じられ る場 を

作 った 。

FLEETINGNESS

吉 田 麻 実子

MamikoYoshida
Installation
2006

ガ ラ ス器 に箱 を近 づ ける と音 が 聞 こえ る。 時 間 と共 に変 化 して い

く音 の響 きが 、集 ま り、作 り出す 場 の変 化 を表 現 した。

ソフトビアジャパンセンター3F撮 影スタジオ
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soft

濱哲 史
Satoshi　Hama
Installation
2006

部屋 の中 で 明 滅 する電 球 と蛍 光灯 。 そ の空 間 を ガ ラス窓 か ら覗 き

込 む。 永 遠 な生 活 時 間の あ る側 面 を/の 暗 喩 と して表 現 した。
ソフトピアジャパンセンター4F瞑 想室

PERFORMANCE

IAMASAMPLES　 2006

2006年10月14日(土)

lAMASマ ルチ メデ ィア工房

IAMASAMPLES　 2006は 、　rSnapShot展 」のライブパフ ォーマンスイベ ン トと して、

IAMASの 在校 生、教員 を中心 とした個 人 グルー プによる5作 品 が発表 され た、,

Ver1.1

electric　resistance

Performance
2006

音声 入 力 と光 セ ンサ ーに より映 像 を生 成 し、ブ ラウ ン管 テ レ ビに映

し出 す ライブ パフ ォーマ ンス。

Analog　 Musical　 Insturument　 meets　 Digital　 Musical　 Interface

PAN

Performance

2006

ア ナ ロ グ 弦 楽 器 と デ ジ タ ル 打 楽 器 の 融 合 に よ る ア ン サ ン ブ ル パ

フ ォー マ ン ス 。 テ ー マ は 「音 」をr情 報 」と して 扱 う。

the　current　 of　N

坂本 茉 里 子

Mariko　Sakamoto
Performance
2006

MIDIピ ア ノを用 い た 即 興 演 奏 。 弾 いた 音 を数 秒 後 に 自動 演 奏 さ

せ、既 存 の曲 を誰 か と連 弾 する ように演 奏 する 。
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時間旅行楽団ミステリー音楽会 大垣
時間旅行楽団

規則に従って演算を行い身体で音を紡ぎ出す時間旅行楽団。
演奏曲目「回転少女」

電子回路を直接手で触れて組み替えながら、根源的な最小限の要
素によって音楽・映像を表現。

ポスター パンフレット
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ア ー テ ィス ト・プ ロ フ ィ ー ル

Artists'Profiles

Rags　 Media　 Collective

Monica　 Narula,　 Jeebesh　 Bagchi,　 Shuddhabrata　 Sengupta

Delhi,　 India

Raqs　 Media　 Collective　 works　 in　contemporary　 art(new

and　 old　 media,　 installations,　 video,　 sound,　 photography

and　 text),　 and　 is　based　 in　Delhi,　 India.　 Raqs　 co-founded

Sarai(www.sarai.net)at　 the　 Centre　 for　 the　 Study　 of

Developing　 Societies,　 Delhi.　 The　 three　 partners　 of　 Raqs

are　 a　part　 of　the　 editorial　 collective　 of　the　 Sarai　 Reader

Series,　 and　 work　 at　the　 Sarai　 Media　 Lab　 in　Delhi.

http://www.ragsmediacollective.net

http://www.sarai.net

SOLO　 EXHIBITIONS

2006

2004

2003

"Th
e　KD　 Vyas　 Correspondence　 Vol.1"Museum　 of

Communication,　 Frankfurt
"Th

e　Anthropometry　 of　the　 Soul"iniVA,　 London
"Th

ere　 has　 been　 a　Change　 of　Plan"Nature　 Morte

Gallery,　 New　 Delhi
"The　 Impostor　 inthe　 Waiting　 Room"Bose　 Pacia

Gallery,　 New　 York
"Th

e　Wherehouse"Palais　 des　 Beaux　 Arts,

Brussels
"Th

e　Listening　 Room[Performance,　 with

andcompamy&co]"Das丁AT,　 Frankfurt
"C
o-Ordinates"Roomade　 Office　 for　Contemporary

Art,　 Brussels

SELECTED　 EXHIBITIONS

2006
"Di
ctionary　 of　War"Graz

"A
cademy:Learning　 from　 Art"MuHKA,　 Antwerp

"P
ublic　 Moment"Seoul

"Th
ere　 Has　 Been　 a　Change　 of　Plan"Nature　 Morte

Gallery,　 New　 Delhi
"Sub -contingenゼFondazione　 Sandretto　 Re

Rebaudengo,　 Turin
"Z
ones　 of　Contact"Sydney　 Biennial,　 Museum　 of

Contemporary　 Art,　Sydney
"Ut

opia　 Station"Princeton
"B
uilding　 Sight",　 On　 Difference#2,

Wurttembergischer　 Kunstverein　 Stuttgart
"D
ark　 Places"Santa　 Monica　 Museum　 of　Art,

California
"Di
gitalDiscourse"Malta

"Ed
ge　 of　Desire"Perth,　 New　 York,　 Berkeley,　 New

Delhi
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2005

2004

2003

2002

"Li
nked:Connectivity　 and　 Exchange"Govett

Brewster　 Gallery,　 New　 Plymouth,　 New　 Zealand
"C
ultural　 Futures",　 AUT,　 Auckland

"l
con:India　 Contemporary"51st　 Venice　 Biennale,

Venice
"B
eyond"2nd　 Guangzhou　 Triennial,　 Guangzhou

"Citi
zen"London,　 Leicester,　 Belfast

"E
phemeralCities:AProject　 Space"Deptford　 X,

London
"B
uilding　 Ghost　 Transmissions"Cubitt　 Gallery&

Studios,　 London
"W
orld　 Information　 City"Bangalore

"l
nternational　 O4"Tate　 Gallery　 Cafe,　 Liverpool

Biennial,　 Liverpool
"ISEAO4"T

allinn
"Ad

aptations"Apex　 Art　 Gallery　 New　 York
"Ad

aptations"Fredrecianum,　 Kassel
"D
o　you　 Believe　 in　Reality?"Taipei　 Beinnial　 2004,

Taipei
"F
rauen　 Museum"Bonn

"Squeaky　 Wheel"Buffalo

"Th
e　Structure　 of　Survival"50th　 Venice　 Biennale,

Venice
"Ut

opia　 Station"50th　 Venice　 Biennale,　 Venice
"G
eorgaphy　 and　 the　 Politics　 of　Mobility"Generali

Foundation,　 Vienna
"l
mage　 Asia"Copenhagen
"H
ow　 Latitudes　 Become　 Forms"WalkerArt

Centre,　 Minneapolis
"Emocao　 Art

.　Ficial"Itau　 CulturalCentre,　 Sao

Paulo
"Ki

ngdom　 of　PiracゾArs　 Electronica,　 Linz
"B
elfast　 Festivalat　 Queen's"Belfast

"D
ocumenta　 11"Kassel

Tad　 Ermitano

Manila,　 Philippines

Born　 1964　 in　Manila,　 Republic　 of　the　 Philippines

Avideo　 artist　 who　 incorporates　 in　his　 works　 sound

design,　 algorithmic　 editing,　 and　 computer　 technology,

focusing　 primarily　 on　 how　 these　 fields　 modify　 or　relate　 to

the　 moving　 image.

EDUCATIONAL　 BACKGROUND

1991　 B.S.　 Philosophy　 University　 of　the　 Philippines

SELECTED　 GROUP　 EXHIBITIONS

区
」
'4

∩
U
O

(U
n
U

2

り
乙

2002

"Ci
nema　 Purgatorio"NCCA,　 Manila,　 Philippines

"K
atawan"Satti　 Event　 in　Gravity,　 MAAP(Multimedia

Art　Asia　 Pacific)The　 Art　 Gallery,　 NationalInstitute

of　Education,　 Singapore
"
videoart.mov"Greenbelt　 Cinema　 1,Makati,

Philippines



2001

2000

"l
nterruption'"Big　 Sky　 Mind　 Gallery,　 Quezon　 City,

Philippines
"C
entrifugalVision"Video　 Circle　 2000,　 HKUST

Exposition　 Hall

Surrounded　 By　 Idiots,　 Surrounded　 By　Water

Gallery,　 Manila,　 Philippines

SELECTED　 FILM　 SCREENINGS

2004

2003

2002

1996

1995

"H
ulikotekanv.2.1"28th　 Hong　 Kong　 International

Film　 Festival
"H
ulikotekanv.2.1"AsianVideoart　 Conference

2003
"Hulikotekanv2

.1"Antimatter　 Festivalof　 Short

Film　 and　 Video
"H
ulikotekanv2.1"screened　 at　Earl　 Lu　 Gallery,

LaSalle-SIA　 College　 of　the　Arts　 Videogramme

Single　 Screen　 Video　 Art　 from　 Asia
"H
ulikotekanv2.1"Nikolaj　 Copenhagen

Contemporary　 Art　 CenterVideogramme　 Single

Screen　 Video　 Art　 from　 Asia
"R
etrochronologicalTransfer　 of　Information"

Hamburg　 InternationalShort　 Film　 Festival
"R
etrochronologicalTransferof　 Information"

New　 Asian　 Currents,　 Yamagata　 International

Documentary　 Film　 Festival,　 Japan
"C
ollected　 Works"Image　 Forum,Tokyo,　 Japan

OTHERS

2004

2003

...

Live　 Video　 Performance　 as　Cathode　 Jam　 and

Sinekalye　 at　17th　 Singapore　 International　 Film

Festival,　 Substation　 Gallery,　 Singapore.

Produced　 live　video　 component　 of　Wired,a

multimedia　 ballet　 by　Ballet　 Philippines,　 Cultural

Centerof　 the　 Philippines

Produced　 live　video　 component　 of　Oraciones,　 a

multimedia　 play　 produced　 by　Tanghalang　 Pilipino,

Cultural　 Center　 of　the　 Philippines

Produced　 video　 component　 of　Field,　 a　multimedia

ballet　 by　 Ballet　 Philippines,　 CulturalCenter　 of　the

Philippines

Produced　 video　 component　 of　 Undressing　 the　 Idol,

amultimedia　 ballet　 by　 Ballet　 Philippines.　 Cultural

Centerof　 the　 Philippines

AWARDS　 AND　 GRANTS

1996

1994

1992

...

Second　 Prize,　 ExperimentalFilm/Video　 Gawad

CCP　 Para　 sa　Alternatibong　 Pelikula　 at　Video　 for

Tributaries

Cultural　 Center　 of　the　 Philippines(Grant)Manila,

Philippines

Award　 of　Excellence,　 Southeast　 Asian　 Festival,

Japan　 Foundation,　 Tokyo,　 Japan

First　 Prize,　 ExperimentalFilm/Video　 Gawad

CCP　 Para　 sa　Alternatibong　 Pelikula　 at　Video　 for

Panaginip　 Ng　 Pera(Dreamof　 Money)

Seo　 Hyo　 Jung

Seoul,　 South　 Korea

Born　 1972　 in　Seoul

She　 is　interested　 in　using　 media　 as　a　sixth　 sensory　 organ.

In　her　 works,　 audience　 can　 sense　 time,　 memory　 and

hidden　 existence.　 She　 uses　 the　 movement　 of　people　 as　a

tool　 to　revealthose　 ideas.　 Some　 of　her　 installations　 have

the　 different　 version　 forthe　 performance　 with　 same　 title.

http://untitled5.com

EDUCATIONAL　 BACKGROUND

2004

Q
-

口J

Q
l

Q
l

Q
l

Q
1

1

　
　1

IDAS(lnternational　 DesignschoolforAdvanced

Studies)Graduate(Master　 of　Design)

SADI(Samsung　 Art　 and　 Design　 Institute)Graduate

SeoulWoman's　 University　 Graduate(Bachelor　 of

Science)

SELECTED　 EXHIBITIONS

2006

2005

"
spatialoscillator"SIGGRAPH2006,　 Boston,　 USA
"
visualconcert:see　 sound"TRIAD&DAELIM

museum,Seoul,　 Korea
"
globaldrift-gate　 Seoul"TRIAD　 NEW　 MEDIA

GALLERY,　 Seoul,　 Korea
"
globaldrift-accented　 body"QUT　 creative

industries　 precinct,　 Brisbane,　 Australia
"
orchid　 garden　 with　 GUERLAIN"gallery　 RAAM,

Seoul,　 Korea
"h
yojung　 seo　 with　 W　 hotel"Whotel,　 Seoul,　 Korea

"
artyart　 on　 the　 street"sadiwindow　 gallery,　 Seoul,

Korea
"
modafe　 opening　 performance"the　 25th

international　 modern　 dance　 festival,Seoul,　 Korea
"
solo　 exhibition-Beyond　 Imagination"TRIAD　 NEW

MEDIA　 GALLERY,　 Seoul,　 Korea
"SHISEIDO

　bio-performance　 launching　 show",

Seoul,　 Korea
"D
ocumentation　 of　works　 by　131artists"EyeBeam,

NY,　 USA
"t
radition　 and　 zeitgeist　 exhibition"Whitebox

Kultfabrik,　 Munich,　 Germany
"
exhibition　 euphoria"art　 space　 J.Young,　 Seoul,

Korea
"artyart"SADI　 space

,　Seoul,　 Korea
"
space　 fear"3rd　 DIDANCE,　 gallery　 nuri,　seoul,

Korea
"
globaldrift-accentedbody"QUT　 creative

industries　 precinct,　 Brisbane,　 Australia
"t
raveling,　 and　 girls　 across　 boundaries"

mihwangsa,　 Haenam,　 Korea
"
slice　 in　wonderland"artreon,　 Seoul,　 Korea
"J
acob's　 Creekwine　 party"bistro　 d,Seoul,　 Korea

"t
race　 of　freezing"nanzu　 seihyosho,　 shimoda,

Japan
"
moon　 garden"hypermedia　 space,　 SYFAC,　 Seoul,

Korea
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2004

2003

"
m.me"InternationalWomen's　 Film　 Festival,

artreon,　 Seoul,　 Korea
"i
am　 here　 i　was　 here"AHA　 YMCA　 Counseling

Center,　 Seoul,　 Korea
"l
et's　 blow"uplink　 gallery,　 Tokyo,　 Japan
"
reverie　 with　 SHU　 UEMURA"Cais　 Gallely,　 Seoul,

Korea
"b
ody　 reverie:water"AHA　 YMCA　 Counseling

Center,　 Seoul,　 Korea
"
video　 clipexhibition"uplinkgallery,　 Tokyo,　 Japan
"
slice　 in　wonderland"theater　 999,　 Seoul,　 Korea
"
spatiaしosciし しator　for　soしo"KNUA　 haLし,　Nong

festival,　 Seoul,　 Korea
"BLOCK"KNUA　 hall

,　Seoul,　 Korea
"i
nvisible　 energies"art　 center　 nabi,　 Seoul,　 Korea
"
vai-p"SIDP,　 Seoul,　 Korea

Zulkifle　 Mahmod

Singapore

Born　 1975　 in　Singapore.

His　 multi-disciplinary　 artistic　 activity　 encompasses

sound,　 installation,　 drawing　 and　 sculpture,　 and　 is　always

inspired　 by　 relationships　 of　objects　 in　certain　 spaces.

Formally　 trained　 in　sculpture,　 over　 the　 past　 three　 years

he　 has　 expanded　 his　range　 of　activity　 to　sculpted　 sound

and　 live　sound　 performances.

http://luzart.net

EDUCATIONAL　 BACKGROUND

1997　 La　Salle　 SIA　 College　 Of　The　 Arts,

　　　　　Arts(Sculpture)

SOLO　 EXHIBITIONS

2006

2004

2003

2001

zOOO

Diploma　 inVisual

"W
.O.M.B/WalkObserveMeditateBedazzle"The

Substation　 Gallery,　 The　 Substation,Singapore
"THEVANISHING　 RACE

:APACHEONARAMPAGE

MENTAL　 MIGRATION　 3rd　 Phase"The　 Cell,

Lonnstrom　 Museum,　 Rauma,　 Finland
"THEVANISHING

　RACE:APACHEONARAMPAGE

THEMYTH　 LIVES　 ON.2nd　 Phase"The　 Art　 Gallery,

National　 Institute　 of　Education,　 Singapore
"M
ysticalJourney......Ona"Ona　 Art　 Centre,　 Ona,

Norway
"D
.A.R.T/Delivering　 At　 Right　 Target"Plastique

KineticWorms　 Gallery,　 Singapore

SELECTED　 EXHIBITIONS　 AND　 PERFORMANCE

2006　 "8th　 Taipei　 Arts　 Festival.　 Asia　 Arts　 Alive"St.　 Avant-

　　　　　Garde　 Theatre　 Taipei,　 Taiwan

　　　　　"Migration　 Addicts"Museum　 of　Modern　 Art

　　　　　Sculpture　 Square,　 Singapore
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2005

zoo4

2003

2002

1

0

0

0

0

0

2

2

1999

1997

"M
entah　 III:Barisan　 Puteri-Puteri.(Raw　 III:

Woman's　 Frontl"The　 Guinness　 Theatre,　 The

Substation,　 Singapore
"l
ncon(se)quential:My　 lush　 plastic　 love　 sitting　 in

agarden　 of　numb."'Esplanade　 Theatre　 Studio,

Singapore
"P
ain　Of　A　Million　 Ants"MI　 Fringe　 Festival,

Substation,Singapore
"F
alse　 Securities　 5"Fort　 Gate,　 Fort　 Canning　 Green,

Singapore
"T
apies,　 The　 Fashion　 Show"Singapore　 Art

Museum,　 Singapore
"F
alse　 Securities"The　 Substation,　 Singapore

"POP　 Berlin"House　 ofWorld　 Culture
,　Berlin,

Germany
"POPJ

ogjakarta"Cemeti　 Art　 Gallery,　 Jogjakarta,

Indonesia
"H
ung　 At　 Dawn"The　 Guinness　 Theatre,　 Substation,

Singapore
"E
xpo　 2005　 AichiJapan"Nagoya,　 Japan

"100PIECES"Lonnstrom　 Art　 Museum
,　Rauma,

Finland
"F
estivalof　 Lights"Rauma　 Art　 Museum,　 Rauma,

Finland
"AIM2(SENT　 F

estival)"Singapore　 Art　 Museum,

Singapore
"Si　W

oof　 Woof/Substation　 September　 Festival"The

Guinness　 Theatre,　 Substation,　 Singapore
"PINKARK"Th

e　Blackbox,　 Theatreworks,

Singapore
"Wh

at　Do　 You　 Want　 To　 Eat?"P10space,　 Singapore
"BERITA　 HARIAN"S

ubstation,　 Singapore
"[STORM]

pixel　 motion　 art　2003"Underpass　 of

Esplanade　 Bridge,　 Singapore
"REMEMBERING

_∵'Ml丁A　 Building,Singapore
"B
.E.A.U.T.Y"Utterly　 Art　 Gallery,　 Singapore

"Si
ngapore　 Contemporary　 Artists　 Show"Hanoi

Contemporary　 Art　 Center,　 Vietnam
"Th

e　Anchor　 Red-Volution　 Party"Liquid　 Room,

Singapore
"P
ulau　 Ubin"Pulau　 Ubin,　 Singapore

"A
nthology　 2"Alliance　 Francaise,　 Singapore

"BOXED
:26×26"Plastique　 Kinetic　 Worms

Gallery,　 Singapore
"PARALLELWORLD"P

roject　 304　 Gallery,　 Bangkok,

Thailand
"ACT

　PACH(B)OTW"Various　 Sites,　 Singapore
"W
orms　 Festival99"Plastique　 Kinetic　 Worms

Gallery,　 Singapore
"P
ortraits"Plastique　 Kinetic　 Worms　 Gallery,

Singapore
"Th

e　Sixth　 Singapore　 InternationalExhibition　 On

Fine　 Jewellery,　 Timepieces,　 Fine　 Art　and　 Antiques"

Singapore　 International　 Convention　 And　 Exhibition

Centre　 Suntec　 City
"P
roject　 Bukan　 Suara　 Ramai"Substation　 Garden,

Singapore



1996

1995

"A
nthology"La　 Salle　 SIA　 Gallery,　 Singapore

"P
erhimpunan　 PenyairMuda　 Singapura"

Substation　 Guinness　 Theatre,　 Singapore
"B
eginnings...3D　 Works"La　 Salle　 SIA　 Gallery,

Singapore
"P
op　 Poetry　 II"Petronas　 Gallery　 Kuala　 Lumpur,

Malaysia
"S
uara　 Alamku(My　 Voices　 Within)"Substation

Garden,Singapore
"P
op　 Poetry"NIEArts　 Festival,　 Raffles　 Foyer,　 NIE,

Singapore
"Bl

ack　 Art"Photography　 Exhibition,　 La　 Salle

Gallery,　 Singapore

2001

2000

Venzha　 Christ

"ULTRAOUTPUT
projecゼgarden　 of　the　 bLind,

2002roadshow,　 Yogyakarta,　 Bandung,　 Jakarta,

Singapore
"
glorified　 I"garden　 of　the　 blind,　 parkinsound　 3,

Yogyakarta,　 Indonesia
"
glorified　 II"garden　 of　the　 blind,worm　 festival3,

Plastique　 Kinetic　 Worms,　 Singapore
"thi

s　is　my　 future"respon　 my　 land　 installation,

trimatra　 gallery,　 Solo,　 Indonesia
"
paint　 yourbrain"padepokan　 lemah　 putih,　 Solo,

Yogyakarta
"t
alk　 about　 reality(nobodyperfectl"yakkumart

class,　 Yakkum,　 Yogyakarta,　 Indonesia
"kenyangkanlah　 AKU"'Benda　 gallery

,　eddy

prabandono　 opening,　 Yogyakarta,　 Indonesia
"f
reemind"via　 via　cafe,　 Irene　 agrivina　 opening,

Yogyakarta,　 Indonesia

Yogjakarta,　 Indonesia

Born　 in　1973　 in　Banyuwangi

Venzha　 Christ　 has　 been　 focusing　 on　 new　 media　 art

since　 1999.　 Established　 the"the　 House　 of　Natural　 Fiber

(HONE)'"(Yogyakarta　 new　 media　 art　 laboratory),　 and

produced　 and　 organized　 projects　 related　 to　 new　 media

and　 education.　 Some　 of　hisworks　 and　 projects　 have　 been

presented　 in　Japan,　 Singapore,　 Malaysia,　 France,　 Brazil,

Netherlands,　 Germany,　 and　 Finland.

http://www.natural-fibercom

SELECTED　 EXHIBITIONS

2006

2005

2004

2003

2002

"KINGDOM　 OF　 REBEL"
new　 media　 art　project

Indonesia
"ARTIFICIAL　 INTELLIGENCE　

part_01"Aaudience

performance,　 Biennale　 Jogja(BJI　 VIII,cigarfactory,

Yogyakarta,　 Indonesia
`'
_wghtVksdpytdhbcnXh　 sound　 projecゼthe　 arts

house,　 insomnia48,"'seni"festival,　 Singapore
"MALOVER#2"

cp　 biennale,　 National　 Gallery,

Jakarta,　 Indonesia
"h
eterogeneouz-obsesi　 kami"contemporary　 art

factory,　 Tokyo,　 Japan
"h
ome　 made　 taste"N-mark,　 International

Symposium　 on　 ElectronicArt(ISEA)related

program,　 fd　port,　 Nagoya,　 Japan
"moriya　 sound　 project"sound　 experiment　 from

electronic　 refuse　 of　moriya,　 Japan

PERFORMANCES

2004

2003

zooz

"BLUEPOPROJECT"f
ashion　 performance,

Indonesia[my　 Jesus'Performance　 Art　 Festival,

kedai　 kebunforum,Yogyakarta,　 Indonesia
"BAPEPOETS(

with　 minako　 kitayama)"Tokyo

Wonder　 Site,　Tokyo,　 Japan
"
malover"club　 automatic,　 Yogyakarta,　 Indonesia
"MANABENZA　 CLUB"ARCUS　

studio,　 Moriya,

Ibaraki,Japan

SOUND　 PROJECTS

2006

2005

2004

2003

2002

"OPERATION　 ROOM丁OTAL　 SOLUTION"ound

exploration　 in　operation　 room,　 hospital,　 Indonesia
"CAUS#3(Citi

zen　 Against　 UFO　 Secrecy#3)"

Transmediale　 O5,　 International　 media　 art　festival,

Berlin,　 Germany
"MORNING

　GLORY"ixkizit　 project,　 ixkizit　ciejoel

borges,　 Casa　 das　 Caldeiras,　 Sao　 Paulo,　 Brazil
"BTS

,　SHELTER　 ROOM　 comm"sound　 experiment

inside　 shelter　 equipment,　 Yogyakarta,　 Indonesia
"ELECTROPHONICANALOG"electro　 contact

,　live

in　public　 space,　 Java,　 Indonesia
"ICU　 i

n　ma　 mind"sound　 experiment　 in　hospital,

ICU　 room,　 Indonesia
"MY　 JESUS"P

erformance　 Art　 Festival,

performance　 klub,　 kedai　 kebun　 forum,　 Yogyakarta,

Indonesia
"t
ouching　 USG"sound　 experiment　 in　hospital,　 USG

room,　 Indonesia
"t
alking　 UFO"video　 n　sound　 installation　 in　the

glassbox,　 NationalArt　 Gallery,　 Malaysia
"MORNING　 GLORY"i

xkizit　 project,　 ixkizit　ciejoel

borges,　 Paris,　 France
"
manabenza　 club(with　 minako　 kitayamal"ARCUS

studio,　 Moriya,　 Ibaraki,　 Japan

WORKSHOP

2005

2000

"
sorry,　 i　change　 your　 protein!"DNA　 on　 bacteria,

molecular　 biology　 technology,　 Indonesia
"
...hey,ma　 ROBOT　 will　find　 u"Exploration　 project

with　 robotic　 technology,　 Indonesia
"
you　 like　it,　KMDGI　 4'"vredeburg　 fortress,

Yogyakarta,　 Indonesia

GRANTS

2005　 "Transmediale　 O5　 BASICS"ASEF(Asia-Europe

　　　　　 Foundation]Cultural　 Grant,　 Germany
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Kamol　 Phaosavasdi

Bangkok,　 Thailand

Born　 1958　 in　Pitsanuloke,　 Thailand

http://www.ramagart.org/kamol _p

EDUCATION　 AL　BACKGROUND

1981　 B.S.(Art　 Education)Chulalongkorn　 University,

　　　　　Bangkok,　 Thailand

　　　　　M.F.A.(lntermedia)Otis/Parsons　 Art　 Institute,　 Los

　　　　　Angeles,　 California,U.S.A

SOLO　 EXHIBITIONS

2005

2002

1999

1994

1991

"Q
uiet　Storm"Center　 of　Academic　 Resource,

Chulalongkorn　 University　 Bangkok,　 Thailand
"B
on　voyage"　 Bangkok　 University　 Art　 Gallery,

Bangkok,　 Thailand
"Dil

emma"Project　 304　 Bangkok

Centerof　 Academic　 Resource,　 Chulalongkorn

University　 Bangkok,　 Thailand
"B
etween　 Hopeful　 and　 Hopeless"Art

Gallery,Yokohama　 Museum　 of　Art,　 Yokohama,

Japan
"B
etween　 Hopeful　 and　 Hopeless"Center　 of

Academic
"U
nited　 Water"The　 Art　 Gallery　 of　the　 Japan

Cultural　 Center,　 Bangkok,　 Thailand
"Water　 Project"Silom　 Art　 Space

,　Bangkok,

Thailand
"C
ollaboration　 with　 yesterday　 and　 the　 day　 before"

NationalArt　 Gallery,　 Bangkok,　 Thailand
"N
ot　My　 Performance　 in　72　 Steps"Otis/Parsons

Artlnstitute,　 Los　 Angeles,　 U.S.A

SELECTED　 GROUP　 EXHIBITIONS

2005

2004

2003

2

1

0

0

0

0

り∠

∩∠

"B
angkok!Bangkok!"De　 Markten,　 Kunsten

FestivalDes　 Arts,　 Brussels,　 Belgium
"S
upernatural"Media　 Art　 Festival,　 Chiangmai

University　 Art　 Museum,　 Chiangmai
"卜

+一 〕Negative　 PLus　 Negative"EarL　 Lu

Gallery,Lasalle-Sia　 College　 of　Arts,　 Singapore
"(T
ous　 Egos)18Rencontres　 Paralleles"Whart

Centre　 D'Art　 Contemporain　 de　 Basse-Normandie,

France
"Th

e　50th　 InternationalExhibition　 of　Contemporary

Art,　 Venice　 Biennale(Dreams　 and　 Conflicts)"Italy
"Th

ai-Tanic"Ethan　 Cohen　 Fine　 Arts　 New　 York
"N
ext　 Move:Contemporary　 Art　 from　 Thailan"

Earllu　 Gallery,　 Singapore
"P
arallelTime"China　 Academy　 of　Art,　 Hangzhou,

China
"
ev+a　 Exhibition　 of　VisualArt"Limerick,IRELAND
"P
olypolis(Art　 from　 Asian　 Pacific　 Megacitiesl"

Kunsthaus,　 Hamburg,　 Germany
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2000

1999

1996

1994

1992

1985

"W
orms　 FestivalIII"Plastique　 Kinetic

Worms,Singapore
"E
chigo-Tsumari　 Art　 Triennale　 2000"Nigata

Prefecture,　 Japan
"AKIHABARA　 TV"Organized　 by　Command　 N

,Tokyo
"Gl

ocalScents　 of　Thailand"Edsvikkonst　 ach

kultur,　 Sweden
"V
olumn&Form"Substation,Singapore

"B
angkok　 Experimental　 Film　 Festival"Japan

Foundation,　 Bangkok
"ASIA　 EDGE　 1996"P -3　Art　and　 Environment

,　Tokyo,

Japan
"T
raditions/Tensions"Grey　 Art　 Gallery,　 New

York,U.S.A
"Th

ai　Australian　 CulturalSpace"Art　 Gallery　 of

New　 South　 Wales,　 Sydney,　 Australia
"Th

e　first　Asia-Pacific　 Triennialof　 Contemporary

Art"Queensland　 Art　 Gallery,　 Brisbane,　 Australia
"ARX

　3"Perth　 Institute　 of　Contemporary　 Art(PICAJ,

Perth,Australia
"Mobile"Museum'92

,　Tenjin,　 Fukuoka,　 Japan
"Th

e　Boundary　 Rider"The　 Ninth　 Biennale　 of

Sydney　 Art　 Gallery　 of　New　 South　 Wales,　 Sydney,

Australia
"Th

e　Second　 AsianArt　 Show"Fukuoka　 Art

museum,Japan

AWARDS　 AND　 GRANTS

2001

...

1994

1993

...

1982

1981

1980

"The　 Pollock -Krasner　 Foundation"(Grant) ,　New

York,　 USA
"J
apan　 Foundation　 Grant　 forArtist　 in　Residence

Tokyo"Japan
"J
apan　 Foundation　 Grant　 forWater　 Collaboration"

Ichi　Ikeda　 and　 Kamol　 Phaosavasdi,　 Bangkok,

Thailand
"A
rtist　in　Residence"The　 school　 of　Art&Design,

Edith　 Cowan　 University　 Perth,Australia
"Th

ai　Representative　 to　the　 bth　 Asian　 Square

Sculpture　 Symposium"Philippines
"Sil

ver　 MedalNationalArt　 Exhibition"Bangkok,

Thailand
"Wi

nner　 Prize,　 Contemporary　 Art　 Competition"

Bangkok,　 organized　 by　Thai　 Farmers　 Bank
"B
ronze　 Medal,NationalArt　 Exhibition"Bangkok,

Thailand
"C
ertificate,　 Young　 Art　 in　Asia　 Now"Hong　 Kong

Jamsen　 Law

Hong　 Kong,　 China

Born　 1973　 in　 Hong　 Kong.　 Law　 is　 a　 prominent

experimental　 artist　 in　 Hong　 Kong　 whose　 videos　 and

performances　 have　 been　 exhibited　 in　Asia,　 Europe,　 North

and　 South　 America.　 At　 present　 one　 of　the　 directors　 of



Microwave　 International　 Media　 Art　 Festival,　 and　 the

programme　 director(media　 arts)of　 Hong　 Kong　 Art

School.　 Completed　 IAMAS　 masters　 program　 in　2006.

EDUCATIONAL　 BACKGROUND

2006

2000

1997

MFA(Media　 Creations)lnstitute　 of　Advanced　 Media

Arts　 and　 Sciences,　 Japan

MA(Literary　 and　 Cultural　 Studies)University　 of

Hong　 Kong,　 HK

BA(FineArts)The　 Chinese　 University　 of　Hong

Kong,　 HK

SOLO　 SCREENINGS

2005

2003

2002

"Th
e　Lab:H.KVideo/Film　 Artists　 Series　 3"Hong

Kong　 Art　 Centre,　 HK
"A
sianVideo　 Art　 Conference"Tokyo　 Video　 Art

Center,　 Japan
"A
sian　 Directors　 of　the　 New　 Century"The　 30th

Seoul　 Independent　 Film　 FestivalSeoul,　 Korea
"Vid

eo　Ground　 Zero"V-tape,　 Toronto,　 Canada

SELECTED　 GROUPSCREENINGS

2005

2004

2003

2002

2001

2000

...

"Th
e　5th　 New　 Media　 Festivalin　 Soeul"Korea

"15th　 Vid
eobrasil　 International　 Electronic　 Art

Festival"Associacao　 CulturalVideobrasil,　 San

Paoしo,　 Braziし
"Shanghai　 Biennale　 2004"Shanghai

,　China
"S
elasarSunaryo　 Art　 Space"Bandung,　 Indonesia

`'Bi
zArゼShanghai,　 China

"SEFOMA
　2004"Seoul,　 Korea

"LA　 ISLE"　 Ri
o　de　 Janeiro,　 Brazil

"B
usan　 Asian　 InternationalFilm　 Festival"Busan,

Korea
"25h

rs-The　 Video　 Art　 Foundation"Barcelona,

Spain
"T
ransmediale.03"Berlin,　 Germany

"l
mpakt　 2002"Utrecht,　 the　 Netherlands

"FLUXUS -International　 Film　 Festival"on　 the

Internet
"M
edia　 Forum,XXIII　 Moscow　 International　 Film

Festival"Russia
"E
uropean　 Media　 Art　 Festival　 2001"Osnabruck,

Germany
"P
aris/Berlin　 International　 Meetings"roARaTorio,

Paris　 and　 Berlin
"l
nternationalVideo&Multimedia　 Art　 Festival"

Videoformes,　 Clermont,　 France
"M
ultimedia　 Art　 Asia　 Pacific　 2000"Brisbane,

Australia
"Mi

crowave　 Media　 Art　 Festival　 1998"HK
"Ch

roma,　 organized　 by　 El　Universo　 del

Arteaudiovisual"Guadalajara,　 Mexico
"P
andaemonium　 Festival,　 London's　 Festival　 of　the

Moving　 Image"UK

AWARDS　 AND　 GRANTS

2005　 "Grant　 for　Field　 of　Conciseness(Video　 Project]"

　　　　　 Hong　 Kong　 Arts　 Development　 Council,　 HK

2004　 "Gifu　 Prefecture　 InternationalAcademy　 of　Media

　　　　　Arts　 and　 Science　 SpecialAward(Prefecture

　　　　　award)"Japan

1999　 "Grant　 for　Matching　 Fourwith　 Twelve(Video

　　　　　 Project)"Hong　 Kong　 Arts　 Development　 Council,

　　　　　 HK

　　　　　"Award　 for　Excellence(Competition　 Sectionl"

　　　　　 Image　 Forum　 1999,　 Japan
1997　 "Gold　 Award-MTV"HK

　　　　　"lndependent　 Film　 and　 Video　 Awards　 1997"HK

1995"University　 of　California　 Exchange　 Program

　　　　　Schoしarship障 　USA

Saso　 Cedlacek

Ljubljana,　 Slovenia.

1974born　 in　Ljubljana,　 Slovenia

Studied　 Industrial　 design,　 Sculpture　 and　 New　 Media.

From　 2001　 participated　 on　 many　 exhibitions　 around

Europe,　 USA,　 Russia　 and　 Japan　 and　 received　 awards

in　Italy　for　best　 recycling　 toy　 and　 OHO　 award　 in　USA　 for

artists　 from　 Eastern　 Europe.

http://www.sasosedlacek.com/

EDUCATIONAL　 BACKGROUND

2000

1993

Graduated　 in　Sculpture　 at　Academy　 of　Fine　 Arts,

Ljubljana

Finished　 Secondary　 Schoolfor　 Photography　 and

Design　 in　Ljubljana

SOLO　 EXHIBITIONS

2006

2005
2004

2003

2001

"B
eggar(robot　 for　materially　 deprived)"gallery

Kapelica,　 Ljubljana,　 Slovenia
"C
opy　 China!"Likovni　 salon　 Celje,　 Celje,　 Slovenia

"L
oop"Kapelica　 gallery,　 Ljubljana,　 Slovenia

"J
ust　do　 it!"Kapelica　 gallery,　 Ljubljana,　 Slovenia

"Bi
otope　 Condition"　 Kapelica　 gallery,　 Ljubljana,

Slovenia

GROUP　 EXHIBITIONS　 in　2004-2007

7

∠
0

0

0

0

0

2

2

"F
uture　 Nomad"Vox　 populi,　 Philadelphia,　 USA

"D
evice　 Art"RX　 gallery,　 San　 Francisco,　 USA

"U3
-Triennial　 of　Slovenian　 Art"Moderna　 gallery ,

Ljubljana,　 Slovenia
"P
arallel　 economies"P74,　 Ljubljana,Slovenia

"P
ublic　 presentation"Art　 in　General,　 New　 York,

USA
"ISCPO

pen　 studio"New　 York,　 USA
"C
ulturaltyphoon"Tokyo,　 Japan
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2005

2004

"Vid
eo　 ouゼRussia　 Electronic　 billboard　 festival,

Moscow,　 Russia
　D
evice　 arゼZagreb,　 Croatia

"l
nternationalcomputer　 festival"Maribor,　 Slovenia
"D
evice　 art"030ne,　 Beograd,Serbia,Slovenia

"A
rtbook　 triennial"Catalogo　 Zogo,　 Milano,Italy

"Sl
ovene　 art　in　Bratislava"Burundi　 datalab,

Bratislava,Slovakia
"Vi
sages　 francophones"Cahors,　 France

"P
ostsovkhoZ5/Public-Private"Mooste,　 Estonia

"P
retty　 Dirty"Skuc　 gallery,　 Ljubljana,　 Slovenia

"B
reak2.3"Grad　 Kodeljevo,　 Ljubljana,　 Slovenia

"E
xordium"Udine,ltaly

"ContinentalBreakfast"45
.　October　 salon,

Belgrade,　 Serbia　 and　 Monte　 Negro
"L
oop　 Pavilion"Un　 desigh　 di　Carta,　 Feltre,　 Italia

"Thi
nkTwice"Recycling　 inArt,　 Design,

Architecture,　 San　 Dona　 di　Piave,ltaly

AWARDS

2006

2005

"OHOA
ward　 for　young　 visualartists"Zavod

P.A.R.A.S.1.T.E.,　 Slovenia　 and　 Foundation　 for　Civil

Society　 and　 Trust　 for　Mutual　 Understanding,　 New

York,　 USA.
"Th

e　best　 recycling　 toy"Zogo　 Toy　 Contest,　 Asolo,

Italy

RESIDENCIES

2006

2005

ISCP,　 Internationalstudio&curatorialprogram,

New　 York,USA

IAMAS(lnstitute　 of　Advanced　 Media　 Arts　 and

Science),　 Ogaki,　 Japan

Studio　 in　Berlinof　 Ministry　 of　culture　 of　the　 Rep.

Slovenia,　 Berlin,　 Germany

Marcia　 Vaitsman

Cologne,　 Germany

Born　 1973　 in　Nilopolis,　 Brazil

Studied　 inSao　 Paulo(USP)and　 Cologne(KHM).

Docent　 at　KHM.　 EMMA　 Award,　 UK:

Residences:IAMAS,　 Japan　 and　 UNESCO-Aschberg　 in

Finしand:

Project　 grant　 from　 Prince　 Claus　 Fund,　 Netherlands.

http://www.khm.de/-marcia

EDUCATIONALBACKGROUND

Media　 Studies　 University　 of　Sao　 Paulo(ECA/USP)

post　 graduated　 Academy　 of　Media　 Arts　 of　Cologne(KHM),

Germany

1995several　 study　 University　 of　Vienna(Germanand

　　　　　Media　 Institutes)
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SELECTED　 EXHIBITIONS

2006

2005

2004

2003

"Th
e　Whiteness　 of　an　 Exotic　 Place"Galleria　 Huuto,

Helsinki.
"Vid

eo　 Zone(lnternationalVideo　 Art　 Biennial)"

Center　 for　Contemporary　 Art,　 Tel　Aviv.
"T
ending　 to　Zero-Perfomative　 media　 projecゼ

HIAP　 Project　 Room,　 Cable　 Factory,　 Helsinki
"W
orkshop　 at　Paco　 dasArtes"Geracao

Transterritorial,　 Sao　 Paulo
"Vid

eomostra"Itau　 Cultural　 Belem,　 Para,　 Brazil
"C
ultural　 Typhoon"Shimokitazawa,Tokyo

"Vid
eomostra"Itau　 Cultural　 Belo　 Horizonte,　 Minas

Gerais,　 Brazil
"Di

splaced　 Exhibition"Upeace,　 Toronto,　 Canada
"N
ominated　 to　the　 25th　 Viper"BASEL,　 Switzerland

"H
ajimari　 no　 Mizu(Source　 of　Life1"BankART

STUDIO　 NYK　 Yokohama
"Th

eWanderers"Engawa　 inthe　 Era　 of

Technocodes"Softopia　 Japan,　 Ogaki,　 Gifu
"Fine　 Works　 Selection"Tokyo　 Video　 Festival

,　Japan
"Th

e　Elephant　 Cage"Japan　 Foundation,　 Cologne,

Germany
"K
unstfilmbiennale"Fokus　 Sudamerika,　 Cologne,

Germany
"UNESCO

-Aschberg　 fellowship"Paris/Helsinki
"l
nvolver"Siebenviertel,　 Cologne,　 Germany
"XV

　Videobrasil　 Media　 Art　 Festival"Sao　 Paulo,

Brazil
"Field　 Research"Galerie　 Brigitte　 Schenk

,　Cologne,

Germany
"IAMAS　 A

rtist　In　Residence　 Exhibition　 2004-2005"

Softopia　 Japan　 Center　 Building,　 Ogaki,Japan
"Vid

eobrasil　 New　 Media　 Retrospective　 1998-2003"

Sao　 Paulo,　 Brazil
"H
onourMention　 to　Ryukyu　 Search　 Project

2004"from　 the　 Videokunst　 Forderpreis　 Bremen,

Filmburo　 Bremen　 e.V.,　Germany
"Th

e　One　 Made　 of　Light　 Stuff"and"Low　 O2　 Water"

from　 the　 Prince　 Claus　 Fund,　 Netherlands
"Fi
rst　presentation　 of　the　 Ryukyu　 Search　 Project

2004-Low　 O2　 Water　 at　IAMAS"work　 in　progress,

Japan
"Th

e　one　 made　 of　light　stuff"Kyoto　 Art　 Center,

Kyoto,　 Japan
"OCorpo　 Entre　 o　Publico　 e　o　Privado"Paco　 das

Artes,　 Sao　 Paulo,　 Brazil
"C
aminando　 sobre　 Huevos　 en　 Buenos　 Aires"

Kunstraum,　 Boquitas　 Pintadas,　 Buenos　 Aires,

Argentina
"
em_transito"Goethe　 Institut/Galeria　 Monumental,

Lisbon,　 Portugal
"P
rojeto　 Cria　 da　 Casa"Espaco　 OPHICINA,　 Sao

Paulo,　 Brazil
"XIV　 Vid

eobrasil　 Media　 Art　 Festival"Sao　 Paulo,

Brazil
"
wireframe"Altitude　 2003,　 Cologne,　 Germany



"IBi
ennale　 for　Architecture"through　 Brave　 New

Art　 and　 Bruce,　 Rotterdam,　 Netherlands
"B
azarDesmobilia/Munich　 Audi　 2003"through

Candyland　 Comics,　 Curitiba,　 Brazil

2002　 "Feira"Galeria　 Virgilio,Sao　 Paulo,　 Brazil

　 　 　 "Exhibition　 Cativeiro"Sao　 Paulo,　 Brazil

　 　 　 "File　 Festival"Sao　 Paulo,　 Brazil

　 　 　 "Villette　 Numerique"IBiennale　 for　DigitalArt,

　 　 　 Paris,　 France

　 　 　 "Mediofdrte　 Latino"Transmediale　 O2,　Berlin

　 　 　 "Mika　 2002"Cannes,　 France

2001"acommon　 ancestral　 stranger"Galerie

　 　 　 Projektraum,　 Cologne,　 Germany

　 　 　 "EMMA　 Award　 2001'"London,　 England

　 　 　 "European　 Gathering　 of　the　 Young　 DigitalCreation"

　 　 　 Valenciennes,　 France

　 　 　 "X111Videobrasil　 Media　 Art　 Festival"Sao　 Paulo,

　 　 　 Brazil

　 　 　 "3x3"Nanquim　 Gallery,　 Sao　 Paulo,　 Brazil

　 　 　 "see　 you　 hear"Berlin,　 Germany

　 　 　 "Altitude　 2001"Cologne,　 Germany

　 　 　 "Das　 Genlaboratorium"Galerie　 Projektraum,

　 　 　 Cologne,　 Germany

WORKSHOP

2006　 "*Fusion　 workshop"Cable　 Factory/KHM,　 Helsinki

　 　 　 "*Fusion#3:type　 fusion"with　 Glissmann/Hofflin

　 　 　 at　KHM,　 Cologne

　 　 　 "*Fusion#2:virolent　 fusion"with　 Glissmann/

　 　 　 Hofflinat　 KHM,　 Cologne

　 　 　 "*Fusion#1:visualfusion:identity:entitゾwith

　 　 　 Glissmann　 at　KHM,　 Cologne

2004　 "The　 Distant　 Seminar"KHM,　 Cologne,　 Germany

井上信太+H.584

井 上信 太
1967年 大阪生まれ

Shinta　 Inoue+H.584

京都精 華大学 芸術学 部映 像科 非常勤 講師

平面 作家。1997年 ドイ ツ滞 在 時か ら「羊 飼 いプ ロジェク ト」
を開始。

2001年 中国 内蒙古 にて映像作 家 ・前田真 二郎 と「羊 飼 いプロ
ジェク トin内 蒙古 」を共 同制作 。

http://www.grandsheep.com

展覧会
2006rr聴 』voL5一 羊 を数 え て眠 る会 一Sleep&Sheep-」

　　 　UrBANGUILD,京 都
　　 　「ホーエル トー ン・オペ ラ」えず こホール,宮 城

　　 　「中之島 ブ リッジ・シアター ・駅 が出来 る」大阪
　　 　「サ ファ リパー クプ ロジェク トin栗 東」栗 東芸 術 文化

　　 　会館,滋 賀 県
2005「 国営昭 和記 念公 園み どりの文 化 ゾーンオープ ニング

　　 　企画 展 サ ファリパ ー クプ ロジェク トinみ どりの 文化

　　 　ゾ ーン」国営昭 和記 念公 園,立 川 市,東 京

　　 　「[herd】1羊 の群 れ形態 」maru　 gallery,東 京
　　 　「take　art　collection　 2005」 青山 スパイラル,東 京
　　 　「泉北 アー トプ ロジェク ト・羊 飼 いプ ロジェク ト2005」

　　 　和 泉市立 久保 惣記念 美術館,大 阪
　　 　「アー トフェア東 京2005」 東京 国際 フォーラム,東 京
2004rKYOTO　 ART　 MAP羊 飼 いプ ロジ ェク ト2004r羊 画

　　 　報』」ギ ャラ リー16,京 都

　　 　stake　art　collection　 2004」青 山 スパイラル,東 京
　　 　rart-Life　voL3井 上 尚子 と2人 展 ・オ レンヂ 羊 の夏休

　　 　み」青山 スパ イラル,東 京
　　 　「アー トチ ャンネルvoL3・ 羊 飼 いプ ロジ ェク ト2004」

　　 　十和 田市,青 森

　　 　rW,S・ 羊 飼 いハ イスクールプ ロジ ェク ト」京 都芸 術 セ
　　 　ンター,京 都
2003「 京都 市美 術館 開館70周 年 記念 ・羊飼 いプ ロジェク ト

　　 　03」京 都市美 術館,京 都

　　 　「クンス トヘイゲ ン・十勝 アー トフェスティバ ル」帯 広,
　　 　北海 道

　　 　「北 海道 帯 広市 立森 の 里小 学校W.S・ 大 きな 洞窟r羊
　　 　飼 い式茶式 』」北海 道

　　 　「京 都 市 美 術 館 開館70周 年 記 念W,sr空 間 動 物 図

　　 　鑑]」京 都市 美術館,京 都
2002「 アー トはうご く・は しる:現 代 美術 編 」京 都芸 術 セン

　　 　ター.京 都
　　 　「第29回 明倫 茶 会r羊 庵茶 室 』」京 都芸 術 セ ンター,

　　 　京都
　　 　「京 都 クリエイター ズ・ミー テ ィング2」 京都 芸 術セ ン

　　 　ター,京 都

　　 　rW,Wネ ッ トワークアー ト日韓 交流02」 京都 精華 大学
　　 　IMA,ソ ウル

　　 　「ギ ャラ リーパ フォーマンス 遊 びの名 人」京都 芸術 セ
　　 　ンター,京 都
2001「ONESCENE」 映 像 ・前 田真二 郎,京 都市美 術館,

　　 　京都

　　 　「Stay　wlth　art　1一眺 めの良 い部 屋」映 像 ・前 田真二 郎,
　　 　HOTELT'POINT,大 阪
　　 　 KYOTO-AMSTERDAM-New　 Directions-Ptrance

　　 　sheep』 」監督 ・映像 前 田真 二郎,京 都/
　　 　アム ステル ダム
2000「 新鋭美 術選 抜展」京 都市 美術館,京 都

　　 　「ワール ドワイ ドネ ッ トワークアー ト2000」 京 都精 華

　　 　大学,京 都

　　 　「プラモ大作 戦」ZONEGALLRY,名 古屋
1999「 羊飼 いプ ロジェク ト1999」 キ リンプラザ大阪,大 阪

　　 　「山形 国 際 ドキ ュメンタ リー映画 祭'99日 本 パ ノラマ

　　 　部 門 」rProject　 of　sheperd　 1998」 監 督 ・映 像 前 田真
　　 　二郎,MUSE1,山 形
　　 　「『ア ー トキャ ンプ1n岡 崎』子 供 たちの ワークシ ョッ

　　 　プ」京都市 美術館,京 都
1998　 「Projekt　eines　Schafers」Atelieram

　　 　Eck-SaLzmanbau,デ ュッセル ドルフ

　　 　「31th　Painting　 of　Japanese」Galley　 211バ ン グ ラ
　　 　デ ィシ ュ

　　 　「新鋭美 術選 抜展」京 都市 美術館,京 都
1997「1ダ ースの水 槽展」ガ レリア フィナルテ,名 古屋

　　 　rARTISTS　 FILE」 愛知芸 術文化 ホール,名 古屋

　　 　「情報移 動現 代美術 」名古 屋市 民ギ ャラ リー,名 古 屋
　　 　「大阪 トリエ ンナー レ1997」 マイ ドーム大阪,大 阪
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受賞歴
1999「 芸術祭典・京～公募:京を創る～」大賞,共 作:吉 野
　　　央子,智 積院,京 都
1996「 第5回 青木繁記念大賞展奨励賞'97」優秀賞,石 橋美
　　　術館,久 留米
　　　「天理 ビエンナーレ1996」準大賞,大 阪市立美術館,
　　　大阪
　　　「第17回 ジャパンエンバ美術 コンクール」優秀賞,エ
　　　ンバ中国近代美術,芦 屋
1995「 第6回TAMON賞 」優秀賞,柏 市民ギャラリー,柏
1994「194ABC美 術 コンクール」優秀賞1'96優 秀賞,ABC
　　　ギャラリー他,大 阪

H.584
rH.584」 は、　IAMASの ハイ ビジ ョンな どの高精 細 映像 の 研

究 を行 うHD　 contents　 making　 projectの メンバーを 中心に

結成 された映 像制作 チーム。

前田真二郎,齋 藤正和,萩 原健一
白石卓也,五 十嵐友子,高 尾俊介,山 本信幸

鈴 木 宣 也N・buya　 Suzuki

1969年 東京生まれ
情報科学芸術大学院大学講師
ネットワークによるコミュニケーションや協調活動を中心
に、情報技術・芸術・デザインの分野を横断する作品制作・研
究活動に従事する。

学歴
1994慶 磨義塾大学環境情報学部環境情報学科卒業
1996慶 鷹義塾大学大学院政策 ・メディア研究科ll多了

展覧 会
2006「lnteractive　 PLayground:Sight　 Unseen」 シカゴ

　　 　「は じま りの水 ‐IAMAS　 inYokohama」 横 浜,神 奈川
2005　 　digital　playground,　 Uijeongbu　 International

　　 　DigitaLart　FestivaL2005」 韓 国
　　 　rlnteractlon2005」 情報 処理学 会,東 京
　　 　「ICHIM　2005」 パ リ,フ ラ ンス

　　 　「教育 への ヴィジョン展」ベネ ッセスクエア,岡 山
2004「2004ア ジアデジ タル アー ト大 賞」福 岡アジ ア美 術館,

　　 　福 岡

　　 　「Ars　Electronica　 2004　 Campus」
　　 　KUNST　 UNIVERSITY　 LINZ,オ ース トリア

　　 　「2004DlgltaLArt　 Festival東 京2004」 パ ナ ソニ ック
　　 　センター 、東京

　　 　「茶 の湯 名碗展 」五 島美術館,東 京
　　 　「島根 県立美 術館 コレクシ ョン展」島根

　　 　rinthetube展 」みな とみ らい駅,横 浜
2003　 「the　Metropolitan　 MuseumofArt」 ニ ューヨーク

2002「 共画 」日本 科学未 来館,東 京

2000「 本 阿弥光 悦マル チメデ ィア展示 プ ロジェク ト」フィラ

　　 　デルフ ィア美 術館
1999「 第19回 油 圧 ・空 気圧 国際見本 市」東京 ビッグサ イ ト
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1998rPanasonlc　 DIGITAL　 ART　 SQUARE」 大阪

　　 　(Electric　Imaging　 the　VisualArts'98」 岐 阜
　　 　(DIGITALART　 SPLASH!」 福島 県立美 術館,福 島
1997「ARS　 ELECTRONICA」 リンツ,オ ース トリア

　　 　「Interaction97」 大垣,岐 阜
1996「ARS　 ELECTRONICA」 リンツ,オ ース トリア

1994「IMAGINA　 1994」 モンテ・カル ロ,モ ナ コ
1992「 椅子 をつ くる展」慶 癒義 塾大学

受 賞
2005「 から くりブ ロック」情 報 処理 推進 機構 未踏 ソフ トウ

　 　　ェア創造 事業
2004「 から くりブロ ック」2004ア ジア デジタル アー ト大 賞

　 　　入選

　 　　「か ら くりブ ロック」東 京 ガジェッ ト展 東京PRIZE(東
　 　　京都 知事賞)受 賞
2003「 平 衡感 覚共有 システム」中 山隼 雄財 団助 成金

2002「 戦 国博」GOOD　 DESIGN　 AWARD,コ ミュニケーショ

　 　　ンデザイ ングッドデザイ ン賞
2001「 戦 国博」インターネッ ト博 覧会 第3四 半期 国際 賞
2000「 本 阿弥光 悦マ ルチメデ ィア展示プ ロジェク ト」マルチ

　 　　メデ ィア グランプ リ2000,展 示 イベン ト部 門,グ ラ ン
　 　　プ リ受賞
1997rMoppet」 アル スエ レク トロニカ1イ ンタラ クテ ィブ

　 　　アー ト部 門,Honorary　 Mentlon
1996「Three　 men　 three　legs」アルスエ レク トロニカ,イ ン

　 　　タラクティブ アー ト部 門,Honorary　 Mention

平 林 真 実Masami　 Hirabayashi

岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー助教授 博士(工学)
主な興味はinternet上のコミュニケーションの仕組み、知的
所有権に関心を持っている。

学歴
1989筑 波大学第三学類情報学類,同大学院理工学研究科
　　　修了
1994株 式会社リコー ソフトウェア研究所(1989～1994)
1996慶 応義塾大学環境情報研究所 研究員
2004神 戸大学大学院 自然科学研究科後期課程修了博士
　　　(工学)

活 動歴
2006　 「SOURCE　 OFLIFEは じまりの水 一

　 　　lAMAS　 inYokohama」(Geomedia　 Contentsプ ロジェ

　 　　ク ト)横 浜BankART　 Studio　NYK,神 奈 川
　 　　「コネクテ ィン グ・ワール ド」匿名 プ ロジ ェク トMaSS-

　 　　Dev,参 加 、NTTイ ン ター コ ミュニケ ー シ ョン・セ ン
　 　　ター,東 京
2005rMoblabプ ロジ ェク ト」プ ラ ットフォームシ ステ ム開

　 　　発,大 垣,岐 阜

　 　　rlCHIMO5」(Geomedia　 Contentsプ ロジェク ト)パ リ,
　 　　フランス



2004　 fArs　Electronica　 Campus　 Exhibition)

　　 　(Laval　VirualJ(Geomedla　 Contentsプ ロジ ェク ト)

　　 　ラ ヴァル,フ ランス
2000rMetamorphose」 ネッ ト中継 ・会場デ コレーション
1997「Javaに 関する技術 ・応 用 ・表現 大賞」表現部 門長

1996「Toyon　 the　Net」 連載

　　 　株式 会社 アスキーlnternetWorking誌
1995「 クラブにおける双方 向型 インターネッ ト中継 」

論 文
2004rWebペ ージの信頼 性 の評 価手 法 に関す る研 究」神戸

　 　　大学 大学 院 自然 科学研 究科 博 士論文
2003(Scoring　 Web　 Pages　 with　 Social　 Credibility　in　a

　 　　Hypertext　 Environment)9th　 ICEIS
2002「 リンクに基づ いた明示 的Webペ ージ評 価法 」情 報処

　 　　理学 会論文 誌:デ ー タベ ース(TOD16)
2001「 大 規 模 サイ トにお けるWWWペ ージ評 価 手 法 の検

　 　　討」情 報処 理学会 情報 学シ ンポ ジウム
1993「 実 時 間 メデ ィアサ ーバ の 設計 」情 報 処理 学 会 コン

　 　　 ピュータシステムシ ンポ ジウム

　　 　「IAMAS　 2005　 Graduate　 Exhibition」 ソフ トピアジ ャ

　　 　パ ンセ ンタービル,大 垣,岐 阜
2004「IAMAS　 2004　 Graduate　 Exhibition」 ソフ トピアジ ャ

　　 　パ ンセ ンタービル,大 垣,岐 阜
2003「 第8回 バーチ ャル リア リティー学 会 」岐阜

　　 　 tells-phone展 」京都
2002　 「lnterCollege　 Computer　 Music　 Concert　 2002」 くら

　　 　しき作陽 大学

　　 　MAMAS　 Open　 House　 Performance&picture

　　 　sensoring　 system」 大 垣,岐 阜
　　 　rExhibition'Portfolio'IAMAS　 OS」大 垣,岐 阜
2001Pepper's　 Gallery　 Collaboration　 Program　 Art

　　 　Meets　 Dance」 銀座,東 京
　　 　「京都市 立芸 術大学 美術学 部 卒業作 品展 」京都
2000rXXXY二 人展 」京都,日 本

　　 　「京都市 立芸 術大学 美術学 部 作品展 」京 都
1999「 京都市 立芸 術大学 美術学 部 作品展 」京 都

1998「 京都市 立芸 術大学 美術学 部 作品展 」京 都

受 賞 歴

2004　 Nomination　 of　 international　 media　 art　 award

　 　 　 2004top　 50J

山川K.尚 子 Hisako.K.Yamakawa

1977年 大垣生 まれ

情報科 学芸 術大 学院 大学修 士課 程修 了、情報 科学 芸術 大学

院大 学研 究 生修 了 の後、オース トリア リンツ美 術工 芸 大学
のイ ンターフェイス・カルチ ャー学科 に客 員研 究 員 として在

籍。 「KODAMA」 は、　NTTイ ンターコ ミュニケーシ ョン ・セ ン
ター「エ マー ジェンシー ズ!001」 展 他 、国 内外 で展示 され

ている。
http://www.iamas.ac.jp/-h-kroO2

企画
2004　 visible!link　 cafe)Ars　 Electronica　 20041AMAS

　　 　CAMPUS　 Exhibition「FOOD!」

　　 　「Pre-visible!linkcafe」1AMAS　 OPEN　 HOUSE,大 垣,
　　 　岐阜
2003rMobile　 Feeling　project」IAMAS次 世代 パ フォー ミ

　　 　ングアー トプ ロジ ェク ト,Ars　 ELectronica　 2003,リ ン

　　 　ツ,オ ース トリア

学 歴
2002京 都 市立芸 術大 学美術 学部 美術科 彫刻専 攻修 了
2004情 報 科学芸 術大 学院 大学 メデ ィア表現 研究 科修 了

2005情 報 科学芸 術大 学院 大学研 究生修 了

2005‐2006　 　Kunstuniversitat　 Linz(University　 of　art&

　 　　industrialdesign　 Linz)オ ース トリア 客 員研究 員

展覧会
2007rYCAM'scopic　 measure'program#1」 山 ロ情 報芸

　　 　術 センター,山 口
2006「ICCエ マージ ェンシーズ!001」NTTイ ンターコ ミュ

　　 　ニケ ーシ ョン ・セ ンター,東 京

　　 　fEMAF,　 European　 Medla　 Arts　FestlvaL」 オスナブル
　　 　ク,ド イツ

　　 　rlmages　 FestivaL」 トロン ト,カ ナ ダ
　　 　「lnteractive　PLayground:Sight　 Unseen」 シカ ゴ,USA

　　 　(Chicago　 Festival　 of　Disability　Arts　 and　 Culture
　　 　2006関 連 イベ ン ト)
2005　 (THIRD　 ITERATION　 CONFERENCE)

　　 　オー ス トラ リア

　　 　fACM　 Multimedia　 2005　 Conference　 INTERACTIVE

　　 　ART　 PROGRAM」 シンガポール

　　 　(digital　 playground　 Uigieongbu　 International

　　 　Digitalart　Festival2005」 韓 国

斉 田 一 樹+三 原 聡 一 郎+む ぎ ば や し ひ ろ こ
Kazuki　 Saita+Soichiro　 Mihara+Hiroko　 Mugibayashi

故Moog博 士の講演 を聴き、2004年 よりコラボレーション
開始。有機的かつ非中心的なアプローチにより、電子/電気
的な音響生成の新しい表現をアー トのフィール ドで模索して
いる。木下研究所所属。活動の傍ら普段はそれぞれ楽器開
発業、舞台業、社長業を行なう。
http://moids.org

展覧会
2007「ICCエ マージ ェンシー ズ!003」NTTイ ンター コミュ

　　 　ニケ ーション・セ ンター,東 京
2006「IAMAS　 2006テ クノコー ド遊 民の縁 側」IAMAS,

　　 　岐阜
　　 　「電気 用品安 全法 によ って消 え逝 く危険 性が あるもの

　　 　展」Gallery　 NANZUKA　 UNDERGROUND,東 京
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斉 田 一 樹
2006情 報科 学芸術 大学 院大学 メデ ィア表現研 究科修 了

研 究のための ブルバキ的 匿名組 織「木下 研究 所」を組 織中。
また、電子 回路 を 自由に組み立 てるブ レッ ドボ ー ドと呼 ばれ
る実 験装置 を使 用 し演奏 を行 う、ブ レッ ドボ ー ドバ ン ドに所

属。 活動 にrThe　 Breadboard　 Band　 Comes　 Alive,'ZeroOne
San」ose!lSEA2006'San」ose」 な ど。

　　　「ガムラン、ワヤン、ジャワ舞踊コンサート」山ノ内保
　　　育園
　　　「インドネシア・ジャワの影絵芝居 ワヤンの世界を体
　　　験しよう」
2005「 タマゲイ展」
　　　「青頭巾」
　　　「奏デルテンプル」

三 原 聡 一 郎
2006情 報科 学芸術 大学 院大学 メデ ィア表現研 究科修 了

音 響 に基 づ いたテ クノロジ ーを使 用 した サウ ン ド・システム

を提 示 する作 品を展 開。 システ ムと設置 され る環 境 の関 係

性 の模索 を行な う。 また2004年 より木下 研究 所の客 員芸 術
家 を務める。

活動 と して「ヴ ェクサシオン ーc.i.p.(コンポジシ ョン・イン・プ
ログレス)」http:1/cip.io/を 、2003年 よ り始 動。2005年 山

口情 報芸 術 センター(YCAM)に てコンピュータを介 したバー

ジ ョンを発表 。2006年 ベル リンの トランス メデ ィアー レコン
ペ ティションにてフ ァイナ リス ト、 リンツのアル ス・エ レク ト

ロニ力賞 インタラクテ ィヴ ・アー ト部門 入賞。

む ぎばや しひろこ
2006情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了
アイティア株式会社CEO、 サイエンスライター、機械音響
ダーウィニスト、木下研究所客員芸術家。マーシャル・マク
ルーハンとインターネットに出会いモデルからメディアクリ
エイションの道へ転身。エイベ ックス(株)マルチメディア部
ディレクター、チーフ・プロデューサーを歴任後、独立。IT・
科学・アー トの領域を横断した複合メディアクリエイション
の活動に従事。著書に「むぎばやしひろこの かわいいサイエ
ンス」等。

ロー フ ィ ッ トイ ブ ラ ヒム 　Rofit　Ibrahim

1979年 イン ドネシ ア、ジ ョグジ ャカルタ州ス レマン生まれ

イン ドネ シアの芸術 大学 でガム ランを学 び、日本 で多数 の演

奏 会、ワークシ ョップ、また ガムラ ン講師 と して も活動 して
いる。

佐 々木 宏 実Hiromi　 Sasaki
1979年 大 阪生 まれ
イン ドネシ ア政 府 奨学 生 と してISIパ フォー ミング アーツ学

部 伝統音 楽学科 に留学 、ガムラ ンを学 ぶ。

早 川 貴 泰Takahiro　 Hayakawa
1979年 山 形県天 童市 生まれ

映 像作家 。独 自の手描 きアニメーションを手 がける。

本 公演 ではアニメーション映 像を担 当。

学歴
2002山 形大学教育学部中学校教員養成課程美術専攻
　　　卒業
2004岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業
2005岐 阜県立国際情報科学芸術アカデ ミー研究生修了
2007情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了

HANA☆JOSS+早 川 貴 泰
HANA☆ 」OSS+Takahiro　 Hayakawa

HANA☆ 」OSS(ロ ーフィットイブラヒム+佐 々木宏実)
2002年 インドネシア、ジョグジャカルタで結成されたガムラ
ンユニット。
ジャワガムランと影絵芝居ワヤンの上演、作曲、他ジャンル
とのコラボレーションなどを行い、各地で公演を行う。2004
年から日本での活動を開始。
本公演ではガムランとワヤン担当。

公演
2006「 羊を数えて眠る会LIVE」滋賀県栗東芸術文化会館さ
　　　きら小ホール
　　　「プレ成人式と音楽鑑賞」向日市民会館ホール
　　　「観月祭」向日神社
　　　「インドネシア共和国独立記念日レセプション」リー
　　　ガロイヤルホテル大阪
　　　「地蔵盆」寺戸町修理式
　　　「第5回7.67星 空コンサート」向日神社舞楽殿
　　　「ジャワガムランと舞踊～幻想的な響 き」メイシアター
　　　ワールドミュージックシリーズ
　　　「大山崎町国際フェスタ オン・ステージ」大山崎小学
　　　校体育館

受 賞歴
2006rTBS　 DigiCon6」 審査 員(塩 田周三)賞
　 　　(10th　 Seoul　 International　 Cartoon&Animation

　 　　Festival)Jury　 Special　Prize・Short　 Films-School/
　 　　Graduation

　 　　「2006Asia　 DigitalArt　 Award」 動画 部 門 ・入賞
　 　　「第12回 学 生CGコ ンテス ト」動画 部門 ・佳作
2005「2005Asia　 DigitalArt　 Award」 動画 部 門 ・優秀 賞

　 　　EARS　 ELECTRONICA　 2005)Honorary　 Mentions

　 　　Computeranimation/Visual　 Effects
　 　　f7th　 Puchon　 InternationalStudent　 Animation

　 　　Festival　 PISAF　 2005)Recommendation　 Special
　 　　Prize

　 　　「平 成18年 度 文化 庁 メデ ィア芸術 祭」アニ メー ション

　 　　部門 ・審査委 員会推 薦作 品
2004「CG&ANIMATION　 FILM　 FESTIVAL　 2004」 優秀 賞 日

　 　　本アニ メーシ ョン協 会奨 励賞
　 　　「第10回 学 生CGコ ンテス ト」動画 部門 優 秀賞

　 　　「2004Asia　 Digital　Art　Award　 ADAA大 賞」文 部科 学
　 　　大臣 奨励賞 福 岡県知 事賞

　 　　「ブ ロー ドバ ン ドアー ト&コ ンテンツ アワー ドジャパ

　 　　ン2004」 映像 コンテ ンツ部 門 優秀 作
　 　　「平成16年 度文 化庁 メデ ィア芸術 祭 」アー ト部 門 ・映

　 　　像 審査委 員会 推薦作 品
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松本祐一Yuichi　 Matsumoto
1975年 生まれ
アンケー ト・アー ト主宰。
茨城大学工学部電気電子工学科卒業後、会社員を経て、岐
阜県立国際情報科学芸術アカデミーを卒業。
作曲を早川和子、三輪眞弘に師事。
本公演ではシナ リオ、サウンドを担当。

展覧会
2007「 アンケー ト・アー ト個 展」AD&Aギ ャラ リー,大 阪

2006「 第1回AACサ ウン ドパ フォーマ ンス道 場 」愛 知 芸術

　　 　文化 セ ンター 、愛 知

　　 　「第7回 スパ イラル イ ンデ ィペ ンデ ン トク リエ ー ター
　　 　ズ フェステ ィバル」スパイラルホール,東 京

dracom

1992年 、dracomの 前身 とな る劇 団 ドラマテ ィック・カ ンパ
ニー が、大阪 芸術 大 学 の学生 を 中心 に旗揚 げ。 年 に2回 の
ペースで 公演 を行 う。1997年 の第7回 公演r空 腹 者 の弁 』か

ら作風 が一変 し、いわ ゆる「演劇 」とい う枠組 みに収 まり切 ら
ない 内容 になったた め、1998年1月 に一部 の関係 者 の間 で

使用 され ていた 「ドラ カン」という略称 をその まま集 団名 と

する ことにな った。 代表 作 は、サ イコロで台本 のセ リフを 出
演者 に割 り振 る「空腹 者の弁 」や、合計 上演 時 間が23時 間 の
「Green」 な ど。

http://www.dracom-f.com

公演

2006「 空 腹者 の弁 」ウイング再 演 大博 覧会2006参 加 ウイ

　　 　ングフィール ド,大 阪
2005dracom祭 典2005「 未市 民 ワイ ド」Al・HALL,伊 丹
2004dracom祭 典04-05「 特 集 ・ハム レッ ト#2」Al・HALL,

　　 　伊丹

　　 　dracom祭 典 「特 集 ・ハ ム レッ ト」演 劇 計 画2004参 加

　　 　作 品 京 都造 形芸術 大学 内studio21,京 都
　　 　dracom祭 典2004「 」IG-SAW　 CRAWL」Al・HALL,

　　 　伊丹
2003dracom祭 典02-03rGreen」A1・HALL,伊 丹
2002Pre-Gre(プ レグ リ)「～ レ ッスンプ ロに学 ぶ祭 典2002

　　 　へ のアプ ローチ」ウイ ングフィール ド,大 阪
2001dracom祭 典2001「The　 dynamics　 of　GUDAGUDA～

　　 　ぐだ ぐだ の力学～」ウイングフィール ド,大 阪
2000dracom祭 典2000「 全治0.2秒 の憂 欝」ロクソ ドン タ,

　　 　大 阪
1999dracom祭 典1999「 三 男 坊、 しけ し け」都 住 創 セ ン

　　 　ター 、大 阪
1998dracom祭 典1998「 女 パ イオ ニア」都 住 創 セ ンター,

　　 　大 阪
　　 　☆ 「劇団 ドラマ ティック・カンパニー」からrdracom」 に

　　 　改 名

　　 　第9回 公演 「空 腹者 の弁 〔再 演 〕」ウイ ング再 演大 博覧
　　 　会 参加 ウイングフ ィール ド,大 阪
1997第8回 公演 「知滅 」ウイングフィール ド,大 阪

　　 　第7回 公演 「空腹 者の弁」ウイングフィール ド,大 阪

1996第6回 公演「学習机に観覧車」ウイングフィール ド,
　　　大阪
　　　第5回 公演「神童、大いに奏でる」プラネットホール、
　　　大阪
1995第4回 公演「ご近所 さんによろしく」プラネットホー
　　　ル,大 阪
　　　第3回 公演「踊る街角」プラネットホール1大 阪
1994第2回 公演「本 日はお日柄もよく...」プラネットホー
　　　ル,大 阪
1993第1回 公演「畜生達の微苦笑」スペースゼロ,大阪

筒井潤Jun　 Tsutsui[作 ・演出]
1971年 大阪府生まれ
1992劇 団 ドラマティック・カンパニー(現dracom)を
　　　旗揚げ
1997大 阪芸術大学大学院芸術文化研究科演劇史学専攻
　　　修士課程修了

穴見圭司　Keiji　Anami[俳 優 舞台監督]
1972年 大阪府生まれ
1995大 阪芸術大学芸術学部舞台芸術学科 卒業

上山朋子Tomoko　 Ueyama[音 響]
1972年 生まれ
2003情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了

金谷郁　Fumi　Kanaya[制 作]
1972年 徳島県生まれ
1995大 阪芸術大学芸術学部舞台芸術学科 卒業

佐野洋子　Yoko　Sano[俳 優]
1971年 兵庫県生まれ

仁木美智子　Michiko　Nikl[制作]
1975年 京都府生まれ
1998大 阪芸術大学芸術学部芸術計画学科 卒業

村山裕希Hiroki　 Murayama[俳 優]
1972年 兵庫県生まれ
1993大 阪芸術大学芸術学部芸術計画学科 中退

大森都　Miyako　Omori[俳 優]
1976年 兵庫県生まれ
1999大 阪芸術大学芸術学部舞台芸術学科卒業

河合良平　Ryouhei　Kawai[俳 優]
1973年 京都府生まれ
1996京 都教育大学教育学部体育学科卒業
　　　インテレーP代表
　　　代表作:「コブラとは何だろうか?/愛 のメモリー」

松 岡 里 花 　 Rika　Matsuoka[俳 優]
1974年 大阪府 生 まれ

1995阪 神フ ァッシ ョン工 芸専 門学校 卒業
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岬 千 鶴 　 Chizuru　 Misaki[俳 優]
大 阪府 出身
イ ンテ レーP所 属

代表 作:「 コブラとは何 だ ろうか?/愛 のメモ リー」

小林桂子　Keiko　Kobayashi[演 奏 ・楽器製作]
長野県出身
2000岐 阜県立国際情報科学芸術アカデ ミー アー トアンド
　　　メディア・ラボ卒業
　　　ELEFUNTONE所 属

サ ウン ドアー ト・プ ログラム・デ ィレクター、音楽 家。
NPO法 人 「大 阪 ア ーツア ポ リア」サ ウ ン ドアー ト・プ ログ ラ
ム・デ ィレクター。 大学 在 学 中よ りドラマー として活動 す る

傍 ら ミュー ック・コンクレー トや ミニマル ・ミュージ ックに影

響 を 受 け、テ ープ ・コラ ージ ュやフ ィール ド・レコーデ ィン
グな どを行 う。 また近年 で は リアル タイム ・サ ンプ リング を

使 った演奏 を主 に行 う。

MOBIUM

大 型バ スを改造 した移動 型 多 目的ス ペース。 日本 中を移 動
し作品 展示、サ ウン ドイベ ン ト、ワー クシ ョップ などを開催 。

http://mobium.org

活動 歴
2006rDΩRKBΩTTΩURIST」 大阪

　　 　 mobil　 placard　2006」 名 古屋
　　 　renhanced　 mind」 鴎游舎,三 重
2005　 Canal　 Immigration」 大垣,岐 阜

　　 　rMobLab・ 日独 メディアキャンプ」全 国

　　 　「セ ン トラルイース ト東 京2005」 東京

　　 　「SHOBOSHOBO　 BUS　 TOUR2005+mobil　 placard」
　　 　全 国

河 村 陽 介Y。suke　 Kawamura
1977年 名 古屋生 まれ

2002岐 阜 県立 国際 情 報 科 学 芸 術 ア カデ ミーア ー ト&メ

　 　　デ ィア・ラボ科卒 業。
サ ウン ドや ビジ ュアル+デ バイス を扱 った空 間イ ンス タレー

シ ョン・パ フォーマ ンス を制 作。 そ の一 環 と して 移動 型 の
フィール ドワー ク、MOBIUMを 開 始。都市 部か らロー カル ま

で移 動 し作 品展示 などを行 う。

KASEO(川 瀬 哲也)

中学 生の 時、鈴 木慶 一 プ ロデ ュー スのオム ニバ スアル バム
「ビック リ水 族 館 」に、ユ ニ ッ ト「集 団下 校 」と して参 加。 現

在 、rKATE」 所属。
2005年 よりソ ロ活動 の一環 として、サーキ ッ トベ ンデ ィング

を開始す る。

鈴 木 悦 久+松 本 律 子
Yoshihisa　 Suzuki+Ritsuko　 Matsumoto

拡 大 鏡the　 Magnifying　 GLass
Yuko　 Nexus　 6,小 島剛,河 村陽 介

「拡大」をテーマとした相互ネットワーク・映像・サウンド・パ
フォーマンスユニット。
日常の1シ ーンを切 り取りその映像・音声を拡大 していくこ
とに表現を絞り構成を行う。
演奏者はコンピュータを用いそれぞれがネットワークの相互
作用により映像と音声をコントロールする。 また指揮者指導
で制御を行なうこともあるなど可変的スタイルをとる。

Yuko　 Nexus　 6(北 村 祐 子)
1964年 大 阪生 まれ

名古 屋学芸 大学 メデ ィア造形学 部非 常勤講 師

ラ イター、音 楽家 。 アルスエ レク トロニカ2005(デ ジ タル 音

楽部 門)の 審査 員を務め る。
著作 にrFLYERS-California」(ぶ な のも り刊 星 雲社 発売)、
「サ イバ ーキッチン ミュージ ック」(翔泳社 刊)。

寄稿 に「WlRED　 JAPAN」 ほか。
CD作 品 に「JournaLde　 Tokyo」(Sonore　 RecordsSON-18)、

「NEKO-SAN　 KILL!KILL!」(カ エル カフェKACAOO85)、
「Bit　Diary」(カ エル カフェKACAOO33)、 「BLUE-LLL.」

(カエ ルカフェKACAOO50)ほ か。
2003年 、アル スエ レク トロニ カ(オ ー ス トリア、リンツ)デ ジ

タル ミュージ ック部門 にてHonorary　 Mention受 賞。

小 島 剛 　Takashi　 Kojima
1969年 生 まれ

鈴木悦久Yoshihisa　 Suzuki
1975年 横浜生まれ
作曲家、パーカッショニスト。昭和音楽大学打楽器専攻卒
業。情報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了。室
内楽やオーケストラから現代音楽や中国古楽器の演奏者と
しても活動。また、フィンランドやオーストリアなどで、サウ
ンドと映像の実験的なライブ行うなど、国際的に活動してい
る。作曲家としても、rChromatist」(原田力男・没後10周 年
追悼演奏会招待公募作品)や、ダンサー櫻井郁也氏とのコラ
ボ レー ト作品rANARCHITEKT」 、　rTeAShi」(昭和音楽大学
打楽器アンサンブル委嘱)などがある。アルゴリズミック演
奏家集団'teamSZK'代 表。

活 動歴
2006rmimiz〒session」 個展,銀 座Space　 Kobo&

　 　　Tomo,東 京

　 　　BARS　 EIectronica2006　 Honorary　 Mention(Digital
　 　　Music)」 受賞(mimiz)1リ ンツ,オ ース トリア
2005「 原 田力 男没後10年 ・追悼 コンサ ー トChromatist」

　 　　東京
2004rlSEA2004」 「存在 ト時間#2」 赤 松正 行氏 との コラボ

　 　　レー ト作 品,フ ィンラン ド

　 　　BARS　 ELECTRONICA　 IAMAS　 Campus　 Exhibition)
　 　　作品 「集」.リ ンツ,オ ース トリア

　 　　「improvisation　 system#1」 シュ トゥットゥガル ト,ド
　 　　イツ

　 　　「演 算す るか らだ展」作 品 「環 ・カルテ ッ ト」神奈 川 国際
　 　　芸術 フェステ ィバル
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「光速 スローネス」京都 ビエンナー レオープ ニングコン

サー ト企画 作 品「環 ・カルテ ッ ト」法然 院,京 都

松 本律子　Ritsuko　Matsumoto
1976年 福島県生まれ
マリンバ奏者。4歳 よりピアノ、5歳 よりマリンバを始める。
昭和音楽大学打楽器科マリンバ専攻卒業。大学卒業後、中
学校音楽の常勤講師、養護学校講師を務める。 日本打楽器
協会主催の第17回 新人演奏会 出演。2006年 コンセール・
ヴィ・ヴァン・オーディション合格。教育機関での芸術鑑賞
教室、地域の音楽会、リーチアウト演奏など演奏会出演 多
数。作曲家の豊岡久美香と組んだ、音楽表現グループ「うた
うたげ」の主催者として、2001年 から毎年「音楽の庭 マリン
バコンサート」を開催。豊岡が書き下ろした新曲、編曲作品
を演奏。マリンバの美 しい音色で静 けさと安らぎの空間を
創りだし、好評を得る。2005年 より「松本律子・鈴木悦久 マ
リンバ&パ ーカッション デュオ」を結成。古典から現代まで
のクラッシックやジャズの名曲をマリンバとパーカッション
で演奏。現代マリンバ作品の他、童謡、ポップスなど様々な
ジャンルの音楽を独自のアレンジで演奏。ソロ、アンサンブ
ルと活動の場を広げ、マリンバの幅広い音楽表現の可能性
を追求し、感動的な音楽空間創りをめざす。
鶴岡たみ子、有賀誠門、岡田眞理子、新谷祥子、Wカ ーン各
氏に師事。

クロッカスIAMAS非 公式公認新聞部

活動歴
2007ク ロッカス最終15号 発行
2005　クロッカス創刊
　　　クロッカス結成

か くだ な おみ 　Naoml　Kakuda
1980年 岐阜生まれ
2003愛 知大学文学部哲学科卒業
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

清水彩栄子Saeko　 Shimizu
1985年 滋賀生まれ
2003滋 賀県立栗東高等学校美術科卒業
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

廣田ふみFumi　 Hirota
1982年 福岡生まれ
2005東 京工芸大学芸術学部卒業
2007情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了

スタンプラリー

古 堅真彦Masahiko　 Furukata
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー助教授
1968年 奈良生まれ
1993関 西学院大学大学院理学研究科博士課程前期課程
　　　修了
1993-1996　 岡山県立大学デザイン学部助手
1996-2000　 財団法人国際メディア研究財団主任研究員

作 品発表
2006rdeep_science」 日本科学 未来館 、東京
2005「path」YCAM、 山口

2004rgam」 財 団法 人国際 メデ ィア研 究財 団、東京

高 木寛貴Hirotaka　 Takagi
1981年 岐阜生まれ
2003名 城大学理工学部電気電子工学科卒業
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

作品発 表
2005「Lib-LIVE!J　 NTTイ ン ター コ ミュニ ケー シ ョンセ ン

　　 　ター,東 京
2004rDance　 and　Media　 20041TOKYO」 ア ップ リンク・ギ ャ

　　 　ラリー,東 京

縁 台 設 置 プ ロ ジ ェ ク ト
EndaiSetchi　 Project(Bench　 Installation　Project)

山ロ博史　HiroshiYamaguchi
岐阜県立森林文化アカデミー ものづくり研究会 講師
1969年 大阪生まれ
1995北 海道大学農学部林産学科木材生物学講座卒業
1997森 林たくみ塾卒塾

作品発表
2006「 和の生活」飛騨の山樵館、岐阜
2005「 楽しい器と楽 しい菓子型展」ギャラリーオー工房、
　　　岐阜

吉 川義 盛Yoshimori　 Yoshikawa
1974年 東京生まれ
1998東 京学芸大学卒業
2000イ メージフォーラム付属映像研究所卒業
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

磯 垣 広 野Koya　 lsogaki

情報科学芸術大学院大学スタジオ1
1980年 京都生まれ
2004京 都造形芸術大学卒業
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DIDプ ロ ジ ェク トDID　 Pr。ject

lAMAS:吉 岡洋(教 授),田 中健司,廣 田ふみ,石 原寛介,井
上さおり,福井悠
大垣商業高校ITリサーチ部:上 田益久(教諭),峯 地里奈,廣
瀬友里,星 さゆり,鈴木麻里,清 水麻衣,若 園依美,他2名
DA」A:清 水麗軌

活動歴
2006DID発 足
　　　大垣市のブラジル人学校HIRO学 園にヒアリング調査
　　　日本語ソフトとおしゃべり人形の制作開始
　　　HIRO学 園で制作中の日本語ソフ トを用いた授業実験
　　　日本語ソフト、人形のプロトタイプ完成、発表

作 品発表
2006　 「はじまりの水 一IAMAS　 InYokohama」 横 浜BankART

　 　　Studio　NYK,神 奈 川
2004rDigital　 Art　Festival東 京2004」 ガ ジェッ ト展 示、パ

　 　　ナソニ ックセンター,東 京
　 　　「Ars　Electronica2004

　 　　1AMAS　 CAMPUS　 EXHIBITION)Kunstuniversitat,

　 　　 リンツ,オ ース トリア

鈴木宣也
→P146

■ゼ ロか ら/を 見直す会
秋吉亮佑,澤 崎賢一,山 田幹悟

SNAPSHOT　 EXHIBITION

　 SH　 project

石原 寛介,コ ン スキ ョン,竹 谷康 彦

石 原 寛 介

情報 科学芸 術大 学院 大学ス タジオ4
1978年 岐阜 生 まれ
2000神 田外 語大学 外国語 学部 英米語 学科 卒業

2004Los　 Angeles　 City　College　 Cinema　 CLass修 了

作品発表
2006rlVRC(国 際学生対抗ヴァーチャルリア リティコンテ
　　　スト)」岐阜本大会 鋼労賞受賞、岐阜各務ヶ原テクノ
　　　プラザ、岐阜

秋吉亮佑
1977年 福岡生まれ
2007情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了

澤崎賢一
1978年 広島生まれ
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

山田幹悟
情報科学芸術大学院大学スタジオ3
1968年 鹿児島生まれ

　 SHY
澤野知佳,蛭 田直,吉 川義盛

コン ス キ ョン

情報 科学芸 術大 学院 大学ス タジオ1
1975年 ソウル(韓 国)生 まれ
1998Ewha　 Womans　 University　 Division　 of　Art　and

　　 　Crafat,　FiberArt
2004Ewha　 Womans　 University　Division　of　Digital　Media,
　　 　Masterof　 Media　Art

作 品 発 表

2006　 「IVRC〔14^th　 Internationalcollegiate　 Virtual　 Reality

　 　 　 Contest〕 展 」未 来 科 学 館 、東 京

2003　 ×10Years　 After)INSAArt　 Center,　 Seoul,　 Korea

2002　 「VSMM2002〔lnternationaL　 Society　 on　 Virtual

　 　 　 System　 and　 Multimedia)Media　 Art&Technology)

　 　 　 Artsonje　 Museum,　 Gyeonju,　 Korea

澤野知佳
情報科学芸術大学院大学スタジオ1
1983年 兵庫生まれ
2006同 志社女子大学学芸学部情報メディア学科卒業

蛭 田直
情報科学芸術大学院大学スタジオ3
1976年 岡山生まれ
1998倉 敷芸術科学大学芸術学部美術学科卒業

作品発表
2002「 現代作家の眼」アートウェーブ岡山・巡回展 映像一視
　　　覚と日常,岡 山市文化センター,岡 山

盛義川吉
51円↓

■川北奈津+鈴 木宣也

川北奈津
1980年 和歌山生まれ
2004情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了

■濱哲史
1985年 大阪生まれ
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業
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作品発表
2005グ ループ展「奈良町展示会」ならまち文化館 くるま座,
　　　奈良
　　　「インターカレッジコンピュータ音楽コンサート
　　　2005」大垣市情報工房,岐 阜

■山光茉智
山本信幸,中 里光雄,坂 本茉里子,川 田 智子

山本信幸
情報科学芸術大学院大学スタジオ2
1980年 北海道生まれ
2006金 沢美術工芸大学油画専攻卒業

■吉田麻実子
1979年 富山生まれ
2002国 立音楽大学音楽学部音楽デザイン学科卒業
2007情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了

■表現工学専攻準備室
小林孝浩,山 田晃嗣,石 田亨
福井悠,星 卓哉,篠 田知哉,國 谷直樹,平 井大樹

■ジオメデ ィアコンテ ンツプ ロジ ェク ト
関ロ敦仁,小 林孝浩,平 林真実,遠 藤孝則,前 林明次
竹谷康彦,小 鷹研理,鈴 木剛,西 岡渉,石原寛介,谷 上周史

作品発 表
2006「eARTh　 quake　 S波 」金 沢21世 紀美 術 館市 民 ギ ャラ

　　 　リーA,石 川
2005almanac#4(depositors　 meeting)art&river

　　 　bank,東 京
2004rLe　 Dimore　 deLじArte」 旧加賀 藩士高 田家跡,石 川

中里光雄
岐阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーDSPコ ース
1980年 東京生まれ
法政大学国際文化学部国際文化学科卒業

坂本茉里子
情報科学芸術大学院大学スタジオ2
1982年 神奈川生まれ
2005武 蔵野美術大学造形学部視覚伝達デザイン学科卒業

作品発 表
2007rearthen　 bodies陶 製 の 身 体 」兵 庫 芸 術 文 化 セ ン

　　 　ター,兵 庫

川田智子
香川生まれ
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

■iamasTVプ ロジ ェク ト
CGIコ ー スプ ロジ ェク ト。1998年 か ら月一 回15分 枠 の大垣
ケーブルテ レビの番組 として始 まる。

1999年 か らケ ーブル コミュニケーシ ョン長 良川(現CCN)で

も放送 開始。

[IAMASAMPLES　 2006]

　 electric　 resistance
堀宏 行,松 波直秀

堀宏行
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーDSPコ ース
1978年 長崎生まれ
2003法 政大学国際文化学部国際文化学科卒業

作 品 発 表

2006　 fSrishti's　 newArtists　 and　 Designers　 2006)

　 　 Alliance　 France,　 Bangalore,　 India

　 　 　 「国 際 ダ ン ス 映 像 祭2006」P-house,東 京

松波直秀
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーDSPコ ース
1974年 埼玉生まれ

■荒木淳平+五 十嵐友子

荒木淳平
1986年 新潟生まれ
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

■時間旅行楽団
篠田知哉,津 坂真有,野 副安友子
牛島安希子,高 山葉子,文 谷有佳里

2005年 結成
作品発 表
2005「 インターカレッジコンピュータ音 楽 コンサ ー ト

　　 　2005」 大垣 市情 報工房,岐 阜

五十嵐友子
情報科学芸術大学院大学スタジオ2
1982年 福島生まれ
2006山 口大学教育学部総合文化教育課程文芸 ・芸能コー
　　　ス卒業

発表歴
2006「 第1回AACサ ウン ドパフォーマンス道場」愛知県芸
　　 術劇場小ホール,愛 知
　　　「青葉縁日」せんだいメディアテーク,宮城
2005「 時間旅行展」山口情報芸術センター,山 ロ
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篠田知哉(情報科学芸術大学院大学)卒業
津坂真有(情報科学芸術大学院大学)
野副安友子(岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー)卒業
牛島安希子(愛知県立芸術大学)卒業
高山葉子(愛知県立芸術大学非常勤講師)
文谷有佳里(愛知県立芸術大学)

　 The　 Breadboard　 Band

原 田克彦,斉 田一樹,大 石彰 誠,赤 松正行

2005年 結成

作 品 発 表

2006　 TAKEAWAY　 FESTIVAL　 DO　 IT　YOURSELF　 MEDIA)

　 　 　 DanaCentre,　 London

2006　 「NIMEO6」Tnptyque,　 Parls

2006　 「ZeroOne　 San　 Jose!1SEA2006」 　Parkside　 Hall

　 　 　 Courtyard&1st　 Street,　 SanJose

原田克彦
1981年 長野生まれ
2005岐 阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業
2007情 報科学芸術大学院大学メディア表現研究科修了

作品 発表
2005「Lib-LIVE#001」NTTイ ンター コミュニ ケーシ ョン ・

　 　　センター,東 京

斉田一樹
→P148

大石彰誠
1975年 大分生まれ
1999九 州大学工学部卒業
2007岐 阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーマルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業

作品 発表
2005　 TAKEAWAY　 FESTIVAL　 DO　IT　YOURSELF　 MEDIA)

　 　　DanaCentre,　 London

赤松正行
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー 教授
1961年 兵庫生まれ
2006京 都市立芸術大学大学院美術研究科 博士(美術)
著作に「2061:Maxオ デッセイ」(リットーミュージック)など

作品 発表
2007「 陶 製 の 身体 ～Earthen　 Bodles」 兵庫 芸 術 文化 セ ン

　 　　ター,兵 庫
2005「 赤松 正行 展:TlMEMACHlNE」 夢創 館,兵 庫
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　 PAN
金箱淳一、柏木恵美子

2006年 結 成

作 品発表
2006　 「IAMASONIC　 2006'Analog　 MusicaL　 lnsturument

　 　 　meets　 Digital　Musical　 lnterface'」IAMASマ ル チ メ
　 　 　デ ィア工房,岐 阜

金箱淳一
情報科学芸術大学院大学スタジオ2
1984年 長野生まれ
2006岩 手県立大学ソフ トウェア情報学部卒業

論文発表
2006「 第2回 日本感性工学会春季大会」広島国際大学,
　　　広島
2005「 日本ソフトウェア科学会第22回 大会」東北大学,
　　　宮城

柏木恵美子
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーDSPコ ース
1982年 神奈川生まれ
2005武 蔵野美術大学造形学部デザイン情報学科卒業

作品発表
2005武 蔵野美術大学卒業・修了制作展,武 蔵野美術大学,
　　　東京

■坂本茉里子
→P153

[ANIMATION　 HARVEST]

■吾妻宣紘
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーDITコ ース
1983年 福島生まれ
2006東 北福祉大学 総合福祉学科情報福祉学部卒業

　 ALIMO
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーCGlコ ース
1977年 山ロ生まれ
2002多 摩美術大学美術学部絵画学科油画専攻中退
2004イ メージフォーラム付属映像研究所 第一期アニメー
　　　ション科卒業

作 品発表
2006「 第11回 広 島 国際 アニ メーシ ョン フェステ ィバル 特

　 　 　別プ ロ グラム・現代 日本の アニ メー シ ョン」アステー

　 　 　ルプラザ,広 島

　 　 　「+VIDEO　 AWARD2006」 審査 員個 人賞受 賞,

　 　 　+GaLLery,名 古屋
2004「 東京 コンペ#1」(日 比野克 彦賞 受賞)丸 ビル 、東 京



■井出絢 子
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーDITコ ース
1978年 愛知生まれ
2001愛 知教育大学総合造形コース漆芸専攻卒業

■今村公美
岐阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーCGIコ ース
1976年 三重生まれ

■宇佐美真心+高 野生子+宮 地福太郎

宇佐美真心
東京造形大学
1982年 岐阜生まれ
2002岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミーCGIコ ース
　　　卒業

高野生子(東京造形大学)
宮地福太郎(東京造形大学)

■世 羅恭大
岐阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーCGIコ ース
1987年 岐阜生まれ

■桑山佳代子
1974年 愛知生まれ
1997多 摩美術大学美術学部芸術学科卒業
2002岐 阜県立国際情報科学芸術アカデ ミー マルチメディ
　　　ア・スタジオ科卒業
2003岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミー研究生修了

作品発表
2006「 アニメーションテープス」愛知芸術センター,愛 知
　　　「アー トアニメーションの現在」TAPサ テライトギャ
　　　ラリー,茨 城

■春成つむぎ
岐阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーCGIコ ース
1983年 石川生まれ
2006同 志社女子大学現代社会学部社会システム学科卒業

■星裕子
岐阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーCGIコ ース
神奈川生まれ

■村上寛光
岐阜県立国際情報科学芸術アカデ ミーCGIコ ース助手
1975年 神奈川生まれ
東京工芸大学芸術学部映像学科卒業
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー アー トアンドメディ
ア・ラボ科卒業
ロイヤルカレッジオブアートアニメーションコース卒業

作品発表
2005「IMAGINA2005」 モナコ
2003　 Annecy　 International　Animated　 Film　Festival
　　　2003」フランス
1998　「Milia'98　New　Talent　Pavilion」フランス

■若見あ りさ+長 谷川聡 子

若見あ りさ
女子美術大学メディアアー ト学科 専任助手
1974年 愛知生まれ
2000岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミー アートアン ド
　　　メディア・ラボ科卒業

作品発表
「アニメーションテープス」

長谷川聡子
1978年 愛知生まれ
名古屋造形芸術大学美術学部美術科類卒業
卒業後はインド古典声楽を勉強

■村岡朋美
2006岐 阜県立国際情報科学芸術アカデミー卒業

[squall]

■五十嵐友子
→P153

■山本信幸
→P153

■高尾俊介
情報科学芸術大学院大学スタジオ2
1981年 熊本生まれ
2004筑 波大学第二学群比較文化学類卒業
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吉岡洋 Hiroshi　 Yoshioka

1956年 生まれ
京都大学文学部哲学科卒業、同大学院博士課程修了。
情報科学芸術大学院大学教授を経て現在、京都大学大学院
文学研究科教授。
美学、現代思想専 門。主な著書 に、r情報と生命一脳・コ
ンピュータ・宇 宙』、〈思想〉の現在形一複雑系・電脳空間・
アフォーダンス』をはじめ,雑誌r思想』r現代思想』r批評空
間』その他に論文・エッセイなどを多数発表。r情 報の宇宙
と変容する表現』で対話的フィクションという形式 による
情報文化論を試みたり、KOSUGI+ANDO「 とはずがたり」や、
rBEACON」 では、テキス トによる作品への「侵入」を行なっ
た。また、2000年4月 にオープンした京都芸術センター発
刊の批評雑誌『Diatxt.』の編集長を通巻1号 から8号 までつ
とめた。ウェブサイトrSpace　in　Cyberspace」 では、発表さ
れた印刷物とは別に、エッセイや物語を執筆 ・公開 している。

著書
2000「 情報の宇宙と変容する表現」角川書店
1997「 〈思想〉の現在形一複雑系・電脳空間・アフォーダン
　　　ス」講談社
1993「 情報と生命一脳・コンピュータ・宇宙」共著・室井尚,
　　　新曜社

訳書
1996ブ ル ース ・マ ズ リッシュ「第 四 の境 界 一 人間 機 械(マ

　 　　ン・マシ ン)進 化論」ジ ャス トシステム
1991マ ー ク・ポスター 「情報様 式論 」共訳,岩 波 書店

1987H・ フォスター編 「反美学 」共訳,動 草 書房
1985リ チャー ド・ローテ ィ「哲学 の脱構 築一 プラグマテ ィズ

　 　　ムの諸帰結 」共訳,御 茶の水書 房

作品
2004rBEACON」KOSUGI+ANDO,大 阪 成 腰 大 学 ギ ャラ

　 　　 リー1大 阪
2001　 「BEACON」KOSUGI+ANDOINTTイ ン ター コ ミュニ

　 　　ケーシ ョン・センター1東 京
1999rBEACON」KOSUGI+ANDOI中 京 大 学 ギ ャラ リーC

　 　　スクエア,愛 知
1998「 とはずが たり」KOSUGI+ANDO,ギ ャラ リー16,京 都

その 他
2003京 都 ビエンナー レ2003総 合 デ ィレクター

2002日 本記 号学会 編「記 号学研 究」編 集委 員長(2002-)

　 　 批 評 誌rDiatxt.(ダ イ アテ キス ト)」voL.1-8編 集 長

　 　 　(2000-2003)
1999京 都芸 術セ ンター準備 委 員 ・企画 委員(1999-2001)

Born　 In　1956

Graduate　 of　Kyoto　 University　 Graduate　 School　 of　Letters

Department　 of　Philosophy,　 Completed　 Masters　 at　Kyoto

University

After　 work　 as　 a　 professor　 at　the　 Institute　 of　Advanced

Media　 Arts　 and　 Sciences　 he　 is　currently　 a　professor　 at

Kyoto　 University　 Graduate　 School　 of　Letters

Specializes　 In　aesthetics　 and　 modern　 philosophy.

His　 main　 literary　 works　 are"John　 to　 seimei-no,

computer,　 uchO";"<Shis6>no　 genzaikei-fukuzatsukei,

dennokukan,　 affordance"and　 additional　 countless

theses　 and　 essay　 publications.　 Additionally,　 he　worked　 as

Edito「-in-Chief　 for　issues　 one　 through　 eight　 oヂ`Diatxピ',　 a

criticaljournal　 published　 by　the　 Kyoto　 Art　 Center.　 Essays

and　 stories　 are　 written　 and　 made　 public　 on　 his　website
"S
pace　 In　Cyberspace."

LITERARY　 WORKS

2000　 "Joho　 no　 uchu　 to　henyosuru　 hyogen"Kadokawa

　 　 Shoten　 Publishing　 Co.,　 Ltd.

1997　 "<Shiso>no　 genzaikei‐fukuzatsukei,　 dennokukan,

　 　 affordance"Kodansha　 Limited

1992　 "John　 to　seimei‐no,　 computer,　 uchu"Co-

　 　 authorship　 Hisashi　 Muroi,　 Shinyosha　 Co.

TRANSLATED　 WORKS

1996　 Bruce　 Mazlish."The　 Fourth　 Discontinuity:The　 Co-

　 　 　 Evolution　 of　Humans　 and　 Machines"JustSystems

　 　 　 Corporation

1991Mark　 Poster."The　 Mode　 of　Information:

　 　 　 Poststructuralism　 and　 SocialContext"Co-

　 　 　 authorship　 Iwanami　 Shoten,　 Publishers

1986　 Hal　 Foster."The　 Anti-Aesthetic:Essay's　 on

　 　 　 Postmodern　 Culture"Co-authorship,　 Keiso　 Shobo

　 　 　 Publishing　 Co.,　 Ltd.

1985　 Richard　 Rorty."Consequences　 of　Pragmatism:

　 　 　 Essays"1972-1980,　 Co-authorship,

　 　 　 Ochanomizushobo　 CO.,　 LTD.

ART　 WORKS

2004　 "BEACON"KOSUGI+ANDO,　 Osaka　 Seikei　 University

　 　 　 Gallery,　 Osaka

2001　 "BEACON"KOSUGI+ANDO,　 NTT　 Inter-

　 　 　 Communication　 Center,　 Tokyo

1999　 "BEACON"KOSUGI+ANDO,　 Chukyo　 University

　 　 　 Gallery,　 C・Square,　 Aichi

1997　 "Towazu-gatari"KOSUGI+ANDO,　 galerie　 16,　Kyoto

OTHERS

2003　 Kyoto　 Biennale　 2003　 General　 Director

2002The　 Japanese　 Association　 forSemiotic　 Studies,

　 　 　 Studia　 Semiotics,　 Chief　 of　Editing　 Committee

　 　 　 (2002-)

　 　 　 CriticalJournalDiatxt.　 Vol　 1-8　 Editor-in-Chief

　 　 　 (2000-2003)

1999　 Kyoto　 Art　 Center　 Preparatory　 Committee,　 Planning

　 　 　 Committee(1999-2001)
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グナラン・ナダラヤン Gunalan　 Nadarajan

シンガポール 出身。 批評家 ・キ ュレータ。

現 在、ペ ンシルバ ニヤ州 立大学芸 術 ・建築力 レッジ研究所 副主

任。主 な著書 に『Ambulations』(2000年)、 『Contemporary
Art　ln　Singapore』 共著 、2006年)ほ か、論 文 ・エ ッセイを 多

数発表 。
「Ambulations(シ ンガポ ー ル)」、「180KG(ジ ョグジ ャカル

タ)」、「Negotiating　 Spaces(オ ー クラ ン ド)」、「media _city
2002(韓 国 ソウル)」、rContainer　 Culture(米 国サ ンノゼ)」な

ど世 界 中で18の 展覧会 主事 をキュレーシ ョン。
また、「Documenta　 Xl(ド イツ カッセル)」の 共同 キ ュレー タ

や、「ISEA2004(ヘ ル シ ンキ ・タ リン)」、「transmediale　 O5

(ベ ル リン)」、「ISEA2006(サ ンボ ゼ)」 な どの 国 際 展 の審
査 員 を務 め て きた。 現 在 、rlnternationaL　 Symposium　 on

ELectronic　 Art(ISEA2008)」 の アー トデ ィレクターを務め る。

著 書
2006

2000

(Signs　 of　Life:BioArt　 and　 Beyond)MIT　 Press

flslamic　 Automation:AReading　 of　al-Jazari's
`Book　 of　Ingenious　 Mechanical　 Devices'J

(Media　 Art　 Histories)MIT　 Press

fAmbulationsJ

numerous　 catalogue　 essays　 and　 variousacademic

articles　 including　 most　 recently　 in　 Ornamental

Biotechnology　 and　 ParergonalAesthetics)

展覧会主 事
2002　 「180KG」 イン ドネシア ・ジ ョグジ ャカルタ

　　　　　(media_city　 2002」 韓 国・ソウル
2000「AmbuLations」 シ ンガポ ール

　　　　　「Negotiating　 Spaces」 ニュージーラ ン ド・
　　　　　オー クラン ド

展覧会共 同主事
2002「Documenta　 Xl」ドイツ・カ ッセル

An　 art　 theorist/curator　 from　 Singapore,　 is　currently

Associate　 Dean　 of　 Research　 and　 Graduate　 Studies,

College　 of　Arts　 and　 Architecture　 at　the　 Penn　 State

University.　 His　 publications　 include　 two　 books,

Ambulations(2000)and　 Contemporary　 Art　 in　Singapore

(co-authored;2006)and　 many　 catalogue　 essays　 and

academic　 articles.　 He　 has　 curated　 18　 exhibitions

internationally　 including　 Ambulations(Singaporel,

180KG　 (Jogjakartal,　 Negotiating　 Spaces(Auckland)

and　 media　 city　 2002(Seoul,　 S.Korea)and　 Container

Culture(San　 Jose,　 USA).　 He　 was　 contributing　 curator

for　 Documents　 XI(Kassel,　 Germanyl　 and　 has　 served　 on

the　 jury　 of　 several　 international　 exhibitions　 including

ISEA2004(Helsinki/Talinn),　 transmediale　 O5(Berlin)

and　 ISEA2006(San　 Jose).　 He　 is　Artistic　 Director　 of　the

InternationalSymposium　 on　 Electronic　 Art,　 ISEA2008.

PUBLICATIONS　 INCLUDE　 A　BOOK

2006

2000

"Si
gns　 of　Life:Bio　 Art　 and　 Beyond"MIT　 Press

"l
slamic　 Automation:AReading　 of　al-Jazari's'Book

of　Ingenious　 Mechanical　 Devices'"
"M
edia　 Art　 Histories"MIT　 Press

"A
mbulations"

numerous　 catalogue　 essays　 and　 various　 academic

articles　 including　 most　 recently　 in'Ornamental

Biotechnology　 and　 ParergonalAesthetics'

CURATED　 EXHIBITION

2002

2000

"180KG"J
ogjakarta,　 Indonesia

"
media　 city　2002"Seoul,　 Korea
"A
mbulations"Singapore

"N
egotiating　 Spaces"Auckland,　 New　 Zealand

国際展 覧会審査 員
2005「transmediale　 O5」ドイツ・ベル リン
2004「ISEA2004」 ヘ ルシ ンキ ・タリン

CONTRIBUTING　 CURATION

2002　 "Documents　 XI"Kassel,　 Germany

SERVED　 ONTHE　 JURY　 OF
SEVERAL　 INTERNATIONAL　 EXHIBITIONS

2005　 "transmediale　 O5"Berlin,　 Germany

2004　 "ISEA2004"Helsinki,Talinn
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実施概要

10月6日(金)

オープ ニングイベン ト

武徳 殿

偽 りの安 全性(大 垣版)
ズ ズルキプ リ・マハムー ド

17:00～17:45

オープ ニングセ レモニー

18:00^-18:45

elephant　 ant　man

HANA☆ 」OSS+早 川貴泰

19:00～19:45

Events　 Outline

Oct.6　 Fri

Opening　 Event

Butokuden

False　 Securities,　 Ogaki

Zulkifle　 Mahmod

17:00-17:45

0pening　 Ceremony

18:00-18:45

elephant　 ant　 man

HANA☆ 」OSS+

Takahiro　 Hayakawa

19:00-19:45
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10月7日(土)

lAMAS開 校

10周 年記 念式典

ソフ トピアジャパンセンター

1Fセ ミナーホール

記念講 演
坂根厳 夫

14:00～15:00

シンポジ ウム
「大垣 で、運を開 く」

吉岡洋
グナラ ン・ナ ダラヤン

原久子
15:15.17:00

偽 りの安全 性(大 垣版)

ズズル キプ リ・マハムー ド

四季 の広場

16:00～16:45

Oct.7　 Sat

IAMAS　 10th　 Anniversary

Ceremony

Softpia　 Japan　 Center

lFseminarhall

Aniversary　 Lecture

Itsuo　 Sakane

14:00-15:00

Symposium
"Th

e　chance　 is　opened

in　Ogaki"

HiroshiYoshioka

Gunaran　 Nadarajan

Hisako　 Hara

15:15-17:00

False　 Securities,　 Ogaki

Zulkifle　 Mahmod

Shiki-no-Hiroba

16:00-16:45

Animation　 Harvest

ソフ トピアジ ャパ ンセ ンター

17:30～18:30

地 域映像 まちなか上 映会

新 大橋

18:00～19:30

Animation　 Harvest

Softpia　 Japan　 Center

17:30-18:30

0utdoorScreening

Shin-Ohashi

18:00-19:30

10月8日(日)

世界 のバ イパ ス
dracom

大垣 市 内各 所

15:00～17:00

地域 映像 まちなか上映 会

新大 橋

18100～19:30

私の 心のICU!

ヴ ェンザ ー・クライス ト

武徳 殿
19:00～20:00

Oct.8　 Sun

World　 Bypass

dracom

around　 Ogaki　 City

15:00-17:00

0utdoor　 Screening

Shin-Ohashi

18:00-19:30

1CU　 in　ma　 mind!

Venzha　 Christ

Butokuden

19:00-20:00



10月9日(月) 10月13日(金) 10月14日(土) 10月15日(日)

アーテ ィス トトーク

竹島会 館
13:00～15:00

おおが きじゃんけん合 奏団

ソフ トピアジャパ ンセンター

14:00^-15:00

世界のバ イパス

dracom

大垣市 内各所
15:00～17:00

Animation　 Harvest

ソフ トピアジャパ ンセンター

15:30～16:30

偽 りの安全 性(大 垣版)

ズズル キプリ・マハ ムー ド

lAMASマ ルチメデ ィア工房

18:00^-18:45

地域映像まちなか上映会
新大橋
18:00～19:30

ギ ャラ リー トーク

十六 銀行大 垣支 店旧店 舗

吉岡 洋
13:00～14:00

1AMASAMPLES

lAMASマ ルチ メデ ィア工房

15:00^-17:00

地域 映像 まちなか上映 会

新大 橋
18:00～19:30

大垣 サウン ドツアー
MOBIUM

大垣 公園城 西広場

18:00^-20:00

ギャラ リー トー ク

十六銀 行大垣 支店 旧店舗

吉 岡洋
13:00～14:00

クロー ジングイベン ト

武徳殿

記 念 レクチ ャー+ト ー ク

吉 岡洋

藤 田紘 一郎
17:00～19二 〇〇

Oct.9　 Mon Oct.13Fri Oct.14Sat Oct.15Sun

Artist　 Talk

Takeshima-kaikan

13:00-15:00

0gaki　 Janken　 Ensemble

Softpia　 Japan　 Center

14:00-15:00

World　 Bypass

dracom

around　 Ogaki　 City

15:00-17:00

Animation　 Harvest

Softpia　 Japan　 Center

15:30-16:30

False　 Securities,　 Ogaki

Zulkifle　 Mahmod

IAMAS　 Multimedia　 Studio

18:00-18:45

OutdoorScreening

Shin-Ohashi

18:00-19:30

Gallery　 Talk

Kyu　 Jyuroku　 Ginko

Hiroshi　 Yoshioka

13:00-14:00

1AMASAMPLES

IAMAS　 Multimedia　 Studio

15:00-17:00

0utdoorScreening

Shin-Ohashi

18:00-19:30

0GAKI　 Sound　 Tour

MOBIUM

Ogaki　 Park　 West　 Castle

Square

18:00-20:00

Gallery　 Talk

Kyu　 Jyuroku　 Ginko

Hiroshi　 Yoshioka

13:00-14:00

Closing　 Event

Butokuden

Anniversary　 Talk

Hiroshi　 Yoshioka

Kouichiro　 Fujita

17:00-19:00
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オ ー プ=ン グ イ ベ ン ト

10月6日(金)

武 徳 殿

17:00^-17:45

偽 りの安 全性(大 垣版)

ズ ズルキプ リ・マハムー ド

18:00^-18:45

オープ ニングセ レモニー

19:00^-19:45

elephant　 ant　man

HANA☆JOSS+早 川貴泰

Opening　 Event

Oct.b　 Fri
Butokuden

17:00-17:45

False　Securities,　 Ogaki
Zulkifle　Mahmod

18:00-18:45

0pening　 Ceremony

19:00-19:45

elephant　 ant　man

HANA☆JOSS+Takahiro　 Hayakawa

10月6日 、武徳殿(旧大垣公園体育館)に て岐阜おおがきビ
エンナーレ2006の 幕を開けた。
ズルキプリ・マハムー ドのサウンドパフォーマンスに始まり、
オープニングセレモニーでは横山学長、小川大垣市長ほか
来賓の方々の挨拶、また吉岡、グナランディレクターによる
アジア、国内アーティストの紹介ののち、オープニングイベ
ントの締めとしてHANA☆ 」OSS+早 川貴泰による影絵+ア
ニメーションのパフォーマンスを披露した。

オ ープ ニングセ レモニー

ギ ャラリー トーク

10月14日(金)・15日(土)

13:00^-14:00

十 六銀行大 垣支 店 旧店舗

Gallery　 Talk

Oct.14Fri+15Sat

13:00-14:00

Kyu　 Jyuroku　 Ginko

10月14日 、15日 の2日 間、十 六 銀行 大 垣 支店 旧店 舗 にて

ギ ャラ リー トークツアーが 行われ ました。 デ ィレクターの 吉

岡洋 がナ ビゲーターを務 め、ビエンナー レの作 品 につ いて解

説 を行ない ました。

ギャラ リー トー ク
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lAMAS開 校10周 年記念式典

10月7日(土)
ソフ トピアジ ャパ ンセンター
1階 セミナーホール

14:00^-15:00

記 念講 演

坂 根厳 夫

15:15^-17:00
シンポジウム「大 垣で、運 を開 く」

吉 岡洋
グナラン ・ナ ダラヤン

原 久子

IAMAS　 10th　Anniversary　 Ceremony

Oct.7　Sat
Softpiajapan　 center

lFseminarhall

14:00-15:00

Aniversary　 Lecture

Itsuo　 Sakane

15:15-17:00

Symposium"The　 chance　 is　opened　 in　Ogaki"

HiroshiYoshioka

Gunaran　 Nadarajan

Hisako　 Hara

lAMAS(情 報科学芸術大学院大学+岐 阜県立国際情報科学
芸術アカデミー)は、2006年 で開校10年 を迎え、岐阜県産
業労働部豊田部長、小川大垣市長列席のもと開校10周 年記
念式典を行った。
記念講演では、創始者である坂根厳夫名誉学長が、IAMAS
開校までの道のり、メデ ィア技術と技術系クリエイターの発
展、ビエンナーレの前身である「世界メディア文化フォーラ
ム」について語った。
ディレクターの吉岡洋、グナラン・ナダラヤン、アー トキュ
レーターの原久子によるシンポジウム「大垣で、運を開 く」で
は、アートによる地域の活性化などについて意見が述べられ
た。→詳細P62

[坂根厳夫名誉学長講演より抜粋]

96年 に出発したIAMASは シリコンパワーとして研究開発を
担うソフ トピアとともに人材育成を行う教育機関として国内
では類を見ない学校となった。国際的なプレゼンテーション
の場として、またIAMASの プロモーションとしてメディア文
化フォーラムを立ち上げ、エキシビジョンなどを行い国内外
から多くの方に大垣に足を運んでもらったり、AIR【客員芸
術家制度〕を取 り入れ海外アーティストと学生の交流を通 じ
てスキルのアップにつなげていった。
その後IAMASは2001年 に大学院を設立 し多くの卒業生を
世に出している。
近年、技術者からアーティストが生まれたりしているなどク
リエイターの意味が変わって来ている。より高度なテクノ
ロジーを取 り入れることで表現の幅が広がってきており、メ
ディアというコミュニケーションを使 うことで異文化を結び
つける役割を持っている。
今後のメディア芸術のキーワー ドとして以下のことがあげら
れる。
・メディア技術のさらなる拡大
・技術系クリエイターの活性化
・インターフェイス文化の産業社会的拡張
・国際的メディア文化の差別化の克服

lAMASの 学生には今後もメディア芸術・技術の発展を担って
いただきたい。

シンポジウム 記念講演
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会 場 紹 介

Introduction　 of　Venues

0駅 前インフォメーション　　　　　　　　　　　　　　　　団 竹島会館(大垣宿本陣跡)
回 稲荷神社 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑩ 奥の細道むすびの地記念館
囹 新大橋インフォメーション　　　　　　　　　　　　　　　　回 全昌寺 無何有荘大醒樹
■ 武徳殿(旧 大垣公園体育館)　　　　　　　　　　　　　　 回IAMASメ ディアラボ(ソフ トピアジャパンセンター内)
⑤ 大垣城 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囮IAMASマ ルチメディアエ房
⑥ 郷土館　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　14野 外上映会(新大橋)
國 十六銀行大垣支店旧店舗　　　　　　　　　　　　　　　　15MOBIUM(大 垣公園城西広場)
⑧ 大垣市守屋多 志々美術館　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囮 四季の広場

　 dracomr世 界のバイパス」ルート
(駅前インフォメーション→大垣駅前地下道→ 栗屋公園 →清水町緑地 → 貴船広場 →大垣の詩 →武徳殿 → 四季の広場)

● スタンプ台設置場所　■ 作品展示+ス タンプ台設置場所　ロイベント会場
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回 稲荷神社　lnari　Shrine
日本 にある稲荷神社は3万 社とも4万
社 とも言われており、屋敷神として祀ら
れているものまで入れると無数と言っ
て良いほどの数 になる。本来は穀物・
農業の神であるが、現在は産業全般の
神として信仰 されている。大垣市の水
門川沿いに位置するこの稲荷神社では
ビエンナーレ会期中には社の中で作品
「KODAMA」 の展示が行われた。

國 十六銀 行大 垣支店 旧店鋪
Kyu　Jyuroku　 Ginko

(FormerJuroku　 Bank　 Branch　 Building)
この十 六 銀 行 大 垣 支 店 旧店 鋪 は 前 回

2004年 のおお が きビエ ンナ ー レで も会

場 として使 用 され て いる。今 回の ビエ
ンナー レでは メイ ン会場 のひ とつ として

ア ジア のア ーテ ィス トの 作 品展 示 が 行
われ た。

回IAMASメ デ ィア ラボ
(ソフ トピアジャパンセ ンター内)

IAMAS　 Media　 Labo

(in　Softopia　Japan　 Center)
lAMASメ デ ィアラ ボ は、新 しいメデ ィ
ア教 育 や研 究の ための 創造 的環 境 と し

て実 験 的 に作 られた施 設 で ある。 ここ

で は 現 在rAdvanced　 Media　 Schoolプ
ロジ ェク ト」の活 動 と制 作 が行 なわれ い

る。 ビエンナー レ会期 中 にはSnapShot
展の会 場 として使用 された。

囚 武徳殿(大垣城内旧大垣公園体育館)
Butokuden
この武道場は戦前に大垣城の敷地内か
ら移築されたことにより戦火を逃れ、戦
後現在地へ戻 されたことで当時の姿 を
保 っている。今回のビエンナーレでは、
メイン会場のひとつとして作品展示、パ
フォーマンス、講演等が行われた。

団 竹島会館(大垣宿本陣跡)
Takeshima-kaikan
大垣は東海道と中山道を結ぶ美濃路の
宿場町であり、戦国時代 にはこの建物
は大垣宿本陣として使われてきた。ま
た明治天皇行在所跡 として市指定史跡
とな っている。現在は、竹島会館 と改
築・改名され会議などに利用 されてい
る。 ビエンナーレ会期中はカモン・パオ
サワットの作品が展示された。

囮IAMASマ ル チメデ ィア工 房

IAMAS　 Multimedia　 Studio

妹 島和 世 に よる設計 の マル チメデ ィア
工 房 は「スタ ジオ」と「木 工 室 」を 内設。
ス タジオ はパ フ ォー マ ンスや作 品 の展

示 な どで使 用 され てい る。 ビエ ンナ ー
レ会期 中 にはSnapShot展 のサウ ン ドイ
ベ ン ト「IAMASAMPLES2006」 が 開催 さ

れた。

⑤ 大垣城　Ogaki　Castle
関ヶ原の合戦で西軍を率いる石田三成
の本拠地 となったこの城 は天正13年
【1585〕の築造 と伝 え、その優美から数
少ない国宝の城のひとつに数えられて
いたが、残念ながら戦災で焼失 し現在
のものは再建されたものである。ビェ
ンナーレではスタンプラリーの会場のひ
とつとして使用された。

回 全昌寺 無何有荘大醒樹
Mukauso　Taiseisha,Zensho-ji
幕末の大垣藩の財政を立直し安泰に導
いた小原鉄心が城北の林村(現林町)に
風雅な別駆(べ っしょ)を営んだ。これ
を無何有荘と命名したのは彼が私淑 し
た禅僧、鴻雪爪(おおとりせっそう)で、
中国の古典r荘 子』に拠る。現在はその
一部、大醒樹(たいせいしゃ)のみが、船
町港跡近 くの全昌寺に保存されている。
ビエンナーレ会期中には作品rmoids」
が展示された。

囮 四季の広 場　Shiki-no-Hiroba

(FourSeasons　 Square)
「四 季 の広 場 」は かつ て 大 垣 城 の外 堀

だ った 水 門川 の 遊歩 道 の 拠 点 であ り、

形 状 が 異 な る20以 上 の 橋 や 約5万 匹
の錦 鯉、川沿 い には季 節 の 自然 が楽 し

め、「水 の都 ・大垣 」にふ さわ しい名所 と
な っている。 ビエンナー レではズル キプ

リ・マ ハム ー ドのサ ウン ドパ フ ォーマ ン
ス とdracomの 移 動 ミュー ジカルのフ ィ

ナー レの場 として使 用 され た。

DOCUMENTS　 163



謝 辞

Acknowledgements

岐阜おおがきビエンナーレの開催にあたり、多大な協力を受け賜
りました下記の機関、関係者の皆様に深く感謝の意を評します。

Wewould　 like　to　express　 oursincere　 gratitude　 to　all　those

who　 contributed　 to　the　 realization　 of　this　exhibition.

財団法人 ソフトピアジャパン
株式会社 十六銀行
株式会社 大垣共立銀行
岐阜県立大垣商業高等学校
岐阜県立森林文化アカデミーものづくり研究会
中京大学情報理工学部情報メディア工学科
財団法人 大垣市文化事業団
大垣市守屋多 志々美術館
大垣商工会議所
十万石まつり実行委員会
大垣市商店街振興組合連合会
西濃水産漁業共同組合
株式会社 田中屋せんべい総本家
NPO法 人大垣まちづくり市民活動支援会議
NPO法 人デジタル・アーカイブ・アライアンス
NPO法 人 まち創り
全昌寺
稲荷神社
竹島会館
スイトタクシー株式会社
株式会社 アートイット(ART　iT　Co.,　Ltd.)

[本展覧会の設営 ・運営スタッフ]

入江経一、遠藤孝則、小 田英之、齋藤正和、神成淳司、鈴木浩、吉田茂樹

田中健司、井出はるか、小島一郎、佐竹裕行、水谷大介、吉 岡理 恵、井澤澄子、伊藤晶子、岩崎 由佳、小川満弘、尾関洋

喜多川文香、後 藤千晴、酒 向賢治、塩井里奈、鈴村 浩規、田中友子、宮田峻平、岩田壮 史、熊俊輔、高見知里、野路 千晶
天野 由加利、菅沼聖、古 田ゆか り、平松和夫、野 田達男、梶村 昌世、桜木美幸、本 間無量 、土居哲真、池田泰教、白前晋

[SnapShot展 ディレクター]

前林明次、小林茂
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IAMAS[lnstitute　 of　Advanced　 Media　 Arts　 and　 Sciences+InternationalAcademy　 of　Media　 Arts　 and　 Sciences]and　 others

Exhibition　 Period:
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Organized　 by:

IAMAS[lnstitute　 of　Advanced　 Media　 Arts　 and　 Sciences+InternationalAcademy　 of　Media　 Arts　 and　 Sciences]
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２回目となるおおがきビエンナーレのテーマは「じゃんけん：運
の力」。表紙の帯をめくるとキービジュアルとなるイラストが現
れ、さらに雁垂れを開くとイラストを一望できます。本編はアジ
アの招へい作家の作品紹介、トークイベント、IAMAS関係者の
作品紹介、ドキュメントの4パートに分かれており、紙の材質を
変えることで誌面を印象づけています。

形　態　　
サイズ　　
コンテンツ

 :srossicS-repaP-kcoR“ saw elanneiB ikagO dn2 eht fo emeht ehT
The Power of Luck”. If you look under the paper wrapper of the 
book, the illustration that was the key visual appears. And if you 
open up the inside covers, you can see the illustration in its entirety. 
This book is separated into four parts ‒ introduction of the works 
by the artists invited from Asia, talk event, introduction of works by 
those affiliated with IAMAS, and documents ‒ and by changing the 
materials of each section, the pages leave an impression on the 
reader.

Form
Size
Contents

Perfect Binding
172mm × 236mm
WORKS1、ESSAYS AND TALK EVENTS、
WORKS2、EVENTS AND PROJECTS、
SNAPSHOT EXHIBITIOB、DOCUMENTS

無線綴じ製本
172mm×236mm
WORKS1、ESSAYS AND TALK EVENTS、
WORKS2、EVENTS AND PROJECTS、
SNAPSHOT EXHIBITIOB、DOCUMENTS



※閲覧する端末、アプリケーションによっては目次機能が正しく動作しない場合がありますのでご了承ください。
※Please be aware that depending upon the terminal/application used, there are times when the table of contents function 
　will not work correctly.

①目次の使い方
　・Adobe Readerの場合
　「しおり」機能を使って目次としてご利用いただけます。
　・Apple プレビューの場合
　「サイドバー」を目次としてご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- For Adobe Reader
　Access as table of contents using the“guidebook”function.
　- For Apple Preview
　Access the“sidebar”as the table of contents.

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・Adobe Readerの場合
　「編集＞簡易検索」もしくはコマンド＋F
　・Apple プレビューの場合
　　検索窓に入力してください。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- For Adobe Reader
　Edit → Simple Search OR Command + F
　- For Apple Preview
　Type into the search window.

※iBooksでのご利用を推奨しています。
※Use via iBooks is recommended.

①目次の使い方
　・メニューのリスト表示から目次をご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- Access from the list display in the menu.　

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・メニューの検索アイコンから検索いただけます。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- Search from the search icon in the menu.

これまでIAMASで発行されたカタログ類をIAMASBOOKSとして再編成し、電子書籍化しました。
Catalogues previously published at IAMAS have been reorganized into IAMASBOOKS and turned into digital books.

　PCで閲覧｜Via PC

　使用方法｜How to use

　iPadで閲覧｜Via iPad

　Android端末で閲覧｜　For Android
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